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　　　　　今年度のガバナーに就任いたしました。も

　　　　とより浅学非才の身をよく自覚致しておりま

●　すが、この七は誠心誠意みなさまのお役に立

　　　　つように努力いたしますので、ご支援、ご鞭

　　　　昼をよろしくお願い致します。

　　　　　さて、今、ただ今、全世界26､000のクラブ、

　　　　120万人のロータリアンがＲＩの今年度のテ

　　　　ーマを行動に移すため一斉にスタートをきり

　　　　ました。

　　　　　奉仕の実践のために世界120万人が同時に

　　　　スタートするのです。これがロータリーなの

　　　　です。何というすばらしい組織でしょうか。

　　　　私たちはそのような大きな流れの中の一員

　　　　であることに誇りを持ってロータリーの活動

　　　　にしっかりと参加致しましょう。

　　　　　目まぐるしい世界の変化につれてロータリ

－も年々変化していきます。　しかし、どんな

に世界が変化しても、時代が変わっても、変

わらないのは奉仕の理想です。

　私たちの奉仕活動によって多くの人が助け

られ、ひいては世界平和の実現につながるの

だ、という信念をもって行動する。これが奉

仕の理想であり、この奉仕の理想の実現に向

かって一路邁進するのが真のロータリアンで

はないでしょうか。

　しかし、ややもすれば、その年度の役員だ

けがこの奉仕の理想の実現に献身し、その他

の会員は知らん顔､ということが多いのです。

ロータリアンである会員のみなさま、どうぞ

こぞって奉仕活動に参加して頂きますように

お願い致します。
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　ROBERT R. BARTH

ふー/2バレデ
　私達はどこから来たのでしょう？　今どこ

に立っているのでしょう？　これからどこへ

行こうとしているのでしょう９　ポール・ハ

リスの理想の上に４世代の男女が築き｡ﾋげた

ぼぼ１世紀に及ぶ奉仕が、その私達の道を示

しています。奉仕の理想と世界に広がる人道

的プログラムに対する献身によって187の国、

及び地理的地域の26､000のクラブ、100万を

超えるロータリアンが一つに結ばれているの

です。私達はロータリーの徽章に導かれ、信

念を持って行動するボランティア・サービス

という伝統の力に励まされ、今、世紀の明日

に向かって前進します。

　今日、ロータリーの理念は100を超す多く

の言語で表現されています。しかし、これば

どの多様性にもかかわらず私達は世界中に知

られている歯車の徽章で一つに結ばれている

のです。さて皆さん、自分に聞いてみて下さ

い：この徽章は何を意味しているのでしょ

う？

　ロータリーの歯車は私達のトレードマーク

です。　トレードマークとは会社や団体の真髄

を表現するものです。　トレードマークは世界

中で誰もが認めてくれるような独白の優秀性

を示すものとして、人々は、それにより、極

1993～'94年

ロバート

国際ロータリー会長

Ｒバース

国際ロータリー会長エレクト、1992～'93年度

ロータリー財団管理委員会委員、1987～'88年度

国際ロータリー財務長、1984～'85年度

国際ロータリー理事、1983～'85年度

涼飲料水の製造業者。清涼飲料水の主成分の提供元であ

るリビエラ・グループの総帥。

チューリッヒ生まれ。チューリッヒ大学の法学博士。

ヨーロッパ清涼飲料水製造業者連盟会長。

1956年以来のアーラウ・ＲＣの会員。国際ポリオ・プラ

ス委員会の委員長、国際協議会インストラクターなどを

歴任。スイス、ロスリスト市在住。

上の製品、高度の理想に対する公約、友好的

なサービスを期待できると思っています。　し

かし、このような期待を待たせるのは、まさ

に自らの信念に忠実な男女の懸命な努力あれ

ばこそです。されば私達の徽章は傑出した職

業人ということだけでなく、さらに優れた品

性､知性豊かな心を意味するものであります。

　さてロータリーの歯車を見た人々はどう考

えるでしょう？　それによって人々は、ロー

タリアンが個人的にも、また、その職務にお

いても、奉仕に努める人であることを思い起　●

こしてくれるでしょうか？　ロータリアンは

いつでも他の人々を公正に遇していると思わ

れるでしょうか？　その徽章を見て、とりわ

け必要な時に超我の奉仕を期待するようにな

るでしょうか？　ロータリアンのシンボルと

して、私達の歯車は、何よりもまず優れた品

性の象徴なのです。私達のトレードマークの

信用は、一にかかってロータリーに捧げる私

達の努力と献身にあります。

　何かあなたをして親睦・奉仕で結ばれた口

－タリアンに仲間人りさせたのですか？　あ

なたは自分が世に捧げる有意義で価値ある何

かを持っていて、これを他の人々に分かち合

わねばならぬと感じたからではありませんか



●

③

|………如94年度ﾜ戸'‾|

行動に信念を

信念は行動に

ＢＥＬＩＥＶＥ ＩＮＩＶＨＡＴ

　　　　ＹＯＵ ＤＯ

　　　ＤＯＷＨＡＴ

　YOU BELIEVE I1Ｖ

　　　　思いやりですね。思いやりがあれば行動を起

　　　　こします。あなたは援助を待つ人を助けたい

　　　　という受情で行動します。さらにまた、希望

　　　　を失った人々にも夢を与えようと手を差し仲

　　　　べます。

　　　　　私達の奉仕の基礎は、私達の夢から出来ｈ

　　　　がります。あなたはどんな夢が一番素晴らし

　　　　いと思いますか？　あなたの最も強い信念は

　　　　何ですか？　ロータリーの歯車をつけている

　　　　あなたを見た人々が、あなたをどう思ってく

●　　れるよう望んでいますか？

　　　　　あなたが心から信ずる所に従って行動を起

　　　　こせば、夢見た目的は現実のものとなり、困

　　　　難を極めた障害も乗り越えられます。人類の

　　　　最も驚嘆すべき業績は、夢を実行に移した人

　　　　々によって実現されたのです。

　　　　　私達の奉仕の証しは、行動によって明らか

　　　　にされます。あなたの格別優れた才能を使っ

　　　　て周囲の人々に深甚な影響を与えるために、

　　　　あなたはどのような行動ができますか？

　　　　　あなたが自分の行動に信念を持てば、あな

　　　　たは自分の個人的限界を越えて前進し、本当

　　　　に他の人の求めに応じて奉仕できる活力を見

　　　　いだすでしょう。

　　　　　理想と行動､信念とその信念の具体的実現、

バースＲＩ会長と大森ガバナー

この二つの連結を何故私が大事な問題と考え

強調するのか、今ここにあなたはしかとご理

解なされたでしょう。そこで1993～'94年度

のＲＩテーマに行きます。

行動に信念を……1言念は行動に……

　人間として、また、ロータリアンとして、

人々があなたに期待する以上のことがあなた

にはできるのです。行動に信念を持ち……f言

念は行動に移す……そのときこそ、ロータリ

ーの歯車が象徴するもの、奉仕の道の意味す

るところ、それを最高度に実演して見せるで

しょう。あなたの夢を行動に導けば、その行

動によって夢は現実のものに転化するので

す。

　あなたは、あなたの力を最も必要としてい

る人々に影響を与えることができます。ロー

タリー財団のベネファクターになることによ

って､恒久的な影響を与えることができます。

私達は確信いたします：行動に信念を……ｲ言
- 一 一

念は行動に……それによって、何か最高の満

足感があなたにもたらされることを。



園

●

●

新年度を迎えて

行動に信念を信念は行動に

ＲＩ理事　松　本　卓　臣

　1993年～’94年度のロバートＲバース会長は、ＲＩ

のテーマとしでBelieve in what you do Do what you

believe in”

　　『行動に信念を　信念は行動に』を掲げられました。

　ロータリアンは皆ロータリーに対する信念を持ってい

ます。このロータリーヘの信念を行動に移し、人々へ奉

仕することによって大きな満足感を得ることができると

力説されます。

　日本語訳も立派であり、殊に我々日本人には浄土宗の

教義、信・行・証が思い出されます。「信ずる」……f言

じたならば念仏する、即ち「行」……その結果として救

われる満足感が得られる。即ち「証（明かし）」が得ら

れる。

　これは人生百般に通ずる哲理と言われています。 ＧＮ

の一人が「信即行行即信結縁只感謝」と書いた書面を部

屋にいれて頂き感激しました。

　大森慈祥ガバナーの強力なる指導の下「和而不同」ロー

タリーの理論の研究並びに実践にご努力、ご協力を願い

ます。

＜プロフィール＞

広島県福山市西町在住

1920年（大正９年）６月１日生

栽京商科大学（現一橋大学）卒業

横浜正金銀行（現東京銀行）勤務を経

て福山ガス社長、山陽染工㈱、中国紡

繊㈱、ダイヤ石油㈱の会長、広島ホー

ムテレビ、福山テレコム等、数社の役

Ｈ。福山商工会議所会頭、福山大学理

事、元広島県教育委員、財団法人松本

育英会理事等を歴任。

1954年　福山ＲＣチヤーターメン

バー。1973～'74年　ＲＩ第369地区ガ

バナー。 1975～'76年、1976年国際協

議会のグループ・リーダー。 1982年

ＲＩ青少年活動委員会委員。 1983～'

86年　規定審議会代議員。1992年、

1992～'94年度ＲＩ理事就任。第2670

地区・第2650地区・第2680地区・第

3480地区地区大会ＲＩ会長代理。

マルチブル・ポールハリス・フェロー

米山功労者。ロータリー特別功労賞及

び同財団功労表彰状を受賞。ロータ

リー米山記念奨学会常務理事。
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山中直前ガバナーヘの
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ｶﾞﾊﾞﾅｰ　　大　森　慈　祥

1992～'93年度山中　文和ガバナー

　　　　ガバナーの任務を無事に終えられ、ホッとなさっていられることでしょう。ご苦労様

　　　でした。菅生ガバナーがご退任なさる時のお言葉を聞き、「私も早くそれを言いたいよ」

　　　とおっしやっていられましたが、その時がやって来た実感はいかがでしょうか。ご健康

　　　で無事に大任を果たされましたことを心からお喜び申し上げたいと存じます。

　　　　　『まことの幸福は人助けから』というテーマにそって、この１年間を献身的にご奉仕

　　　され、ご指導に当たられ、すばらしい成果を上げられました。

　　　　特に、地区活動の本来あるべき姿についてあらゆる機会にそれを力説され、ご指導な

　　　さって、本来の地区活動の展開に大変なご努力をなさいました。

　　　　また、拡大と増強に力を尽くされ、２つの新クラブ、そしてまたローターアクトクラ

　　　ブ２クラブを増設され、地区の歴史に輝かしい１ページを加えられました。

●　　　また、バランスのとれた活動を推進するため､四大部門はもちろん､その他の奉仕活動

　　　についても強力にご指導なさって、地区とクラブの活性化に多大の成果をあげられまし

　　　た。

　　　　この際に、私がやらねば、私がやっておかねば……と、いろいろの困難な問題に正面

　　　からぶつかって一つひとつを見事に解決なさっていくその情熱と手腕に心からの敬意を

　　　表したいと存じます。おかげで私は各部分で大変楽をさせて頂くことになることも多い

　　　と思うのです。ありがたいことと思います。あなたのそのようなガバナー姿を見つめつつ、

　　　ノミニーとしての１年間を過ごさせて頂きましたが、あらゆる点について心のこもった

　　　ご指導をいただき、いろいろと学ばせて頂くことができました。本当に有難うございま

　　　した。

　　　　ご退任後もどうぞご健康にご留意され、パストガバナーとして、地区の発展のために

　　　なお一層のご指導、ご活躍いただきますようにお願い致しまして、感謝の言葉といたし

　　　ます。
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清野　耕作（茨　木）

代表幹事、統括
公式訪問、諸会合、ＲＩ

鈴木　頼正（茨　木）

　代表幹事補佐、出席

　外国文書整理、ローターアクト

文太郎（茨　木）

幹事、ガバナー月信担当

地区大会、ＲＩニュース

村主　恵快（茨　木）

幹事、規定情報

　　　　。　　工藤　義雄(茨　木)　　　　e　　

こ詰豊

　　　｡､III‘e1

　　　゛n　　讐慰｡几｡‰

●　　11111111;　　･雑忍)地区大会､IGF

Ｚ　・．･ｌｋ

　　皿．

水田 次（茨　木）

幹事、職業奉仕部門

地区大会、ＩＧＦ

小池　　明（茨　木）

幹事、社会奉仕部門
地区大会、ＩＧＦ

花形　芳夫（茨　木）

　幹事、青少年活動

　ライラ、インターアクト

ユ

■

£

9

と

旦

£

橋本　陽二（茨　和

幹事、国際奉仕部門
地区大会、ＩＧＦ

橋本　秀雄（茨　木）

幹事、地区協議会
地区大会

武智　義加（茨　木）

幹事、米山奨学部門
地区大会

佐藤　康造（茨　木）

幹事、地区大会

高島　　健（茨　木）

幹事、ロータリー財団部門

小山　隆三

幹事、事務連絡

(大阪阪南)

中村　憲次（茨　木）

財務委員長

鰐洲　栄一（茨　木）

財務委員、会計

闘分　紀－（大阪南）

財務委員

財務委員

(大阪阪南)
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バランスの取れたクラブ業績に対する

第二年目

回mmglf

会長賞
会員の個人的活動を活用し、バランスのとれたク

ラブ業績によって他の人に奉仕するよう会長から

ロータリー・クラブに課題が提起されました。ク

ラブは以下に概説された４大奉仕部門の各々の業

績の数に基づいて会長賞を受賞することになりま

す。これは、競争というより、ロータリー・クラ

ブが奉仕の水準を設定する課題といえます。

　　　　　　　基準と締切日：

参加するために、先ず、ﾄﾞ記の表からあなたのク

ラブの会員数に該当するところを探して下さい。

すると、あなたのクラブが各奉仕部門内で幾つの

業績を上げなければならないかが分かります。次

に、奉仕部門別に、活動の種類を検討します。あ

なたのクラブが実行できるものを選び、それを目

標としましょう。目標を達成するに当ってば個人

別活動と努力が重要であることを強調して下さ

い。目標は1993年７月１日から1994年４月１日ま

でに達成しなければなりません。

これらの目標が所定の期間内に達成できたなら、

地区ガバナーは、1994年４月15日までに、クラブ

の会員数と、その活動をＲ土会長に証明します。

受賞資格のあるクラブにはR.I会長の署名入りの

賞状を送ります。

　　　地区ガバナーヘの特別賞：

地区内のクラブの50パーセント以上が受賞資格を

備えているときは、地区ガバナーも、1993～94年

度会長賞の受賞資格があります。資格を有するガ

バナーには、R.I会長から特別賞を贈ります。

あなたのクラブの会員数による実績

　クラブの会員数

1～50

51～150

151＋

奉仕部門内の業績

(
U
y
)

４

奉仕の実践に

対する新しい挑戦
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ﾚ秦‾iで呑‾j‾白‾軋」
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年　月　目 ホス|ヽクラブ

豊　中　南

大阪城東

参　　加　　ク　　ラ　　ブ
ゼネラル
リーダー

臨席Ｐ．Ｇ．

１ 1993年
９月25日（土）

池田、池田くれは、箕面、箕面中央、
豊中、豊中南、豊中一大阪国際空港、
豊中F一里

山　中
戸　田

武　尾

６ 10月30目(土)

大阪、大阪東、大阪東淀、大阪城東、
大阪城、大阪北淀、大阪大手前、大阪城北、
大阪鶴見、大阪淀川、大阪中之島

松　本
坂　束
菅　生

３ 11月６[｣(土) 寝　屋　川
大束、枚方、枚方くずは、門真、交野、
守f｣、寝屋川、四条畷

中　西
中　村

費　生

８ 11川27目（土） 大阪平野
大阪阿倍野、大阪阪南、大阪阪和、
大阪今野、大阪城南、大阪住之江、
大阪住占、大阪東南、大阪天王寺

廣　瀬
種　田
山　中

７
1994年

１月29目（土）
大阪七ヽ斎橋

大阪本町、大阪南、大阪難波、大阪なにわ、

大阪南西、大阪西南、大阪船場、
大阪心斎橋、大阪うつぼ、大阪御堂筋

坂　東
中　西

廣　瀬

４ ２月12(土) 東大阪東
東大阪、東大阪東、東大阪中、東大阪西、
大阪柏原、ハ尾、八尾東、八尾中央 武　尾 世　戸

古　田

２ ２月19日(土) 吹田浦坂
茨木、茨木東、千里、摂津、吹田、吹田西、

吹山江坂、高槻、高槻東、高槻西 菅　生
伊　藤

山　中

５ ３月５日(土) 大阪梅田東

大阪ちややまち、大阪中央、大阪堂島、

大阪北、大阪港、大阪西、大阪大淀、
大阪西北、大阪天満橋、大阪梅田、
大阪梅田東、大阪北梅田

古　田 伊　瀬松　本

◆公式訪問日程
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収入の部

1993～1994年度国際ロータリー第2660地区

　収　　　支　　　予　　　算　　　書

科　　　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額

前　　期　　繰　　越　　金 19,000,000 17､000,000

Ｒ．　Ｉ．　交　　付　　金 800,000 800，000

地区資金（15､000円×5,600人） 84，000,000 83,250,000

雑　　　　　収　　　　　　人 700,000 700,000

合　　　　　　　　　　　　計 104,500,000 101,750,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：即

科　　　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額

委　員　会　活　動　費 28､040,000 22､390､000

地区ガバナー指名委員会

意義ある業績賞委員会

200,000

　50,000

200，000

　50,000

クラブ奉仕部門

職業奉仕部門

社会奉仕部門

青少年奉仕部門

国際奉仕部門

ロータリー財務部門

米山奨学部門

拡　大　部　門

会員増強委員会

広報雑誌委員会

規定情報委員会

職業奉仕委員会

ボランティア委員会

社会奉仕委員会

環境保全委員会

青少年活動委員会

インターアクト委員会

ローターアクト委員会

世界社会奉仕委員会

青少年交換委員会

国際交流・平和委員会

ロータリー財団委員会

国際親善奨学金委員会

研究グループ交換委員会

財団増進委員会

財団学友委員会

米山奨学委員会

拡　大　委　員　会

委員会活動予備費

議　　　　　費

地　区　大　会　補　助

地区協議会補助

地　区　委　員　会

ガバナー打合せ会議費

Ｒ．Ｉ．会長記念品代

同　上　歓　迎　費

直前ガバナー記念品代

G.N.国際会議参加補助

予

日本国内地区ガバナー

ロータリー文庫協力費

地区大会分担金

ガ　バ　ナ

ガ　バ　ナ

合

　　備　　　費

200円×5､600人

300円×5､600人

　　3,000円×5,600人

月　信　印　届IU　費

製版･印刷･送料･ホルダー

予　　　僧　　　費

事　務　所　経　費

計

次 年　　度　　繰　　越　　金

　200,000

　90〔〕,000

　60〔〕,000

　40(),000

　15(1,000

1，300(),000

　250,000

2,6000,000

3,200,000

5,700,000

　200,000

　50(1,000

　25(),000

　100,000

1，?50,000

7.000,000

　240,000

　750,000

　700,000

　200,000

　800,000

9,220,000

　300,000

　300,000

4,000,000

2,500,000

　160,000

　370,000

　260,000

　830,000

　500,000

-

　1，120,000

　1，680,000

16,800.000

一

10,000,000

　9,500.000

　500,000

26，140,000

93,000,000

11，50(),000

　200.000

　500,000

　700,000

　400,(xlo

　150,(xlo

l，950,(X)0

　250,(X)0

2,600,000

3,200,000

5,700,000

　200,000

　500,000

　250,000

　100,000

1，500,000

1，300,000

　240,000

　600,000

　700,000

　200,0(10

　900.0()0

8,640,000

　310,000

　310,000

3,500,000

2,100,000

　160,0〔〕0

　370,000

　260,000

　830,000

　800,000

-

1，110,000

1,665,000

16,650,000

9,700,000

-

9,400,〔X〕0

　300,000

27,540,000

87,695,〔X〕0

-

14,055,000

ガバナー

財務委員長

合　　　計

作成

承認

火

中

鰐

1993年3Jj1日

1993年５月８日

祥
　
次

慈
　
憲

森
　
村

州 栄
一

'9斑1川本 ｀93年2Jj末

クラブ数 76 76

会　員　数 5,600(狛 5,455

(単位：円)

ガバナー事務所経費内訳

科　　目 r･算　額 前年度溥額

借室料・熱費 3,250､000 5，160,000

賃　金　給　料 13,200,000 12,920,000

ガバナー交通公1順 1，300,000 1，300，000

印　　刷　　貧 1,800,000 1，600､000

交通通信費 2､400､000 2,400､000

文　　献　　費 160,000 160,000

事務用消耗品費 1，100,000 1、100，000

什器備品費 600､000 600，000

雑　　　　　費 1,800､000 1，800，000

予　　備　　費 530,000 500,000

合　　　　　計 26,140,000 27､540,000
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◆国際ロータリー主要年間行事

年　　月 行　　　　　　　　　事　　　　　　　　　名

８　　月 会　員　増　強　及　び　拡　大　月　間（Membership and Extension Month）

９　　月 青　　少　　年　　活　　勣　　月　　間（Youth ActivitiesMonth）

10　　月 職　　　業　　　奉　　　仕　　　月　　　間（vocatlona1 Service Month）

10　　月 米　　　　　　山　　　　　　月　　　　　　間（Yoneyama Month）

11　　月 ロ　ー　タ　リ　ー　財　団　月　間（The Rotary Foundation Month）

１　　月 ロ　ー　タ　リ　ー理解推進月　間（Rotary AxvarenessMonth）

２　　月 世　　　界　　　理　　　解　　　月　　　間（World understanding Month）

２月23日 ロータリー創立記念日・世界理解と平和の日（World understanding＆Peace Day）

４　　月 ロ　ー　タ　リ　ー　の　雑　誌　月　間（Rotary’s Magazine Month）

◆1993～'94年度国際ロータリー第2660地区年賎互gy里子]

年　　月　　日 行　　事　　名 7z7　　　　　場

1993年７月10日巾 合同地区委員会 辨天宗信者会館

８月６日(匍～８日(H) 青少年ニコニコキャンプ

９月24日(金)～26出日) 山のライラ

11月14日(日) インターアクト年次大会

1994年３月10日(木卜18日(金) 1994年国際協議会 米国カリフォルニア州アナハイム

４月２出土） 会長エレクト研修セミナー

次期地区委員長会議

４月８日(匍

４月９日出

1993～'94年度地区大会 辨天宗信者会館

５月３口内～５口(木) 海のライラ

５月７日(０ 現・次年度地区合同委員長会議 辨天宗信者会館

５月22日(日) ローターアクト年次大会

５月28日出 1994～'95年度のための地区協議会 都ホテル大阪

６月12日(日)～15日(水) 1993年国際大会 台　湾　　　　台　北

◆報告書送付先及び送金先

国際ロータリー中央事務局 Ｒotary lnternationa1,0ne Rotary Center,1560 Sherman Avenue,Evanston,IL,U.S.A.60201

国際ロータリー日本支局

�160東京都新宿区新宿1-36-12　サンカテリーナ1階

奉仕室�(03)3355-5383　地区･クラブ関係のお問い合わせFAX(03)3226-4606

資料室�(03)3355-5391　文献､資料の注文、お問い合わせ(各室共通)

財務室�(03)3355-5425～6　財務関係、お問い合わせ

　　　　j行先：さく６齢濠蝕渫部目い浦0968049国恥－ﾀIト財副け理吉井削のぼるj

財団法人

ロータリー米山記念奨学会

�105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館8階

�(03)3434-8681(さくら銀行京橋支店口座Na普0920373)FAX(03)3578-8281

ロータリーの友事務所
�105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館8階

�(03)3434-8681(さくら銀行芝大門支店口座Na普6326314)FAX(03)3436-5956･

青少年交換事務局

事務局長　河　合　　　良

�105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館8階

�(03)3433-6497 FAX(03)3433-7395

国際ロータリー第2660地区

会　　計　鰐　洲　栄　－

�567大阪府茨木市西穂積町7-41辨天宗信者会館2階

�(0726)23-2668(三和銀行茨木西支店口座硲普3749430)
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１

報　告　事　項

半　期　報　告

２．クラブ出席率報告

３．クラプ細則の変更

4.充填未充填職業分類表

５．クラブ計画およびL｣標の要約

6.地区大会提出･信任状証明､11

7.新人会員、退会者、会11の

　住所または種類の変更

８．クラブの会長､幹事､例会場、

　　日時、事務所等の変更届

9.R.I.文献購入申込

　　各R.C.常備の注文用紙にて

10.次年度クラブ会長､幹事報告

　　(公式名簿・記載資料)

11.全国会員名簿のための校正

　　(送られてきたゲラ刷を校正

　　し返送する)

12.国際大会提出･信任状証明書

　　(会長､幹事のサインが必一割

期　　日

　　　7J」】日

　　　口j l ll

㎜･㎜㎜㎜■■■㎜㎜㎜■㎜㎜
翌1110日までに必着

　　　その都度

　　　8 fj31日

　　　　　　　一一一一一一

クラブ公式訪問||の

２週間前に

　1994年３月3111

その郎度

　　その酸度

　　その都度

クラブ役員選挙後

２週間以内に

　　　２　月

４　月

報
告　　　先

-･----･‥･---‥----㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ･ ■ ･ ■ ･ ㎜ ㎜ | ･ ■ ･ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ･ ･ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜

① R

,

I

.

中 尖 ･ 外 務 局 ( R I よ り 送 付 さ れ た 指 定 川 紙 J

② ( 写 ) ガ バ ナ

ー

③ ( 写 ) R I

.

日 本 支 1

,

j 財 務 室

㈲ ( 写 ) ク ラ ブ に 保 管

　　　　　　　－　　－　　-一一　-----－--

ガバナー事務所（所定の用紙）

一 一 一 一 一 一

ガバナー事務所

ガバナー事務所＿_　　　　　　　　　　　　_.__.＿＿＿_＿______

所定の用紙３部に記入レご、ガバナー収務所に２部

１部はクラブ'に保管

会員数25名またはその過乍数毎に１私の選挙人を選ぶ。

(Ｒ土細則第12条第５節b)

(ガバナー嘔務所より送付された指定用紙)
　㎜■■■･㎜■･㎜㎜■■㎜･■㎜㎜■㎜■㎜㎜㎜■■㎜㎜■･■㎜㎜･■　■･ ･･■■■■　■■･㎜㎜

①R

.

I

.

中央事務J

‥3（英文・所定の用紙）

②ガバナー事務所

①R.I.日本支局

②ガバナー事務所　　③ロータリーの友事務所

R.I.中央事務局（英文の文献）

R.I.日本支jla（和文の文献）

①R.I.中央事務局（R.I.より送付された３色刷りの用紙J

②ガバナー　　　③ガバナー・ノミニー

ロータリー全国名簿編集室宛

〒162東京都新宿区市谷左内町1【↓j本ビル3階

　　　TEL.(03)3267-5265

国際大会出席の代議員またはその代理者(ガバナー・ノミ

ニーなど)用紙はＲ土より直接各クラブに送付される。

会員50名以上のクラブは50名毎に、またはその過半数に

つき追加代議員１名を選ぶ。　(Ｒ土定款第８条第３節a)

◆主要送金

送　　　　　　　　金 期　　日 送　金　先

Ｌ人頭分担金１人当り半年分S15.50

　　●7月２日より10月１日まで

　　●１月２日より４月１日までに中途入会した会員S7.75

□j1山川１日

1側目D4Jn日

兄I,日本支局財務室２．ロータリー財団への寄付

　　沓付金は１人S10.00以上

　　新人会員は入会時斜0.00

　　その他の寄付は随時送金

川ロロ

3.地区資金１人当り半年分￥7,500(内､地区大会分担金￥1,500)

　中途入会者および新クラブ設立の場合

　●７月２日より10月１日まで及び１月２日より４月１日までに

　　入会した会員に対し￥5,000(地区大会分担金￥1､000を含む)

７月１目・且∩日

10月１日・打川口 　R.I.第2660地区会計

ロータリー米山記念奨学会

4.地区青少年交換ファンド１人当り半年分￥1,500 戸川日・川１目

5.財団法人ロータリー米山記念奨学会への寄付

　　普通寄付金は１人当り各クラブの決定額の半分

　　特別寄付金は随時送金

７月１日・１月１日

６．汀he Rotarian」の購読料（希望数）半年分S6.00 ７月１日・けnL」 Ｒ土日本支局財務室

７．「ロータリーの友」購読料半年分￥1,236（消費税含）

　　（但し、中途入会者については雑誌を受取った月より月割１部

　　￥206計算）

７月１山川１日 ロータリーの友事務所
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「友」英語版は、日本ロータリーを海外に知らせる最も良い贈り物です

　　　新年度分「ロータリーの友」英語版

ご盲文受付φ〕
　ロータリーの友事務所より７月１日付で、幹事さん宛に本年度の「友」英語版刊行計画と、ご注文用

紙を送付させていただく予定です。本年度は第39号詰（冬号）を11月に、第40号詰（春）を来年４月に

刊行の予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　グリーティング･カード付

　クリスマス・カード代わりにお使いいただけるよう、冬号は表紙と目次の間に色刷り美麗のグリーテ

ィング・カード刹伺寸します。サイン欄も設けてあります。

代金は１口分（第39号詰と第40号詰、各１冊、合計２冊）1､000円（国内郵送料込み）ただし、１冊につ

き消費税15円を中し受けます。

　　　　　　　　　　　　　　　海外代行郵送もいたします

　先方のご住所、ご氏名をいただければ、代行郵送もいたします。国際奉仕の一助としてぜひご活用く

ださい。

文庫通信(第69号)
新年度にあたり改めてご挨拶申しあげます。

本ロータリー文庫には常々一方ならぬご協力、ご愛顧を賜り衷心から感謝致しております。今更申し上

げるまでもなく〔ロータリー文庫〕は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に設立され、

すでに20年の歴史を誇る全日本ロータリアンの資料室です。

ここにはロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、１万７千余点が収集・分類・整備され、皆様

のご利用に備えております。

ロータリーの研究や諸活動のために、ぜひご活用くださるようお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　☆利　用　方　法☆

文庫資料は自由に閲覧出来ますが、電話や書信によるお問合せも承ります。お問合せは間接では要領を

得ない場合がありますので、なるべく本人から直接お願い致します。

　（文庫資料をご希望の場合は）

・発行先に在庫のある資料については、発行先をご紹介致します。

・絶版のものは実費（１枚20円十送料）でコピーサービスを致します。

・重複資料はご希望により無料進呈致します。

　（貸　出　し）

・一般資料（印刷物）の貸し出しは出来ませんが、視聴覚資料（ビデオ・スライド・フィルム）は予約

　制（申込用紙有）で貸出し致します。

　に　寄　贈）

・個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、いずれも内外を問わずロータリーに関する資

　料をご寄贈願います。文庫に保存して皆様のお役に立てさせて頂きます。
　－

ロータリー文庫

（TEL（03）3433-6456/FAX（03）3459-7506）〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館7F

　　　　　　　　　午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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1993～'94年度のための地区協議会

624名。例年と異なった会場で、山中ガバナー

の点鐘に始まり、大森ガバナー・ノミニーの

所信表明に続き、８部門に分かれてそれぞれ

説明リーダー､討論リーダーのご指導の下に、

熱心な討議が行われた。詳しい内容は後日各

クラブ宛記録書が送付されるのでご覧頂きた

い。ホストをされた茨木ＲＣ・茨木東ＲＣの

ご尽力に感謝します。

　尚、木会議中、古田バスト・ガバナーによ

る『ロータリー財団セミナー』が開催されま

した。

　去る５月８日出午前９時15分より、辨天宗

信者会館（茨木市）に於いて『1993～’94年

度のための地区協議会』が開催された。地区

内各クラブから出席の会長・幹事はじめクラ

ブ役員、バスト・ガバナーの皆さん等総勢

　　　　ロータリーレート

６月１日からロータリー為替レートが

１ドル＝110円に変更されています。

◆1993～'94年度

　　・ガバナー事務所

　　・執　務　時　間

　　・休　　　　　　　日

　　・事務所職員

〈電車を利用される場合〉

ガバナー事務所

〒567茨木市西穂積町7-41　辨天宗信者会館2F

月曜日～金曜日　10:00～17:00　土曜日10:00～12:00

日曜日・祝日　夏期８月12田木)～14日出年末年始12月29日(水)～１月３日(月)

廣瀬　智子・福川登美江・内田　頼子

◇大阪方面から(ＪＲ)大阪甘茨木

◇京都方面から(ＪＲ)京都言茨木

・ＪＲ茨木駅から②番乗り場

　(近鉄バス)茨水駅谷栄茨木辨天前下車

〈車を利用される場合〉

◇大阪、京都方面から

・名神高速道路・茨木ICを下りて。

　府道を大阪方面へ１キロ。

◇大阪市内から

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所

・新御堂筋から外環状線を万博外周東口へ、ＪＲ茨水駅方向へ走り府道茨木駅前交差点を左折し

　辨天下交差点を左折。

・又は、阪神高速東大阪線から近畿自動車道を吹田ICから万博外周へ。
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クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARIES.

゜,８月は会員増強および拡大月間です ｶﾞﾊﾞﾅｰ　大森慈祥

『これで良いと思っているとすれば、退廃こそあれ発展はあり得ない』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ポール・ハリスー

　会長さん、幹事さん。お元気ですか。新年

度も１ヵ月が経過し、お役目にもちょっとお

慣れになったことと思います。大変でしょう

が、頑張りましょう。

　さて、８月は「会員増強および拡大月間」

です。

　どんな組織でも常にその構成員の増加を図

っていかないと、やがてその組織体は消滅し

てしまいます。

　太陽の下での水槽の水が蒸発作用によって

自然に減っていくのと同じです。減少しただ

け補給しないと、その水槽の水は限りなく減

少していきます。減少した量を追加しても現

状維持です。減少した量以上の量を追加しな

いと増加は望めません。

　ロータリーも創立以来会員の増強を大変重

要視してきました。当然のことです。

　クラブも増強をしないままでいると､水槽の

水と同じで、限りなく会員の数が減少してい

きます。そしてやがてそのクラブは消えてな

くなってしまいます。当然のことです。減っ

ただけを補っていく。それだけでもいつまで

も増加とはなりません。

　停滞は退廃です。常に一歩でも前進するこ

とを考えていかねばなりません。今年度も増

強計画を立て、目標を定めていられることと

思いますが、その目標を完全に達成できるよ

うに努力して下さい。

1）会員の増強はクラブ会員全員の責任で

　す。

2）退会防止も増強を考える上で大事なこと

　です。

3）職業分類表の再点検をして見て下さい。

　未充填の職業分類はどうなっているでしょ

　うか。

4）できるだけ若い人の入会を。

　今年度も各クラブで10％の増強をお願い致

したいと存じます。

　拡大、つまり新しいクラブを作ることも増

強につながります。地区では、拡大委員会が

新クラブの設立の活動を開始しております。

拡大活動に協力して下さるようお願い致しま

す。皆様のクラブの周囲に拡大の余地がない

か、もう一度調べてみて下さい。

暑い毎日です。どうぞご自愛を。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669 ＜再生紙使用＞
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『会員増強および拡大月間に思う』

パｘト･ガバナー（拡大担当）中　西　正

　会員増強は勿論、拡大と言っても結局は会

員数の増加につながりますが、これについて

は今なお､量か質かの点が議論されています。

　この問題の投げかけかたが､二者選一的で、

どちらか一方に割り切ることは無理ではない

でしょうか。言わば二つとも大切だと思わざ

るを得ません｡世界中で４人の会員数を特つ、

たった一つのクラブと187の国家並びに地域

に会員数116万余を擁する２万6､000余のクラ

ブを比べてみた場合その奉仕活動の重さは問

題にならないでしょう。例えば今日多少の問

題はあったにしろ、ポリオ撲滅の活動など、

わずか４人の１クラブだけでは、とても実施

できる筈がありません。

　それでは、数さえ増やせば万々歳かと言い

ますと、必ずしも、そうでないところに悩み

があります。例えば、よく言われるように会

員ではあってもロータリアンでない人がいる

とか､ロータリーの活動について､わずか20％

の会員が80％の仕事をしていると元Ｒ．Ｉ．会

長アビー氏が指摘しているように、その質に

大いに問題があります。それでは何故そんな

結果になるのでしょうか。最大の原因は情報

教育の不充分にあると思います。特に重要な

のは入会前の場合です。定められた会員選挙

方法の手順に従って２回目の理事会の決定が

肯定的であった場合、推薦者はロータリー情

報委員会の委員とともに被推薦者と面接しロ

ータリーの目的とクラブにおける会員の特典

と義務について説明しなければならぬことに

なっていますが、入会については、あくまで

被推薦者自らが下す決断の問題です。綱領の

受諾と定款細則の遵守はロータリアンの根幹

一

一

に属する重要な問題でありますが、その内容

は多岐に及び、又些か難解でありますので、

できるだけその要点だけは､この機会に充分、

被推薦者に説明し、あとはその決意にまつべ

きと思います。では、具体的にどんな説明を

すればよいかと言いますと、かねて当地区で

編纂したシステム・マニュアルに盛られてい

る新人会員のための100質問要項があります。

これを利用して充分説明し、又質問に答える

べきであります。これは少し言いにくいこと

ですが入会された方で、その行動を見ると果

してロータリーの理想に共鳴して、お入りに

なったのか、疑いたくなる場合があります。

　又この入会前のインフォーメーションを強

調しますと、それは入会後ミッチリやればよ

いのであって入会前には、とやかく言わぬ方

がよいとか、又それを適確にやると、そんな

面倒なクラブであれば、みんな入会しないよ

引こなり会員増強はできませんよと、よく開

き直られたりします。それでは、そのクラブ

では入会後どんなカリキュラムをもって、ど

こまでシステマティックに情報伝達しておら

れるかと言いますと案外、口先だけで終って

いるのではないでしょうか。又『玉みがかざ

れば光なし』を引用して誰でもが直ぐにはよ

きロータリアンにはなれませんよと、これも

よく言われます｡誠にもっともと思いますが、

人会前には少くともロータリーの理想に共鳴

していただいているかどうか、言わば玉か石

かの判断はすべきではないでしょうか。

　本年度は行動を特に強調されています。口

先だけの議論に終ることなく先ず信念をもっ

て実行に移したいものです。
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1995～'96年度ガバナー･ノミニー候補者を推薦して下さい//

◆締切：９月末日
地区ガバナー指名委員会

委員長　山　中　文　和(大阪南)

国際ロータリー細則第12条第７節(e)の規則及び当地区ガバナー指名委員会規約第６により

候補者の推薦をお願いします。

　　(註)地区ガバナー指名委員会規約第６

　　　　　指名委員会は、規則を定めて地区内クラブに対し、地区ガバナー・

　　　　　ノミニー候補者の指名案の提出を要請する。

意義ある業績賞について

　　　　　　　　　　意義ある業績賞委員会

　　　　　　　　　　委員長　山　中　文　和(大阪南)

　ロータリー・クラブの、有意義で卓越したロータリー活動に対して、ＲＩから『意義ある業績

賞』が贈呈されます。そのために、各地区ガバナーは受賞クラブを選び、ＲＩに選定を証明する

手続きをとることになっていますが、本年度の第2660地区における選定の基準及び手続きは次の

通りであります。

◆選定の基準

１．プロジェクトは、その土地において、或いはその土地のみに限らず、淮の目からも重要とみ

　られている問題またはニーズを対象とするものでなければならない。

２．プロジェクトは、単なる金銭的な奉仕でなく、クラブ会員の大半または全員が直接参加する

　ようなものでなければならない。

３．プロジェクトは他のロータリー・クラブもこれと競争して行うことができるようなものでな

　ければならない。

４．プロジェクトは当該年度に始められたものであることを要しないが、そのプロジェクトが現

　に実施中のものであること、もしくは、その表彰の行われるロータリー年度に終わるものであ

　ること。

５．同一プロジェクトについて、重ねて業績の認証を受けることはできない。

◆選定の手続

１．各クラブは、表彰申請書をできるだけ詳しい資料を添えて、10月31日（日）までにガバナー事務

　所気付「意義ある業績賞委員会」宛提出すること。

２．「意義ある業績賞委員会」は、12月１日までに会議を開き、５クラブまでを限度として受賞

　候補クラブを選び、これをガバナーに申達する。

３．ガバナーは、その申の１クラブを選んでＲＩに選定を証明する手続きをとる。

４．ＲＩから正式の認定状が送付されてくると、ガバナーは地区大会で、この認定状を受賞クラ

　ブに贈呈して表彰する。
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本年度地区委員会活動計画(その1)

◆地区ガバナー指名委員会

　　　　　委員長　山　中　文　和（大阪南）

①　地区ガバナー指名委員会規約に基づき、

　ガバナー月信２号において、1995～’96年

　度の地区ガバナー・ノミニー候補者の指名

　案を各クラブより提出するよう要請し、そ

　の最終期限を９月末日とする。

②　10月１日以降、出来るだけ早く指名委員

　会を開き候補者の指名を行い、ガバナー月

　信７号で公示し、７号乃至８号でガバナー

　・ノミニーの宣言を行う。

◆意義ある業績賞委員会

　　　　　委員長　山　申　文　和（大阪南）

①　ガバナー月信２号において選定基準と委

　員会に関する発表を行い、申請期限を10月

　末日とすることを公示する。（申請手続き

　については手続要覧53～54頁参照）

②　12月１日までに選考委員会を開催し、５

　クラブまでを限度として受賞クラブを選

　び、ガバナーに送達する。

③　各ロータリークラブに対して、幅広い奉

　仕活動の実践につき積極的に申請すること

　を勧奨する。

◆会員増強委員会

　　　　　委員長　山　本　三　雄（大阪大淀）

①　各クラブの会員増強意欲の盛りたてをは

　かり、会員増強推進フォーラムを企画し、

　会員増強を可能な限り若い活動的な新しい

　会員を獲得できるように努める。

②　会員歴５年以上の会員で、まだ一人も会

　員増強をしていない会員に是非会員増強に

　協力していただく。各クラブでの会員増強

　委員会活動を活性化していただくように、

　卓話及び視聴覚資料での情報資料の提供を

　推進する。

③　会員数50名未満のクラブの会員増強を重

　点的に各クラブの会員増強委員会と接触

　し、会員増強意欲の推進を引き出すよう具

　体策を検討する。

④　退会会員の数値及び退会理由の検討を依

　頼し、各クラブの会員増強委員会に退会防

　止策を願う。

⑤　地区内クラブの会員増強の実態を調査

　し、減少クラブ、増強出来ないクラブ及び

　退会会員の多いクラブの実態を究明し、原

　因の検討会を開く。

⑥　各クラブの職業分類表に基づき、職業分

　類委員会、会員増強委員会及び会員選考委

　員会が委員会活動を密にし、積極的な各ク

　ラブの会員増強活動を願う。

◆広報・雑誌委員会

　　　　　委員長　足　達　忠　利（吹　　田）

①　８月にクラブ広報委員長会議を開催、地

　区としての基本的な考え方を説明。

②　「ロータリー広報ニュース」を適時に発

　行して、報道関係約50社に送付し、広報に

　務める。

③　地区製作のビデオ作品を各クラブの卓話

　の時間に観ていただくよう、徹底した依頼

　活動を行う。

④　「ロータリーの友」英語版を各クラブの

　海外姉妹クラブに送付し、日本のロータリ

　ーの現状の一端を知らせる。

⑤　４月の「雑誌月間」の前に、各クラブ雑

　誌委員長に「友」に関する資料を送付して、

　利用していただくよう務める。
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◆規定情報委員会

　　　　　委員長　土　井　正　裕（大阪北）

①　ロータリー情報の周知。

　イ）クラブ規定情報委員長会議を開催し、

　　重要なロータリー情報の周知に務める。

　ロ）第１回クラブ委員長会議の資料として、

　　アンケート調査を早急に行う。

　ハ）ロータリー情報に関する質問を会員か

　　ら募り、『ガバナー月信』を通じて、或

　　いは個別に回答する。

　二）『システム・マニュアル』購読のお奨

　　め。情報項目の補完。

②「新会員向けロータリー情報集」の編集。

　　「綱領その他に関する説明」と「ロータリ

　ー用語解説」。

③　ガバナーが主宰される「新会員研修会」

　のお手伝い。

④　1995年規定審議会に、クラブから制定案

　または決議案が提出される場合の対応。

⑤　卓話銀行

　イ）一般外部講師については、一部の入れ

　　替えを行い、また、

　帽ロータリアン講師については、改めて

　　各クラブからご推薦いただき、「新卓話

　　講師リスト」を全クラブに送付した。

◆職業奉仕委員会

　　　　　委員長　浅　沼　清太郎（大　　阪）

１．基本方針

　　職業奉仕は、みんなのためになるよう会

　員個人個人が企業における職業活動におい

　て、常に職業倫理の向上を目指し活動する

　ロータリー活動中最も基本的で重要な奉仕

　活動であり、クラブは会員のこの活動を鼓

　吹育成する任務を担っている。

2.活動計画

　①　卓　話

　　・職業奉仕の意義

　　・職業宣言、四つのテスト、道徳律、社

　　　是、社訓について

・職業奉仕の新方針の意義

・違法駐車、ゴミ問題

・企業における身障者問題

・会員の事業所見学

・職業活動表彰

・違法駐車問題の解消、企業におけるゴ

　ミ問題等についての具体的実践活動

◆ボランティア委員会

　　　　　委員長　杉　本　久仁一（八尾中央）

１．活動方針

　　昨年度、社会奉仕部門より職業奉仕部門

　に所属の変更があり、ボランティアの登録

　とプロジェクトの要請が主たる任務として

　課せられた。今年度は、その活用に重点を

　おき、そのために、ロータリアンの方々に

　積極的に登録をお願いしたい、と考えてい

　る。

2.活動計画

　①　ボランティア登録が難しい、と考えて

　　おられるのはなぜか？　を考え、その解

　　決にむけ努力したい。

　②　ロータリーにふさわしいプロジェクト

　　の発見と要請を、全会員にお願いする。

　③　各クラブの優れたボランティア活動家

　　に対して、ガバナー表彰を申請する。

◆社会奉仕委員会

１

　　　　委員長　大　橋　　　融（大阪北淀）

　活動方針

　社会奉仕は、「ロータリーの心臓の鼓動」

と言われ、市民の生活水準を高めようとす

る多面的な活動です。

　因って、当委員会では、過去の顕著な実

績に加え、地域の広範囲にわたる問題やニ

ーズを取り入れると同時に地区内のロータ

リアン全員の参加を目指し､時間と心と体を

提供できる意義のある共同奉仕が出来るよ

うに地区プロジェクトを計画すると共に情

報や傾向・論点を探すことに協力を惜しま
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　ず､効果的な活動を実施する為に努力します。

2.活動計画

　①　高齢者に対する社会奉仕活動

　　イ）高齢者に対する心遣い

　　ロ）高齢者の雇用問題

　　ハ）高齢者の作文、審査、表彰

　　二）老人ホームに対するロータリアンの

　　　対処の仕方

　　ホ）寮母に対する慰問

　　へ）海遊館の集い

　　ト）ＧＳＣ　ロータリアンの70歳以上

　　　高齢者の交流

　②　地域に対する奉仕活動

　　イ）身障児等とロータリアンの仲良し運

　　　動会か身障児等の白浜招待旅行のどち

　　　らか

　　ロ）身障者の雇用問題（ヘルスキーパー）

　　ハ）里親制度の問題

◆環境保全委員会

　　　　　委員長　遠　藤　　　渉（大　　阪）

　委員会設置第１年度は、環境保全に関する

啓蒙・情報提供。第２年度は、問題を廃棄物

問題に絞り実地見学会を実施し、環境保全に

対する理解をより一層深めると同時に、単位

クラブの環境保全活動例等のアンケート調査

を実施した。第３年度は、ロータリークラブ

として環境保全問題にどう取り組むべきかの

手引書『ロータリーと環境問題』を作成した。

　第４年度の本年度は、

　巾　各クラブは自主的活動を積極的に推進

　　していただく。

　（2）クラブ環境保全委員長（担当者）会議

　　を開催し、意見交換を行う。

　（3）単位クラブの環境保全活動例等のアン

　　ケートを実施する。

　（4）地区としては、水質汚濁防止問題の見

　　学会を実施したい。

◆青少年活動委員会

　　　　　委員長　西　　　正　中（大阪城北）

１．青少年指導者養成セミナーの実施

　　青少年の参加が多く、またその意識も大

　きく変化しています。今年度は少し勉強の

　度合いの高い内容へ変えてみたい。

　①　山のライラ　ホスト：大阪住之江RC

　　　　1993年９月24日～26日

　　　　大阪府立青少年野外活動センター

　②　海のライラ　ホスト：四條畷RC

　　　　1994年５月３日～５日

　　　　大阪府立青少年海洋センター

2.少年少女ニコニコキャンプの実施

　　小学校５・６年生を対象に、２泊３日の

　キャンプを通して、自然と親しみ、集団生

　活を体験して、新しい友達を作ってもらお

　うというプログラムです。また、ライラの

　参加者やＲＡＣ・ＩＡＣの青少年をリーダ

　一にして、リーダーとしての実地訓練をす

　ることも目的です。

　　　　1993年８月６日～８日

　　　　大阪府立青少年海洋センター

　　　　ホスト：大阪住吉ＲＣ

３．ライラマニュアルの改訂版を発行

◆ローターアクト委員会

　　　　　委員長　北　村　英　一（吹　田）

①　本年度地区ターゲットは「ＲＡＣを学ぼ

　う、奉仕を楽しもう」で、ＲＡＣライフを

　楽しみつつロータリー精神を学び、人格の

　向上・リーダーとしての資質を高めて行き

　たい。

②　海外研修　11月20日～23日香港･マカオ

　　現地ＲＡＣとの交流と社会奉仕活動を主

　としたスケジュールを組んでいる。

③　昨年初めて第2640地区との交流を行った

　が、今年度は当地区ＲＡＣ大運動会に招待

　して親睦を深める。又、国内他地区、海外

　ＲＡＣとの交流を一層深めるよう努力した

　い。
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◆インターアクト委員会

　　　　　委員長　中　島　孝　夫（八　尾）

１．活動方針

　①　当委員会は、提唱９ＲＣの理解と協力

　　を得て、加盟校の顧問、インターアクタ

　　ーと協調して、本年度ＲＩテーマ『行動

　　に信念を　信念は行動に』を推進すると

　　共に、各校の実情に即した奉仕活動を、

　　提唱ＲＣの協力にて実施する。

　②　インターアクト活動の原則を、定款等

　　の確認事項に基づき活動を行うよう指導

　　する。

　③　当年度は主なインターアクト活動を３

　　分割して実施する初年度にあたる。

　・主幹事校は大阪阿倍野ＲＣの提唱する

　　大谷学園中高等学校で、年次大会・新

　　人生歓迎会を主宰する。

　・海外研修は、大阪南ＲＣと清風学園高

　　校が担当する。

　・報告書の担当は、大阪住吉ＲＣ提唱の

　　浪速高校である。

④　海外研修

　　タイ国　バンコク　　８月21日～25日

⑤　インターアクトクラブを未提唱のロー

　タリークラブに対して設立を依頼する。

　学校単位のインターアクトクラブ提唱と

　共に、地域内でのロータリー手作りのイ

　ンターアクトクラブ設立が、ここ数年の

　念願である。

文庫通信(第70号)

　　　　　　　　　半年間に登録された資料の中から

○｢ROTARACT　1990～1991年度R.I.アジア第１・第３ゾーンローターアクト

　研修会報告書J　D.257RAC　1991年　40頁　〔中込先ロータリー文庫(コピー)〕

○｢国際ロータリー並びに国際ロータリーのロータリー財団　1991～'92年度年次報告｣

　　　　　　　　　　R.I.1992年　20頁　〔申込先日本支局TEL(03)3355-5391〕

○｢ロータリー米山記念奨学会史(1967～1992)｣　ロータリー米山記念奨学会

　　　　　　　　　　1992年　183頁　〔申込先米山記念奨学会TEL(03)3434-8681〕

○｢東マレーシア植林研修旅行実施概況報告書(D.2620地球環境保全プロジェクト)｣

　　　　　　　　　　　池戸正巳　1992年　７頁　〔中込先ロータリー文庫(コピー)〕

○｢日本ホームステイ青少年派遣団研修参加報告書・主催　釜出光復R.C.｣

　　　　　　　　　　高島R.C.1992年　35頁　〔申込先ロータリー文庫(コピー)〕

○｢ロータリーのしくみ　改訂版｣　旭川北R.C.1993年　62頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先ロータリー文庫(コピー)〕

○｢クラブ奉仕委員長のしおり｣　麻植　晃　1993年　69頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先徳島南R.C.TEL(0886)22-3113〕

○｢ロータリーと人生－ロータリーをもっと深くー｣　牧内　操　1993年　27頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先牧内　操・会社TEL(048)256-3414〕

○｢1992～1993年度D.2710ロータリー情報セミナーJ　D.2710　1993年　26頁

　　くロータリーの歴史と本質論　松尾　明/ロータリー情報委員会の責務について/他〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先ロータリー文庫(コピー)〕

＜ビデオ＞

○｢まことの幸福は人助けから｣(D.2770 1992年ＩＡＣ地区大会記念講演)関　賓

　　　　　　　　　　　　　1992年　60分　〔中込先ロータリー文庫(貸出・コピー)〕

○｢地球環境保全と日本のかかわり　一熱帯林破壊の問題を中心としてー｣

　　(舞鶴東Ｒ．Ｃ．例会卓話)寺田武彦　1993年　30分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先舞鶴東R.C.TEL(0773)62-2621〕

ロータリー文庫
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研究グループ交換(Ｇ．Ｓ．Ｅ)

　　プログラムについて

研究グループ交換委員会

　　委員長細江　　重(大阪東淀)

奥　田 実

チームリーダー

(大阪東南R.C.会　員)

河　池　　　隆

　　　　　　２７歳

輸入ビーフ会社営業課員

〔大阪東南R.C.推薦〕

中　西　裕　栄

　　　　　　３０歳

高等学校理事長秘書

(大阪住吉R.C.推薦)

小　田　ひかる

　　　　　　３０避

病院看護婦手術室勤務

(大阪梅田R.C.推薦)

原　田　奈緒美

　　　　　　２８歳

ハ尾市役所市長公室勤務

(八尾東R.C.推薦)

　昨年度の年次大会の決議のとおり、1993～

'94年度のＧ．Ｓ．Ｅプログラムは、アメリカ

合衆国5650地区、ネブラスカとアイオワの一

り 四

部との交換を実施いたします

。

　彼の地は米国ほぼ中央部で

､

五大湖の西南

、

ロッキー山脈との間

、

草原の広がる広大な州

であります

。

　来日チームは

、
Carl G. “Gil” Haase氏

　（’91～’92パストガバナー）をチームリーダ

ーとして。Mr

.

Daniel G. Borman（27才、

保険会社経理部勤務）

、
Miss

.

Connie Kay

Eberspacher（31才、州議会議員秘書）

、

Mrs. Kristine Kay Jahnke （27才、病院医療

秘書）

、

Miss

.

Nancy Rahn （37才、書籍店勤

務）の５名であります

。

　日程は平成５年10月２日より11月１日まで

当地区にて研修をいたします

。

各クラブ会員

のみならず

、

ホームステイなどご家族の方々

にも大変ご協力を仰がなければいけません

。

よろしくお願いを申し上げます

。

　当地区から訪米のチームは

、

左記の諸君を

決定しております

。

日程は平成６年３月13日

到着

､

４月15日帰阪の予定で訪米いたします

。

　なお

、

受入れにつきましては既に具体的計

画に着手進行せねばならない時期であり

、

例

によって当地区内クラブを５ブロックに別

け

、

それぞれのブロック毎に各行事或いは一

週間をご担当頂きますよう

、

受入れ各ブロッ

ク実行委員長以下各クラブの実行委員の方々

を中心に全会員挙げてのご奉仕をお願い申し

上げますとともに

、

予定のお知らせといたし

ます

。

♂■■■●●●■■●■●●●●●●●■●●■■■●●■■■■■●■●●●●●●●■●●●●■■■■■●■●■■■■●●S

印可匹‾1
　「ロータリー情報」に関するご質問を、

ガバナー事務所までお寄せ下さい。『ガ

バナー月信』の紙面をお借りして、また

は個別に回答させていただきます。

　お名前および所属クラブ名をご記入の

うえ、文書でお送り下さい。

地区規定情報委員長　　：
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

I■●■幽幽■幽●●●幽幽■■■■■●●●■幽幽幽幽■幽幽■幽■■・■■■・・■●幽■幽■■幽■■■幽幽幽幽幽■■■■■♂
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1993～'94年度合同地区委員会

　大森ガバナーの新年度初の地区行事である

合回地区委員会が７月10日出午前10時から、

茨木市桔梗丘辨天宗信者会館に於いて開催さ

れた。大森ガバナーはじめ、山中直前ガバナ

ー、伊瀬、種田、世戸、中村、中西、松本、

古田、武尾、廣瀬、菅生、各パストガバナー

と中野ガバナーノミニーの出席のもと、会議

は清野耕作地区代表幹事の司会で始まり、点

鐘（奉仕の理想）合唱の後、大森ガバナーの

挨拶、参加者の紹介、続いて山中直前ガバナ

ーの退任の挨拶があり、一年を振り返っての

1 1 1 1 a 殼 』 I I ! I E j l i i j l r l l l S ･ . ･ . 1 1 . 1 1 1 1 1 1 1 j l r ･ 1 ･ ･ I . . ･ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ･ . ･ . 1 . 1 1 1 1 1 1 ' 1 1 . 1 1 . 1 1 1 1 1 　 1 1 1 . 1 1 　 . . . ･ . . ･ ･ ･ . 1 1 1 1 1 . . . 1 1 1 1 ･ . ‥ . . 1 ‥ 1 1 1 1 1 1 . 1 1 1 1 1 1 1 1 ･ . . 1 1 1 1 1 1 l l l l . 1 1 r 1 1 1 1 1
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本年度『Ｒ．｜．テーマソング』

　　　　日本語版ができました//

ＢＥＬＩＥＶＥ ＩＮ ＩＶＨＡＴ ＹＯＵ ＤＯ

　　　　　行動に信念を

ＤＯ ＩＶＨＡＴ ＹＯＵ ＢＥＬＩＥＶＥ ＩＮ

　　　　　信念は行動に

－ご利用をお待ちしていますー

　貸し出し無料/買い取り１本500円

　詳細はガバナー事務所まで

　　　　　　　　　TEL0726-23-2668

　　　　　　　　　FAX0726-24-2669

お礼の言葉が述べられた。

　ひき続き、各委員長より、各委員の紹介と

本年度の方針と活動の説明が行われ、定刻よ

り30分早く15時過ぎにガバナーの閉会の挨拶

の後、恒例のロータリーソング（手に手つな

いで）で終了しました。

　各委員会から発表された活動計画は、本号

と９月号に要約を掲載の予定、なお、詳細は

1993～’94年度地区委員会活動計画書に掲載、

各クラブに５冊お送り致しました。

訳詞：第2660地区有志

歌唱：栢本義臣（吹田西ＲＣ）

１．心ひとつに　集いし　Rotary

　　希望のひかりを　ひとしく浴びて

　　新しき誠実を　我ら求めん

　　いざ　BELIEVE IN WHAT YOU DO

　　AND DOWHAT YOU BELIEVEIN！

2.遥かな宇宙より　みつめる地球

　　かい　　いのち　　価値ある人生を　我らは歩まん

　　新しき世界は　ひとつの家族

　　いざ　BELIEVE IN WHAT YOUDO

　　AND DOWHAT YOU BELIEVEIN！
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第2660地区クラブ創立日･認証日一覧表

クラブ名 創　］茫　日 認　証　日 クラブ名 創　立　日 認　証　日

大　　　東 昭42.12.26 昭43.1.24 大阪難波 昭51.8.5 昭51.8.27

東　大　阪 ３２．６．４ 32.6.17 大阪なにわ 59.2.23 ５９．３．５

東大阪東 ４０．３．４ 40.4.28 大阪南西 49.6.10 49.6.17

東大阪中 47.2.20 ４７．３．３ 大　阪　西 ３２．６．４ 32.6.17

東大阪西 60.3.18 60.3.29 大阪大手前 58.3.18 ５８．４．６

枚　　　方 36.2.28 ３６．４．３ 大阪大淀 48.2.22 48.3.20

枚方くずは 49.5.30 49.6.25 大阪西北 44.5.27 44.6.13

茨　　　木 34.12.23 ３５．２．９ 大阪西南 44.5.21 ４４．６．９

茨　木　東 49.2.14 ４９．３．８ 大阪船場 63.5.23 ６３．６．３

池　　　田 29.4.24 ２９．５．４ 大阪心斎橋 45.11.10 45.11.19

池田くれは 59.4.16 59.4.24 大阪城北 52.6.29 52.6.20

門　　　真 44.4.17 44.6.13 大阪住之江 50.3.24 50.4.27

交　　　野 59.6.25 59.6.28 大阪住吉 36.2.14 ３６．４．７

箕　　　面 44.4.17 ４４．５．９ 大阪天満橋 42.11.4 42.12.21

箕面中央 55.6.13 55.6.13 大阪天王寺 63.9.10 63.9.26

守　　　口 36.3.20 36.4.24 大阪東南 60.11.26 60.12.10

寝　屋　川 44.4.18 44.6.25 大　鶴　見 59.7.10 ５９．８．６

大　　　阪 大.11.11.17 大.12.2.10※ 大阪梅田 52.6.29 52.7.30

大阪阿倍野 昭.54.5.9 昭.54.6.6 大阪梅田東 63.5.20 ６３．６．１

大阪ちややまち 平.4.1.27 平.4.2.20 大阪うつぼ 56.4.17 56.4.28

大阪中央 昭.59.1.26 昭.59.2.6 大阪淀川 36.1.14 36.3.28

大阪堂島 62.6.15 62.6.29 千　　　里 48.6.12 48.6.28

大阪阪南 44.6.10 44.6.21 摂　　　津 45.9.26 45.10.9

大阪阪和 61.1.23 61.2.17 四　条　畷 52.11.30 １　２．３

大　阪　東 ３２．６．６ 32.6.17 吹　　　　田 33.12.18 34.4.15

大阪東淀 45.6.26 45.8.10 吹田江坂 平.2.2.27 平.2.3.15

大阪平野 50.2.20 50.3.29 吹　田　西 昭.55.6.12 昭.55.6.13

大阪本町 平.3.3.26 平.3.4.12 高　　　槻 29.6.15 ２９．７．６

大　阪　城 昭.63.5.11 昭.63.5.30 高　槻　東 ４８．３．１ 48.4.19

大阪城南 44.5.30 44.6.13 高　槻　西 平.1.6.15 平.1.6.27

大阪城東 48.4.27 ４８．６．７ 豊　　　中 昭.34.6.16 昭.34.6.27

大阪柏原 ４５．６．１ 45.6.17 豊　中　南 ４４．６．５ 44.6.13

大　阪　北 27.12.16 28.1.16
豊艶Lp一大設叉
[湘芦帑控ぞi巷 47.2.23 ４７．３．２

大阪北梅田 平.4.1.20 平.4.2.17 豊中千里 ６１．２．５ 61.2.20

大阪北淀 昭.60.5.8 昭.60.5.17 八　　　尾 36.3.28 ３６．５．３

大阪御堂筋 平.5.1.28 平．５．３．９ ハ尾中央 57.12.7 57.12.15

大　阪　南 昭.27.12.16 昭.28.1.16 ハ　尾　東 48.2.23 ４８．５．２

大　阪　港 55.4.10 55.4.29

大阪中之島 平.5.10.29 平.5.10.29

※（注）大阪R.C.は昭和24年4月13日に再認証
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1993～'94年度の地区大会を下記の要領で開催します｡是非ご予定に入れて下さい。

地区大会日程及び開催場所

　1994年４月８日(金)　会長・幹事懇談会/部門別懇談会/夫人のつどい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辨天宗信者会館

　　　　　　　　　　　　　ＲＩ会長代理歓迎晩餐会　　　　いばらき京都ホテル

　　　　４月９日(土)　本会議　　　　　　　　　　　　　　　辨天宗信者会館

地区大会事務局　1993年10月１日(金)開設予定　　　　　辨天宗信者会館2F

　　※〒567茨木市西穂積町7-1　　TEL 0726-21-6122　FAX 0726-21-6795

新会員は必ず出席を

　　＊＊新会員研修セミナー＊＊

　　　　　　＜第１回＞

新会員ロータリー勉強会です。昨年中

に入会された新しい会員様は必ずご出席

ください。

　　　日　時　　９月11日出

　　　登　録　　午後１時～

　　　会　場　　辨天宗信者会館

　　　茨木市西穂積町７番41号

(今回は昨年７月～12月までに入会され

た方々にご出席いただきます)

・訂正とお詫び(月信１月号に就いて)

　下記事項につき誤りがありましたので、謹

んでお詫びと訂正をさせて戴きます。

Ｐ．６　ハ木頼男⇒ハ木頼夫

Ｐ．９　諮問委員会･地区ガバナー指名委員会

　　　伊藤　芳吉に〉伊瀬　芳吉

　　　ボランティア活動委員会

　　　　　　　　　⇒ボランティア委員会

P.10　枚方くずは(FAX)0720-68-6001

　　　　　　々　(会　長)田原　一繁

　　　大阪中央けEL)06-345-6881

　　　　　　　　(FAX)06-345-6882

訃　報

井　手　邦　雄君(大東ＫＯ

　平成５年７月２日逝去淳年52歳)

　昭和17年11月９日生まれ

　昭和46年６月30日入会

　1991～'92年度　クラブ会長

　マルチプルボールハリスフェロー

　米山功労者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　　　　大　　　東(幹　事)江原　誠三

　　　　大阪城東(幹　事)住吉　正敏

　　　　大阪ちややまちＲＣ事務所

　　　　　大阪市北区茶屋町19-19

　　　　　ホテル阪急インターナショナル5F

P.12　社会奉仕委員会　予算額　1,300,000

　　　　青少年活動委員会　々　　2,600,000

P.13　報告書送付先及び送金先

　　　　ロータリーの友�(03)3436-6651

■地区財団学友委員会　委員

　故杉森　芳雄会員の後任は，

　　吉川　忠章会員にお願い致しました。
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クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

　『各ロータリアンは青少年の模範』　　＜国際ロータリーの標語＞

やって見せ言って聞かせてさせてみてほめてやらねば人は動かじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜山本五十六＞

　ロータリーは創立当初から青少年がその可

能性を十分発揮できるような支援をしてきま

した。最初は青少年関係の既存の組織への援

助であったようですが、このような与える奉

仕よりも育てる奉仕に着目し、インターアク

ト（1962年）ローターアクト（1968年）を創

立しました。さらにRYLA（1975年）が提

唱されました。

　1975年には青少年活動委員長を理事に任命

するようにというRI理事会の決定があり、

また1992年の規定審議会でローターアクトの

元会員をアディショナル会員として入会させ

るように決定しました。

　このようにロータリーはその創立時代から

青少年の育成ということを非常に重要視し大

きな力を注いできたのです。

　手続要覧は青少年活動部門を４大部門と同

じ様に別項としています。あたかもそれは５

大奉仕部門であるかのような錯覚をさえ起こ

させます。それほどに青少年奉仕を重要な問

題と考えているわけです。

　　「各ロータリアンは青少年の模範」という

のが標語になっています。この標語を各クラ

ブ会報に掲載するよう奨励されています（手

続要覧125）ので、９月の会報に掲載してい

ただくようにお願いします。

　９月は青少年活動月間です。もちろん、ロ

ータリーのすべての活動は、年間を通じて行

われねばなりませんが、９月は特に青少年に

関する有意義なプログラムを組み、これを実

施するように、青少年委員会とプログラム委

員会に指示していただきたいと存じます。

　申すまでもなく、私たちは次代を背負う青

少年の育成を最重要課題としなければなりま

せん。青少年活動には、ニコニコキヤンプ、

海のライラ、山のライラがあり、また青少年

交換、財団の奨学生派遣、米山奨学生のお世

話、ローターアクト、インターアクトなど、

多岐にわたっていますが、これらの活動に積

極的に参加して頂きたいものです。

　わかっている……だけではロータリーでは

ありません。参加し、行動しなければなりま

せん。私たちの次の世を支える立派な人作り

のために。

〒567茨木市西穂積町7,41辨天宗冥応寺内　Te1 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669 ＜再生紙使用＞
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青少年活動月間を迎えて

バスト･ガバナー　菅　生　浩

　ご承知のように、まず1968年のRI理事会

で毎年10月15日を含む一週間（当初は５日か

ら11日までの一週間）が青少年活動週間と定

められ、次いで同週間が1978年のRI理事会

の決定で毎年９月15日を含む一週間と変更さ

れ、さらに1982年のRI理事会の決定で週間

が月間とされた結果、現在のように毎年９月

が青少年活動月間となっています。この月間

では、「各ロータリアンは青少年の模範」と

いう標語Slogan “Every RotariananExam、

ple to Youth” を掲げ、ロータリーが提唱す

るすべての青少年活動に焦点をあてるための

月間とされておりますことは、中すまでもあ

りません。

　青少年への奉仕の目標は、国際ロータリー

の理事会の方針によって詳細に定められてお

りますが、要約すれば、ロータリー・クラブ

とロータリアンに、青少年の人間形成に影響

を与える条件を理解することの必要性と、青

少年の健康、教育、精神的資質や、職業につ

くための準備の重要性を強調するとともに、

青少年の心に善良で健全な市民意識を育て、

世界への関心を高めさせ、青少年にロータリ

アンや違った国の青少年との接触をふやすよ

う努めさせることとされております。

　国際ロータリーは、かねてより理想と情熱

と可能性に富む青少年の問題の重要性を認識

し、1923年のセントルイスにおける国際大会

を契機として、青少年に自己決定の自覚とそ

の結果に対する責任を持たせることにより、

青少年を地域社会の善良で健全な市民に育て

上げることを青少年のための活動を支える基

一

一

一

本方針として、長い時間をかけ、あらゆる奉

仕部門に亘って、多様なプログラムや活動を

発展させ定着させて参りました。世界各国の

小さな子供達に、健康で恵まれた人生のスタ

ートを切らせるための活動はもちろん、さら

に成長した青少年達には、機会と課題を与え

高い倫理感を奨励することによって、幸福で

健全な市民となるための援助をする活動であ

ります。

　そこで、ロータリーにおけるこのように多

様多彩な青少年のための活動を各奉仕部門ご

とに瞥見してみますと、まず、青少年への奉

仕の固有の分野におきましては、「青少年指

導者養成プログラム」“Rotary Youth Lead-

ership Aword”（略してＲＹＬＡ）、「インター

アクト・クラブ」“lnteract Clubs”（略して

IAC）、「青少年障害者」“Youth Disabilities”、

障害青少年の国際親善のための「ハンデイキ

ヤンプ」などのプログラムを用意するととも

に、家族の日を設けるなど青少年と両親との

間に有益な関係を増進する活動、青少年に影

響を及ぼす地域の状況を調査し、学校、裁判

所、仮出獄事務を取扱う事務所、ボーイ・ス

カウト、青少年クラブ、野営場、運動場など

の団体や施設に協力する活動、青少年の声を

聴く会や青少年への奉仕大会などを開催し、

青少年の後援者となったり、学費貸与資金又

は奨学金を設けるなどの活動や、それぞれの

地域に適した青少年への奉仕のための特別プ

ログラム、青少年非行への対応をはかるプロ

グラムなどを奨励しております。次に、職業

奉仕の分野におきましては、職業相談、職業
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指導、職業情報、職業活動表彰などのクラブ

としての職業奉仕活動や、失業問題への対応

も、青少年にとって極めて有意義でしょう。

また、社会奉仕の分野におきましては、障害

児福祉その他一般の児童福祉をはじめ、薬物

濫用防止や犯罪防止などの領域における問題

を軽減し解決するプログラム、レクリエーシ

ョンや市民教育に関するプログラムなどを用

意しておりますが、これらは、青少年を対象

とした場合、特に有用で有効なものとなるで

しょうし、「ローターアクト・クラブ」

　“RotaractClubs”（略してＲＡＣ）は、実質

　卜青少年のための活動であります。国際奉仕

の分野におきましては、「国際渥少年交換」

　“lnternationa1Youth Exchange” や「ロー

タリー国際職業人交換」“Rotary overseas

vocational Exchange”（略してROVE）な

どのプログラムもございますし、海外の姉妹

クラブや友好クラブとの交流のなかで行われ

る学生や青少年の交換なども、極めて効果的

なプログラムでありましょう。ロータリー財

団の「国際親善奨学生」、「研究グループ交換」

　“Group Study Exchange”（略してＧＳＥ）、

　３Ｈプログラム、ポリオ・プラスや、ロータ

　リー米山記念奨学会の奨学生などのプログラ

　ムも、実質上は青少年のための活動でありま

　しよう。

　当地区におきましては、かねてから秋の山

のライラと春の海のライラなどのキャンプ方

式のライラが、累年多数の青少年やロータリ

アンの参加のもとに盛大に開催されて定着し

ておりますし、少年少女のニコニコ・キャン

プや、９つのインターアクト・クラブが活発

な活動を展開しております。また、他の奉仕

部門における実質的な青少年活動としまして

は、３つの新クラブ創立により合計22を数え

ることとなったローターアクト・クラブが活

発な活動を展開しておりますし、長短期の派

遣と受入を含む数多くの国際青少年交換、派

遣と受入を含む充実した研究グループ交換、

全国的にも上位を占めるロータリー財団の国

際親善奨学生やロータリー米山記念奨学会の

奨学生への支援活動、障害児等とロータリア

ンとの仲よし運動会などが行われております

ほか、地区内大多数のクラブが、青少年によ

る野球などのスポーツ大会、青少年の野外活

動、IAC、RACの会員などとの対話の会の

開催や共同奉仕の実施など、多彩な活動が企

画され展開されておりますことは、まことに

慶ばしい限りであります。

　青少年のための活動は、いわば二つの側面

を特つものであるといえるでしょう。幼児、

児童、そして成長した青少年達が、社会の一

員として健康で幸福な生活を送るための条件

を整備し確保するための活動としての側面

と、私ども自他の幸せとよりよい社会を実現

するために、青少年達が、個人と社会と世界

についてしっかりした認識と価値観を持って

成長し、私どもロータリアンが現在全力をあ

げて注力している只今のロータリー活動を次

代を担う世代として立派に継承し発展させて

行くことを確実にするために、私どもロータ

リアンが現在行わなければならない活動とし

ての側面であります。前者はいわば広い意味

における社会奉仕活動でございましょうが、

後者はロータリーとロータリアン自体の未来

への最大の社会的な投資活動であります。い

ずれにせよ、青少年のための活動におきまし

ては､「青少年に対して」活動するだけでなく。

　「青少年とともに」活動することを手法の基

本としなければならないとされておりますこ

とは、周知のとおりでありますが、実は、ロ

ータリーのサービス活動のすぺてが、「サー

ビスの相手とともに」行うべき本質を本来的

に帯有しているものであり、青少年のための

活動の場合には、その性格が特に顕著に要求

されるのではないかとも思うのであります。

　どうか、皆様、このように大切な青少年活

動のための月間を迎え、青少年活動のロータ

リー活動に占める重要性について認識を新た

にされ、当地区における青少年活動の活性化

のため､なお一段のご尽力を賜わりますよう、

切にお願いをする次第であります。
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原田秀雄さんを偲ぶ

元Ｒ．｜．理事

バスト･ガバナー

　　　　　　伊藤恭一（犬　阪）

　ロータリーに入会を許されて始めて参加し

た地区大会のガバナーが原田さんで、穏やか

で、噛んで含めるようなスピーチでした。爾

来ロータリーの諸事項に数々の御教示を受け

ました。所属する大阪クラブのP.G.塚本さ

んのお説教交りのインフォメーションを避け

て、専ら大阪北クラブの原田P.G.にインフ

ォメーションを求めました。

　1979年４月、私が地区ガバナーとして地区

大会を主催した時、生憎、選抜高校野球の準

決勝と重なり、266地区の箕島、P.L.、浪

商及び会長代理故平島健二郎さんの268地区

の姫路が争う事となり、今と異り、高校野球

は関西人の最大の関心事でした。私のガバナ

ー挨拶の初めに、野球の模様は攻守チェンジ

毎にS.A.A.より点数や本塁打を臨時に表示

するからポケットラジオを聞いたり、ロビー

にエスケープしてテレビを見ないで、席に落

付いてと中し上げた。終了後、原田P.G.は、

君の型砂りの挨拶で離席者が殆どなくよかっ

たねと、ぽめられたのか笑われたのか、私に

はうれしい一語でした。

　原田さんの同年次のガバナー韓国Seou1-

South R.C.の呉善煥さんとのお親しい関係

を知ってましたが、1989年４月末、逝去され

た李王垠殿下の妃李方子殿下（梨本宮家御出

身）が、生前筆舌に尽せぬ御努力を韓国悪行

会慈恵学校の身体障害児教育に注いでおられ

ましたが、私は日本人として手を棋くことが

出来ず、丁度、来日中の呉善煥P.G.と話し

合って李方子様が總裁として全力を傾注して

いられる慈恵学校を終了した障害児に、所調

　「手に職を付ける」ための職業指導設備を韓

ロータリーの経歴

　　1952年12月16日　大阪北RCに入会

　　↓956年～'57年　　クラブ会長

　　1968乍～'69乍　　第365地区ガバナ

　　1974年～'76年　　RI理事

　　＜米山記念奨学会関係＞

　　1970乍～　　　　理　　嘔

　　1973乍～　　　　常任理嘔

　　1977年～　　　　副理彰長

　　1987渠～'91年　顧　　間

　　米山功労者・ポールハリスフいコー

日手を携えて完成しようと話し合い、その翌

日、呉善煥P.G.は病院に原田P.G.を見舞

うから報告しようと約した。

　この慈恵学校再話院に日本のロータリアン

　（一般の方にも若干の御協力を得たが）より

多額の御協力を得て､1992年春に完成したが、

私の脚の故障のため落成式典にも出席出来ず

残念の極です。その上、今春、呉善煥Ｐ．Ｇ．

も昇天され、今また原田P.G.を失い、３人

でゆっくり話し合う約束は反古になりまし

た。

　次は私が逝く番であり、信仰厚いクリスチ

ャンSTEPANO SUN WHAN OHの手引で

天国で３人例会をする日も遠くないでしょ

う。

　原田P.G.には、数多い教え子、戦後の日

本の発展の原動力となった船舶関係の方々、

内外の数知れぬロータリアンの悲しみは、８

月に珍しい降雨となって大地を湿らしている

のでしょうか。　　　　　　　　　　合　掌
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ヽ･ヽ-･ヽヽ地　区

『ＲＯＴＥＸ設立』に ついて

　　　青少年交換委員会委員長

　　　　　　八　木　頼　夫（犬　貼

　かねてより当2660地区西少年交換委０会の

懸案でありました青少年交換帰国留学生の会

のより実質的な活動を目指した組織が、『国

際ロータリー第2660地区ＲＯＴＥＸ』として

さる６月23目、34名の帰国留学生でもって再

発足しました。

　この『ＲＯＴＥＸ』とは、当地区青少年交換

委員会のドに属し、ＲＯＴＥＸ会員相互の親睦

を深めると共に、派遺留学生及び来日留学生

のよき相談者、指導者となり、また地区青少

年交換委員会とそれら留学生との「かけはし」

ともなることを目的とした組織です。

　６月23日の発足に先立ち、本年１月27日に

11名の帰国留学生が集まり、ＲＯＴＥＸ設立準

備委員会を発足、２月より合計７回の準備委

員会をもちました。さて、６月23日、西武百

貨店バンケットルームにて開催された設立総

会でありますが、趣旨説明、質疑応答の後、

役員選出に移り。

　　会長　：　峯　村　真　理

　　幹事　：　寺　野　裕　子

以下合計５名の役員を選出しました。尚、そ

Ｊ－
一
！
’

四

れら役員は、設え準備委員会で中心となった

大学生諸君であります。

　総会終了後、当日別会場でおこなわれてお

りました、私共委員会主催の、本年度７月出

発留学生のオリエンテーション、受け入れホ

ストファミリーのオリエンテーション、それ

にこの７月を中心に日本を去る来日留学生の

送別パーティーに、これらの新しく発足した

ROTEXの諸君が参加し、種田、古田、両パ

ストガバナー、坂東国際奉仕部門担当パスト

ガバナーを始め、各ロータリークラブの青少

年交換担当ロータリアン、来日学生の学校関

係者、本年度出発学生とそれらのご家族ら約

90名の方々がおられる中、新発足したばかり

の『ROTEX』を紹介させて戴きました。

　　『ROTEX』の主旨は、上記のとおりであ

りますが、出来るだけ『ROTEX』の諸君が

自一礼的に、積極的に、すなわち彼らが自ら考

え、自ら行動し、そして、世界の若者との良

き「かけはし」となってもらえるよう、私共

委員は彼らを指導、サポートしていく所存で

あります。各クラブ会長、幹事を始めとした

執行部の方々、また、ロータリアンの各位の

ご理解、ご鞭昼のぽど、よろしくお願い申し

目ずます。

新会員は必ず出席を

　　＊＊新会長石升修セミナー＊＊

　　　　　　＜第２回＞

新会員の研究セミナーです。 1993年１月

～６月までに入会された方々は必ずご出

席ください。

　　　日　時　　12月18日出

　　　登　録　　午後１時～

　　　会　場　　辨天宗信者会館

　　　茨木市西穂積町７番41号
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本年度地区委員会活動計画(その2)

◆世界社会奉仕委員会

　　　　　委員長　藤　井　宏　一（大阪西北）

Ｉ　活動方針

　　世界社会奉仕とは「ある国の一つ又は複

　数のロータリークラブが他国の社会奉仕プ

　ロジェクトの実施のためにその国のロータ

　リークラブに援助を与えることです」とな

　っています。今、世界では貧困飢餓病気等

　我々の想像を絶する恵まれない多くの人々

　が日夜生きるため苦闘している状態です。

　　我々世界社会奉仕を担当するものは、地

　区と地区、クラブとクラブの協力を得なが

　ら、これらの人々の生活向上、自立の援助

　をするための奉仕活動の実践を根気よく続

　ける事が必要です。

Ｈ　活動計画

　①　各クラブに担当者をきめてもらう。

　②　一人でも多くのロータリアンに理解協

　　力してもらう様努力する。

　③　援助するプロジェクトの正確な調査を

　　行い、実施を確認する様努める。

　④　世界で災害が発生し援助の必要がある

　　時、速やかに各クラブの協力を得て募金

　　し適切な援助活動に参加する。

　⑤　各クラブから一人当たり5､000円の拠

　　金を受け地区合同のプロジェクトを実施

　　する。

　　（但し、会員一人当たり5､000円以ｈ負担

　　のクラブ単独事業実施のクラブは除Ｏ

◆青少年交換委員会

　　　　　委員長　八　木　頼　夫（大　阪）

Ｉ　主な年間活動

　①　派遣受け入れに関する折衝実務。

　②　交換学生オリエンテーション開催。

　③　交換学生数送迎会。

　④　ホスト側のオリエンテーション開催。

　⑤　ホストファミリーよりの意兄の聴取。

　　月例報告占の検討。

　⑥　来日学生を囲む新年会をＲＯＴＥＸと共

　　に開催、日本語能力向上度合いを試聴す

　　る。

　⑦　派遣学生よりのアンケート調査。

　⑧　派遣学生の為に交換国関係者よりのア

　　ドバイスに就いてアンケート調査。

　⑨　来日学生が通学する高等学校選択の検

　　討を続行する。

　⑩　受け入れ高校、ホストクラブ、ホスト

　　ファミリーヘの感謝状贈呈及び帰国学生

　　への青少年交換留学デイプローマ授与。

　⑨　地区行事への参加。

　⑩　感想文集の発行。

Ｈ　青少年交換計画と交換ファンド

　　青少年交換は、国際理解、国際親善、善

　意の交換を目標とした手造りの奉仕活動で

　あると考えられる。ロータリアンによる多

　大の奉仕援助で成立するものであるから一

　般の学生のみならずロータリアンの子弟の

　積極的な参加を求めたい。

　　青少年交換ファンドの為に地区内全会員

　から年間3､000円の拠金を頂き、長期交換

　計画実施経費としてホストクラブの援助費

　等に当てる。

　　レックスに援助し、機会ある毎に各自の

　体験を生かし、具体的な交換生活を説明さ

　せる。

◆国際交流・平和委員会

　　　　　委ｎ長　野　村　浩　司（大阪港）

１．国際大会

　　1994年６月12日～15日、中華民国台湾の

　台北で開催される。日本から15､000名以Ｌ

　の参加を希望されているので、近隣の国で

　もあり当地区からは1､500名ぐらいの参加

　者を期待している。
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２．姉妹・友好クラブ

　　１地|)(では姉妹・友好タラブの交流も年

　毎に積極的になり、又それを通じて

　W.C.S.及び占少flそ交換も行われている。

　しかし未だ地区内17クラブが締結されてい

　ないので、姉妹・友好クラブの締結促進を

　行いたい。

３．世界親睦活動(WFA)

　　あまり積極的ではない厘Ｗ的交流を、機

　会を通じて世Ｗ親睦活動を紹介し参加を呼

　びかけたい｡

４．友情交換

　　実行できるまでは時間がかかり困難な事

　であるが、機会を通じてアビールを行い意

　識の向ｈに努める。

５．平和委員会

　　国際理解月間中に平乖|】ブログラムを持っ

　ていただき、各クラブでフォーラムの開催

　をお願いし平和についての意識を高めた

　い｡

　　　　◆ロータリー財団委員会

　　　　　　　　　刎服古田敬　ドレ大　阪）

　　　　ロータリー財団委員会の責務

　　　　①　国際理解と平和の為に極めて重要なプロ

　　　　　グラムを実施しつつある事を地区内全会員

　　　　　に認識して貰うことに努める。

　　　　②　地区ガバナーが各クラブの財団プログラ●　　　　

ムを推進するにつき援助協力する。

　　　　③　財団小委員全活動の調整を図る。

　　　　④　財団増進委員会活動を支援する。

　　　　⑤　財団の新しいシェアーシステムにつき、

　　　　　地区内各クラブに説明、今後の理解協力を

　　　　　求める。

　　　　⑥　ロータリー財団月間には､各クラブに特

　　　　　別プログラム及び特別募金をお願いする。

　　　　⑦　ロータリー財団特別功労賞、ロータリー

　　　　　財団功労賞、ロータリー財団地区奉仕賞、

　　　　　各候補者をガバナーに推薦する。

注：各委11全活動計画の詳細は、各R.C.へ送付済の地区

　　委1=1会活動計画､11;をご覧ドさい。

◆国際親善奨学金委員会

　　　　　否副長名　張隆政(吹　田)

活動計画

①　1994～'95年度奨学金受領候補者の申請

　占を７月末までに財団に送付の予定。

②　財団本部からの合格内示が到達予定の10

　月23日、正候補者とその顧問ロータリアン

　合同の第川口|オリエンテーションを開催

　し、来年３月に第２回、６月に第３回を催

　す予定。

③　地区委員会は必要に応じて開催。 12月11

　日の各クラブ財団委員長会議に奨学生の現

　況と1995～'96年度奨学金申請要領を説明

　する。

④　1995～'96年度奨学金申請書について、

　クラブ受付締め切りは1994年４月末、ガバ

　ナー事務所受付締め切りは５月中句とし、

　選考試験は６月中に二次に亘って実施の予

　定。

⑤　本年度受け入れ奨学生は３名。何れも大

　阪大学で就学中である。

◆財団増進委員会

　　　　　委０長　田　中　穣　二(大阪函南)

１．活動方針

　①　地区ロータリー財団委員長を中心とし

　　て財団各小委員会と緊密な連結のドに、

　　財団プログラム推進のための金銭的支持

　　と参加を求める。

　②　本年度の寄付目標を一人当たり130ド

　　ル以1ことし、その達成につとめる。

　③　ベネファクターの獲得に努める。

２．活動計画

　①　委員会を適時問催し、地区及び各クラ

　　ブの現況を把握し、必要な情報・資料を

　　提供する。

　②　ポール・ハリス準フェロー、ポール・

　　ハリスフェローの増加、特にマルティプ

　　ルポール･ハリスフェローの増加を願う。

　③　９月18日のクラブロータリー財団委員

　　長会議のホストをつとめる。
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④　財団月間にふさわしい行事の実務を各

　クラブに要請する。

⑤　同額補助金プロジェクトヘの理解と実

　施を奨励する。

⑥　IGF祖別に委員が担当し、財団活動の

　報告と情報を提供する。

◆財団学友委員会

　　　　　委員長　大　井　勝　利（東大阪西）

　国際親善奨学生が帰国後PSC会員として

の役割を充分意識の上、行動して頂く為にも

今年度より次の事項を実行計画の目標とする。

①　財団学友委員会を偶数月の第１金曜日に

　国際交流センターにてＰＭ５時より６時30

　分迄定期的に開催する。そして、５時30分

　より６時30分迄次年度出発する国際親善奨

　学生候補者及び顧問ロータリアンを招き、

　帰国してからの役割を充分説明する。

②　同日同会場にてPSCの例会をＰＭ７時よ

　り開催。留学生の帰国後の交換場所として

　充実を計りたい。次年度出発の奨学生候補

　者及び顧問ロータリアンにも出席頂いて交

　流を深めたく思う。

③　８月21日ＹＭＣＡ会館でのPSC総会及び

　帰国歓迎会には、今年度より出発前の国際

　親善奨学生も出席義務者とします。

④　PSC便り及び学友会名簿をPSCメン

　バーと共に地区予算にて発行する。

⑤　PSCメンバーに国際親善奨学生候補者

　の年間オリエンテーションに多数出席する

　よう呼びかける。

⑥　PSCメンバーによる各ロータリークラ

　ブヘの卓話を、年間平均的に実行出来るよ

　う各クラブヘ働きかける。

⑦　PSCメンバーとしてメンバー同志の交

　流を深め、将来ロータリークラブヘ人会す

　る事に先駆けた財団奨学生パストサービス

　を、海外経験を生かした心掛けが出来る気

　持ちになれるようにする事が、財団学友委

　員会の大事な役目である。

◆研究グループ交換委員会

　　　　　委員長　細　江　　　重(大阪東淀)

方　　針

①　アメリカ合衆国第5650地区との間に受け

　入れ派遣を行い、もって国際理解の推進に

　寄与することにある。

②　来年以降の組み合わせに向けて、アメリ

　カ、カナダ、南フランス及び南スウェーデ

　ン等との接触を育成発展させ合意の成立を

　図る。

計　　画

①　受け入れ関係(10月１日～11月１日予定)

　７月　受け入れ地区組織、プログラムの完

　　　成。次年度以降組合せ交渉の推進。

　８月　受け入れプログラム製本完成発送。

　９月　地区受け入れ実行委員調整完了。

　10月　G.S.E.チーム受け入れ。

②　派遣関係C94年3月14日～4月14日予定)

　10月　派遣手続き書類の整備作成。

　11月　派遣の為の書類調整次第RIへ進達。

　12月　次年度以降のG.S.E.予定合意成立

　　　の場合はRIへ申請書提出。

　'94年

　２月　派遣準備完了

　３月　派遣チーム出発

　４月　派遣チーム帰阪。帰国報告

　６月　G.S.E.報告書完成。発送。

③　単年度内の交換は久しぶりの地区事業

　で、計画実施には特に詳細な配慮と想定の

　もとに検討する必要がある。

◆米山奨学委員会

　　　　　委員長　増　本　　　猛（茨木東）

Ｉ　募金目標

　・一人当たり　　２万円

　・地区総額　　　約１億１千万円

　　①普通寄付

　　　一人当たり５千円以上お願いする。

　　②特別寄付

　　　会員全員に準功労者となって頂くよう

　　呼びかけ、米山ファンドフェロー・米山
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　　功労者・米山功労法人になって頂くよう

　　お願いする。

H　1994年度米山奨学生選考試験について

　①申し込み期間　　1993年10月１日～15日

　②書類審査　　　　　　　11月

　③書類選考会議　　　　　12月

　④面接試験　　　　1994年２月

　⑤最終選考会議　　　　　２月

　※クラブ米山奨学金（ＣＹ）制度の受付

　　　　　　　　　　1993年８月２日～16日

　　　　　　　　　　1994年３月１日～11日

ｍ　米山月間（10月）

　・各クラブ米山奨学委員長、米山奨学生に

　　よる卓話をお願いする。

　・依頼があれが地区委員、米山奨学生、学

　　友を斡旋する。

　・米山奨学事業への理解と協力、寄付の増

　　額をお願いする。

Ⅳ　1993年度米山奨学生

　・継続受給者　　２３名

　・新規奨学生　　３５名

Ｖ　学友会（関西）への援助

　　米山奨学事業の発展に寄与することを目

　的とする学友会（関西）を援助し、学友会

　活動にも積極的に参加し交流を深める。

VI　その他

　　かねて当地区で検討していた『日本研究

　特別米山奨学金』（仮称SYづ）制度が米山

　記念奨学会の理事会・評議員会にて採択さ

　れ、本年度当地区において３名試行するこ

　とになった。

◆拡大委員会

　　　　　委員長杉　本一三（八　尾）

活動方針と計画

①　新クラブが結成できるかどうかを決める

　ための調査。地域社会の名称、人口、経済

　的見通し、主要な産業、商業、専門職業活

　動、教育、医療及びその他の施設、他の団

　体、RC元会員、中心人物、例会場向きの

　場所、調査結果の判断。

②　新クラブ設立のための手引書の作成。

③　新クラブ設立についての具体的な動き。

　Ａ．茨木クラブが新クラブ設立を理事会で

　　決定され、現在、拡大委員会の設置と新

　　クラブにふさわしい職業分類表を作成中。

　Ｂ．昨年度より申し送りである北摂、淀川

　　左岸地域並びに大阪南港周辺での設立を

　　模索している。

◆ロータリーの友

　　　　地区委員　佐　藤　康　造（茨　木）

①『ロータリーの友』委員会

　　原則として奇数月の第一月曜日に東京に

　おいて開催される。第１回は７月１日新地

　区委員オリエンテーション、新旧委員合同

　会議、懇親会を行い、新年度の諸事項を検

　討し併せて運営方針を決定する。

②『ロータリーの友』への出稿

　　地区委員として「地区のだより」「わが

　まち・わが地区」の編集を担当する。

　　「地区だより」　　　　　　1993年12月号

　　「わがまち・わが地区」　　1994年３月号

③活動方針

　　ガバナーの方針のもと、ロータリーの友

　委員､地区広報紙委員長と協力して､親しみ

　易く、役に立つ『ロータリーの友』となる

　よう広く会員の投稿を呼びかけたいと思

　う。

◆財務委員会

　　　　　委員長　中　村　憲　次（茨　木）

　1993～’94年度の収支予算の編成にあたり、

収入の基本となる地区資金は一人当たり

15､000円と据置き、収入総額10､450万円とし

た。

　支出については、委員会活動費を各委員長

の事業計画に基づいた予算額を2､804万円と

し、他の支出予算と併せて総額を9､300万円

とした。

Ｉ　収　　入

①　前年繰越金についば直近の実算に基づ

　き、前年度予算額より200万円増の1､900万

　円とした。

♂ k ㎜ ㎜ ㎜ ㎜
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②　地区資金は1992年２月末日の会日数

　5､455人の150名増加を見込み、5､600人、

　前年予算の75万円の増加とした。

Ｈ　支　　出

　委員会活動費については、ばぼ要求額通り

とし、本年度事業計画を参考とし　ド記の増

額をした。

①　広報・雑誌委員会は1992～'93年度社会

　奉仕活動のビデオ作成費の半額40万円を増

　額した。

②　研究グループ交換委員会は、ネブラスカ

　チームの受け入れと派遣が重なり、前年比

　570万円の増額とした。

③　財団学友委員会は名簿作成費30万円を増

　額した。

④　会議費を前年比58万円増額し、ガバナー

　事務所費を140万円減額した。

◆地区大会

　　　　委員長　坂　井　正　男（茨　　氷）

①　ガバナー就任の前年度より、地区代表幹

　事、プログラム委員長、ホストクラブ会長

㎜ ■ ■ ■ ■ ■

奪希希災害の

○　米国中西部を流れるミシシッピづ可のll

　流とその多くの支流沿岸地域に発生した過

　酷な大洪水により、被害は米貨100億ドル

　に及び、数万人の人々が避難を余儀なくさ

　れています。その影響を受けた殆どの地区

　において水害救援資金が設置されました。

○　第3070地区（インド、パンジャブ州の一

　部）ガバナーから、ルドヒアナ、ジャラン

　ダール、グルダスプール、ホシアルプール

　の各市とマンデイ地区が、前例のない洪水

　に兄舞われ、約300人の人命が失われ、広

　範囲にわたり生育した農作物や家屋に被害

　が及び、45万人の人々に影響を与えたとの

　報告を受けました。

○　第3290地区のガバナーから、続発した壊

　滅的な洪水と土砂崩れにより、ネパールの

　30区域が悲惨な影響を受け、チトワン、マ

　を中心とする大会準備委14会を発足させ、

　ガバナーの基本方針を充分に確認し、会場

　の関係等を考慮しながら全体の構想を練９

　た。７月中に実行委員会に移し、細部に亘

　-･』で検討し、実行に移していく予定です｡

②　地区大会の日程及び場所

　平成6 flそ４月８日（金）

　　　　　　　　於：辨人f宗冥応寺信者会館

　　部門別懇談会他

　RI会長代理ご夫･お歓迎晩餐会

　　　　　　　　　於：いばらき京都ホテル

　平成６年４月9 ll（土）

　　　　　　　　於：辨天宗冥応寺信者会館

　　本　会　議

　　尚、記念ゴルフ大会は、４月６日茨木カ

　ントり一クラブで行います。

③　久しぶりに大阪市内を離れて北摂での開

　催でもあり、歴史|:また文化面でもすぐれ

　た茨木にふさわしいローカルカラーのシン

　ポジウムと桜花爛漫の会場で、基本方針に

　添い、楽しい集いが親睦の和を広げ、参加

　者の心に残る大会にしたい。

急報奪希希

　ワンプラ、ロウタハトにおいて死者920人、

　行方不明者872人、負傷者数T･人が出て、

　およそ10万人が住居を失い避難を余儀なく

　されていると報告を受けました。

Ｏ　第3090地区（インド、パンジャブ州の……-

　部）のガバナーから、続発した前例のない

　洪水の結果、パシアラ、ラジプーラ、サー

　ヒンドの各市とその周辺が大規模な災害に

　見舞われ、300マイル平方に及ぶ地域が浸

　水の被害を受けたとの報告がありました。

○　第3240地区のガバナーから、インド、ノ

　ース・ベンガル州アーサムの広範囲な地域

　が壊滅的な洪水の影響を受け、多くの人命

　が失われ、農作物に甚大な被害が及んだと

　通知がありました。

　救援活動を希望されるクラブは詳細をガバ

ナー事務所へお問い合わせ下さい。
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財団法人ロータリー米山記念奨学会
寄付金納入明細総合表

1993年６月30日現在（単位：円）

地区
1992年７月～1993年６月　期間人金分 　公Ｕ数

（１２月末）

　（名）

1人当り

平均額

過　去　累　計　分
優通寄付金 特別寄付金 合　　計 普通寄付金 特別寄付金 合　　計

2500 6､640､500 9､429､340 16､069,840 3,288 4､887 107,752､985 102､373､276 210,126､261
2510 10､572,500 25､321、987 35､894,487 4､307 8､333 149､597,400 141,081,313 290,678,713
2520 4､558 250 4､143,971 8,702,221 1,797 4,842 65,348､085 24､829､954 90,178,039
2810 6、188，500 17,301，325 23 489 825 1,891 12､421 73､449 612 82,535,100 155､984,712
2530 7､081、500 11,101､943 18,183､443 2,966 6,130 94,414,050 80,724,133 175,138､183
2800 5、568､500 7,507,715 13､076､215 2,256 5、796 63,955,300 41,446,726 105､402,026
2540 7,736､285 16,013､273 23,749､558 3,537 6,714 140,143､685 101､352,170 241,495,855
2550 7、993、500 34､504,938 42,498､438 2,493 17､047 109､955､850 255,144､215 365,100､065
2820 8，169､000 51､426,075 59､595､075 2,624 22,711 113､552､850 423､183､496 536､736､346
2560 15､667､203 51､402,316 67,069,519 5､235 12,811 228､331,203 333､297,987 561､629,190
2570 11、114､300 28､690,393 39､804､693 2,796 14､236 120,704､425 233,730,341 354,434､766
2770 11､807､000 80､507､629 92､314､629 3,718 24、829 132､163､830 490,664､659 622､828､489
2580 21､499､750 43､974,000 65,473､750 4,663 14,041 262､297､153 709､549､120 971､846､273
2750 23.654､200 88､954,130 112,608､330 5,633 19,990 251､283､950 847､947,820 1,099､231,770

2590 14,348,000 62,239,977 76､587,977 3､105 24,666 142,338,250 510,890,064 653､228､314
2780 13,743､600 66,295,500 80,039，100 3,627 22､067 151､829､700 517,343,247 669､172,947
2790 16，740､000 38,717､366 55､457,366 4､205 13,188 177､159,020 385,611､469 562,770､489
2600 10,212､000 49､666,880 59,878,880 3､023 19,807 99，129､740 306,528､137 405､657,877
2760 18,058,000 70､298､553 88,356,553 5,961 14,822 220､399,850 605,807,082 826,206､932
2610 6,904､000 36､215､350 43,119,350 3､115 13,842 107,763､070 266,131,248 373,894､318
2620 18､688,500 42,695,500 61，384､000 4,480 13,701 197,137,750 272､508,982 469,646､732
2630 13,480､250 61，185､331 74，665，581 4､543 16,435 169,781､215 446､935,592 616,716､807
2650 28､394,750 135,345､438 163,740､188 6,392 25､616 334，766，595 1,250,649,715 1,585,416,310
2640 24､353､000 70､624,800 94,977､800 3､867 24，561 259,257,350 652,520,395 911,777,745
2660 28,004,250 100,397,720 128,401､970 5､460 23､516 309､835 610 993､928,690 1,303､764､300

2680 16､346､800 46､985､501 63､332,301 4,256 14､880 172,857､660 303,218,963 476､076,623
2670 10､362,000 46､908､080 57,270､080 3,806 15,047 145,476､950 195､765,455 341､242､405
2690 15,821、150 41､624､215 57､445､365 4､035 14,236 154,210,200 288,611,428 442､821,628
2710 12,152､750 36､026,378 48,179､128 3,969 12､138 141､821､240 276,992､671 418､813､911
2700 14､787,250 25,641，117 40､428､367 3,887 10,400 162,236,550 242,336，577 404,573,127
2740 7､033,000 22,686､924 29,719､924 2,921 10,174 94､602､890 205､924,772 300､527､662
2720 10,678,800 23､000，756 33,679､556 3､460 9，733 115,375,370 154､878,943 270,254,313
2730 7,394、750 8､158,498 15､553､248 3,149 4,939 92,040,524 66､922､177 158､962,701

その他 ０ 103 330 103,330 ０ ０ ０ 12,865,972 12､865,972
合　計 435､753､838 I､455,096､249 1､890､850,087 124､465 15,191 5,160,969,912 11､824､231､889 16,985,201,801

※：会員数は1992年12月3H｣現在Ｃ ハ
庫

1993年３月齢より）

通信(第71号)
　　　　　　　　　　　　　　増強・拡大について

○｢1992～1993ロータリーの4広大資料J　D.2630　1993年　24頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先ロータリー文庫(コピー)〕○｢4広大か　衰i晟か｣　レス･ホイットクロフト　ロータリーの友:1983･5月　４頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先ロータリー文庫(コピー)〕○｢なぜ　やめるのか？｣　トーマス・クリウォール

　　　　　　　　ロータリーの友:1985･6月　４頁〔申込先ロータリー文庫(コピー)〕
Ｏ｢会員増強と拡大は絶えざる願い｣　ヒューM.アーチヤー

　　　　　　　　ロータリーの友:1989･8月　２頁〔申込先ロータリー文庫(コピー)〕
○｢会員増強の新たな機会｣　ロータリアン詰編集部

　　　　　　　　ロータリーの友:1989･8月　２頁〔申込先ロータリー文庫(コピー)]
Ｏ新会員のオリエンテーションと人会式の手引きJ　R.I.1993年　58頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先日本支局TLE(03)3355-5391〕
O｢会員増強・退会防止の手引きJ　R.I.1988年　80頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先日本支局TLE(03)3355-5391]
○｢拡大便覧J　R.I.1990年　　　　　　〔申込先日本支局TLE(03)3355-5391〕

ロータリー文庫
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寄付金納入明細書
1993年６月30日現在（単位：円）

クラブ｀名
1992年７月～1993年６月　期間人金分 年　　間

一名当り

過　去　累　計　分

樫通寄付金 特別沓付兪 合　　計 普通寄付金 特別寄付金 合　　計

大阪注吉 495､000 1､350,000 1､845,000 6、000 6､706､100 13､489､640 20､195､740

大阪鶴兄 240､750 1、382､500 1､623､250 4、500 1､646､500 8､524､140 10､170､640

大阪天満橋 520､000 950､000 1､470､000 5、000 6､252､700 20,035､530 26､288､230

大阪梅田 342､500 1、351、500 1、694､000 5,000 4､409､500 13､202､441 17､611,941

大阪うつぼ 307､000 2､230､000 2,537､000 4､000 2､633､500 27､618､220 30､251､720

大　阪　西 572,500 2､300､000 2､872､500 5､000 8､296､600 23､398､840 31､695､440

大阪淀川 386､000 729､000 1,115､000 4､000 6､231､200 15､037､676 21､268､876

摂　　　津 211､500 450,000 661、500 4､500 2､363,000 7､769､770 10,132,770

四　條　畷 148､000 720,000 868,000 4､000 1､086,750 5､143､500 6,230､250

吹　　　田 382,500 2,240､000 2､622,500 5､000 6､136､250 22､361､060 28,497,310

千　　　甲． 316､000 1,940､000 2､256､000 4,000 4,013､000 16､288､290 20､301,290

吹　田　西 264,000 1､230,000 1､494､000 4､000 2,487､000 14,696,080 17,183,080

交　　　野 291,000 740､000 1､031､000 6,000 1､907､000 6,900､860 8､807,860

高　　　槻 493､500 200､000 693,500 7､000 4､943､150 7,332､726 12､275､876

高　槻　販 287､500 800､000 1､087､500 5､000 3､208､000 10､401,070 13､609､070

豊　　　中 412.500 630､000 1,042､500 5､500 6､711､850 13､711､342 20､423､192

一之ｑｌ 一 人こ1仮

ド11原’々ぞi巷 508,000 2､130､000 2,638､000 8､000 5､803､750 16､875､290 22､679､040

豊　中　南 324､500 1､125,000 1,449､500 5､500 5､535､010 16､807､560 22､342､570

八　　　尾 392､500 2､130､000 2､522､500 5､000 6､472､700 20､676,080 27､148､780

ハ　尾　東 285､000 1,210､000 1､495,000 5､000 4､059､750 13､826,015 17,885､765

八尾中央 255､000 1，230,000 1､485､000 5､000 2､295､000 12､314,640 14､609､640

東大阪西 183､000 790､000 973,000 3,000 1、221,000 8,932,140 10､153､140

大阪北淀 327,000 300､000 627､000 6､000 2,057､000 6,110､574 8､167､574

大阪東南 292､500 1､280､000 1,572､500 4､500 1、716､500 6､110､574 8､167､574

大阪阪和 242､500 1,600､000 1,842､500 5､000 1､486､000 6、74、000 8､226､000

豊中千甲． 205､000 150,000 355､000 5､000 1､317､500 2､300､000 3,617､500

大阪堂島 248､000 2､334,000 2,582､000 4､000 1､350､000 11、044､000 12､394､000

大　阪　城 67,500 50､000 117,500 3､000 378､000 1､359､092 1､737､092

大阪船場 339､000 850､000 1､189､000 6､000 1､299､000 5，139､000 6､438､000

大阪梅田東 312､500 1､010､000 1､322､500 5､000 1､308､500 3､300､000 4､608､500

大阪天王寺 303､000 1，470､000 1､773,000 6､000 1､215､000 6､685,000 7,900､000

高　槻　西 790,000 ０ 790､000 20､000 1､365､000 600､000 1､965､000

吹田汪坂 198.000 1、490､000 1,688､000 4､000 546､000 4､270,000 4,816,000

大阪本町 258､000 3,030､000 3､288､000 4,000 427､500 6､390,000 6,817,500

大阪北梅田 298､000 2､250､000 2､548､000 4,000 422､000 2､250､000 2､672,000

大阪いゃい 329､000 1,055､000 1,384,000 5,000 453､000 1､055,000 1､508､000

大阪中之島 (判卯141､000 500､000 641,000 吊3､000 141､000 500,000 641、000

そ　の　他 ０ ０ ０ ０ ０ 1,122､163 1､122､163
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称号が贈られました。

字　野

松　永

阿矢口波

木
前
中
橋
高
稲
北
甲
市
今
作
岩
小

大
鴻
谷
高
森
大
吉
辻
福
深
稲
高
古
毛
田
山
津
中
挑
木
中
塩
富
中
西
三

　
　
※
　
※
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
※
※
※
※
※
※
　
　
　
※
※

※

土
西
天
樋
東
立
秋
ド

古

次の方たちにツァンドフェローの称号が

贈られました。

昭
之
廣
明
郎
義
茂
．
．
．
也
郎
彦
巌
．
樹
治

義
眼
眼
　
　
一
親
博
慶
逸
慎
愛
　
光
茂
則

田
井
谷
村
．
西
目
川
野
水
村
口
演
本
村
内

達
お
杉
竹
中
橋
南
水
速
本
山
中
山
田
竹
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貼］

1993年７月度　出席報告

ク　ラ　ブ
剛い

川隋

川未

到隋
増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ

卵の

全能

団末

会員数
増減 出席率 例会 順位

大　　　　東 68 70 ＋２ 100.00 ４ １ 大阪なにわ 64 65 ＋１ 96.92 ５ 51

販　大　阪 82 83 十１ 97.80 ４ 41 大阪南西 74 74 ０ 97.91 ４ 40

東大阪東 68 69 ＋１ 96.67 ５ 53 大　阪　西 107 107 ０ 97.62 ４ 44

東大阪中 59 60 ＋１ 98.74 ４ 22 大阪大手前 64 64 ０ 98.36 ５ 29

東大阪西 58 58 ０ 100.00 ４ １ 大阪大淀 71 70 －１ 97.96 ５ 39

枚　　　　方 59 61 ＋２ 97.37 ４ 46 大阪西北 80 79 －１ 98.69 ４ 24

枚方くずは 56 56 ０ 98.09 ４ 37 大阪西南 113 113 ０ 100.00 ４ １

茨　　　　本 64 64 ０ 97.37 ４ 46 大阪船場 58 57 －１ 98.70 ４ 23

茨　水　束 55 55 ０ 96.72 ４ 52 大阪心斎橋 79 79 ０ 98.03 ５ 38

池　　　　田 59 59 ０ 94.04 ４ 63 大阪城北 53 55 ＋２ 100.00 ４ １

池田くれは 52 52 ０ 93.92 ４ 64 大阪住之江 49 49 ０ 100.00 ４ １

門　　　　真 31 31 ０ 93.08 ５ 68 大阪住吉 84 82 －2 92.10 ５ 71

交　　　　野 47 51 ＋４ 97.50 ５ 45 大阪天満橋 105 105 ０ 94.54 ５ 62

箕　　　　面 64 63 －１ 98.40 ５ 27 大阪天王寺 49 49 ０ 95.10 ５ 58

箕面中央 56 56 ０ 98.23 ５ 33 大阪東南 60 60 ０ 98.33 ４ 30

守　　　　目 85 82 －3 98.17 ４ 35 大阪鶴見 47 47 ０ 98.39 ４ 28

寝　尿　川 61 61 ０ 94.91 ５ 60 大阪梅田 66 66 ０ 98.82 ４ 21

大　　　　阪 304 307 ＋3 89.15 ５ 74 大阪梅田東 59 59 ０ 98.32 ５ 31

大阪阿倍野 66 66 ０ 95.91 ４ 56 大阪うつぼ 75 75 ０ 96.49 ５ 54

大阪ちややまち 67 67 ０ 99.62 ４ 17 大阪淀川 83 83 ０ 98.45 ５ 26

大阪中央 62 62 ０ 100.00 ５ １ 千　　　　里 78 79 ＋１ 98.90 ４ 20

大阪堂島 58 58 ０ 94.83 ４ 61 摂　　　津 46 47 ＋１ 100.00 ５ １

大阪阪南 80 80 ０ 98.12 ４ 36 四　條　畷 25 25 ０ 82.75 ４ 76

大阪阪南 50 50 ０ 93.86 ５ 65 吹　　　　田 76 76 ０ 100.00 ５ １

大　阪　販 140 139 －１ 98.19 ５ 34 吹田汪坂 49 50 ＋１ 100.00 ４ １

大阪束淀 72 72 ０ 97.33 ４ 48 吹　田　西 66 66 ０ 100.00 ４ １

大阪弔野 57 57 ０ 99.69 ５ 15 高　　　　槻 68 69 ＋１ 99.50 ４ 18

大阪本町 68 68 ０ 97.06 ４ 49 高　槻　東 58 58 ０ 100.00 ５ １

大　阪　城 17 18 ＋１ 96.97 ４ 50 高　槻　西 39 40 ＋１ 99.50 ５ 18

大阪城南 77 77 ０ 99.74 ５ 14 豊　　　中 77 78 ＋１ 95.65 ４ 57

大阪城東 69 69 ０ 99.69 ５ 15 豊　中　南 57 57 ０ 100.00 ５ １

大阪柏原 46 51 ＋５ 92.18 ４ 70
1蔓中一大防£
「司丿原’やi巷 64 64 ０ 93.21 ５ 67

大　阪　北 187 188 ＋１ 91.34 ４ 72 豊中千里 42 42 ０ 92.85 ４ 69

大阪北梅田 74 74 ０ 98.29 ４ 32 八　　　　尾 79 78 －１ 97.69 ４ 43

大阪北淀 53 53 ０ 97.77 ４ 42 ハ尾中央 50 50 ０ 96.43 ４ 55

大阪御堂筋 49 49 ０ 95.10 ５ 58 八　尾　東 51 51 ０ 85.10 ５ 75

大　阪　南 184 184 ０ 93.43 ４ 66

大　阪　港 38 37 －１ 90.89 ５ 73

大阪中之島 51 50 －１ 100.00 ５ １ クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席串

大阪難波 89 89 ０ 98.51 ４ 25 76 5,347 5、364 ＋17 95.61％
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訃　　報

西　川　道　男君(大阪西RC)

　平成５年６月22日逝去(享年86歳)

　明治41年７月10日生まれ

　昭和54年７月２日入会

　(昭和46年大阪心斎橋RC入会)

　ポール･ハリスフェロー

辻合喜代太郎君(ハ尾RC)

　平成５年７月２日逝去(享年86歳)

　明治41年６月25日生まれ

　昭和50年６月25日入会

　1981～'82年度　　クラブ会長

　ポール･ハリスフェロー

原　田　秀　雄君(大阪北RC)

　平成５年８月16日逝去(享年89歳)

　明治37年２月６日生まれ

　昭和27年12月16日入会

　1956～'57年　　クラブ会長

　1968～'69年　　ガバナー(365地区)

　1974～'76年　　RI理事

　米山記念奨学会理事　1970年～

　　　　　　常任理事　1973年～

　　　　　　副理事長　1977年～

　　　　　　顧　　問　1987～'91年

　ポール･ハリスフエロー

　米山功労者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

お　知　ら　せ

・『ロータリーヘの道』改定版　紹介

　　　　　　　ポール・ハリス

　　　　　　　訳＝柴田　　賓

　　　発行：国際ロータリー第2790地区

　ロータリーの創始者であるポール・ハリス

の著書『我がロータリーヘの道』が柴田　貪

　（成田ＲＣ）氏の翻訳により第2790地区で再

版が刊行されました。（全文翻訳）

　当地区で取り寄せましたので、ご希望の方

はガバナー事務所へお申し込み下さい。

　１冊　1､000円（送料別）

・新ビデオ紹介

　　『ロータリー財団：ロータリーの国際的ビ

ジョン』

　視聴覚資料として情報に富み、感銘を与え

ると好評で、特に財団を推進し、ポール・ハ

リス・フェローヘの寄付を促進するのに役立

ちます。

　貸し出し致しますので、ガバナー事務所ま

でお申し込み下さい。

　日本支局より購入することも出来ます。

　　　　注文番号:RF3-065　US S 31 ｡50

・訂正とお詫び

　下記事項につき誤りがありましたので、謹

んでお詫びと訂正をさせて戴きます。

月信１号　ロータリークラブー覧表

東大阪中ＲＣ事務所住所

大阪市天王寺区石ケ辻町5-5

　丸善88シティハイツ　3003号

大阪御堂筋･大阪船場RC事務所住所

大阪市中央区西心斎橋1-7-3

大阪御堂筋RC IAC･RAC 提唱無し

大阪難波RC FAX 06-632-3957

月信２号について

Ｐ．２　右上から８行目

　　　システム・マニュアルに盛られてい

　　　る新入会員のための10の質問要項

　　　　　　　　　　　　-Ｐ．８　Ｇ．Ｓ．Ｅ．団員の中西裕栄さんと原田

　　　奈緒美さんの写真が入れ替わります。

・改正のお知らせ

　東大阪中ＲＣ　入会金

　大阪柏原ＲＣ　年会費

　大阪住之江ＲＣ　年会費

　高　槻　東ＲＣ　年会費

20万円

26万円

34万円

24万円
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クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARIES.

劫初よりつくり営む殿堂に我も黄金の釘ひとつ打つ

　職業奉仕月間に因んで、与謝野晶子の歌を

巻頭にあげました。

　この大宇宙は、出来た最初から神仏がづっ

と作り続けていられる大殿堂だというのです、

私もその大殿堂のどこかに一本の釘を打たせ

て頂く。もしも私の打ち方がまずくて、変な

打ち方になったとしたら、この大殿堂もそれ

がために崩壊することになるかもしれない。

それほどに大切な一本の釘なのだ。それほど

に大切なことを私は歌という仕事でさせて頂

いているのです。

　この歌はこんな意昧でしょうか。どんな職

業であろうと、たとえどんな部署にいても、

あるいは給料の多い少ないにかかわらず、私

たちの仕事は、神仏が宇宙作りをなさる、つ

まりこの世の極楽浄土をお作りになるお手伝

いをさせて頂いているのだ、その一部を引き

受けさせて頂いているのだ、という使命感を

もって全力投球でいきたい。

　自分のこの職業は、天が与えたもうたもの

であり、自分の生まれつきの性分にあった職

業なのだ、と言うのが天職という考え方でし

ょう。

＜与謝野晶子＞

　近頃は景気の後退が続いて、自分の思うよ

うな職が得られないという就職難の時代です

が、しかし大殿堂に釘を打つことのできるの

は何も一般的な職業とは限りません。

　九十歳を越えた老婦人が一生懸命に店番を

していたり、庭の草引きをしたり、お掃除を

したり、孫のお守りさえも自分の仕事と決め

こんで頑張っていられます。

　金銭に関係のない仕事であっても、その人

にしか出来ない、その人でなければならない

といった仕事が誰にでもあるはずなのです。

　その仕事を通じて、世のため、人のために

役立つこと、それが大殿堂に一本の釘を打つ

ことになるということでしょう。それがこの

世に生まれてきた私という一人の人間の存在

価値なのではありませんか。

　10月は「職業奉仕月間」であり、また「米

山月間」でもあります。

　ロータリーの職業奉仕の理を良く学び、実

践に移せるように。また、米山奨学会の発展

になお一層寄与出来るように。各クラブでの

配慮を特にお願い致します。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669 ＜再生紙使用＞
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職業奉仕月間に当って

パフト･ガバナー（職業奉仕担当）松　本　良　誄

→歩是道場・生業即奉仕－

　10月を迎え、各クラブとも職業奉仕に関す

るプログラムを実施されることと思います。

例会での卓話をはじめ、フォーラム、事業所

見学、職業活動の表彰など様々でしょうが、

いずれも職業奉仕の理想を鼓吹、育成するこ

とと思います。それらはクラブの職業奉仕に

関する大事な活動でありますが、職業の道徳

的水準を高め、職業を通じて社会に貢献する

職業奉仕そのものではありません。

　そもそも、ロータリー・クラブは独特の職

業分類によって組織された実業人の団体で。

　「会員はその一人ひとりが、自分の職業とロ

ータリーの理想を結ぶ環であります」（ポー

ル・ハリス）から、ロータリアンの職業奉仕

の機会はロータリアン個々の日常の生業の中

にあり、各自がロータリーの網領をどのよう

に実行しているか、常にロータリアンとして

の良心に照して自覚するのが職業奉仕であり

ます。いうなれば、奉仕の理想を実践してい

るか否かを確認できるのはロータリアン本人

のみであります。従って、職業奉仕は他の社

会奉仕や国際奉仕のように、見えたり、数え

たりはできませんが、ロータリーの奉仕活動

の根源であります。

　仏教の禅話に「歩歩是道場」とあります。

道場は仏道を修行する場所、転じて広く道を

修める場所というので、歩歩是道場とは一歩

一歩、言動の一つひとつが皆修行であり、今

日只今を、一所懸命歩めば、いつどこでも、

真実を見出すことができるという意味と思い

ます。ロータリーにおける職業と奉仕の関係

は、恰も歩歩是道場の歩歩と道場が厳しく一

体であるのと相似ていると考えるので、私は

現在の世相にあっては、特に企業倫理の問題

をこうした厳しい関係において見直すぺきで

あると考えるものであります。

一ロータリー・ボランティア・プログラムー

　ロータリーの奉仕活動はすべてボランティ

アと考えているのに、最近、職業奉仕部門の

中にロータリー・ボランティア・プログラム

なるものができたのは理解に苦しむ、という

意見を聞きますが、もっともと思います。

　これについては、先ず、ロータリーの奉仕

はすべてボランティアという場合は、広い意

味のボランティアであり、ロータリー・ボラ

ンティアの場合は、限定された狭い意味のボ

ランティアと理解して頂きたい。次に、ボラ

ンティアとして時間と専門的技能を提供でき

る（したい）ロータリアンと、ボランティア

の援助を必要とする地域のプロジェクトを、

ロータリーが組み合せて、ロータリアンのボ

ランティアを促進しようとするのがこのプロ

グラムであります。

　ボランティアの提供者はクラブでリストア

ップして、地区のロータリー・ボランティア

委員会に登録し、一方、ボランティアの援助

を希望するプロジェクトは、外国のものは国

際ロータリーで､国内のものは地区で登録し、

必要に応じて各地区に送られます。
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米山月間に因んで

バスト･ガバナー（米山奨学担当）武　尾　敬之助

　文部省では「21世紀を展望した留学生政策

について」にしたがい施策を推進することに

している。これによれば、1983年を始点とし

て’92年を中間点、2000年を終点とする計画

では、留学生数は’83年10､428人（国費2､082

人、私費8､346人）、’92年40､000人（国費

6､000人、私費34､000人）、2000年10万人（国

費１万人、私費９万人）となっているが、

’92年度実績では、留学生総数は48､561人と

予想を上回っている。因みに同年の国費及び

外国政府派遣学生は6､757人であった。

　データは少し古くなるが、1987年９月の文

部省の調査では、民間資金による奨学団体の

数は33団体で、その奨学生数は米山記念奨学

会が499名、その他の32団体の奨学生総数は

1､103名であった。1993年米山奨学生数は900

名、他団体は資金面から増加は少いと思われ

るので、米山奨学生の比重は更に大きくなっ

ていると思われる。

　1958年11月、米山記念奨学会常務理事（当

時）増田房二氏は、当時（留学生数5､849人、

内国費1､675人）の私費留学生数の５％を米

山奨学の対象としていると述べられている。

　（ロータリー米山記念奨学会史67頁）

　年々留学生が急増するため、’92年度の私

費留学生数41､804人中、米山奨学生は820名

で２％たらずになっている。今後は一層優秀

な米山奨学生の厳選に努めると共に、資金面

でのロータリアンの更なる協力が待たれる。

　東京ＲＣでは、1952年に「日本のロータリ

ーの創始者米山梅吉翁を記念する事業を」と

いう同クラブ会員の声に答えて「国際奨学事

業にすべきだ」ということで、同クラブに米

山基金が設けられ、タイとビルマから１名づ

つ留学生を呼ぶことになった。タイのソムチ

ヤード君は東京RC米山委員遠の東奔西走献

身努力の結果、東京大学農学部大学院に入る

ことが出来、1954年９月、来日した。ビルマ

の方は不成功に終った。インドからの留学生

イーペン君は、東京大学修士課程で水産資源

学を専攻しており、担当教授の推薦によって

ビルマの代りに奨学金が与えられた。又、イ

ンドのロイ君は、東京大学学部生で母国から

の送金が途絶えて困っていたが、１年間米山

基金の援助により無事卒業帰国出来た。

　以上の３例で、東京RC単独の活動は終る

のだが、その成果により「米山基金」継承の

声は全国のロータリアンに拡がり、今日の米

山記念奨学会の基礎が固まっていった。そし

て、上記ソムチヤード君の例では、日本語研

修に数カ月の留学期間を要したりして奨学予

算が立てにくかった。又、大学の選定に苦労

したり、母国のロータリークラブとの数回に

亘る連絡を要したりした。あとの２例は、留

掌中の学生を対象にするので、奨学期限の設

定も容易で予算がたで易く、又、この様な奨

学金を熱望している留学生が沢山いることも

わかった。ビルマの学生招聘の失敗が、今日

の私費留学生を対象とする米山奨学会の活動

の基となったと言うことが出来る。

　1957年、米山奨学委員会が発足して10年を

経た1967年、基本財産3､000万円の財団法人

ロータリー米山記念奨学会が発足した。それ

から26年を経た今日、’93年度の基本財産は

43億円と充実してきた。これ偏えに全国ロー

タリアンの協力の賜である。この協力を容易
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にしたのは特別寄付に対する免税措置であ

る。1978年、当時、大平総理大臣と当地区の

伊瀬パストガバナーとは学友で、総理に米山

奨学に就いて直接説明され、免税措置を懇願

され直ちに認められることになった。伊瀬パ

ストガバナーの功績を忘れる事は出来ない。

　最近の地区内各クラブヘのアンケート調査

の結果、元米山奨学生との音信不通の割合い

は37％である。元米山奨学生がロータリーを

忘れず国際親善に気を配ってほしいことは、

我々ロータリアンの願望である。在日の元奨

学生には４つの学友会があり、諸行事を通じ

てロータリアンとのコミュニケーションが保

たれている。米山奨学終了後、母国（或いは

その他の国）に居る人達とはとかく疎遠にな

りがちである。カウンセラーにだけ頼るので

はなく、世話クラブの気配りが必要だろう。

一つの方法として、年一回クラブ活動報告書

に返信用葉書を添えて元奨学生に送り、返信

用葉書には近況報告を書いて貰うようにすれ

ば、双方のコミュニケーションは良くなるも

のと思われる。

･･･-･地　区　便 り 四

少年少女ニコニコキャンプ報告

地区青少年活動委員会

　委員長西 正　中(大阪城北に)

ニコニコキャンプ実行委員会

　委員長奥　田 清(大阪住吉Ｅ)

　第2660地区が毎年実施している「少年少女

ニコニコキヤンプ」は、今年も８月６日から

８日まで２泊３日で、大阪府泉南郡岬町淡輪

の大阪府立青少年海洋センターで行われた。

　招待した少年少女は、各ロータリークラブ

の推せんを受けた小学校５、６年を中心に、

中学１年生を交えた99名の児童。

　うち、少年が30名、少女が69名。

　８月６日、南海電鉄・難波駅に集まった少

年少女たちは、６～８名の班編成のあと、電

車利用で海洋センターヘ。

　この海洋センターでの２泊３日のプログラ

ムは、すべてセンターが企画し、センターの

専属リーダーが中心となって実施する。

　入所式では、地区の青少年活動担当、菅生

PG、青少年活動委員会の西委員長、センタ

ーの松林所長があいさつ。

　式後は、リーダーの自己紹介、班別で班旗

作成、グループ写真撮影､部屋割りと続いて、

ニコニコキャンプのプログラムがスタート。

　当初、少年少女たちは、同じ学校の友だち

と同じ班になれない、ということもあって、

多少、不安な様子であったが、ものの30分も

過ぎると、もうすっかり「友だち」になって

大はしやぎ。

　このキャンプでは、班名もリーグ一名も、

少年少女たちの名前も､みんなニックネーム。

　このキャンプの目的は、

1）団体生活でチームワークをつくること。

2）新しい友だちをつくり仲良くなること。

3）自然と楽しみ、自然とふれあうこと。

である。

　１日目　ＰＭ７時40分より、キャンプファ

イヤー。まず、大の神様を呼び出す儀式。櫓

組みの薪に点大のあと、リーダーの指導でゲ

ームと歌とダンスを少年少女たちは、笑顔い

っぱいで楽しむ。
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　２日目　台風の影響で曇り空。ときおり小

雨ちらつく。

　朝のつどいは、ニコニコキャンプのグルー

プと、他より参加のグループと共同で朝礼。

　朝食後、ＯＰヨットグループと海水浴グル

ープのＡ、Ｂ班に分かれ、後刻そのＡ、Ｂ班

が交替する。

　人気は、ＯＰヨット（小型ヨット）。それ

ぞれが自分たちで小型ヨットを組み立てて乗

るところに興味があったようで、はじめての

体験でもあるせいか、面白い、という声があ

ちこちであがる。

　海水浴グループは、水泳、そしてビーチバ

レーのコートで、ドッチボールや、すいか割

りを思いきり楽しむ。

　夜の野外パーティーは、雨天のため体育館

で行われた。パーティーの準備から食事作り

まですべて少年少女たちの手作り。おにぎり、

焼そばが大人気。

　そのあとに行われたパフォーマンス大会で

は、全員が大笑い。まさに笑いの渦巻く楽し

いひととき。

　３日目　各班ごとにカッターに乗る。　６本

のオールを、皆んなが力を合わせて漕ぐと速

く進む。チームワークが、いかに大事かを学

んだようだ。

　昼食後、退所式があり、すべてのプログラ

ムを終了した。

　このとき、感動的なドラマが起こる。リー

ダーとの別れ、また、せっかく親しくなった

友だちとの別れが余程胸に迫ったのか、あち

らこちらで涙、涙のシーン。泣きじゃくる少

年少女たちもあって、ニコニコキャンプ実行

委員会のロータリアンも、思わずもらい泣き

の感動。

　それにしても大気の不安定な状態が続き、

雲の多い、かわりやすい天気ではあったが、

全員、無事、無事故でキャンプを楽しむこと

ができたのは幸いであった。

　ご協力いただいた各ロータリークラブ、各

ローターアクトクラブに厚くお礼を申し上げ

ます。

第1回クラブ規定情報委員長会議報告
-

地区規定情報委員会

　委員長土　井　正　裕(大阪北)

日　時

場　所

出席者

1993年８月28日出　10:00～12:00

薬業年金会館

大森ガバナー､山中バスト･ガバナー

(クラブ奉仕担当)､種田バスト･ガバ

ナー(RI会長情報カウンセラー)､地

区規定情報委員(委員長以下８名)。

クラブ・ロータリー情報委員長、規

定委員長93名

議　事

　地区側出席者の紹介､大森ガバナー､山中バ

スト･ガバナーのご挨拶に続き､議事に入った。

1）「新会員研修セミナー」開催の趣旨とプ

　ログラムの概要について、大森ガバナーか

　ら説明があった（第１回：９月11日、第２

　回:12月11日）。

2）地区規定情報委員会が作成した、ロータ

　リー情報集・基本編“ご存知ですか？”を

　配布し、作成の趣旨などを土井委員長が説

　明した。なお、本冊子は、前記セミナーで

　テキストとして使用するほか、ご希望の向

　きには実費で頒布する。

3）1995年規定審議会（１月23～27日、ベネ

　ズエラのカラカスで開催）について、クラ

　ブから制定案または決議案を提出する場合

　の手続きを中心に、委員長から概略を説明

　した。〔クラブが提案する場合、ガバナー

　が地区大会で賛否を諮り、その証明書を添

　付することが必要となった｡〕

4）7月に実施したアンケート調査…他クラ

　ブのロータリー情報活動のなかで、知りた

　い事項…に基づき作成した「クラブのロー

　タリー情報活動に関するアンケート調査

　　（案）」を委員長から説明し、実施につい

　てご協力をお願いし了承された。（回答提

　出期限：９月末日、次回のクラブ委員長会

　議で調査結果を報告｡）

5）クラブ委員長から予めご提出いただいて
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　いたロータリー情報に関する質問・要望の

　各項目について､委員長から回答を行った。

6）本年度の「地区規定情報委員会活動計画」

　について、委員長から概要を説明した。

　質疑応答の後、山中バスト・ガバナーが、

　「1992年推奨クラブ細則の改訂に伴う奉仕部

門の組織のあり方」、「クラブ・フォーラムの

あり方」などについて所見を述べられ、続い

て、種田バスト・ガバナーが、ご挨拶を兼ね

てRI会長情報カウンセラーの役割などを説

明され、最後に大森ガバナーのご挨拶があっ

て閉会した。

　クラブが規定審議会へ制定案・決議案を提

案される場合の手続き

　RIの立法機関である規定審議会が、1995

年１月23～27日にベネズエラのカラカスで開

催されます。各ロータリー・クラブは、規定

審議会に制定案（「RI定款」「RI細則」「標準

ロータリー・クラブ定款」を改正する案件）、

決議案（意見を表明したり、方針や手続きを

推奨する案件）を提案することができます。

　RIへの提案提出期限は、制定案について

は1994年５月１日、決議案については、審議

会開催の90日前とされていますが、何れも、

RIに提案する前に、地区ガバナーに提出し、

地区ガバナーが地区大会または郵便投票で地

区内全クラブに賛否を諮り、提案クラブは、

その結果についてのガバナーの証明書を付し

てRIに提出しなければなりません〔1992年

規定審議会でこのように改正されました〕。

　つきましては、制定案は、1994年４月８日

・９日開催の地区大会でご審議いただくた

め、1994年１月末日までに、ガバナーにご提

出下さいますよう、また、決議案は、郵便投

票の手続きによりますため、1994年７月末日

までに、ガバナーにご提出下さいますようお

願いします。

　なお、クラブが制定案や決議案を提案され

るに際しましては、『手続要覧（1992）』

　（P.152C.）所定のクラブ内の手続きを踏

まれることが必要です。

　上記のほか、提案の書式その他規定審議会

に関する事項は、『手続要覧（1992）JP.149

～161、P.207～209、P.211～216に記載さ

れていますので、ご参照下さい。

'92～'93帰国留学生'93～'94来日留学生

来日学生オリエンテーションと歓迎会

地区青少年交換委員会

　　　　委員長八　木　頼　夫(大阪)

　本年８月度の長期交換留学生は９名で、来

年７月まで約１年間それぞれのクラブでお世

話になり日本の高校に通学しながら、日本語

をはじめとして日本文化を学びつつ１年後に

はより良き日本の理解者になってくれると思

います。それら来日留学生のうちまだ到着出

来なかった１名を除く８名の来日留学生を対

象としてのオリエンテーションが、ホストク

ラブ、ファミリー、カウンセラーら、今年１

年間お世話になる方々の参加を仰ぎ去る９月

１日、西武タカツキバンケット・ルームに

て開催されました。このオリエンテーション

では来日留学生に、ロータリーの規則に沿っ

た日本滞在中の生活全般に亘った一般注意事

項や規則を守るべく、地区青少年交換委員会

委員が大森ガバナー、中野ガバナー・ノミニ

ーの同席の下行いました。

　午後６時からは、この８月に帰国したばか

りの’92～’93年度派遣留学生やそれらのご家

族、スポンサークラブの方々、今年１年お世

話になる来日留学生受け入れ高等学校関係

者、それに去る６月発足したＲＯＴＥＸ（帰国

留学生の会）の諸君を含め、総勢85名でもっ

て歓迎パーティーが持たれました。

　来日学生は、『にほんご』で来日の挨拶を、

そして、帰国留学生は英語、ドイツ語などそ

れぞれ留学先の言葉で流暢に帰国報告を行い
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ました。 ＲＯＴＥＸの諸君は、英等と日本語を

功みに使って、『漫才』や『Q＆A:3択』の

ゲームや､おもしろおかしく日本の習慣を『ス

キット（小劇）』で説明するなど、彼らの芸

達者には参加者一同大いに笑い、驚かされ午

後８時30分まで楽しい時を過ごしました。

　これより１年の長い間、ホストファミリー

をはじめ多くの方々は昼夜を問わないお世話

が続く事になります。我々も共に協力し、彼

らが１年後には立派な親善大使に育ってくれ

る事を願います。

　　　８月度来日交換学生とホストクラブ

　　　氏　　　　　名　　　　国　名　ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ

GILBERTO SEIKE　　　　ブラジル枚方くずは

ＴＡＭＭＹ Ｅ．ＦＯＬＥＹ　　　Ｕ．Ｓ．Ａ．　大阪柏原

SARAH J. PARNAU　　　U.S.A.　吹田西

ＢＩＲＧＡ ＢＯＥＣＫＥＲ　　　　ドイツ　　大　阪

YVAN P. S､ FOUQUET　フランス高槻西

NATALIA M. FORNI　　　ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ　大阪住吉

ＳＵＭＭＥＲ Ｅ．ＭＯＲＧＡＮ　Ｕ．Ｓ．Ａ．　大阪本町

MARCELO Y. H AKASHI ブラジル大阪うっぼ

TATIANA S. ISHIMOTO　ブラジル大阪東南

クラブ米山奨学委員長会議報告

地区米山奨学委員会

　委員長増　本 猛(茨木束)

　９月８日（水）於：薬業年金会館401･402号室

　残暑いまだ厳しい中､大森ガバナー､中野ガ

バナー･ノミニー､武尾担当バスト･ガバナー、

種田地区担当米山奨学会常務理事､永野アドバ

イザー他､地区内各クラブの米山奨学委員長の

参加のもと終始熱心な会議がもたれました。

　会議は10月からの米山月間を前にして、各

クラブにて委員長の方々が効果的に月間行事

を運営して頂く資料の提供や理解の助けとな

ればとの立場から、まず武尾担当バスト・ガ

バナーより、ご挨拶をかねで学友会”の歴

史的経過と現況のご説明があり、続いて種田

常務理事から”ロータリー米山記念奨学会”

の組織と運営を中心に話され､休憩を挟んで、

再び種田常務理事から奨学生の募集等につい

て各クラブの役割を詳細に説明して頂き、最

後に増本委員長より各クラブから回答のあっ

たアンケートの結果を報告されて、それを中

心に各クラブの考え方を伺い、続いて質疑応

答を約30分間持って定刻に散会致しました。

　21世紀には日本もヨーロッパ並みに10万人

の外国人留学生を政府も目標に置いておりま

すが､国際理解と親善を深める為に日本のロー

タリアンの寄付金によって､奨学金を支給援助

する日本の民間最大の奨学団体であるロータ

リー米山記念奨学会も2000年には1､200名の奨

学生を目標に､それに応えるべく地区内のロー

タリアンの皆さんには､この機会を通じて充分

ご理解を頂きたいための会議でありました。

　地区としての本年度の募金目標は普通寄付

１人当り５千円､総額で１人当り２万円､地区

総額約１億１千万円でありますが､ご協力の程

を切にお願いしたいと思います｡(文責清基)

｢ロータリー財団地区奉仕賞｣

　　　　　　の授与についてお知らせ

　　　　一適格者推薦の依頼-

　ロータリー財団の推進のために称賛に価す

る奉仕を行ったロータリアンに対し､本年地区

大会において､｢ロータリー財団地区奉仕賞｣を

授与し表彰することになりました。

　つきましては､各クラブより１～２名の特別

表彰に価する顕著なロータリアンを平成６年

１月末日までに､ガバナー宛ご推薦下さい。

1993～'94年度版

全国会員名簿のご案内

１．全国33地区、2､060RC

２

３

４

５

の事務所、12万７千人の会員の職業分類、

事業所を詳細に記載。

　各クラブ｀役員氏名、ＩＡＣ、ＲＡＣのスポ

ンサークラブにI、Rを付す。

　１組、4､000円（消費税、送料別）

　中込先　ロータリーの友事務所

　　「ロータリーの友」10月号タテ組み目次

に『全国会員名簿』注文書を添付しました

ので、ご利用ください。
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流･平和委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流･平和委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　野村浩　司(大阪々)

　1993年８月26日(14:00～16:00)薬業年金会館において、当地区第2660地区の各クラブ国際奉

仕及国際交流・平和委員会が、73クラブ出席し、地区からは、大森慈祥ガバナー、坂東　宏国際

奉仕担当バスト・ガバナー、中野董夫ガバナー・ノミニー、国際交流・平和委員会委員の出席の

もと本年度の活動計画の議題、1)1993年～'94年度台北市における国際大会参加の件。2)姉妹ク

ラブ・友好クラブの件。3)ロータリアンの世界親睦活動。4)ロータリー友情交換。5)平和委員会

　(平和プログラム)について、アンケート結果を中心に熱心、且つ姉妹クラブとしての交流の中

でのクラブ単位のW.C.S.を行われているクラブからの御発言をいただき、大変参考になった。

国際大会行きについてのアンケートでは、クラブとして、国際大会参加計画をつくり旅行会社も

決め、積極的な計画を取っておられるところもあり、これからは、一人でも多く御夫婦で参加を

各クラブから出していただくよう、アピールをお願いしたいと思います。平和委員会活動の一つ

として、国連ボランティア名誉大使、中田武仁氏をお招きして30分間講演をしていただき、御子

息をカンボジアで亡くされた経験から、説得力のある世界平和に対する話に深く感銘を受けまし

た。1994年２月の世界理解月間には平和についてのフォーラムを各クラブで持っていただくよう

お願いを致しました。アンケートにつきましても全クラブから大変詳しい回答をいただき、かつ

又各クラブの国際交流に対しての活動も熱心に行われている事に感謝致しますと共に、今後共地

区活動に御協力をお願い致します。

　再度になりますが、1994年６月12～15日の台北市における国際大会にはぜひ奥様共々御参加下

さる事を御期待致しております。

第2660地区海外提携クラブー覧表

1993年７月31日現在

クラブ名 相手国 地区 相手クラブ 締結年月 姉妹
友好 交流状況/内容(WCS交流会議等)

大　　　東 韓　国 3670 裡　　　里 1978.5 姉妹 10/27友好クラブ締結の打ら合わせに台北双渓RCより前会長、

国際奉仕､Lsl際交流委μ長来訪｡12/15当クラゾクリスマス会に
於て友好クラブ締結調印式を行い、クリスマス親睦家族会へ台

北双渓ＲＣ会員家族19名招待､親睦を深める｡2/21が北双渓RC
創立2周年記念式典に会長他会員家族12名出席し祝う。

アメリ力 5340 スクリッブス・メサ・サンライズ 1987.12 友好

台　湾 3480 台北雙渓 1992.12 友好

東　大　阪 台　湾 3460 台　　　中 1969.2 姉妹 ハワイのカパロータリーに台風義援金として￥415,000送金
(12/4)WCSとしてS415.000カパロータリーに寄付(8/7)

アメリカ 5000 ハワイカパ 1987.4 姉妹

東大阪東 韓　国 3660 昌　　　寧 1973.6 姉妹 ①W.C.S.;ブラジル･リベルダーデケラブヘ古着を多量発送

②訪問;タイ・ヤンマワクラブより会長以ﾄﾞ家族を含め6名が来
訪タ　イ 3350 ヤンナワ 1985.7 姉妹

ブラジル 4160 リベルダーデ 1991.6 姉妹

東大阪中 台　湾 3460 鹿　　　港 1985.6 姉妹
会長エレクト、幹事､直前会長を含めて夫人と共に13名が鹿港
ロータリークラブの創立10周年記念式典に出席。

東大阪西 な　し

枚　　　方 台　湾 3480 台北七星 1991.3 姉妹
相互､各グラブの訪問｡老人クラブ及び少年保護センターヘの
寄付｡現在は毎年50～70万程度で寄付して未ている。

枚方くずは な　し

茨　　　木 台　湾 3480 台北西北 1967.10 姉妹
1992年9月23日～26日、台北西北ＲＣを公式訪問(会員13名､夫人
２名)し、その間香港を経由して中国､アモイを訪問して西林養

老院に対し台北西北ＲＣの共同事業として図書及び医療機器購
入代金を各RC50万円を寄付した。又､1993年3月11日～14日第
3480地区大会に参加(会員11名夫人2名)

茨　木　東 アメリ力 5950
ミネアポリス

シティオブレイクス 1991.11 姉妹
姉妹クラブより友好･親捧委員2名が当方クラブを訪問され親
善と今後の運営の進め方につき協議した。



●

●

圓

クラブ名 相手国 地区 相手クラブ 締結年月 姉妹
友好

交流状況/内容(WCS交流会議等)

池　　　田 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 2830 ローセストン 1981.11 姉妹 ソウル東南ＲＣとは1983年3Ｈ姉妹提携をしましたが､その後交

流期限が終了していたので1993年3H24日に招請して再度姉妹
提携を結びました。韓　国 3650 ソウル東南 1983.3 姉妹

池田くれは 韓　国 3650 ソウル安岩 1989.4 姉妹
ソウル安岩RCと合同でWCSプログラムの一環としてアフリ
カ･チャド国の高校建設のため両クラブより基金をしました。

1993年6月26日ソウル安岩RC創立10周年記念式典に会長以ﾄﾞ8
名が祝賀訪問しました。

門　　　真 オランダ 1550 ｱ仁ﾄﾌｫｰﾌｪﾝ 1969.9 姉妹 オランダからは姉妹都市の訪問団を介して交流があり、ブラ
ジルとはインフレにあえぐ児竜たちのために文房具を姉妹ク

ラブ宛に送った。ブラジル サンジョゼ･ドス
・カ　ンポス 1970.5 姉妹

交　　　野 カナダ 7010 コリングウッド 1989.6 友好
1992￥6tj28日～7月９Ｈ表敬訪問(μI際委員長外1名)計2名。

箕　　　面 な　し

箕面中央 フランス 1720 オルリアン 1982.1 姉妹 両少年交換姉妹クラブ･フランスオルリアンより必同名日

本語学習のため1年間受け人れる。オルリアンクラブ60周年記
念に会員3名訪問。イギリス 1040 リ　ー　ズ 1989.7 姉妹

守　　　口 カナダ 5040 ﾆｰＬ－ウエスト
ミンスター 1962.12 姉妹

○ニュー･ウエストミンスターＲＣには｢ロータリーの友英語
版』を発送中｡○同市は守口市とも姉妹クラブであるので市関
係の個人会員が時折訪問､交流中｡○フィリピン、ネグロス島で

の医療活動は1982年以来10年余となり出動会員の老齢化を考
慮し医療奉仕の比重を漸次軽減中で1987年より守目･バゴ奨学
金制度を削仇､奨学金給付と共に受給学生との交流(医療活動

の手伝い､対話､パーティー開催､文通等)を強化中。

フィリピン 3850 バコロド 1982.4 姉妹

フィリピン 3850 ノく　　　ゴ 1982.12 友好

寝　屋　川 カナダ 5940 オークビル 1985. 友好 隔年毎に相互訪問。

カナダ トラファルガー 1985. 友好

カナダ ｵｰｸﾋﾞﾙｳｴｽﾄ 1985. 友好
アメリカ ﾆｭｰﾎﾟｰにｺｰｽﾞ 1985. 友好

大　　　阪 韓　国 3650 ソ　ウ　ル 1982.7 姉妹
青少年父換;大阪ＲＡＣ会員4名がソウルＲＡＣを訪問｡相互訪問;
当大阪ＲＣ削ヽy7o周年記念事業に合わせてソウルＲｃ会員､家族

27名が訪日。

大阪阿倍野 台　湾 3480 淡　　　水 1983.9 友好

韓　国 3650 景　福　宮 1985.6 姉妹
大阪ちややまち な　し

大阪中央 台　湾 3450 台北圓山 1985.5 姉妹
1992年11月25日～27日台湾台北画山ＲＣ来訪｡会員ご婦人計20
名。11/25出迎え、市内観光｡11/26合同会議､歓迎パーティー。

11/27懇親ゴルフ､懇親パーティー。

大阪堂島 な　し

大阪阪南 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 9910 ニューリーン 1990.5 姉妹
①ニュージーランド･ニューリーンＲＣより短期間青少年交換
学生として17才～23才の女f4名を8/30～9/12受け入れ当クラ

プ会員の8家族がホームステイ先となりお世話しました｡②
ニューリーンＲＣへの短期間青少年交換学生として会員ｆ欠と
四天王寺学園IAC4名計5名が3/23～4/3の間ニューリーンＲＣ

へ派遣､同クラプ挙げての歓待を受け国際理解と国際親稗の実
を高める事が出来ました。

大阪阪和 フィリピン 3810 マカティセントラル 1991.4 姉妹 マカティセントラル（フィリピン）とW.C.S.の一環として孤児
を対象にした医療施設建設に合意｡4月８日に代表が来日し正式
に合意滞にサインした。アメリ力 5430 オーシャンサイド 1992.3 友好

大　阪　東 韓　国 3660 東　釜　山 1972.5 友好 ①マニラＲＣとの共同事業であるストリートチルドレンのため

の施設に2(X)Oドルを寄贈(ＷＣＳ)②マニラＲＣとの相互訪問③
東篆山RC30周年式典に出席。ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 3820 マ　ニ　ラ 1984.10 姉妹

大阪東淀 アメリ力 5950 チャスカ 1987.6 姉妹 英文ロータリーの友等を送付し、友好を深めている。

大阪平野 タ　イ 3350 プラカノン 1984.11 姉妹 目の不自由な子供達に眼鏡の贈呈。

アメリ力 5000 ﾉゝ　ワ　イ 1991.2 友好

大阪本町 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 9800 ﾎﾟｰﾄﾌｨﾘｯﾌﾟ 1993.5 友好 今年度より開始。

大　阪　城 な　し

大阪城南 香　港 3450 香港島東 1979.4 姉妹 ＷＣＳのー環として香港シースクールの生徒2名に対する奨学

金援助の継続｡豊原北ＲＣとの間で小中学生の絵画交換プログ
ラムの継続。台　湾 3460 豊原北区 1987.4 姉妹

大阪城東 アメリ力 5910 ハンツピル 1978.10 姉妹 姉妹クラブ･ソウル南山RCへ､当クラブ会員子弟3名訪問､当ク
ラブ会員公式訪問。

アメリ力 7430 ワーリントン 1978.11 姉妹
スウェーデン 3420 ルレア･ノア 1978.12 姉妹

韓　国 3650 ソウル南山 1985.3 姉妹

台　湾 3450 中　　　歴 1982.12 友好
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クラブ名 相手国 地区 相手クラブ 締結年月
姉妹
友好 交流状況/内容(WCS交流会議等)

大阪天満橋 台　湾 3450 台北陽明 1978.3 姉妹
相Ｆケラブ(台北陽明クラブ)の姉妹クラブである日本京郎柴
野､台北白‘齢､東京芝浦､比島ダウンタウン､香港のクラブと交
流しWCSに協力しメンバーの相仔訪問の際は援助した。又､台
北巾が交通公園及び交通博物館を建造設置に協力した。

大阪天王寺 な　し

大阪東南 香　港 3450 香港島東 1986.7 姉妹
1992;F6Hオーランド国際大会参加時にヴェナパークＲＣと姉

妹提携を結び､12月にはみ少年交換受け入れ提携枚の先生2入
がエド会長宅にお世話になり、又1993年51j来日されエド･マー

クご夫妻の歓迎会､観光案内を致しました｡ポカテロＲＣとはグ
リーンベルト共同事業に参画､1995年完成を目指している。さ
らに派遣学生が当クラブにお世話になっており４月末に御礼の

あいさつに例会訪問する。

アメリカ 5400 ポカテロ 1987.7 友好

アメリカ 5320 ヴェナパーク 1992.6 友好

大阪鶴見 粉ｽﾄﾗﾘｱ 9750 アバュフイールド 1986.4 姉妹 ＷＣＳ､アッシュフィールドＲＣとフィージー島ロータハウスプ
ロジJ-クトに参加会議､アッシュフィールドＲＣとの合同国際
奉仕委員会を開催(6/15)アッシュワィ一ルドRCより会長の公

式訪問を受ける。
ﾄﾞｽﾄﾗﾂﾞ 9910 ノーフォーク島 1991.8 友好

大阪梅田 韓　国 3660 セ　釜　山 1979.9 姉妹
ＷＣＳ;セ釜山ＲＣなし(ロシア医療機器援助不成々.)｡台北沢母
RCフィリピンのマリキナウエストＲＣと共同で竹林栽培と繁

鯖計画嘔業を実施し当クラブの拠出余韻は30万円である｡相互
坊間;七釜山RCは来訪('93.4.6～7)台北天母RCへは公式訪問
('93.4.15～17)

台　湾 3480 台北天母 1983.4 姉妹

大阪梅田東 台　湾 3480 台北明徳 1992. 友好 その他(週報の交換)

大阪うつぼ 韓　国 3660 釜山西面 1983.4 姉妹
1993弟4月９日～11日迄釜山西面ＲＣ会員10名夫人3名計13名が
来阪｡当クラプ例会出席､例会後懇親パーティー開催､大阪ガス

泉北第2製造所訪問､歓迎家族会の開催を行った。

大阪淀川 台　湾 3460 高　　　雄 1970.6 姉妹 年に1度相互訪問。

千　　　里 な　し

摂　　　津 イギリス 1220 ﾛﾝｸﾞ･イートン 1975.9 姉妹 イギリス;適時情報交換､ロータリーの友(英語版)送付、クリス

マスカード交換､個人交流｡デンマーク;同卜.｡韓国;会員及び夫
人来阪､親政交歓､社会福祉共同醵出､個人交流。デンマーク 1440 オー　　ス 1980.3 姉妹

韓　国 3650 ソウル南大門 1992.5 姉妹

四　条　畷 な　し

吹　　　田 アメリカ 5340 エンシンタス 1961.5 姉妹 1992年7HエンシンタスＲＣと蔓期寿少年交換3名送り出した。

台　湾 3450 新　竹　東 1984.4 姉妹
アメリカ 5340 レディング 1987.4

吹田江坂 な　し

吹　田　西 スリラン力 3220 ｺﾛﾝﾎﾞ･七ﾝﾄﾗﾙ 1987.6 姉妹
姉妹クラブ絶結以来行っている¨めぐまれない人達の住宅建設

ブロジゴ.クドの什旧すの年として35万円のＷＣＳ活動を行９
たパ送衰）

高　　　槻 な　し

高　槻　東 な　し

高　槻　西 な　し

豊　　　中 アメリカ 5130 サンマテオ 1987.7 姉妹
当方より学生を派遣する吊であったが希望者がなかったので
派遣はなかった。

豊　中　南 韓　国 3720 梁　　　山 1973.9 姉妹
10/16～梁山ＲＣ公式訪問(インターアクト生遠の懇談会､ＷＣＳ

会議､孝子･孝婦勤労青年表彰etc)WCS拠出一梁山養老院増築
(20万円)､地区ＷＣＳ活動へ(10万円)、養老院ヘクリスマスプレ
ゼントを贈る。梁山ＲＣ事業協賛一環境保全事業ゴミの分別収

集のためのゴミ箱設置(50万円拠出)4/7～t:林ＲＣ公式訪問(公
式協議会etc)梁山ＲＣ来訪－4/5～士林ＲＣ来訪－5/6～

台　湾 3480 台北士林 1977.2 姉妹

豊中一大阪
国際空港

台　湾 3490 桃　園　東 1987.2 姉妹 相互訪問､青少年交換。

豊中千里 な　し

八　　　尾 台　湾 3480 台　北　東 1971. 姉妹 a)WCSの活動として既存のミニダム(3ヵ所)の修理費用とし
て4000米ドルを支援した。(その使用明細の報告は接受済)。♭)

国際教育基金委員会の活動として職業訓練用として300米ドル
を支援した。(本件はRIの同額補助申請として総､額9㈲O米ドル
として目ド申請中)

フィリピン 3770 サンタマリア 1975. 友好
ブラジル 4590 モ　コ　カ 1982. 友好

ハ尾中央 台　湾 3470 高雄西南 1985.3 姉妹 10周年記念事業。

八　尾　東 フィリピン 3810 ダウンタウン 1985.5 姉妹 ①ＷＣＳ我々と姉妹クラブであるマニラダウンタウンＲＣ､ＳＡＮ
ＴＯＳＥＥＡＳＴＲＣの三者協力により井戸三基をミンドロ地区
へ設置した｡②我々の20周年記念式典に姉妹友好クラブより参

加いただいたパオーストラリア、パキスタン、フィリプン計8
名)③フィリピンダウンタウンマニラＲＣ役員就任式に我々ク
ラブより3名参加した｡④平成4年7月にオーストラリアゴバー
グＲＣを訪問し交流を深めた。

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 9790 ゴバーク 1986.2 姉妹

アメリカ 5030
ｊ－バーレイク

(ベルビュー) 1986.6 姉妹
パキスタン 3270 カラチミッドタウン 1985.12 友好
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新会員研修セミナー開催される
㎜ ㎜ 　 　 　 　 ･ 占

　９月11日出　　於：辨天宗冥応寺信者会館

　当地区では初めての「新会員のための研修

セミナー」が開催された。

　この研修セミナーは、今年度２回開催の予

定で、今回は第１回目で、昨年度入会の新会

員の内、７月から12月までに入会した新会員

を対象としたもので、第２回は１月から６月

までに入会した人を対象にして12月11日出に

開催される。

　セミナーは、定刻１時30分に開始、まず大

木地区トレーナーの開会の挨拶に続いて、大

森ガバナーが挨拶し、このセミナーを開催し

た主旨についての説明があった。

　その後、講師である山中パストガバナーに

よる「ロータリーの歴史について」の講話が

あり、ポール・ハリスから米出梅吉氏によっ

てロータリーが日本にもたらされたことなど

を勉強した。

　続いて、種田RI会長の情報カウンセラー

　（パストガバナー）から「ロータリーの本質

について」の講話があり、小休の後古田ロー

タリー財団地区委員長（パストガバナー）

から「ロータリー財団について」の講話があ

り、武尾米山担当パストガバナーの「米山奨

学会」のお話、その後、菅生青少年担当パス

トガバナーから「青少年活動について」のお

活かあり、参加した約130名の新会員に多大

の感銘を与えた。

　続いて､山中パストガバナー､種田カウン七

ラー､大森ガバナーが新会員の質疑にそれぞれ

答えて､このセミナーのプログラムを終えた。

　新会員へのインフォーメーションは、それ

ぞれのクラブに於て立派に行われているが、

しかし、Ａクラブで提供された情報がＢクラ

ブでは提供されていなかったり、あるいはそ

の反対であったりして、バラついているのが

現状ではないかと思われる。そのためＡ会員

は知っていてもＢ会員は知らないということ

が起こる。あるいはＢが知っており、Ａが知

らないでいたということもある。

　情報提供はやはり一斉でなければならない

と思われる｡今回の新会員の研修セミナーは、

新しい会員に一線に並んで頂き、一斉に情報

ラインを走破するスタートをして頂くために

間催したものである。

　もちろん、わずかな時間ですべて提供でき

るものではないが、このセミナーを契機とし

て新会員がロータリーをうんと勉強して下さ

るように願っている。　　　　　　　　（清）

奪奪希災害の急報希希奪

　第3280地区ガバナーから、1993年７月初句

にバングラデッシを襲った壊滅的な洪水によ

り２千万人もの人々に影響が及びました。生

育した農作物は押し流され、多数の家屋が全

壊、或は破損した、との報告を受けました。

救援活動のための寄付を希望されるクラブ

は、国際ロータリー事務局のFD100/Moore

宛にご送金願います。
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＜社会奉仕＞

1993～’94年度「卓話銀行」のご案内

一般講師

氏　名 　　職業･電話番号

大阪盲人ホーム所長

　テーマ､連絡先その他特記事頃

　　　　　　　　　　　　　　-‥一一

｢晦のことについて｣

｢企業の社会貢献｣

橋本勝利
�0797-88-6652

早瀬　昇
牝大阪ボランティア協会
　　　　　　　　事務局長

　　　�06-357-5741

【i際サマリタンスl堕日本支部

　　自殺防止センター所長
西原由記子 ｢自殺者の心理｣

府警本部の方に､卓話を依頼する
場合の連絡窓L｣:総務課警部(内
線2037)

�06-251-4339

酒井義尚
大阪府警察本部の方々

�06-943-1234

水田欽之助

朝日新聞大阪厚生文化参劇jl
　　　　　　　　事務局長 ｢高齢者の福祉｣

｢肖少年活動｣
�06-231-0131

＜環境保全＞

氏　名 職業･電話番号 テーマ､連絡先その他特記事項

伊藤光行
大阪市水道局長 ｢水資源問題

　元･大阪市y4政局理事
　　　　(諌)高齢化社会対策室長

�06-363-7272

山野忠彦
日本樹木保護協会樹医 連絡先：山本事務局長

　(山野氏:93机山本氏:75？)
酋0720-93-1716

＜健康・医療＞

氏　名 職業･電話番号 テーマ､連絡先その他特記事項

石神文子

大阪府枚方保健所
　　　　保健福祉推進室長

�0720-45-3151

大島　明

鮒刃仮がん了靭晦參センター

　　　　　　　　　痴梼ト係長

匹711

関　淳一
大阪市環境保健局局長 ｢糖尿病｣｢建設中の新病院につい

て｣連絡先：庶務課植野係長�
06-208-9911�06-208-9900

政田喜代子
網群づくり暗センター
　　　　　所長

�06-648-H49

＜青少年奉仕＞

氏　名 職業･電話番号 テーマ､連絡先その他特記事項

松林　寛

㈱s大海付立青少年禎昨センター

　　　　　　　　　　　所長
｢この頃の青少年｣

�0724-94-1811

米田マリ

ＳＹ教育センター理事長

　日本肖年商工会議所国聚委員
｢青少年･児童の教育について｣

�0722-70-0121

＜国際奉仕＞

氏　名 職業･電話番号 テーマ､連絡先その他特記事項

松沢英一
㈱大阪国際交流センター
　　　　　　　　　支配人

�06-772-石360

松本篤弘
㈱梅彦貿易部長 ｢世界の国：よもやま話｣(比較文

明)
�06-312-9340

リチャード
キャンベル

大阪国際大学非常勤講師 連絡先：大阪平野ＲＣ中部由雄
�06-632-0201

�072(ﾄ58-1616

デービッド
　カブスト

米国総領事館
　　　　　大阪･神戸総領事 連絡先：総領事付特別顧司　　　植田謙輔(８月は弧休暇)

�OF315-5917

Ａ．Ｖ．

　ソーンツェフ

ロシア連邦総領事館
　　　　　　　　　副領事 (８ｎは夏期休暇)

�06-848-3451

＜国際奉仕＞

氏　名 職業･電話番号 テーマ､連絡先その他特記事項

ミシェル

　トランキエ

フランス総領事館総領事 連絡先：秘書北川博七
　　(眼話可能期間は､9 1j以降)

�06-946-6181～3

千　昌奎

中国総領事館
　　　　　　大使格一総領參 連絡先：政治文化交流室ソン

�(X5-445-9472

グレハム
ウイルソン

オーストラリア総領事館
　　　　　　　　　総領事 連絡先：秘書前川氏

�06-271-7071

エバアート
　バウマン

ドイツ総領事館総領参
連絡先：赤松氏

�078-232-1212

浜田和幸

匡際コミュニケーション研究所

　　所長(在ワシントンＤＣ) 昌配偏心夕昆ぷ
�07加-43-7545

＜教育、文化、趣味＞

氏　名 職業･電話番号 テーマ､連絡先その他特記事項

村井　勉

アサヒビール㈱相談役

西日本旅客鉄道株)名誉会長

霜昌細書
�(X5-375-8850

栗山一秀
月桂冠㈱
　　　　代表取締役副社長

｢酒と文化と歴史｣
連絡先：広報室田中伸治

�075-623-2015

勝田吉太郎
京都大学名誉教授
　奈良県立商科大学教授 ｢国際問題｣(ソ連等)

�075-462-5624

高橋叡子
大阪府教育委員

｢国際交流問題｣

き0726-25-0727

鹿島郁夫
鵬大阪マリーナ協会
　　　ハーバーマスター ｢ヨットで太平洋一人旅｣

�0724-94-2335

黒田厳之
人間関係研究所所長

「聴くことの大切さ」

�075-781-4793

佐々木　伸
大阪市助役 ｢紋章について｣｢大阪の街づく

り｣連絡先：小山秘書係長
�06-208-8181

仁田博昭

大阪市市長ま理事
　　　　　　兼広報報道長 ｢万博‐花博等のイベント雑感｣

�06-203-7260

野田道子

甲子園短期大学非常勤講師
児童文学作家

｢名犬マックとの出会い｣
(麻薬を発見する犬の活躍につい
て)

�0727-ぞ2-(X)95

中田畠秀
放送作家 連絡先：大阪平野ＲＣ中邨由雄

　　　　　　　　　霖06-632-0201

�(X3-211-3253

末次摂子
ジャーナリスト

｢女性問題｣

�075-肺2-15(X)

池坊保子 ｢花の心･仕事の心｣
　連絡先：沢様�07F221-3686

�075-414-2017

塚田忠博

易学研究家

　朝日カルチャーセンター浦卯
｢易学よりみた人生｣

西村壮一

大阪高速鉄道㈱社長

　　　　(前･大阪府副知事) ｢伊丹空港とモノレール｣
｢関西国際新空港について｣

�06-871-8281

真木嘉裕

歴史街道推進協議会
　　　　　　　　事務局長 ｢広域文化のプロジェクド歴史

街道"について｣
�06-441べ)102

斉藤宗吾
三聖病院院長

｢中高年のための回春｣

�078-261-2211

＊次号では「ロータリアン講師名簿」をご案内します。
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賎

ポール･ハリス･フエロー

木
谷
木
野
関
川
漫
田
崎
野
倉
藤
藤
野
木
村
田

　　一一　－　　一

勇之

幸之助

治
勝
源
正
旭
政
利
　
貞
慶
秀

育
夫
己
治
彦
人
治
行
浩
雄

一
一一

雄

賢二郎

　　正

久
　
泰
俊
憲
崇
史
明
四
健
　
　
　
↑
智
俊
昌
康

渾
葉
岡
本
内
端
岡
本
槻
村
漫
村
木
井
川
塚
原

末
田
本
田
下
藤
岡
田
井
崎
西
本
倉
原
生

剛
久
　
泰
俊
憲
崇
史
明
四
健
　
　
　
心
智
俊
昌
康
律
利
賢
昌
芳
　
好
道
茂
垣
友
耕
暢
　
章
浩

士
夫
正
雄
彦
治
且
富
文
郎
児
孟
武
郎
明

一
胤
雄
夫
男
治
三
補
茂
一

雄
直
雄
次
司
良
卓
夫
三

八

摂

昂‰--よ隋ＲＣ

昂‰－よ唯ＲＣ

昂‰－よ隋ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

東大阪西ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

門　　　真ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

豊　　　中ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

摂　　　津ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

※提

天
藤
平
河
加

ベネ

義
一
修
一
夫
勉

重
昭
　
大
芳

　
野
井
田
野
藤

フ ア ク タ

繁
洋
登
　
浩

崎
原
村
野
生

山
上
重
辻
菅

一
則
允
龍
二

-

一

一

屡
屡
屡
屡
屡
阪

寝
寝
寝
寝
寝
大
　
大

Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｒ

－
－
－
１
Ｊ
Ｊ

川ＲＣ

川ＲＣ

川ＲＣ

城ＲＣ

東ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大　阪　北ＲＣ

７
７
７
７

２７

７
７
７

Ｎ
Ｎ
Ｎ

７
７

２
２

　
一
　
一

７
７

６

６

７

７

７

※印＝マルチプル･ポールハリスフェロー

米山功労者

23

29

22

26

28

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　　（1993）

※安　藤　二　郎（2朋）東大阪中ＲＣ

瀬
上
本
田
本
部
山
藤
本
木
谷
本
中
田

河
川
菅
持
藤
服
崎
佐
漬
鈴
細
山
和
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
※

弥寿夫（1回目）寝屋川ＲＣ

　憲　広（1回目）大阪北淀ＲＣ

憲市郎（1回目）大阪北淀ＲＣ

　　力（1回目）大阪大淀ＲＣ

　昌　人（1回目）大阪住之江ＲＣ

　　裕（3回目）大阪住吉ＲＣ

　耕　作（1回目）大阪住吉ＲＣ

　俊　一（1回目）大阪鶴見ＲＣ

　　清（4回目）大阪うっぼＲＣ

　健　二（1回目）高　　槻ＲＣ

　光　彦（1回目）高　　槻ＲＣ

　芳朗（1回目）大阪城東ＲＣ

　　裕（1回目）大　阪　北ＲＣ

　　明（1回目）吹　田　西ＲＣ

※印==２回目以上

米山フアンドフエロー

称号が贈られました。

杉
布
荒
奥
本
谷
渡
野
岩
西
鎌
遠
近
水
笹
田
末
発
平
稲
冨
辻
坪
川
光
西
大
島
渡
松
青
藤
白
中
吉

※
※
　
　
　
※
※
　
　
　
※
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

曽我部

廣
木
阪
土
松
斎
冨
安
駒
神
中
橋
小
木
菅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
　
※
　
　
　
※

次の方たちにポール･ハリス・フエローの

　　　　(1993)

尾ＲＣ　６．８

大阪難波ＲＣ　６．１５

大阪船場ＲＣ　６．２１

津ＲＣ　６．２１

6.22

6.22

6.22
６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

22

23

28

29

29

29

29

29

29

29

30

30

30

30

30

３
０
５
５
５
５
５
５

　
・
　
Ｉ
　
・
　
●
　
一
　
一
　
一

６
７
７
７
７
７
７

７ ７

８
1
3
1
3

　
一
　
・
　
一

７
７
７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

１３

１９

１９

１９

１９

１９

１９

２０

２０

２０

２０

２２

２２

２２

２２

２２

２２

２３

　　　　(1993)

大阪阪和ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

次の方たちにファンドフエローの称号が

贈られました。

好
三
和
洋
造
正
一
博
裕
嗣
明
信
夫
謙
信

　
潤
政
　
詔
　
研
利
　
　
　
　
正
晴
祐
忠

埜
本
本
伯
川
江
橋
川
子
村
林
林
島
西
妻

三
岩
岡
佐
中
人
岡
大
金
木
小
小
小
小
高
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D-2790

39,217,366

55,957,366

　　　13,307

386,1 11 ，469

563.270.489

各クラブの活動を写真にZz
　地区大会では、各クラブの活動（例会・親睦会・その他奉仕活動）を収めた写真の展

示とコンクールを行います。腕を揮って、素晴らしい活動を表現して下さい。

　　　　　　　　送付先：地区大会事務局（10月１日開局）

　　　　　　　　　　　　　　　　〒567茨木市西穂積町7-41　辨天宗信者会館2F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 0726-21-6122　FAX 0726-21-6795

　　　　　　　　締切日:1994年３月末日

　※サイズ四つ切り（カラー・白黒）各クラブ２枚まで。必ず標題をつけて下さい。

訃　　報 P.16　本文9～12行目と13～16行目が重複

　　　　しています。一方を削除して下さい。

P.17　§2.15行目それには蓋しは、

　　　　　　　　　　　ぐ〉それにはドンは、

P.18　左上から４行目それぞれ１名を

　　　　　　　　　　　ぐ〉それぞれ100名を

P.28　訃報　渾　潤一君(豊中RC)

　　　　　　　　　　　　　⇒(豊中南RC)

月信３号について

Ｐ．５　新会員セミナー　12月18日出

　　　　　　　　　　　　　　⇒12月11日出

P.11　財団法人ロータリー米山記念奨学会

　　　　寄付金納入明細総合表　下記訂正

特別寄付金

会　　　計

D-2780

　65,795,500

　79,539,100

１人当たり平均顔　　21,930

特別寄付金　　516,843,247

会　　　計　　668,672,947

P.15　出席報告

　　　期初の会員数に誤りがありましたの

　　　で、８月度出席報告をもって訂正さ

　　　せて頂きます。（※印）

■改正のお知らせ

　大阪梅田RC　ビジターフィ　4､000円

　　　　　ロータリーレート

10月１日からロータリー為替レートが

１ドル＝105円に変更されています。

本　庄　公　司君（豊中RC）

　平成５年８月18日逝去（享年55歳）

　昭和12年12月19日生まれ

　平成５年７月６日入会

原　　　信　一君(大阪淀川RC)

　平成５年９月１日逝去(享年85歳)

　明治40年11月24日生まれ

　昭和36年１月14日入会

　1978～'79年度　　クラブ会長

　ポール･ハリスフェロー

　米山功労者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

■訂正とお詫び

　下記事項につき誤りがありましたので、謹

んでお詫びと訂正をさせて戴きます。

　　～゛　　　　舌　゜こつい

Ｐ．２　会合　国際大会

　　　　1996～1997年

　　　　⇒1997年６月15日～18日グラスゴー

Ｐ．６　１０行目Y－JOSY－J

P.16　直前ガバナー

　　　　　　　　　⇒ガバナー　山中　文和



●
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ガバナー月信

クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

人みな我が飢えを知りて、人の飢えを知らず

　沢庵というと、私たちはすぐ漬物を思い出

しますが、沢庵禅師（1573～1642）は江戸時

代初期の禅僧で、後永尾上皇や三代将軍家光

などに大変崇敬されましたが、身の栄達は望

まず、朝廷から下賜される国師の号も辞退し

て受けなかったといいます。巻頭の言葉は、

この沢庵禅師のお言葉です。

　人は誰でも自分が空腹であることに気づき

ますが、人の空腹にはなかなか気がつかない

ものだというのです。

　これではいけないので、自分か空腹の時は

もとより、自分が腹一杯の時でも、誰かが食

べ物がなくて腹ぺこで死にそうになっている

のではなかろうかと思い、自分があらゆるこ

とに満ち足りている時でも、人が何か足りな

くて困っているのではなかろうかと思って、

いつでも必要なものを差し出すように心がけ

たいものです。

　11月はロータリー財団月間です。各クラブ

において、会員にロータリー財団の主旨をよ

く理解して頂けるようなプログラムを計画

し、実施して頂きますようお願い致します。

　ロータリー財団は、RI会長が任命した13

名の管理委員によって管理され、人道的、教

＜沢庵禅師＞

育的目的のためにのみ運営されています。

　プログラムとしては、奨学金、研究グルー

プ交換、同額補助金、３－Ｈプログラム、ロ

ータリーボランティア、ポリオ・プラス等が

あり、また平和を促進するため、国際間の理

解と親善、保健、飢餓の救済、人間尊重社会

の向上発展をほかっています。

　地区が寄付をした年度の３年後に寄付金額

の60％が地区の財団活動資金となり、40％が

財団の国際活動資金に当てられるというシエ

アーシステムが、1991～'92年度に採用され、

大きな成果が期待されるようになりました。

　財団の活動資金は、私たちの自発的な寄付

金がこれに充てられますが、いろいろな寄付

の方法があります。一般寄付、種々なプログ

ラムヘの寄付、ベネファクター、ポール・ハ

リス・フエロー、メモリアル、コントリビュ

ーターなどです。

　皆さんのこれらの寄付金が多くの人達のお

役に立つのです。

　皆さんの、その豊かな経済力を、世界の人

達のために如何に使うことができるか、よく

考えてみようではありませんか。

〒567茨木市西穂横町7,41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669 ＜再生紙使用＞



②

●

●

“11月はロータリー財団月間でず

地区ロータリー財団委員長
バスト・ガバナー　　　古　田　敬

　1917年国際ロータリー第６代会長アーチ・

クランフ氏は「世界的な規模で人類の為にな

ることを行う為の基金」をつくることを提案、

その後1928年、名称は「ロータリー財団」と

改められました。 1947年にロータリーの創始

者ポール・ハリスが逝去した時、創始者を悼

み全世界のロータリアンからロータリー財団

に多額の寄付が寄せられ、1948年６月迄に寄

付金の合計額は100万ドル以上に達し、最初

のプログラムとして７カ国18人の奨学生に留

学用の大学院課程奨学金を支給しました。

　ロータリー財団には次の８つのプログラム

があります。

　「教育プログラム」として

　　1）国際親善奨学金

　　2）研究グループ交換（G.S.E.）

　　3）開発途上国で奉仕する大学教員のだ

　　　めの補助金

　　4）ロータリー平和会議

　　「人道的プログラム」として

　　5）同額補助金

　　6）保険、飢餓追放および人間尊重（３

　　　Ｈ）補助金

　　7）ロータリー・ボランティア補助金

　　8）ポリオ・プラス

であります。

　財団の事業を継続実施していく為には、毎

年ロータリアンからの惜しみない寄付と、自

発的奉仕活動が必要なのであります。

財団寄付には使途指定寄付と一般寄付の二

一

一

一

種類があります。使途指定寄付とは、寄行者

がその金の指途を明記するもので「ポリオ・

プラス寄付」はその一つであります。一般寄

付は､年度末に締め切られ丸２年間保持され、

３年目にすべて消費されます。 1992年度に寄

付された寄付金は、1995年度のプログラムに

消費されます｡寄付と消費の間の３年間は､各

地区がプログラムを実施する為の準備期間で

あり、又、片方では、寄付金がそれを使用す

る迄の間､金融機関に預け入れることにより、

利潤を生ずることにもなるのです。

　財団管理理委員会は、従来の褒賞枠制度を

改善して、1991～’92年度から新しい制度「シ

ェア・システム」を導入することになりまし

た。３年後の1994年度からその選択が始まり

ます。シェア・システムの下では、すべての

一般寄付金が年度末に集計され、総額の60％

は「地区財団活動資金」として、地区がその

使途を決定することが出来ます。残り40％は

　「国際財団活動資金」となり、地区が申請出

来るＧ．Ｓ．Ｅ．、３Ｈ、同額補助金等の資金と

なります。

　1991年度シェア・システムによる当地区

60％「地区財団活動資金」は、41万ドル余と

なりましたので、地区では1994年度のプログ

ラムから「他国の地区で１学年度勉学させる」

という従来の財団奨学生制度による奨学生の

為に、１人２万ドルを20人に支給することと

し、財団の承認を得て実行しました。

ロータリー財団への寄付については、



[3]

　　　　Ａ）クラブに対する表彰

　　　　　　　１人当りの寄付の高い地区内３クラブ

　　　　　　及び１人当りの寄付が前年度に比べ、上

　　　　　　昇額の高い３クラブは財団から表彰され

　　　　　　ます。

　　　　Ｂ）個人に対する表彰

　　　　　　1）ポール・ハリス・フェロー

　　　　　　　　ロータリーの創始者ポール・ハリス

　　　　　　　を記念して設けられたものです。 1､000

　　　　　　　ドルを財団に寄付した人には「ボール・

　　　　　　　ハリス・フェロー」の称号が与えられ

　　　　　　　ます。

●　　　　2）ポール・ハリス準フェロー

　　　　　　　　最初に100ドルを寄付した人が1､000

　　　　　　　ドルを財団に寄付することを約束すれ

　　　　　　　ば「ポール・ハリス準フェロー」となり、

　　　　　　　その後、その人の寄付が1､000ドルとな

　　　　　　　った時点で、その人には「ポール・ハ

　　　　　　　リス・フェロー」の称号が与えられま

　　　　　　　す。

　　　　　　3）マルティプル・ポール・ハリス・フ

　　　　　　　ェロー

　　　　　　　　既にポール・ハリス・フェローにな

　　　　　　　っている人は、1､000ドルの追加寄付を

　　　　　　　する毎に、最高５つ迄のサファイアを

　　　　　　　はめ込んだ襟ピンが贈られます。

　　　　　　4）ベネファクター

●　　　　　　遺言又は遺産計画で、ロータリー財

　　　　　　　団基金に1､000ドル以上を寄付する旨書

　　　　　　　いたものを財団に通知した人、又は、

　　　　　　　1､000ドルを基金に無条件寄付した人

　　　　　　　は、ベネファクターとして認定されま

　　　　　　　す。

　1992年度(1992年７月～1993年６月)の当地

区寄付額は、

　一般寄付　８０１、２１０．０４ドル

　特定寄付　　２９、０００．００ドル

　　　　計　８３０、２ １０．０４ドル

　当地区の1992年度一般寄付総額は、

RI2650地区（京都、福井、滋賀、奈良）に

次いで第２位。

　１人当り寄付額は145.27ドルで、地区目標

１人当り120ドルを立派に達成して頂きまし

たが、第一、第三ゾーンを通じての１人当り

寄付額は、R12640地区（和歌山）が第１位で、

当地区は第５位でした。

　当地区１人当り上位３クラブは、

　　大阪北梅田クラブ　　４１１．６０ドル

　　東大阪西クラブ　　４０７．６７ドル

　　大阪堂島クラブ　　３３６．４８ドル

でした。

　1993年度（本年度）地区目標は、大森ガバ

ナーより１人当り１ ３ ０ ドルと要請されてい

ます。

　本年度の地区目標達成への努力をお願い致

します。

　さて、ロータリー財団のプログラムは、１

年に亘って広報しなければなりません。各ク

ラブは、11月ロータリー財団月間中の例会プ

ログラムをロータリー財団に充てると共に、

11月をロータリー財団への寄付を増進する特

別な月間として活用されるようお願い申し上

げます。

　「ロータリー財団は私達ロータリー自身の

ものである」という誇りと信念を以って、財

団プログラムヘの禎極的参加と経済的支援を

皆様にお願いする次第です。

　〔ご参考〕

　ロータリー財団月間には、会員のロータリ

ー財団に対する理解を深めるために、下記の

資料を各クラブで配布されるようお薦めしま

す。

　　　　　　　　　　記

　①みんなが貢献するロータリー財団

　　　ＲＦ３－１７１-ＪＡ

　②ロータリー財団名刺サイズカード

　　　ＲＦ３－１５９づＡ

上記資料は日本支局より無料で入手出来ます。
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圈

ロータリー財団寄付額明細表
単位:S　　1993.6.30現在

クラブ名
'92.1.31

会員数

1992.7.1～1993.6.30 1993.8.31　現　在 1993.6.30

一般寄付 １名当り
弔均有1 過去累計分 ポール･ハリス

　準フ乙ロー
ポール･ノリフス
　フＴロー

　マルチプル

ポール･ﾊﾘｽ･フtロー
ベネファクター

大阪南西 72 10､231.68

　　－一一11､281.68

142 118､714.64 １ 83 ７ １

大　阪　西 113 99 192､516.10 20 91 ５ ０

大阪大手前 67 10.017.02 149 78,443.50 41 18 ２ ０

大阪大淀 71 6､107.08 86 159.167.83 59 64 ２ ０

大阪西北 81 9,798.95 120 132,754.18 62 59 ４ ０

大阪西南

-
大阪船場

116 22､262.68 191 243､607.29 119 107 ７ １

59 9､296.68 157 48､099.61 57 13 １ ０

大阪心斎橋 83 5､570.68 67 117､209.73 74 65 ２ ０

大阪城北 61 10､301.68 168 87､148.27 10 40 ２ ０

大阪住之汪 53 5､271.68 99 98､530.38 56 49 ５ ０

大阪住吉 86 10､631.68 123 143,983.26 ８ 67 ８ ０

大阪天満橋 109 14,755.19 135 165,888.57 ６ 86 ３ １

大阪天王寺 54 5､031.68 93 38､672.63 45 16 ０ ０

大阪東南 66 6､451.68 97 55,845.01 23 51 10 ０

大阪鶴見 55 7､481.68 136 51､398.48 38 23 １ １

大阪梅田 70 12､166.86 173 128､402.66 27 37 １ １

大阪梅田東 59 11､544.18 195 58､690.80 ４ 19 １ ０

大阪うつぼ 75 13､881.68 185 138,323.65 73 54 ７ １

大阪淀川 95 6､309.82 66 155､535.48 ４ 61 ３ ０

千　　　里 82 9,941.67 121 99､954.58 69 26 ３ ０

摂　　　津 50 1,881.68 37 55､720.56 18 23 １ ０

四　条　畷 25 6､824.85 272 45､784.00 18 13 ３ ０

吹　　　田 77 7､271.67 94 140､493.95 67 59 ３ ０

吹田江坂 46 7,148.34 155 23､495.08 49 ２ ０ ０

吹　田　西 70 7､921.68 113 102､774.06 63 39 ２ ０

高　　　槻 66 5､175.68 78 84､553.68 33 36 １ １

高　槻　東 56 8､071.68 144 80､022.04 52 31 ３ ０

高　槻　西 44 6,211.68 141 26､271.67 51 ６ ０ ０

豊　　　中 75 4､201.68 56 124､582.42 53 65 ５ ０

豊　中　南 63 9､853.32 156 123､376.26 52 51 ８ ０

豊中一大阪
田p祭空i巷 64 7,551.68 118 124,723.13 74 58 ９ ０

豊中千里 41 6,531.68 159 32､613.18 ６ 13 ３ １

八　　　尾 75 17､796.68 237 181､995.26 71 74 18 １

ハ尾中央 51 5､941.68 116 61､865.38 49 21 ３ ０

ハ　尾　東 60 9､127.17 152 113､881.13 57 47 ６ ０

そ　の　他 58､109.06 ７ ６ ０ ０

合　　　計 5､522 830,210.04 150 8,500､690.45 3､238 3､598 334 29

１

２

３

４

５

註

　この数字はロータリー財団管理委員会よりの報告による。

　一般寄付には基金（ベネファクター）を含む。

　地区１人当り寄付目標120ドル達成150ドル

　１人当り寄付額が最も高かった上位３クラブ大阪北梅田・東大阪西・大阪堂島各クラブ

　地区財団活動資金額（1995～’96年度使用）480､850.81ドル
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事務総長書翰より

　　　　　　　　　　　　　　　1993年９月

○昨年度より１地区多い1993～'94年度の開始

　　国際ロータリー理事会は、１年前、イン

　ド、タミール・ナデュー州に第2980地区を

　創設することを承認し、502地区でロータ

　リー年度を開始しました。新地区には38の

　クラブがあり、1､440名の会員がおります。

○１年前と比べ新クラブ数、僅かに増加

　　1992～'93ロータリー年度を通じ、世界

　中で727の新しいクラブが承認されました。

　それにより、1991～'92年度における結成

　数を一つ越えた数となり、1992～'93年度

　の実増数は、活動停止クラブ数と再加盟ク

　ラブ数を考慮に入れ、差し引き600クラブ

　増となりました。

○特別表彰状　一一

　新会員をスポンサーするための褒賞

　　理事会の決議により、会長が署名する特

　別表彰状が、1993～'94年度を通じて新会

　員３名以上スポンサーしたロータリアンに

－－
‐
―
　
－

１

1994～'95年度

　　　中野董夫ガバナー・ノミニー

　　　　　　　　　　事務所開設

　中野ガバナー・ノミニー事務所が下記

の通り開設されました。

開設月日　1993年11月１日

事務所　〒552大阪市港区弁天1-2-1

　　　　　　　オーク1番街23階2311号室

電　　話　06-577-1610

F A X　06-577-1615

執　　務　現ガバナー事務所に同じ

事務職員　峯崎裕子､水田貴子

　なお、1994年７月１日以降は、そのま

ま地区ガバナー事務所として使用される

予定。

　対し授与されることになります。そのスポ

　ンサーとなるロータリアンは、充分な資格

　を侍つ人物を推薦し、彼らのクラブヘの適

　応を確実なものにし、クラブ例会に積極的

　に出席させる責任を持ちます。各クラブ会

　長は、この表彰状を授与される会員の氏名

　をR.I.事務局に通知できるようガバナー

　ヘ報告しなければなりません。

○1994年国際ロータリー超我の奉仕賞の受賞

　者推薦の要請

　　毎年､R.I.理事会は､最高100名までの卓越

　したロータリアンに対し国際ロータリー超

　我の奉仕賞を授与し､栄誉を讃えています。

　　この最高の栄誉の受賞候補者は、ロータ

　リー・ボランティア活動を含む、クラブ或

　いは地区の奉仕プロジェクトのために継続

　して卓越した奉仕を実証した人でなければ

　なりません。それらの候補者は、現任お上

　び直前地区ガバナー並びに現任および元理

　事により推薦されなければならず、実践さ

　れた活動は明確に記述されなければなりま

　せん。推薦は1994年１月31日までにロータ

　リー国際本部にて受理。

ヽ-･地　区　便　り･-･

ロータリー青少年交換学生募集について

　　　地区青少年交換委員会

　　　　　委員長八　木　頼　夫(大阪)

　次年度(1994～'95)の交換学生を下記の通

り募集しております。交換学生は、ロータリ

アンの子弟のみならず､親戚や関係者の子弟、

また来日学生がお世話になった学校から推薦

などにより応募できます。ニの機会に、特に

ロータリアンの子弟の参加をお歓めします。

１．留学先

　　アメリカ、カナダ、ドイツ、ﾌﾞ｀ラジル等

　希望国の高等学校
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　　　　　2.留学期間と人数

　　　　　　　1994年８月より一一年間（短期もあります）

　　　　　　　募集人数は、予算の都合上12～13名を限

　　　　　　度とし、採用は青少年交換委員会において

　　　　　　決定します。

　　　　　3.留学生活

　　　　　　　ロータリークラブ会員宅で生活し通学す

　　　　　　る｡この間、語学を修得し、その土地の人々

　　　　　　と交わり、その生活や歴史を学ぶと共に、

　　　　　　日本の国情を伝え国際理解と親善に努め

　　　　　　る。

　　　　　4.留学費用

●　　　　　留学地までの往復旅費と保険料は本人が

　　　　　　負担する。彼地での生活費と教育費の全額

　　　　　　は、受け入れロータリークラブ並びにホス

　　　　　　トファミリーが負担する。

　　　　　5.応募資格

　　　　　　　1）留学出発時、公私立高等学校１年又

　　　　　　　　は２年在学中の男女生徒であること。

　　　　　　　2）健康で志操正しく、水準以上の学力

　　　　　　　　を持ち、外国語の修得に意欲的な生徒

　　　　　　　　であること。学業成績は、学年の1/3

　　　　　　　　以内の者。

　　　　　　　3）学校長の推薦と、１ヵ年間の休学許

　　　　　　　　可が得られる生徒であること。

　　　　　　　4）ロータリークラブの推薦が得られる

　　　　　　　　生徒であること。

●　　　6.申し込み

　　　　　　　早急に申し込んで下さい。

　　　　　ﾌ。応募案内

　　　　　　　応募者は、必ずロータリークラブを通じ

　　　　　　て、ガバナー事務所又は青少年交換委員長

　　　　　　まで申し込んで下さい。関係書類を渡し、

　　　　　　応募手続を説明致します。

　　　　　8.学生受入れ

　　　　　　　原則として、派遣学生を送り出したクラ

　　　　　　ブには相手国より学生が派遣されることに

　　　　　　なります。

　　　　　※問い合わせ先

　　　　　　　交換委員長　ハ本　　TEL 06-227-6838

　　　　　　　ガバナー事務所　　TEL 0726-23-2668

米山奨学生レクリエーション開催される

地区米山奨学委員会

　委員長増　本 猛(茨本来)

　さる10月３日（月）宝塚大劇場に於いて、米山

奨学生レクリエーションが開催されました。

月組公演で「花扇抄」「扉のこちら」又、グ

ランドショー「ミリオン・ドリームズ」と世

界一のショービジネスを堪能しました。

　今回は､ロータリー財団の国際親善奨学生、

青少年交換で来日の皆さん、学友会（関西）

の皆さんのご参加を頂き、国際色豊かなレク

リエーションとなり、総数約160名の「集い」

となりました。

　午後に行われた懇親会では、武尾地区米山

机当バスト・ガバナー、増本地区米山委員長

の「今日は一日ゆっくりとお楽しみ下さい」

とのご挨拶のあと、永野アドバイザーの乾杯

のご発声を頂き､楽しい懇親会となりました。

カラオケ部門では、ガバナー賞は、「星影の

ワルツ」を歌った桂小蘭さん（大阪西北RC）、

熱演賞は「津紅海狭冬景色」を歌った柳成林

さん（大阪RC）、うまいで賞は「一円玉の

旅がらす」を歌った頼明珍さん（茨木東RC）

が受賞されました。

　午後５時、武尾バスト・ガバナーの閉会の

ご挨拶のあと「手に手つないで」を合唱し、

明日からの新たな期待を胸にいだきながら散

会となりました。
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　豊中ロータリークラブでは、芸術の秋に先

駆けて､去る９月18日から25日までの１週間、

阪急豊中駅前のギャラリー「鈴」において、

いきいき豊中、ひとにやさしいくまちづくり〉

展を聞催しました。この展覧会には、当クラ

ブの橋本清会員が代表をされている「10人会」

のご協賛を得て、水彩画、油絵などの絵画30

数点が展示されました。この作品のうち20点

が社会福祉法人昌寿会豊中グリーンヒル（特

別擁護老人ホーム）に寄贈されましたが、開

催初日には、豊中市長のご参列も得てご挨拶

をいただくなど、善意と熱気にあふれたオー

プニングパーティーが聞かれました。出展さ

れた作品は、いずれも作家の個性あふれる力

作ぞろいで各方面から多数の来臨を得て高

評を博することができました。今年は、なに

かと天候不順であまり明るいニュースに恵ま

れていませんが、作品のそれぞれから、作家

の皆様の福祉に対する暖かい情熱の程が伺い

知られ、正に一服の清涼剤の感がしました。

ここに、この「10入会」のメンバーを明記し

て謝意を表し、こうした善意の輪がますます

広がりますようにと念じて皆様方に報告させ

て戴く次第です（稲井誠一、池土佐余子、児

玉順平、長井正義、西山康三郎、納富国郎、

橋本清、福古久代、増田優子、増野博司・い

ずれも敬称略）。
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文庫　通信(策73号)

ロータリー財団月間に因んで

○「ロータリアン必携：ロータリー財団J　R.I.1991年　75頁

○「世界社会奉仕カール・ミラー助成金J　R.I.1991年〔２頁〕

○「ロータリー財団要覧J　R.I.1992年

○「ロータリー財団問答J　R.I.1992年　20頁

○「チームワーク研究グルー-プ交換適応指導の指針J　R.I.1992年　20頁

○「年次寄付の指針－クラブまたは地区における年次寄付

　　　　　　　　　　　プログラムの立案および実行J　R.I.1992年　13頁

○「ロータリー・ボランティア補助金J　R.I.1992年〔２〕頁

○「国際親善奨学金選考実施要領J　R.I.1993年　19頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ｈ記申込先日本支局TEL（03）3355-5391］

＜ビデオ＞

○「親善のかけ橋」（研究グループ交換活動）R.I.1988年　17分

○「堅4な財団」（ロータリー財団の歴史等）R.I.1989年22分

○「ロータリー財団：ロータリーの国際的ビジョンJ　R.I.〔1993年〕15分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔上記申込先日本支局TEL（03）3355-5391〕

ロータリー文庫
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1993年９月度　出席報告

ク　ラ　ブ
期初の

会t腫

月末

会員数
増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ

期初の

会員数
９口
合賭

増減 出席率 例会 順位

大　　　　東 68 70 ＋2 100.00 ４ １ 大阪なにわ 64 64 ０ 96.68 ４ 48

東　大　阪 82 85 ＋3 95.92 ４ 57 大阪南西 74 74 ０ 97.91 ４ 41

東大阪東 68 69 ＋１ 96.25 ４ 53 大　阪　西 107 108 ＋1 99.12 ４ 23

東大阪中 59 60 ＋1 97.92 ４ 40 大阪大手前 64 66 ＋2 97.23 ４ 44

東大阪西 58 58 ０ 100.00 ４ １ 大阪大淀 71 70 －1 98.48 ４ 31

枚　　　　方 59 61 十2 96.93 ４ 46 大阪西北 79 79 ０ 99.02 ４ 26

枚方くずは 56 57 十1 96.19 ４ 54 大阪西南 113 112 －1 100.00 ４ １

茨　　　　木 64 64 ０ 98.22 ４ 36 大阪船場 58 58 ０ 96.55 ４ 49

茨　木　束 55 55 ０ 98.18 ４ 38 大阪心斎橋 79 80 ＋1 99.30 ４ 20

池　　　　田 59 59 ０ 96.40 ３ 51 大阪城北 53 56 ＋3 100.00 ４ １

池田くれは 52 51 －1 94.98 ４ 60 大阪住之江 49 50 ＋1 99.49 ４ 17

門　　　　真 31 31 ０ 93.27 ４ 70 大阪住吉 84 86 ＋2 91.74 ４ 71

交　　　　野 47 52 十5 94.61 ４ 62 大阪天満橋 105 106 ＋1 96.00 ４ 56

箕　　　　面 63 62 －1 99.10 ４ 25 大阪天王寺 49 50 ＋1 93.50 ４ 69

箕面中央 56 58 ＋2 98.21 ４ 37 大阪東南 60 62 ＋2 100.00 ４ １

守　　　　口 85 87 ＋2 94.43 ４ 64 大阪鶴見 47 47 ０ 97.87 ４ 42

寝　屋　川 61 61 ０ 93.64 ４ 68 大阪梅田 66 66 ０ 98.41 ４ 33

大　　　　阪 304 313 十9 87.86 ４ 74 大阪梅田東 59 61 ＋2 99.19 ４ 22

大阪阿倍野 66 67 ＋1 96.05 ４ 55 大阪うつぼ 75 72 －3 95.14 ４ 59

大阪ちややまち 67 68 ＋１ 98.87 ４ 27 大阪淀川 83 86 ＋3 99.37 ４ 18

大阪中央 62 63 ＋１ 100.00 ４ １ 千　　　里 78 79 ＋１ 99.28 ４ 21

大阪堂島 60 61 ＋１ 95.33 ４ 58 摂　　　津 46 48 ＋2 100.00 ４ １

大阪阪南 80 80 ０ 98.41 ４ 33 四　條　畷 25 25 ０ 79.00 ４ 76

大阪阪和 50 49 －1 93.78 ４ 67 吹　　　　田 76 74 －2 100.00 ４ １

大　阪　東 140 139 －1 97.93 ４ 39 吹田江坂 50 51 ＋1 100.00 ４ １

大阪東淀 72 72 ０ 98.46 ４ 32 吹　田　西 66 68 ＋2 100.00 ４ １

大阪平野 57 57 ０ 99.56 ４ 16 高　　　槻 68 72 ＋4 96.80 ４ 47

大阪本町 68 68 ０ 99.63 ４ 15 高　槻　東 58 58 ０ 99.12 ４ 23

大　阪　城 17 17 ０ 98.33 ４ 35 高　槻　西 39 40 ＋1 98.75 ４ 28

大阪城南 77 79 十2 99.68 ４ 14 豊　　　中 77 77 ０ 96.33 ４ 52

大阪城東 69 71 十2 100.00 ４ １ 豊　中　南 57 59 ＋2 100.00 ４ １

大阪柏原 46 51 ＋5 94.00 ４ 66 豊Lp一大g反日司p祭5々ぞi巷 64 64 ０ 94.19 ４ 65

大　阪　北 187 192 ＋5 91.57 ４ 72 豊中千里 42 42 ０ 94.50 ４ 63

大阪北梅田 74 74 ０ 98.63 ４ 30 八　　　　尾 79 83 ＋4 99.31 ４ 19

大阪北淀 56 58 十2 98.71 ４ 29 ハ尾中央 50 50 ０ 96.43 ４ 50

大阪御堂筋 49 50 十1 97.00 ４ 45 八　尾　東 53 53 ０ 85.68 ４ 75

大　阪　南 184 183 －1 94.72 ４ 61

大　阪　港 38 38 ０ 90.72 ４ 73

大阪中之島 51 50 －1 100.00 ４ １ クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪難波 89 87 －2 97.62 ４ 43 76 5､353 5､423 ＋70 96､91％
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ポール･ハリス･フエロー

次の方たちにポール･ハリス・フエローの

称号が贈られました。

松
横
今
別
出
前
松
北
山
官
海
加
松
山
遠
芝
松
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

林
清
里
所
根
田
本
川
中
川
辺
地
井
本
藤
田
本
田

紀
良
行
美
雄
吉
郎
洋

邦
美
弘
克
達
嗣
稚
稚

子
郎
夫
郎
雄
朗
郎
郎
恵
郎

訟
明
脩
隆
芳
レ
七

ベネファクター

茂
雄
吾

　
信
清

　
沢
永

森
西
為

(1993)

大阪東南ＲＣ　８

大阪城南ＲＣ　８

大阪城南ＲＣ　８

奇ややま腎ＲＣ　８

奇ややま努ＲＣ　８

奇やぺJま腎ＲＣ

奇べ･べ'ま努ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

吹　田　西ＲＣ

交　　　野ＲＣ

交　　　野ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪難波ＲＣ

門　　　真ＲＣ

大阪阪南ＲＣ

摂　　　津ＲＣ

池田くれはＲＣ

大阪住吉ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

２

２

２

10

10

11

17

17

24

25

27

２

１１

２７

※印＝マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

米山功労者

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。

清
流
黒
崎
竹
豊
横
中
加
森
芳
角

　
　
　
※
　
　
　
※
※

信
勝
典
男
弘
治
雄
治
夫
治
可
美

　
　
　
　
　
　
　
久

正
正
義
一
明
芳
喜
　
毅
繁
弘
勝

畑
村
木
　
田
島
田
谷
藤
　
沢
井

※印＝２回目以上

千
ド

　　　　　　(1993)

　　東大阪東ＲＣ

　　東大阪東ＲＣ

　　箕面中央ＲＣ

(綱目)大　阪　東ＲＣ

　　大阪東淀ＲＣ

　　大阪東淀ＲＣ

(２回目)大阪東淀ＲＣ

(２回目)大阪城東ＲＣ

　　大阪南西ＲＣ

　　大阪南西ＲＣ

　　千　　　肌ＲＣ

　　東大阪西ＲＣ

米山フアンドフエロー

たちにファンドフエローの

　
夫
富
善
衛

だ
章
正
茂
源

ま
原
屋
木
本

摂

大阪天王

大阪天王

大阪天王

二
子
ご

森
田
兄
嶋
村
原
田
鳥
　
尾
山
岡
池
鍋
井
田
田
川
田
田
宮
行
　
本
原
Ｌ
野
松
辻
川
田
城

高
武
高
中
中
西
花
八
林
平
平
福
古
真
松
村
森
柳
古
占
若
執
堤
山
吉
件
松
若
仲
南
高
古

　　隆

欣治郎

篤志郎

郎
弘
一
力
久
潤
平
巌
匠
郎
知
雄
蔵
隆
夫
進
男
弘
世
澄
博
推
雄
一
潔
章
治
男
也

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

里
　
好
　
和
　
　
．
　
　
幹
昌
隆
恭
　
瀬
　
章
邦
経
真
　
光
善
隆
　
　
豊
富
鉄

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天1ﾐ寺ＲＣ

大阪天王与ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王かＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪大石寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天1ﾓ寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

大阪天王寺ＲＣ

枚　　　方ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ
Ｉμ
　
火
火

吹
眼
束
東

　西　ＲＣ

　中ＲＣ

阪西ＲＣ

阪西ＲＣ

・訂正とお詫び

　ﾄﾞ記事項につき誤りがありましたので、謹

んでお託びと訂正をさせて戴きます。

月信４号について

P.14　出席報告　茨木東RC　順位　30位

　　　　従って、31位以下71位まで一つづつ

　　　　繰下がります。

P.16　地区大会事務局　FAX 0726-21-6759

■改正のお知らせ

　大阪城RC　ビジターフィ　3､500円
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クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

　除夜の鐘は108回つき鳴らされますが、こ

れは仏教では「108鐘」といって人間の持っ

ている煩悩が108あり、これをたたき出すと

いう意味で108回つくのです。

　この108のうち107を旧年に、残りの１点を

新年につく習わしです。

　除夜の鐘は、近頃では宗数的な行事として

よりも、一年を締めくくるための年中行事と

して、あるいは、歳末風物詩のひとつとして

受取る人が多いようです。

　仏教信者でなくとも、TVの除夜の鐘を聞

きながら「今年も終わりか……」という感慨

に浸りつつ新しい年を待つ。これが大方の日

本人でしょうか。

　今年もまたあと数十日で除夜の鐘を聞くこ

とになりますが、ロータリーは12月で前半期

が終ります。除夜の鐘を間くまでに、今年の

前半期を振り返って見ましょう。あなたのロ

ータリーはどうでしたか。精いっぱい奉仕活

動ができたでしょうか。会長、幹事としての

さまざまな苦労が思い出されましょう。あれ

はこうしたら良かったとか、このようにすべ

きだったとか、いろいろ悔やむこともあるは

ずです。お互いにこのような嫌な思いをきれ

いにはらって、さっぱりした気分で新年を迎

えたいものです。

　12月は各クラブはクラブ細則にしたがって

年次総会を開き、次年度（1994～’95）の理事、

役員を選出しなければなりません。次年度の

会長は、すでに昨年度の年次総会で選出され

ていますので、今年は次々年度の会長を選び

ます。選ばれた次々年度会長は、会長エレク

トとして理事会メンバーとなり、十分な準備

期間を経た後、1995年７月１日から会長任務

につきます。

　クラブは、この年次総会終了後２週間以内

に、公式名簿記載資料をR1日本支局、ガバ

ナー、ガバナー･ノミニーに提出します。こ

の資料には、クラブ名、例会開催の日時、会

長、幹事の氏名、住所、電話番号、夫人名、

会員数を記入しなければなりません。

　年末には、家族会やいろいろな行事のため

に例会日や会場を変更する場合が多いのです

が、この場合の変更は「非常の場合または正

当な理由のある場合……」という規定（ロー

タリークラブ定款第４条－２）が適用されま

す。

　年末は何かと忙しい日が続きます。忙しさ

にかまけて健康を害することが多いもので

す。健康に留意して元気にお正月を迎えまし

ょう。良い新年をお迎えください。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Te1 0726,23-2668 Fax0726-24-2669 ＜再生紙使用＞
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ゐﾌﾟ元

米山奨学生の斟

　　　　　　　　　　　　　バスト・ガバナー

　スリランカのシロガマ・ウィマラ君は、当

地区でお世話した1976～'77年度の米山奨学

生で、高野山大学に在籍した留学僧である。

世話クラブが和歌山県の橋本R.C.であり、

カウンセラーが現在高野山R.C.メンバーの

山階清弘師であったと思う。尚、その当時の

D-266地区では、大阪府と和歌山県が含まれ

ていた。当時私は地区の米山奨学委員会に属

していたので、ウィマラ君との関係が深まっ

たと思う。彼は大変まじめな方で、忘れもし

ませんが、米山奨学生修了歓送会の席上彼が

言われた事は、奨学生として一番嬉しかった

のはロータリアンの皆さんに大変親切にして

頂き、時には一緒に食事しませんかと家庭に

招待され歓待をうけた事ですと率直に話され

ていた。彼は、米山奨学生修了後母国スリラ

ンカに帰り、ロータリー精神に沿って奉仕活

動を続けている。具体的には地元有力者、日

本のロータリアン有志更に日本の仏教関係団

体の協力を得て、首都コロンボ市郊外に少年

の家を創設し、孤児のお世話をしている。現

在施設内で40名の孤児、更に施設外で母子家

庭の少年60名の教育並びに生活上のお世話を

している。施設内外の少年の一人当りの世話

料として､､以前聞いた話では月当り5､000円

程度必要で、政府の補助金は僅かで、その不

足金を里親制度を活用して浄財寄付を関係各

位にお願いしているとの事。勿論里親とは言

え、お互いに遠く離れているので全責任を持

つと言う事でなく、簡単に言えば経済的援助

だけを考えてあげれば0.K.との事。私も以

前から里親になっているが、時々少年の近況

報告をうけたり、また少年の書いた絵を送っ

て頂いたりして親近感を覚えている。最近の

㈲

伊　瀬　芳　吉

情報では少年の家の増築をすすめており、

1994年に完成され新しく40名の少年が収容。

計80名の孤児のお世話をしたいとの事。

　さて当地区の故菅生謙三P.G.の肝入りで

チームを作り私もその一員としてスリランカ

を訪問。ウィマラ君の少年の家を見学した事

がある。コロンボ市郊外の広い敷地で少年達

は元気に育っていた。しかも教育がゆきとど

いて大変行儀正しい姿に接して感心した事を

思い出している。彼は年に１～２回日本に来

られる。その都度連絡があり、日時を打ち合

わせ何人かの当地区ロータリアンにも呼びか

け彼を囲む会合を待っている。席上彼から少

年の家運営の現況を聞かせて貰うと共に、参

加ロータリアン各位からご意見を出して頂い

たりして少年の家運営上の将来構想の参考に

して貰っている具体例の一つとして、少年の

成長に伴って彼等に職業指導する為施設内に

職業訓練所を開設するよう提案した事があ

る。幸い今日現在それが具体化されタイプラ

イター､速記､縫製､秘書､通訳､英会話､日本語

会話､各種技術等の研修が行われている､最近

の情報では、職業訓練所で研修もうけている

或いは終了した人数は､施設の少年11名施設

以外から受入だ一般の方々を含め300名近く

になるとの事｡米山奨学会のねらいは、日本

で勉強した後、母国に帰って母国の将来発展

に寄与してもらいたいと期待しているやに承

っている。ウィマラ君の場合､その方針に沿っ

て奉仕活動を続けている一例と考えられる。

是非彼の事業を成功させ､スリランカの将来

発展に役立つ立派な職業人材の育成に当って

もらいたいものと念願してやまない次第であ

る。
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現今のロータリーが当面矛i三つの聶本的ii‾ﾋﾞ‾ら‾6‾ず

一第７回国内規定情報委員会において述べた意見に基づいてー

　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾊﾞｽﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅｰ　菅　生　浩

　現今におけるロータリーのあり方について

は､数多くの人々が､色々な角度や視点から、

抽象的な形や或いは具体的な形で、幾多の問

題を指摘されて来ています。そこで、私は、

国内のロータリー、国際ロータリー及びロー

タリー一般の三つの分野に区分して、それぞ

れの分野で私どもが当面している課題のうち

基本的な問題の一つづつを取上げて、検討を

加えてみたいと思います。

１．国内ロータリーについて、

　　ロータリーの存在自体を定立する基本の

　規定は、「ロータリーの綱領」“Object of

　Rotary”に掲げられている「サービスの

　理念」“The ldeal of Service” であります。

　ところが、この「サービスの理念」の正確な

　理解は、我が国のロータリーの現実におい

　ては､極めて不十分ではないかと思われ､そ

　のことが数多くの問題の原因となっている

　のではないかと思われます。従って、その

　ような基本的な理解とその成果のロータリ

　アンヘの効果的な伝達をはかるための努力

　が､すべてに優先する急務でありましょう。

　　申すまでもなく、私ども一人ひとりは、

　一人だけで生きられるものではなく、他人

　の職業や一般の社会的活動の成果を利用す

　ることによって、始めて豊かにかつ幸せに

　生きることができるのであります｡従って、

　私ども自らも、社会を構成する当事者の一

　員として、自分が携っている職業について

　最も良質の成果をあげるはもちろん、一般

　の社会的活動についても良好な充実した成

　果をあげ、これらを、他人のため社会に提

　決して行く基本的な社会的責務を負ってね

　ります。このことを厳しく自覚し、その実

　現のための努力を重ねなければならないと

　する考え方が、「サービスの理念」であり

一

一

一

ましょう。ところで、二のような考え方は、

ゲルマン的な資質を中核とする欧米的な社

会意識ないしは価値観を前提とするもので

あります。キリスト数的な背景を指摘する

向きもありますが、さらにその奥にあるの

は、結局において欧米的資質自体であろう

と思われます。我が国を始めとするアジア

の社会その他の非欧米的な社会では、どち

らかといえば自分を取巻く社会を他律的な

生存環境であると捉える受け止め方が強

く、従って、当事者意識を前提とした「サ

ービスの理念」といった観念が存在するか

どうかは極めて疑問でありますし、仮に存

在するとしても、その発現の形態は、欧米

社会とは著しく異なっているのではないか

と思われます。現に、我が国の社会におい

ても、“The ldeal of Service” という観念、

なかんずく「サービス」“Service”という

観念が存在するかどうかは、極めて疑問で

あります。我が国における職業的な或いは

一般の社会的活動上の成果は、直接的な意

味における生活上の手段や社会的地位とか

力の象徴であるか或いは自己犠牲的な無償

の奉仕行為であるかのいずれかでありまし

た。従って、ロータリーの我が国への導入

にあたり、私どもの先輩ロータリアンの方

々は、ご苦心の末、“The ldeal of Service”

というロータリーの本質自体を規定する用

語に、「奉仕の理想」という訳語をあてざ

るをえなかったのでありましょう。ただ、

先人の方々のご苦労にも拘らず、遺憾なが

ら、この訳語が“The ldeal of Service”

という観念の正確な理解のために必ずしも

適確ではなく、むしろ紛わしい媒体であっ

たことを認めざるをえません。私どもは、

今や、社会意識や価値観その他の文化一般
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　などの民族的資質の相違を克服して、「サ

　ービスの理念」“The ldeal of Service” の

　正しい理解とその周知措置について、あら

　ためて遅まきながら、最善の工夫と努力を

　払わなければなりません。　しかも、そのこ

　と以外にロータリーを正しく理解する方途

　はないことに、思いをいたさなければなり

　ません。また、その上うな正しい理解かえ

　られるならば、巷間指摘されるロータリー

　情報の不足や不徹底､職業分類の乱れ、「質

　か量か」に集約される会員増強や拡大の行

　き過ぎへの批判、「アイ・サーブかウイ・

　サーブか」に集約される奉仕活動の変質の

　指摘を始めとして、我が国のロータリーが

　当面する数多くの具体的な諸問題は、白ず

　と改善と解決に向かうのではないかと思う

　のであります。

２．国際ロータリーについて、

　　周知のとおり、1993年５月現在、26､261

　のロータリー・クラブが世界187の国家及

　び地域に存在し、ロータリアンの数は

　1､166､454人を数える状況にあります。と

　ころで、この上うな世界各地の国家や地域

　において、ロータリーはどの上うに受け入

　れられているのでしょうか。ロＴタリーの

　ロータリーたる所以ないしはロータリーの

　存在意義は、その綱領に規定される「サー

　ビスの理念」“The ldeal of Service” であ

　りますが、この観念は、ゲルマン的資質を

　中核とする欧米社会の社会意識や価値観そ

　の他の文化観念を前提とするものでありま

　す。　しかしながら、世界のすぺてが、この

　上うな欧米的資質を体質とする社会である

　わけではありません。我が国をはじめとす

　るアジア的な社会はもちろん、インド、ア

　フリカ、ラテン、アラブ、スラブその他の

　非欧米的な社会は、それぞれ独白の社会意

　識や価値感その他の文化観念を前提として

　存在し、しかも、その上うな民族的資質は、

　歴史と伝統によって社会の実質として定着

　し、一朝一タに変質するものではありませ

　んし、また安易に変質すべきものでもあり

　ますまい。その上うな多様な世界の各地域

　に、欧米流の「サービスの理念」をそのま

　まの形式と内容でｰ方的に押し付けて行く

　ことにどの上うな意味があるかについて、

　私どもは、あらためて、十分に↑真重な検討

　を加えてみなければなりますまい。

　　結論を急ぐならば、国際ロータリーは、

　独白の文化と社会意識や価値感を持つ世界

　各地域の人々に、どの上うにしてロータリ

　ーの掲げる「サービスの理念」を伝達し理

　解を求めて行くかについて、さらに一段と

　工夫と努力を尽くすべきであります｡また、

　単にそれだけではなく、さらに進んで、そ

　の掲げる「サービスの理念」の実質を、従

　前の欧米的体質の枠内だけに止めず、世界

　のあらゆる人々に理解をされる上うに思想

　的な熟成と発展をばかり、言語や習俗その

　他の障壁を多角的に克服して、世界の人類

　社会一般を通ずる普遍的な真理として充実

　させ高めて行く上うに努めて行かなければ

　なりますまい。そして、そのことだけが、

　ロータリー活動の真の国際化を実現し、白

　らもその名に恥じない本格的な国際的存在

　に成長する所以であることに、深く思いを

　いたすべきであると思うのであります。

３．ロータリー一般について、

　　マクロな見地から眺めるならば、結局に

　おいてロータリーとは、資本主義の発展に

　伴う各種の弊害や社会の歪みなどの被害

　を、資本主義に伴走する立場において、「サ

　ービスの理念」に表象される精神的価値を

　提示することによって、是正し軽減し出来

　れば解消し上うとする社会的努力を意味す

　るものでありましょう。そして、資本主義

　とは、圭として人間の快適生活を高度化す

　ることを目途として、ゲルマンの欧米的資

　質の中核である知能の開発を進め具体化し

　た経済的な社会運営の手法でありましょ

　う。それ故に、この上うな欧米的資質とそ

　の手法や結果の世界的な瀾漫と拡大に伴

　い、現に私どもは、その大半を経済と科学

　によって支配され、その両者の相乗効果に
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よって占拠され管理される社会に生きるこ

とを余儀なくされているのであります。　し

かも、自然環境の側面においても、社会環

境の側面においても、その状況がもはや人

間による管理の限界に達しつつあるとの認

識を前提として、経済効果のみを指向する

各種の修正形態を含む資本主義的な社会運

営の方式自体のあり方の是非はもちろん、

その素因である人間の知能の欧米的な開発

の当否をめぐっても、各種の見地から、近

代史はじまって以来はじめて、根本的な批

判と検討が加えられる状況に立至っいるの

ではないかと思われます。

　ここにおいて、ロータリーは、徒らに過

去の単純な資本主義的な経済体制の伴走的

な立場に拘泥することなく、「サービスの

理念」というその掲げる精神的価値を、も

っと独白の立場で、よりよき社会と人間自

他の幸せのために社会に提供すべく努めて

行かなければならないのではないかと思わ

れます。そして、私どもは、従前の私ども

が否定すること以外は殆ど手を付けること

ができなかった「営利」とか「競争」とい

った一見不可避な人間の所為に適切な管理

を加えるため、あらためて深い省察を加え

？　　　　　　文　庫　通

て行かなければなりません。そして、その

場合の省察は、人間に「知能」という特殊

な資質が与えられていることがすべての問

題の出発点でありかつ同時に終着点である

ことの自覚からはじめなければならないで

ありましょう。私どもが手にした若干の豊

かさや幸せは知能に由来しますが､同時に、

私どもが現在被っている堪え難い莫大な人

間的な被害や社会的な被害も、知能の恣意

的な開発とその利用に由来します。知能に

由来する被害の解決の鍵は、知能の中にし

か存しないことは自明の理であります。こ

こにおいて私どもは、知能の開発と利用は

都合のよい部分だけに着目して恣意的に行

われてはならないこと、知能の開発と利用

は自然の一員である人間自体の存在にとっ

て一般に公正でありかつ有用であるよう人

間自らが自律的な自己制約を課しつつ行う

べきものであること、そのこと以外に人間

社会をよりよい社会としてその中で私ども

が自他共に幸せに生きる方途はないこと、

そして、そのためには、ロータリーの「サ

ービスの理念」が、今後の私どもの思考と

行動にとって決定的な規律としての価値を

もつことに思い至るのであります。

信(第74号)
　このたびは昨年度の会計報告をさせて頂きます。今後ともロータリー文庫をご活用く

ださるようむ願い致します。

　　　　　　ロータリー文庫　1992～'93年度会計報告

　(賃借対照表)

資　　　　　　　　　　　　　　産 負　　　　　　　　　　　　　憤
現　　　　　　　　　金 　　　　　　　　　　82､237

一一
　　　　　　　　5、717,832

　　　　　　　12､000､000

　　　　　　　17､800､069

雇用保険料預り金

社会保険料預り金

7、701

停　　通　　預　　金

定　　期　　預　　衰

(現　金　頂　金　計)

２、４３０

仮　　　　受　　　　金

(負　　債　　合　　計)

５０，０００

60､131

正　　昧　　財　　産

次期繰越剰余金 17、739、938

(合　　　　　　　　計) 17.800 069 (合　　　　　　　　計) 17.800.069

(収支計算書)

収　　　　　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　　　　　出
前年度繰越金

ク　ラ　ブ｀　協　力　金

コピー関係収受金

　５，７８３，６９９

３６，８９７，６００

　　　７４０、１１０

　　　１７８、８３６

委　　員　　会　　費

業　　　　務　　　　費

賃　貸　管　理　費

１、３８１，９００

2､643、150

１１、５６１、２５１

受　　取　　利　　息 人　　　　件　　　　費 10､274､006

次期繰越剰余金 １７，７３９、９３８

(合　　　　　　　　計) 43.600.245 (合　　　　　　　　計) 43 600 245

ロータリー文庫
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ヽ-ヽ･ヽ地　区　便

研究グループ交換チーム(5650地区)

　　　　来　阪　報　告

研究グループ交換委員会

委員長細　江 重(大阪豪淀)

　米田ネブラスカとアイオワ地区から５名の

メンバーをお迎えしました。

　団長Stephen Michel Sawtell. 弁護士63才

　団員Daniel G. Borman.生命保険会社勤務28才

　団員Kristine Jahnke. 医療秘書病院勤務28才

　団員Nancy Rahn. 書籍店勤務37才

　団員Connie Kay Eberspacher.州議員秘書31才

　以上５名は予定通り10月１日午後８時。大

阪国際空港へ元気な姿を見せてくれました。

　中野G.ノミニー、地区委員、受入れブロ

ック実行委員、派遣団員等の出迎えに拍手、

握手の渦の中、国境民族を超えた喜びを味わ

いました。来日直前に団長の交代があったも

のの鮮やかな対応によって無事未阪。

　　　　　　　大阪市役所訪問

　10月３日㈲オリエンテーションに続き、新

阪急ホテル星の間で午後６時歓迎公開催。

　両国国歌、大森G.V.、古田、山中Ｐ．Ｇ．

の歓迎の言葉、両国交換団員の紹介があり、

ホームスティホスト家庭の皆さんと共に和気

蕩々の語らいとご担当の方々のお肝煎りのご

馳走を頑張って、総勢70余名が夜も更けるの

も忘れての盛会でありました。

り 四

　４目から４週間の研修が始まりました。今

回の特徴は、例会参加を多く、団員の職業と

関連の仕事振りを生で見学し、日本企業の内

側の姿を学ぶことを本旨として、京都、奈良

及び広島の見学と娯楽は宝塚の観劇位という

大変実質的で充実したものでありました。

　　　　　　広島原爆記念館見学

　更に今回の特筆すべきはロータリアン家庭

でのホームスティをすぺて一週間単位でお引

き受け頂けたことと、受入れご希望の方々を

お断りする位非常なご理解が得られたこと、

各ご夫人ご家族が挙げて暖かく迎えてドさっ

たことは本当に有難く、紙上を借りまして厚

く感謝を申し述べるものでございます。

　団員達も漸く日本に馴れ、日本語もし達し

た頃、１ヵ月の予定を無事消化した10月31日

夜、サヨナラパーティーがロイヤルホテルに

て聞かれました。セレモニーは順次進みまし

たが、出会いの人々、特にホームスティのご

家族との語らいは本当に心打つ情景で、また

こちらからの派遣団諸君とは肩を組み、盃を

挙げ、再会を約しあう、アッと言う間の２時

間で、ソウテル団長のピアノに若い団員の声

は高らかに、女性達は眼頭をそっと押さえ、

溢れる感動と共に“手に手つないで”の大合

唱と共に全員の感激は紙面に伝える言葉も無

い位､胸の無くなるのを禁じ得ませんでした。

　11月１日午前９時30分JAL52便は、禄米

団員諸君を乗せて、大阪国際空港を飛び立っ
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て行きました。窓の顔が遠く遠く、遂に機影

が消えて行くのを。ああ日本を大阪を我々と

知ってくれた人々が又、世界に広がってゆく

この喜びは、ロータリーと只管皆々様の善意

の賜物と噛みしめて､心から関係皆様に深く深

く御礼を申し七げます。有難うございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜　　　　｜　　　　　　　　　㎜■■　　■■　■うこ‾6
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ホスト：豊中南ロータリークラプ

　　　実行委員長八　田　昌
一

一

一

日　　時:1993年９月25日出12時30分

会　　場：箕面市立メイプルホール

テーマ　『みんなでやろう／環境対策／』

主　　宰：　　第266o地区ガバナー　大森　慈祥

ゼネラルリーダー：　直前ガバナー　山中　文和

来　　賓：　　　　バストガバナー　伊瀬　芳吉

　　　　　　　　　バストガバナー　武尾敏之助

　　　　　　　　ガバナーノミニー　中野　董夫

地区関係:|.G.F地区担当幹事　小池　　明

　　　　　　　　　地区大会委員長　坂井　正男

　　　　　　　　　米山奨学委員長　増本　　猛

　　　　　　　　　lｵ団増進委員　矢部　文治

参加クラブ｀：池田・豊中・箕面・豊中一大阪

　　　　　　国際空港・箕面中央・池田くれ

　　　　　　は・豊中子眼・豊中南

登録会員数４７４名　参加者数２９１名

　今や地域の環境対策は、その地域の行政、

市民、そしてロータリアンが一体となって考

え対処してゆくべき問題であり、共に認識を

深めるために勉強して行こうという発想に立

ち『みんなでやろう./環境対策./』をテーマ

として、第１組８ＲＣが所在する地元、池田、

箕面、豊中各市の行政の環境対策に関係する

部門の講師による講演会、並びに、その講演

内容を基本的テーマに、市民代表の参加も得

て、ロータリアンと共にパネラーとしてシン

ポジウムも開催し､活発な意見交換を行った。

講演者：豊中市役所環境事業部

　　　　　　　　　　　　部長　廣瀬　旅信氏

　　　　　｢ゴミの減量化とリサイクル運動｣

　　　　池田市役所環境下水道部環境保全課

　　　　　　　　　　　　課長　吉田　良光氏

　　　　　｢建築物の高さ制限と景観｣

　　　　　　　　及び、五月山の市民の森｣

　　　　箕面市役所健康福祉部

　　　　　　　　　　　　部長　坂口　征男氏

　　　　　｢住みよい長寿社会について｣

シンポジウムのテーマ：

　『みんなで語ろう／　身近な生活の中で、

　　我々の環境対策と、これからの

　　　　　　　長寿社会への対応について』

市民パネラー：

　　　豊中市　とよよなか消費者協会

　　　　　　　　　　　　会長　山田　栄子氏

　　　池田市　市民の森をつくる会

　　　　　　　　　　　　会長　堀川　豊美氏

　　　箕面市　ホームヘルパーステーション

　　　　　　　　　　　　主任　桶　瑠瑞子氏

　I.G.Fに於いて地元の行政や市民の参加を

得て、共にフォーラムを開催することは初め

ての経験であったが、テーマの環境対策に関

しては、相互に理解を深める事に役立ったと

同時にロータリーの存在と日常の奉仕活動に

ついて、部外者に対しても認識を広める機会

を持ち、広報活動にも効果があったと思って

いる。
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　　　環境保全委員長会議報4‾
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　　　環境保全委員会

　　　　　委員長　遠　藤　　　　渉(人　阪)

日　時　1993年10月25日(月)14 : 00～16 : 00

場　所　薬業年金会館

出席者　廣瀬バスト・ガバナー(社会奉仕机

　　　　当)、中野ガバナー･ノミニー、小池

　　　　地区幹事、地区環境保全委員(委員

　　　　長以下7名)、クラブ環境保全委員長

　　　　63名(欠席クラブ13クラブ)

議　事

　　南　克昌地区委員の司会により定刻に開

　会。

　　まず地区側出席者の紹介ののち、冒頭廣

　瀬バスト・ガバナーから環境問題の重要性

　と各クラブ活動についての期待と要望が述

　べられた。

　　続いて遠藤地区委員長から、地区環境保

　全委員会も第４年目を迎え、本年度の活動

　方針としては、水質汚濁防止問題を取り上

　げたこと及びこれに関連して来年４月下句

　頃に大阪市の中浜下水処理場見学会を実施

　したい旨の説明を行った。

　　講演は｢大阪の下水道について｣と題し

　て、大阪市下水道局建設部企画主幹色摩

　　(しかま)勝司氏に依頼、本委員長会議の

　為に特に書き下ろしていただいた詳細な資

　料により約１時間にわたって説明をいただ

　いた。

　　次に、本年９月に全クラブを対象に実施

　したアンケート調査結果の集約を藤江正謹

　地区委員から報告、地区内における各クラ

　ブの環境問題に対する取り組み状況を把握

　することができた。特に、本年度アンケー

　　トの回収率は100％を達成することができ、

　　アンケートに対する関心の高まりを示した

　　ものと思われる。

　　引き続き、参加クラブの中、東大阪東

　RCの市内55小学校への梅の本の植樹計

　画。ハ尾RCの『生ごみの減量と有効利用

のためのコンポースト』設置運動の事例発

表があっし

　最後に、中野ガバナー・ノミニーから閉

会の辞をいただき定刻に終了した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■㎜㎜㎜■■■㎜㎜㎜■㎜■㎜㎜　■■■■㎜■㎜■■■■㎜　■㎜㎜㎜■㎜㎜
∩一面面

卵

面面コ

社会奉仕委員会

委員長大　橋 融(大阪北淀)

　平成５年11月９口、山々の木々も色づき、

ゆく秋の気配が身に染みる晩秋の候、天候に

も恵まれ大森ガバナー臨席のもと招待行事を

行いました。

　招待高齢者（70歳以上）は車椅子の方を含

め、子供１名と付添い合わせて307名、ロー

タリアンは136名、総計443名の参加となりま

した。

　今回は食事の都合上､１班と２班とに分け、

AM10 : 00（1班）、AM11 : 30 （2班）それ

ぞれメイン壁画前に集合、確認のとれた組ご

とに入館して頂き、海遊館見学後ロイヤルホ

テル経営の「サイレン」にてAM11 : 30 （1

班）からと、ＰＭＩ ：００（２班）からに分け

て食事をしながら、泉実行委員長の司会のも

と大森ガバナーより挨拶を頂き、その後大阪

西ローターアクト副会長で二期会会員の３名

　〔妹尾充希子（ソプラノ）、小林　仁（テノ

ール）、木田志津加（ピアノ）］の皆様による

歌唱「宵待草」やソプラノとテノールのデュ

エットで「椿姫」の乾杯の歌を歌って頂きまし

た。最後には歌唱指導で全員が「もみじ」とい
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う歌を歌唱し、楽しく帰路に就かれました。

　高齢者の皆様は健康が退化し、収入の減少

そして外部の世界とのつながりを絶たれてし

まう事が少なくありません。そこで、高齢者

の方々に光を当てると同時に充実した人生を

送って頂くためにこの様なプロジェクトを実

行委員の皆様方の御理解のもとに実行させて

頂きました。

　大森ガバナーは挨拶でロータリーの歴史的

経過と現況の説明をされた後、肌に触れた共

同奉仕活動に大変感激され、広くロータリア

ンの個々の力を動員した奉仕活動に対して労

いの言葉を頂きました。

　招待者の皆様におきましても、魚類の生態

を楽しく見学された後、食後の歌唱に大変満

足されたようです。帰路の途中、お金でない

心のこもった交流、奉仕に深い敬意と感謝の

気持ちの現れる言葉を多く耳にしました。

　最後に､この共同奉仕事業に御理解､御賛同

を頂きました各クラブのロータリアンの皆様

方並びに企画・実行頂きました実行委員の皆

様方に心より厚くお礼を申し上げる次第です。

1993～'94年度『秋のライラ

』

報告

■■■■■㎜■■･■■･･㎜㎜･■■㎜㎜･■㎜■㎜･■･㎜■･㎜■■■■■■　･･■■･■■■

　大阪住之江ロータリークラブ

　山のうイラ実行委員長　斎　藤　　　　昭

　1993年度『山のライラ』セミナーが、９月

24目～26日の３日間例年通り、大阪府立青少

年総合野外活動センターに於いて快晴の秋空

の下で開催されました。

　今回のライラ参加者は、R.I.2660地区76

クラブ中62クラブから青少年126名、ロータ

リアン223名。計353名となり前年度同様大所

帯のセミナーとなりました。

　３日間を終了した青少年112名、（男子62名

女子50名）ロータリアン145名となり多人数

の為、宿舎を本館と第三キャンプ場の両方施

設を使うことになりました。センターの谷川

所長をはじめ職員、ボランティアの方々の熊

毛ヽな指導のもとに、ライラプログラムも順調

に進めることが出米ました。

　今回は『白然にやさしく、人類に愛を』を

テーマとし、特別講師に千日回峰を２回おや

りになった大行満天阿闇梨酒井雄哉師を迎え

ました。師は修業のきびしさを通じ皆んなに

　“何をもって、河しに来たのか、この能勢に

何しに来だのがと呼びかけられ河しにと言

うことが一つの歩になり、その判断が緩むと

大変なことになると語られました。

　私からも返事、呼ばれたら『はい』と挨拶

　『お、あ、し、す』『おはよう』『ありがとう

ございます』『失礼します』『すみません』の

大切さを呼びかけました。あたりまえの事で

すが、お互い友情を深める第一歩であるとう

ったえました。

　その他野外料理実習では、カレーライス作

り、焼板創りが和気あいあいと進められ、ま

たオリエンテーリング実習では、研修生より

一足早く頂上に行き元気よく登ってくる青少

年を『がんばれ』と声をかけ記念撮影をした

り、汗と笑いの中で楽しく経過して行きまし

た。
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　夜のひとときは、第１日目は、体育館に集

まり各班に分かれテーマにもとづくグループ

討議、班のシンボル旗作り、そして発表とか

ぎられた時間内の仕Ｌげを通じチームワーク

作りが計られた。

　第２日目は、キャンプファイヤーのあかり

を囲みゲーム、フォークダンス等夜のふける

のも忘れるのりようと熱気で肌寒さもどこえ

やらの盛上りでした。

　最終日の午前中、各班に分かれた青少年の

グループ発表では、セミヤーの成果を寸劇で

表現してくれました。

　各班共すばらしい出来で参加者全員惜しみ

ない拍手の内に終り､西委員長の講評に続き、

種田バスト・ガバナーを迎えて定刻通り閉講

武と名残りを惜しみながら全員で後かたづけ

をしてライラセミナーを終了しました。
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　』...-･●　-.　　.　　　　ご八　　　　　．、'、

　開催に当り、大森ガバナー、菅生バスト・

ガバナー、西地区青少年活動委員長をはじめ

地区青少年委員等地区を挙げての協力があ

り、住之江ロータリークラブの献身的な努力

が実り、無事大過なく終了することが出来ま

した。

　　　　　　　　　　㎜㎜　　㎜　　　　　　　　　㎜㎜㎜□　●●●災■の急報●●●

○　フランスの第1760地区および第1780地区

　に発生した洪水により、数百軒の家屋が破

　壊され、経済活動の全ての分野において、

　甚大な損害がありました。救援活動のため

　の寄付を希望されるクラブは、｢Secours

　pour les victimes des inondations(洪水

　災害被災者救援資金)(pertuis-R蝕ion

　d'Aix)Jcompte ACRODI Rotary 79239

　P、Cfedit　Lyonnais、 agence　2897、511

　AV.Jean Coste、 F－13090 Aix-en-Prove-

　nce、France;或は｢Secourspour les vic-

　times des inondations (valreas.BOIlene)』

　compte ACRODI Rotary 79240 U、 Cr6dit

　Lyonnais、agence　2897、511　Av.Jean

　Coste、　F－13090　　Aix-en-Provence、

　Franceとご明記になり、直接ご送金願い

　ます。

○　去る1993年９月30日の未明、第3130地区

　のインド、マハラシトラ(Maharashtra)州

　が、強大な地震に見舞われ、２万以上の人

一 一 一 一

１
－

　々の命を奪いました。およそ10万人の人々

　が負傷し、その他に１万２千の人々が瓦榛

　のﾄﾞ敷となりました。キリャリ(Killari)お

　よびオメルガ(Omerga)両市のほとんどの

　家屋が全壊いたしました。救援活動のため

　の寄付を希望されるクラブは、国際ロータ

　リー事務局のFD100/Moore宛にご送金願

　います。住所は次の通りです：1560 Sher.

　man Avenue､ Evanston､IL 60201、U.S.A.

○　第4150地区のメキシコ、ナヤリット

　(NayariO及びシナロア(Sinaloa)両州沿岸

　地域を強大な台風が強襲し、広範な地域に

　わたり地殻構造が破壊され、数十万の家族

　が住居を喪失致しました。救援活動のため

　の寄付を希望されるクラブは、｢Comision

　Desastres Rotary Club Tepic(テビク・

　ロータリー・クラブ災害救援委員会)｣、口

　座番号906504-8を明記され、Bancomer、

　S.A.、Sucursa1　Centro　100、Tepic、

　Nayarit､Mexico宛に直接ご送金願います。
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1993年10月度　出席報告

ク　ラ　ブ
期初の

劉諦

1川末

会員数
増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ

期初の

全能

10月末

会員数 増減 出席率 例会 順位

大　　　　束 68 70 ＋2 100.00 ４ １ 大阪なにわ 64 63 －1 93.65 ４ 66

東　大　阪 82 85 ＋3 95.03 ３ 57 大阪南西 74 74 ０ 97.68 ３ 32

東大阪東 68 68 ０ 96.61 ４ 43 大　阪　西 107 108 ＋1 98.04 ３ 29

東大阪中 59 60 ＋1 96.11 ３ 45 大阪大手前 64 66 ＋2 95.61 ５ 51

東大阪西 58 58 ０ 100.00 ３ １ 大阪大淀 71 69 －2 96.68 ４ 42

枚　　　　方 59 60 ＋1 97.32 ４ 34 大阪西北 79 82 ＋3 97.79 ４ 30

枚方くずは 56 56 ０ 97.00 ４ 39 大阪西南 113 n3 ０ 100.00 ４ １

茨　　　　木 64 65 ＋1 99.11 ４ 20 大阪船場 58 58 ０ 95.97 ３ 48

茨　木　東 55 55 ０ 97.27 ４ 36 大阪心斎橋 79 79 ０ 99.43 ５ 19

池　　　　田 59 58 －1 94.55 ４ 61 大阪城北 53 56 十3 100.00 ４ １

池田くれは 52 51 －1 94.55 ３ 61 大阪住之江 49 50 ＋1 100.00 ３ １

門　　　　真 31 31 ０ 92.00 ４ 71 大阪住吉 84 86 ＋2 94.11 ５ 65

交　　　　野 47 52 ＋5 95.00 ５ 58 大阪天満橋 ｀105 106 ＋1 95.68 ４ 50

箕　　　　面 63 60 －3 98.11 ４ 28 大阪天王寺 49 50 ＋1 91.60 ５ 72

箕面中央 56 57 ＋1 98.21 ５ 25 大阪東南 60 63 十3 100.00 ４ １

守　　　　F」 85 87 ＋2 95.24 ４ 55 大阪鶴見 47 48 ＋1 95.27 ４ 54

寝　屋　川 61 61 ０ 94.29 ５ 63 大阪梅田 66 66 ０ 97.19 ４ 37

大　　　　阪 304 316 ＋12 86.02 ５ 74 大阪梅田東 59 61 ＋2 99.02 ５ 22

大阪阿倍野 66 67 ＋1 96.07 ４ 46 大阪うつぼ 75 78 ＋3 95.83 ５ 49

大阪ちややまち 67 69 十2 99.49 ３ 17 大阪淀川 83 87 ＋4 99.50 ５ 16

大阪中央 62 64 ＋2 100.00 ４ １ 千　　　　里 78 79 ＋1 97.10 ４ 38

大阪堂島 60 61 ＋1 95.48 ３ 53 摂　　　津 46 48 ＋2 96.37 ５ 44

大阪阪南 80 79 －1 99.04 ４ 21 四　條　畷 25 25 ０ 76.00 ４ 76

大阪阪和 50 49 －１ 92.55 ４ 69 吹　　　　田 76 74 －2 100.00 ４ １

大　阪　束 140 141 ＋1 97.52 ４ 33 吹田汪坂 50 50 ０ 100.00 ４ １

大阪東淀 72 73 ＋1 96.95 ３ 40 吹　田　西 66 70 十4 100.00 ３ １

大阪平野 57 57 ０ 100.00 ４ １ 高　　　　槻 68 72 ＋4 98.81 ４ 23

大阪本町 68 69 ＋1 98.16 ４ 27 高　槻　東 58 58 ０ 99.65 ５ 15

大　阪　城 17 17 ０ 94.64 ４ 60 高　槻　西 39 41 十2 100.00 ４ １

大阪城南 77 79 ＋2 100.00 ５ １ 豊　　　　中 77 77 ０ 95.52 ４ 52

大阪城東 69 71 ＋2 98.17 ５ 26 豊　中　南 57 60 ＋3 99.48 ４ 18

大阪柏原 46 51 ＋5 92.03 ４ 70 豊中一大阪
｢司|原フタi巷

64 64 ０ 94.74 ５ 59

大　阪　北 187 192 十5 90.71 ４ 73 豊中千里 42 42 ０ 92.85 ４ 68

大阪北梅田 74 74 ０ 96.80 ３ 41 八　　　　尾 79 82 ＋3 98.61 ３ 24

大阪北淀 56 58 ＋2 97.77 ４ 31 ハ尾中央 50 50 ０ 96.00 ４ 47

大阪御堂筋 49 52 十3 94.23 ４ 64 八　尾　東 53 53 ０ 83.14 ５ 75

大　阪　南 184 185 十1 95.12 ４ 56

大　阪　港 38 38 ０ 93.57 ４ 67

大阪中之島 51 50 －1 100.00 ４ １ クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪難波 89 86 －3 97.28 ４ 35 76 5,353 5､440 ＋87 96.32％
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郎
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郎
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一
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男
廣
育

吹
吹

米山功労者
次の方たちに米山丿力りj･者の称号が贈られ

ました。

武
作
男
胤
幸
弘
前
一
郎
廣
帰
介
弥
一
㈱

　
　
　
　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ｙ

　
周
民
昌
昌
占
林
恭
三
　
　
　
洋
一
哉
八

田
田
地
塚
村
田
林
円
頂
山
林
西
葎
深
安

福
梶
ド
中
心
匹
小
心
心
内
弔
中
伊
占
平

※鮑ユニオン１ぜん人紹介所

※印＝2 jlll目以1･

ぐ綱引

叫引い

　　　　(1993)

箕面中央ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　阪　束ＲＣ

大　阪　束ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大阪鶴兄ＲＣ

大　阪　西ＲＣ

豊中千肌ＲＣ

吹田汗坂ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

米山フアンドフェロー

次の方たちにファンドフェローの称号が

贈られました。

本
中
野
橋
子
本
枝
岡

岸
田
中
市
金
木
國
笹

佐賀原

中
在
野
坂
田
崎
　
村
田
谷
油
木
　
原
崎
田
崎
田

田
音
西
小
芦
岩
辻
西
羽
大
津
安
辻
榎
占
柏
小
福

卯　一郎

直
一
信
豊
三
司
治
男
和
信
治
勉
元
毅
郎
男
三
壽
二
弘
司
之
明

　
凱
正
　
慶
幹
正
篤
成
秀
政
　
　
煕
三
敏
祐
　
順
　
武
嘉
弘

喜保一一

照　夫

　　守

　　　　(1993)

箕面中央ＲＣ

大阪平野ＲＣ

大阪平野ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大阪住之江ＲＣ

大阪住之江ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

摂
千
千
１
千
千
吹
昂
昂
豊
豊
豊
大

dtRC

里ＲＣ

里ＲＣ

肌ＲＣ

里ＲＣ

里ＲＣ

田　西ＲＣ

こぷ堅ＲＣ|ら一々隋ＲＣ

隔）が図ＲＣ

中
中
中

阪 阪

南ＲＣ

南ＲＣ

南ＲＣ

和ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

石　田

称号が贈られました。

谷
中
田
郷
根
田

紙
田
植
吾
関
石

※
※
※
　
　
　
※

藤
中
辻
中
高
輯
岩
山
松
田

　
　
　
　
　
　
　
※

JI

９
‐
信
意
業
恒
博
匹

修
用
治
清
荘
章
英
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　中村孝三郎

　水上兼三

中　堂　芳　広君(池田くれはRC)

　平成５年９月19日逝去淳年49歳)

　昭和19年１月４日生まれ

　昭和60年４月22日入会

弘君(大阪南RC)

平成５年10月３日逝去（享年61歳）

昭和７年１月10日生まれ

平成３年２月人会

ポール･ハリスフェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

ポール･ハリス･フエロー

次の方たちにポール･ハリス・フエローの

(1993)
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クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

　新年おめでとうございます。

　クラブの会長さん・幹事さん、そして会員

皆様。お元気で新しい年をお迎えになられま

したことを心からお慶び申し上げます。

　内外共に大きな問題を抱えてのお正月です

が、ロータリアンとしての意義と慶びを失わ

ず、前途に希望を持って明るく力強く力を合

わせてロータリーに参加し、今年もまた一歩

前進できる年でありたいと願っています。

　昨年の７月に就任してやっと峠を越し、ヤ

レヤレと一息ついて新年を迎えました。ロー

タリーに明け暮れた半年でしたが、７月14日

より高槻R.C.を出発いたしました公式訪問

も12月22日の茨木R.C.にやっと到着し終了

致しました。健康を害することもなく無事に

全クラブを訪問し終えることができましたの

は、ひとえに神仏の御加護のおかげと感謝し

ています。訪問致しました際にはいろいろと

お世話になり有り難うございました。あらた

めて厚く御礼申し上げます。

　私たちの年度も後６ヵ月。　６ヵ月の間に各

地区委員会をはじめ、会長エレクト研修セミ

ナー､地区協議会､ローターアクト年次大会、

I.G.F.、海のライラ、仲良し運動会、そし

て地区大会と大切な地区行事、会合が続きま

す。これらの行事、会合が滞りなく立派に開

催できるように引き続いてのご協力をお願い

いたします。

　さて、１月はロータリー理解推進月間です。

　バース会長は「会員であるがロータリアン

ではない人がいる」とおっしやって、ロータ

リーをしっかり勉強し、身につけ、実行する

ようにと私たちを励まされました。

　まず私たちはロータリーを勉強しなくては

なりません。手続要覧をしっかりひもときま

しょう。手続要覧はロータリーのルールブッ

クです。スポーツ選手がルールを知らないで

ゲームはできません。ロータリアンであるた

めの第一条件はやはりロータリーのルールを

身につけていることでしょう。

　各クラブでロータリーの情報を徹底して提

供して頂きたい。そして、会員が残らずそれ

を身につけ、実行して下さるようにお願いし

たいと思います。

　　「一年の計は元旦にあり」と申します。今

年１年の計をしっかり立てましょう。そして

それを残らず実行に移していきましょう。

　今年も充実した幸せな１年でありますよう

お祈り致します。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax0726-24-2669 ＜再生紙使用＞
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公式訪問を終えて

　　､、バナーの重要な任務の一つは、ガバナ
　カ

ーに就任後の半年の間に根当地区の全

クラブを公式訪問するということです。

　当2660地区には12月末現在77クラブありま

す｡12月８目に創立総会を間催した茨本西ロ

ータリークラブを除いて、昨年の７月14日か

ら12月22日までに地区内の76クラブ全部を公

式訪問いたしました。

　半年に76クラブというとやはり相当に厳

しい。その間、自分の職業奉仕を加えての

公式訪問ですから、時に週５クラブという

のもあって、ひどい疲れを覚えたこともあ

ります。でも、クラブを訪問し、ニコニコ

顔の会員皆様に拍手で迎えられる時、その

つらい思いはいっぺんにふっ飛んでしまい

ます。

　　　しいと思うのはやはり例会の卓話です。
　難　

キッチリ時間通りに終わらねばなりま

せんが、クラブによっては20分とか25分しか

卓話時間がいただけないところもありまし

た｡外部卓話の場合は例会行事を早く終えて、

なるべくたくさんの時間をさしあげるように

して欣しいと思います。

　どのクラブも例会を楽しく、意義あるもの

にしたいと、考えた上にも考え、工夫をこら

していられる様子がよくわかりました。

ＳＡＡさん、まことにご苦労さんです。

　ニコニコ箱に入れる理由を大変上手にユー

モアにあふれ楽しく書かれたものがたくさん

ありましたし、それを紹介するＳＡＡさんの

とても上手なクラブも幾つかありました。

　い　９も聞くことですが｀例会の早退はぽ

　　　んとうに困ったことです。どこのクラ

ブでも、ニコニコ箱の報告が終わると卓話の

時間となりますが「それでは本日の卓話‥

・」とＳＡＡが言うのと同時にビジターのほ

とんどが立ちあがって出口へと殺到します。

クラブによっては20名から30名のビジターが

一斉に立ち上がります。一般席なら余り気に

なりませんでしたが、卓話テーブルから見る

ｶﾞﾊﾞﾅｰ　大　森　慈　祥

と、とんでもないということが本当によくわ

かりました。これはいけない。何とかしなけ

ればと思ったことです。

　ビジター退場の混乱にまぎれてそのクラブ

の会員がい退することもあるといいます。そ

れも常習者がいるとか、全くとんでもないロ

ータリアン？です。

　ある夜間例会のクラブでは、食嘔が卓話の

後、つまり例会時間の一壽後なのですが、ビ

ジターは一人も早退しませんでした。

　＿　百人を越える会員を要する大クラブか

　ー　‾　ら、わずか18名という弱小クラブ。 70

年の歴史を誇る古豪クラブがあるかと思う

と、創立何カ月という出来たでホヤホヤのク

ラブもあります。

　地区に密着した社会奉仕に汗を流している

クラブ。姉妹クラブを幾つも持って国際奉仕

にとても熱心なクラブ。会員と家族の親睦に

うんと力を入れるクラブ。増強にやっきにな

っているクラブ。ローターアクトクラブやイ

ンターアクトクラブに力を入れるクラブ。国

際青少年交換や奨学生、留学生のお世話に懸

命なクラブ。Ｒ財団ＰＨＦと米山功労者のう

んと多いクラブ。大きな寄付金累計額を持っ

たクラブ。会長さん、幹事さんのとてもしっ

かりしたクラブ。創立後間もないクラブは全

員がとても熱心で心を合わせて立派なクラブ

作りに精を出しています。そんな立派なすば

らしいクラブがたくさんありました。

　　　んな中で、職業奉仕のボランティア活
　そ　

動を誤解したままのクラブもあったり

たった一一人の妙な言動のために、はなはだし

く親睦を欠いたクラブや、何もこれといった

ことをしていないようなクラブも二、三あり

ましたが、ほとんどのクラブは、今年度の

R.I.の方針に添って立派に活動して下さっ

ていて､とてもうれしい思いをいたしました。

　公式訪問でいろいろ話し合ったことを生か

し、強力な活動をしていただきますようにお

願いし、公式訪問終了報告といたします。

●

●
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ロータリーの原点を探ろう

㎜■㎜･■･■■･■■㎜■㎜■■■･■･■■■･■㎜■㎜㎜㎜㎜

元Ｒ．｜．理事

バスト・ガバナ

1.物事の発祥には「天の時」「地の理」「人

　の和」が不可欠です。アメリカという新天

　地に欧州のみならず各地より移住した人々

　も、南北戦争を経過し、資源に恵まれた国

　土に産業革命により開発された技術を基礎

　に､鉄鋼業・鉄道事業等により富を蓄積し、

　更に個人はゴールドラッシュの活動によ

　り、19世紀末には世界の注目を浴びる強大

　国となった。しかし貧富の拡大や国や自治

　体の努力によっても解決し難い社会現象も

　一種の「地の利」となり、此処に「人の和」

　というロータリーの萌芽となったことは、

　大きく言えば人類の幸運でしょう。 1905年

　幾つかの職を経て弁護士となったポール・

　ハリスは、３人の友と語り合い、米国第２

　の大都市シカゴの恥部を自らの手で浄化し

　ようと志を立て、情報を集め手段を究める

　べく４人の事務所を持回り会所として議論

　し、方途を検討したのです。会所を巡回し

　たので、ロータリーの語源になったことも

　意義深いことです。意義ある組織には創立

　者の人間性と組織者の協同が不可欠です。

　ロータリーの発展途中にポール・ハリスを

　天国にお返しして50年近くになります。ロ

　ータリーの基礎は固まりましたが、今日の

　ロータリーは120万の会員を擁する大規

　模となり、創立者ポールに面識ある人も少

　なくなり、肖像画や胸像によりロータリア

　ンの心中にポールは生き続けています。幸

　運な事に私はポールに面識があり握手まで

　した数少ないロータリアンです。 1935年早

　春マニラの太平洋地域大会に出席する私の

　父（大阪ロータリークラブチヤーターメン

伊　藤　恭　－

　バー）を神戸港に碇泊する豪華客船プレジ

　デント・クーリッジ号に見送りに行きまし

　た。メイン・ロビーに上ると父はポールと

　話してました｡私は父の傍に行きましたら、

　ポールは手を差し出してくれましたので握

　手をして二、三の話をしました。ポールの

　手は何と､冷たかったかを覚えています。こ

　れに反しポールの眼は柔和であり陽光に満

　ちたような印象を受けました。下船ドラが

　なりBon voyageを残して退船してから60

　年近い歳月となりました。私が大阪Ｒ．Ｃ．

　に入会を許されたのは29年後になります。

　　私は自己主張が強いためか、R.I.会長

　や事務総長よりの通達に納得出来ない事が

　多くありました。　しかし、その時はポール

　・ハリス著This Rotarian Age日本語訳米

　山梅吉「ロータリーの理想と友愛」を繕く

　ことにより､解決されるのが私の慣行です。

　私は今日迄に「ロータリーの理想と友愛」

　を百冊以h購入しました｡何の為でしょう。

　この本の精神を墨守して、大阪R.C.会長

　も、地区ガバナーも、R.I.理事の任務も

　大過なく過し得たと思っています。

2.「天災は忘れた頃にやってくる」は寺田

　寅彦博士の名言です。今年（1993）は関東

　大震災より70年が経過しました。日本人と

　して将又ロータリアンとして頂門の一針と

　も言うべき小冊子「日本ロータリーの原風

　景を辿る」を、D-2750東京西R.C.が刊行

　しました。幸いロータリーの友12月号に

　　「2750地区だより」として全文写真縮少し

　て掲載されましたので、お読み頂き、1923

　年の世界のR.C.が日本をどう見ていた
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　か、世界のロータリアンの暖かい援助の手

　に、我々はどれ程元気付けられたかを銘記

　して頂きたい。援助の手を差し延べること

　は強制でなく、自らの心より発する奉仕の

　精神であるべきです。更に一言付け加えま

　すが、東京横浜一帯は交通通信杜絶し、外

　国電報は大阪に集中し、外国R.C.の送金

　は暫時横浜正金銀行大阪支店に届けられ、

　東京への現金送金を要望されました。当時

　の大阪R.C.会長星野行則さんは、体が大

　きく、若くて、元気な私の父忠兵衛に現送

　を要請されました。父は、屈強な社員２名

　とリュックサックに詰め込まれた10円札を

　背に上京しました。　９才の私には始めて兄

　た10円札の印象が強かったのでしょう。

3.目本のロータリーに今一番必要なMulti-

　1ingalismに努めて頂きたい。手始めにThe

　Rotarian詰を購読して頂きたい。 Annual

　Conventionや日本よりの参加の多い

　Rlgional Conferenceには同時通訳が用意

　されていますが、分科今迄は不可能です。

　世界中で最も多く広く使われている言語は

　英語です。オランダ・ベルギー・スイスの

　人の如く５カ国語を使い別けることは困難

　ですが、今の日本の如く非英語英語が使わ

　れている限り日本人の語学の向トは困難で

　す。　The Rotarian詰1993年４月齢にエバ

　ンストンのロータリー事務所のHall of

　Honor室に、ロータリーの削々l者ポール・

　ハリスの等身大のブロンズ像が、東京京浜

　R.C.盛岡公彦さん（胸像製作）より寄贈

　された記事があります。盛岡さんの父君が

　1935年来目したポール・ハリスの胸像作成

　の依頼をうけた時に全身々l体画像を基にし

　て作成されたものです。私は昨年（1992）

　存盛岡さんより単独で寄附すべきや或は賛

　同者を募って行うべきやの相談を受けまし

　た。

　最後に日本人の会議の運営とか討論会のル

ールについては一考も二者も必要です｡ロータ

リーの手続要覧に曽ては「ロバート議事規則

による」と河いてありましたが、最近はおい

てありません。世界各国より移住した人々よ

り成り立つアメリカでは、英系、仏系、独系、

西系、東洋系と、個々のルールで全体を統轄

し難くＲＯＢＥＲＴというかが、集大成したル

ールブックと中せます。幸い㈱ロバート議事

規則研究所（075-841-2535）が日本訳をされ

ました。

　今日の規定審議会は、この規則に則ってい

るとは申せませんが、私の目からすると規定

審議会の厳正が緩んでいるように思います。

ヽヽヽ-ヽ地　区　便 り 四

目を迎える令となったロータリー・ボランテ

ィア委員会の経過説明があり、在来当委員会

の存在理由、意義がとかく不鮮明であるとの

印象を持たれる向きがあったがニの機会に良

く勉強して戴き、その結果をクラブに持ち帰

られ卓話等一層ボランティア委員会のＰＲを

され圭すとともに登録を呼び掛けて戴きたい

挨拶があった。

　引続き杉本委い長から当初ボランティア

ビューローの実現等に努力を傾けたが府下各

自治体等におけるこの面ビューローの発展等

のこともあり、ロータリーとしては将来とも

本来のボランティアの登録とクラブサイドで

クラブボランティア委員長(担当者)

　　　会議報告書

ボランティア委員会

委員長杉　本　久仁－(八胎|啖)

日　時:1993年９月22日(水)14:00～16:00

場　所：薬業年金会館４Ｆ

出席者：松本パストガバナー、中野ガバナー

　　　　ノミニー、地区委員長、委員計４名

　　　　参加61クラブ(80.3％)

　冒頭松本パストガバナーの３年の試行期間

を経た後、職業奉仕部門の枠内に移管、５年
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のボランティア要請に全力投球したい。登録

については阿倍野R.C.の22名と言うクラブ

もあるが志願者皆無のクラブが多い｡優良ボラ

ンティアの地区表彰も継続する。登録及び要

請河式については在未記入が繁雑であったの

を国内用のみ簡単に１枚に改め、気軽に登録

をして戴ける様､配慮している事等に引続き、

登録状況の説明、先般クラブに対して行った

アンケートについての分析結果について、ボ

ランティア(委)の活動についてのマニュアル

が望ましい等の意見が多く寄せられた等の報

告があった。

　四碇委員からは登録についての現状報告と

将来的にも地区レベル、クラブレベルともに

PRを拡大すぺきであり、又クラブによるボ

ランティア要請についてはかなり困難な作業

であろうとの指摘が行われた。

　岡本委員からは職業的な特別な技術、技能

に限定せず個人の幅広い能力を社会の為、役

立ててほしいとの要望があり、引続いて質疑

応答に移り、最終に中野ガバナーノミニーの

講評があり散会した。

‥--－一一　　一－-･-－－-－

｜．Ｇ。Ｆ。第６組　報告書

_＿　　　　　　　________｡＿___＿＿

　　ホスト：大阪城東ロータリークラプ

　　フォーラム委員長桂　　　知　良

日　時:1993年10月30日出12:30～16:00

場　所：ホテルニューオータニ大阪

参加者:11クラブ　298名

　　　　特別参加　14名

　あいにくの秋雨の中、第６組のI.G.F.が、

松本良諒ゼネラルリーダーのご指導の下、大

森ガバナー、関係バスト・ガバナーを迎えて

開催されました。

　地区報告の後､今年度はフォーラムを１部と

２部に分け、第１部では、地球規模的に問題

になっている『環境問題』を取り上げました。

講師に大阪市環境事業局廃棄物減量対策室長

の篠原正弘氏をお迎えして、「大阪市の廃棄

物行政の現状と将来」と題して、ご講演頂き

ました。我々の身近な問題である“ゴミ”は、

家庭系ゴミと事業系ゴミと環境系ゴミに分け

られ、そのいずれにもロータリアンは関係し

ているということで、「意識改革」によって

少しでも“ゴミの減量”を考えなくてはなら

ないと再認識致しました。

　第２部では「会員増強について」バズセッ

ション方式を取り入れ、30テーブルに分かれ

○　なぜ会員を増強しなければならないのか？

○　会員を増やすためには「５人で１名の新

　会員計画」を実行することでよいのか？

○　会員増は質の低下につながらないのか？

　　（いわゆる量と質の問題）

○　会員数の上限を設けなくてよいのか？

　　（適正規模）

○　会員の退会防止策はあるのか？

　　（退会防止）

○　過去にも一度も新会員を推薦したことが

　ない会員がいるが、何故なのか？

h記の項目を切り口にして各テーブルで侃々

鍔々、意気盛ん、非常に熱心に討論頂き、40

分という討論時間では足らないくらいでし

た。会員増強についての是非は、後日の記録

誌に掲載させて項きます。

　最後にご協力項きました皆々様に、心から

御札中し七げます｡ありがとうございました。

１．Ｇ。Ｆ。第３組　報告書

ホスト：寝屋川ロータリークラブ

フォーラム委員長生　野　邦　彦

　1993年～1994年度、国際ロータリー第2660

地区、第３組のI.G.F.が、11月６日(七、寝

屋川R.C.をホストとして、寝屋川市立市民
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会館で開催された。

　点鐘、君が代、ロータリーソングの斉唱等

型通り行われ、「今回のI.G.F.は、中西ゼネ

ラルリーダーの御教示により、ディペート方

式によるフォーラムを行うことにした。この

フォーラムをゲーム感覚で楽しんで頂くなか

で、御出席ロータリアンの知的基礎体力を豊

富にし､ロータリー活動に邁進して頂きたい」

とあいさつ。又ホストクラブの小西真明会長

は「ディベートゲームは、与えられたテーマ

について、それぞれ賛成、反対の立場から論

争をして頂くが、これは正しい、正しくない

ではなく、討論内容は、論客或はクラブの

意見でもない、いねば賛成・反対の両意見を

聞くことによって、テーマの持つ真の意味を

理解して頂きたい」と歓迎の辞。

　ディベートゲームは、当時者の心配をふき

とばす様に、論争にジョークあり、唄ありで

今迄のI.G.F.とは一味違った趣向であった

し、全員がフォーラムに参加の意識を持てた

ように思えた。

　ゲーム終了後､中西ゼネラルリーダーは「デ

ィベートゲームが成功するか心配していた

が、うまくいった」と喜ばれ、大森ガバナー

からは「大変興味深かった」とご講評を頂

いた。

　最後に次回開催のI.G.F.ホストクラブの

村田敏秋門真R.C.会長より、決意を表明さ

れてI.G.F.は終了した。

　次いで親睦ビアパーティーが開催され､和気

あいあいの雰囲気の中で「手に手つないで」を

全員で合唱してめでたく閉会された。

　ディベートゲームのテーマを記します。

出　職業奉仕の新方針についての是非

（2）日本研究、特別米山奨学金の可否

（3）ボランティア委か1会を職業奉仕に属さす

　ことの是非

（4）アイ・サーブか、ウィ・サーブか
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区ＲＡｃとの交流運動会

ローターアクト委員会

委員長北　村　英　－(吹田)

　10月24日(日)吹田市費津第２小学校校庭で

2640地区RACと2660地区RACとの交流大運

動会が開催されました。2640地区才門三郎、

2660地区中野董大両ガバナーノミニーの御

出席を頃いて、両地区ロータリアン、ロータ

ーアクト参加約160名、ぬけるような秋空の

下、網引き、借物競走、フォークダンス等々、

苔いエネルギーを精一杯発散させて、楽しい

交流の輪が広がりました。

　昨年２月、泉大津RAC15周年記念式典に

当地区RAC代表、役員等が参列したのがき

っかけで、かつては266地区として同一地区

内であった親しみを復活しようと活か進み、

３月羽衣荘で第１回の交流会がもたれ、山中

ガバナー始め当地区から多数RC、RACメン

バーが参加しました。今後毎年ホストを交互

に交代して交流会を持つ事となり、本年度は

当地区でこの運動会がもたれたわけです。

　一昨年の３月、松山で又昨年５月、札幌で

開催されたアジア第１、第３ゾーンＲＡＣ研

修会に参加した析、全国各地のRACとの交

流の中で、他地区のメンバーが当地区に比べ

地域が広くクラブが分散した不便な交通状況

下にも拘らず、奉仕活動にたいへんな意欲と

情熱をもって活躍している事に、私達は大い

に啓発され当地区のＲＡＣのあり方について

反省する点が多々ありました。海外RACと

の交流は別にして、国内各地区のRACとの

交流が今迄あまり行われていなかった事か

ら、当地区内各クラブ活動に刺激を与え、そ

の活性化につながる他地区との交流を今後更

に広げてくれるように祈っています。
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インターアクト年次大会報告

インターアクト委員会

委員長中　島　孝　夫(八尾)

　アジアからのSOS－みんなでつなぐ２つ

の輪－をテーマに､1993年11月14（囲）９時30分

より本年度のインターアクト年次大会は担当

校大谷中・高等学校を会場にして開催され

た。開校を提唱するロータリークラブ大阪阿

倍野では、インターアクト年次大会実行委員

会を組織、実行委員長松ド文武会員、IA委

員長は渡辺純一会員が大谷中・高等学校の藤

原、大江教諭と息のあった準備によって、年

次大会は大いに盛りＬがったものとなった。

　セレモニーでは岩本、坂口、亀井等のイン

ターアクターがそれぞれ活躍、歓迎の言葉は

同校校長の左藤　恵氏、大阪阿倍野R.C.三

野信雄会長、大森ガバナーの挨拶、来賓挨拶

は大阪市長代理と中野董夫ガバナーノミニー

がされた。

　９クラブの活動がスライドにて、大きな画

面で紹介されたあと、今回のテーマ「アジア

からのSOS」と題する記念講演が仏教奉仕

会川崎　剣氏によって行われた。川崎氏は清

風高校で教諭をされているが、アジアを歴訪

して難民問題に強く興味を持たれ、アジアの

難民の中に自立の道を探りながらもメガネが

ないゆえに仕事ができない人が多いことに心

を痛められ日本からメガネの中古品を送る運

動を続けられている。インターアクトではこ

の川崎氏の運動に賛同して、地区９校のイ

ンターアクターたちが全校生徒に呼びかけ

て、年次大会までに2660地区に因む数を目標

に中古メガネ収集に努めたのだった。提唱ロ

ータリークラブをはじめ地区全クラブにもガ

バナーから収集を要請して頂いた結果、目標

を優に越える3､800個のメガネが集まったの

である。川崎氏の講演はスライドを使い詳し

くアジアの実情を紹介された、我々の運動が

どんなに意味のあるものか、やってよかった

との感動が胸をよぎる。

　講演の後､メガネの贈呈式があり、川崎氏よ

り感謝状が大谷ＩＡＣＮに手渡された。

　昼食には大谷中・高等学校茶道部によるお

茶の接待があり、女子校らしいこころ配りで

あった。午後は参加生徒全員によるメガネの

洗浄、ケース詰めの作業があった。手際よく

スムーズに運び、午後２時半には作業を終え

て、松下実行委員長の閉会の挨拶があり、意

義深い年次大会は終了した。

第 ２ 回 ク ラ ブ 規 定 情 報 委 員 長 会 議 報 告
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規定情報委員会

　委員長土　井　正　裕(大阪北)

　1993年12月８日（水）14時から、薬業年金会館

で開催し、

イ）大森ガバナーから開会のご挨拶

ロ）山中クラブ奉仕担当バストガバナーか

　　ら、

　　a.　1995年１月23～24日にベネズエラの

　　　カラカスで開催される規定審議会

　　　（R.I.の立法機関）に、クラブから立

　　　法案を提案される場合の地区ガバナー

　　　ヘの提出期限等（『ガバナー月信』第４

　　　号６頁掲載）の説明

　　ｂ．配布冊子「ロータリアンの奉仕の理

　　　念の流れと決議23－34について」の紹

　　　介と利用のお奨め

ハ）R.I.会長情報カウンセラーの委嘱を受

　　けておられる種田パストガバナーから、

　　R.1.会長情報カウンセラーの役割等につ

　　いての説明

があり、続いて議事に入った。

1）クラブ規定情報委員長の方々のご要望に

　沿い実施した「クラブのロータリー情報活

　勤に関するアンケート調査」の回答集につ

　いて、地区規定情報委員長から概要を説明

　した。

2）大阪東ロータリークラブから提案され

　た、現行推奨クラブ細則には規定されてい

　ない「クラブ決算の承認および公表義務の



圓

●

●

｜

｜

規定化」について、提案の趣旨説明に続い

て、数クラブから実情の説明や意見が述べ

られ、“クラブ決算の承認・公表に関する

規定を「推奨クラブ細則」に設けるには、

R.I.規定審議会の審議を経なければなら

ない｡「推奨クラブ細則」に規定が無くても、

－ 一 一

クラブ細則に規定することは差し支えない

から、規定化を望まれるクラブは、クラブ

細則に必要な条項を設けて実施していた

だくご’こととした。

　終わりに、中野ガバナーノ

があり、16時に閉会した。

ミニーのご挨拶

　　　　国際ロータリー第2660地区世界社会奉仕（ＷＣＳ）　　　　＝

－ブラジル･サンパウロ日伯援護協会及びアマソン地区マナウス日系人学校に援助－　｜

世界社会奉仕委員会委員長藤　井　宏　－(大阪lyfL)

　国際ロータリー第2660地区世界社会奉仕委

員会は1993～’94年度奉仕の一環としてブラ

ジル・サンパウロ口煩援護協会（ＢＥＮＥＦＩＣ

ＥＩＡ　　ＮＩＰＯ-ＢＲＡＳＩＬＥＲＩＡ　　ＤＥ　　ＳＡＯ

ＰＡＵＬＯ）及びアマゾン地区マナウス日系人

学校（ＭＡＮＡＵＳ､ＡＭＡＺＯＮＡＳ）に援助を

行いました。

　現在、口煩援護協会はブラジル在住日系人

をはじめ非日系人を対象に、実に口本の約22

倍という広大な国土に於て、ボランティアと

言う形で精力的な巡回医療活動を行なってお

られます。 1975年に日本から送られた車と旧

型（15年前のもの）胃カメラを用いて、８人

の医療班の方々が年間３万キロに及ぶ巡回を

行い、３千人以上の人々の病気早期発見と治

療に当たってこられました。

　また､マナウス･フローリスロータリークラ

ブを通じてかねてより援助を行なってまいり

ました日煩初等中学校はブラジルに於いては

まれな全日制の学校で、日本からの宣教師・

中田智之氏が現地に派遣されており、多くの

期待が寄せられているものの、現在は生徒数

37名で、月間３千ドルの不足をきたしており

ます。　しかし、やがて生徒数も増加をする傾

向にあり、間もなく自主運営が可能であると

言う時期にきていると言う状態です。

　そこで、去る1993年10月、国際ロータリー

第2660地区世界社会奉仕委員・吉川謹司氏が

ブラジル・サンパウロ日伯援護協会を訪れて

ブラジル・シボレー製の最新型救急車及び日

本アサヒ・ペンタックス製ガストロ・カメラ

を寄贈致しました。救急車の車体の両わきに

　「ＲＯＴＡＲＹ　　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　　ＤＩＳ-

ＴＲＩＣＴ ２６６０」がWSCの文字と共に記され

ております。サンパウロ日伯援護協会会長原

沢和夫氏からは、この救急車は市内はもちろ

ん、奥地の日系人、非日系人のために活躍し、

大いなる感謝をもってロータリーの意図する

ところを存分に活かしたい、との謝辞が述べ

られました。

　また吉川謹司氏はサンパウロから這か北西

にありますブラジル・アマゾン地区マナウス

ヘと飛び、現地視察と共に経済的な援助要請

に対して､日伯初等中学校の責任者Josephina

de Melleジョセフィーナ女史に援助金１万

ドルを贈呈致しました。その際、マナウス市

長より丁重な感謝のことばを受けました。ま

たこの国際ロータリーの善意の奉仕を多くの

日本語・ポルトガル語のマスコミが大きくと

りあげました。

　サンパウロ及びマナウスに於て、関係の

方々はいずれもが喜びと感謝を表し、その気

持ちを地区の皆さまに伝えるようにと吉川謹

司氏は依頼されて帰国しました。
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尚一白クラブ便り一白-

ハ尾東ＲＡＣが15歳になりました／

八尾東ローターアクトクラブ

ハ尾東青少年奉仕委員会

　本年がハ尾束RAC15周年にあたりますが、

多年からの準備も出来ず、私達RACは15年

記念として小さな内輪だけの合同例会を開催

し上うと患い計画を立てたところ、八尾東ロ

ータリフンの皆さんの患いも寄らぬ心こもる

ご協力に上り、RAC15周年記念合同例会を

八尾プリズムホールで開催することが出来ま

した。中でも職業奉仕、国際奉仕、社会奉仕

等の各奉仕部門の催しを加えていただき、そ

れはそれは楽しい集いでした。即ちこの記念

合同例会で職業奉仕委ｎは当地区で目々人の

為に奉仕されている巾民の方々を表彰され

ました。私達仲間はその人々に大きな拍手を

送りました。国際奉仕委員はG.S.E.のお客

様を記念合同例会にご招待申し［lげ､なごやか

に食事を共にし、その中で彼らは一人一人の

家族や住まいをビデオで紹介してくれまし

た。社会奉仕委員は青少年の為のすばらしい

卓話を贈り花を添えて頂き、又八尾市からは

国際交流センターの人々の参加もあり大変賑

やかに私達が想像しえなかった良きハ尾東

RAC15周年記念介同例会をすることが出来

ました。又地区の皆さんの祝電やご参加有り

難うございました。

聖ﾖﾊﾈ学園とのｸﾘｰﾝﾊｲｷﾝｸﾞに参加して

　　　　　　　近　藤　珠　穂(高m八c)

　秋も深まった11月14日、高槻RAC恒例の

クリーンハイキングが、摂津狭で行われまし

た。心配していた雨もあがり、ホカホカ暖か

い小春日和でしたが、前日の雨による増水の

ため、河原におりることができなかったのが

残念でした。

　例年通り、聖ヨハネ学園の小学生を対象と

し、20名の参加がありました。また今回は、

池田ＲＡＣから４名、大阪空港RACより１名、

及びキリスト教学園社会福祉専門学校からも

４名参加して下さいました。この行事も15回

目を迎え、すっかり地区の中でも定着したよ

うで、会員の一人としてうれしいことです。

　私にとってはじめてのクリーンハイキング

で、自分が小学生に戻ったような気分でハイ

キングをしたり、公園でシーソーに乗ったり

と楽しんでいましたが、普段の運動不足のツ

ケなのか、すぐに疲れてしまいました。また

何回も参加してくれている小学生は、私など

よりも、このクリーンハイキングのことをよ

く知っているので「学園に帰ったらサッカー

しような」「焼芋はまだせえへんの」と言っ

てくれるのですが、「川は水が多くて危ない

から焼芋は学園でするのよ」というと、心底

がっかりした表情になってしまいました。聖
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ヨハネ学園のグラウンドもまだぬかるみが残

っていましたが、大人たちもサッカーとドッ

ヂボールの２組に別れ、途中で焼芋を食べな

がら、走り回っておりました。

　行方不明者も、けが人もなく無事終了する

ことができてホッとしましたが、小学生の子

供だちと遊ぶのは考えていたよりも難しいこ

とでした。今後も楽しいクリーンハイキング

が迎えられるように考えていきたいと思って

おります。

第２回　新会員研修セミナー開催される／

　ガバナー提唱による第２回地区新会員研修

セミナーが去る12月11日辨天宗信者会館にお

いて開催され、昨年１月から６月までに入会

した新会員170名が受講した。

　定刻午後１時30分開会点鐘。大木地区トレ

ーナーの開会の挨拶に続いて、大森ガバナー

より講師と臨席バスト・ガバナー紹介と挨拶

があった。

　当日の講師及び臨席のバスト・ガバナー

は、伊藤元R.I.理事、種田R.I.会長情報カ

ウンセラー、山中直前G.、土井地区情報委

員長、坂東P.G.、中野G.N.であった。

　研修は、まず山中直前ガバナーから『ロー

タリーの歴史について』と題して、自身の筆

になる「ロータリーの奉仕の理念の流れと決

議23－34について」を詳しく説明され、また

米山梅吉氏の日本でのロータリークラブ設立

等についての簡潔な講話があった。

　続いて、伊藤元R.I.理事より「ロータリー

の本質について」の講話があり、ポール・ハ

リスと握手した思い出や、持参したポール・

ハリスの胸像を前に、R.I.本部にある日本

人がR.I.に寄贈したポール・ハリスの等身

大のブロンズ像について話されると共に、ロ

ータリーの友12月号に掲載された「日本のロ

ータリーの原風景を辿る」について話され、

関東大震災のときの各国ロータリークラブか

らの救援金のことなどを話された。

　小憩の後、『ロータリアンの特典と義務』

という演題で、楠田R.I.会長情報カウンセ

ラーの講話があった。まずR.I.の役員や組

織、運営等について話され、またややもすれ

ば間違いやすい事例や、会員の身分の存続、

保全される会員の特典、義務などについての

説明があり、例会への出席、メータアップの

厳正な実行等について講話された。

　続いて、土井地区情報委員長から、今年度

発行された「ご存じですか（ロータリー情報

基本編）」をもとに、ロータリーの発生から

米山奨学会に至るまで、手続要覧との照合を

行いながら簡明に解説された。

　最後に質疑応答の時間があり、出席者から

若干の質問があり、ガバナーや情報委員長か

ら回答があって後、閉会とした。

　中野ガバナーノミニーから、本日の講師の

お話はまことに卓越したものであり、私も勉

強致しましたという閉会の言葉で閉会「手に

手つないで」を合唱して午後４時30分解散。

　出席した170名の新会員は、途中退席する

者もなく、すばらしい各講師の講話に耳を傾

け熱心に勉強していた。　　　　　　　（清）
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皿

1993年11月度　出席報告

ク　ラ　ブ
帽腿

徊隋

目付
則隋

増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ
期初の

会t腫

1川末

会則叉
増減 出席率 例会 順位

大　　　　販 68 70 ＋２ 100.00 ４ １ 大阪なにわ 64 62 －２ 91.94 ４ 69

束　大　阪 82 84 ＋２ 95.06 ４ 56 大阪南西 74 76 ＋２ 97.25 ５ 35

東大阪販 68 69 刊 95.80 ４ 52 大　阪　西 107 109 ＋２ 99.07 ５ 20

東大阪中 59 60 刊 95.26 ５ 55 大阪大手前 64 66 ＋２ 96.84 ４ 41

東大阪西 58 57 －１ 100.00 ５ １ 大阪大淀 71 69 －2 95.27 ４ 54

枚　　　　方 59 59 ０ 98.19 ３ 27 大阪西北 79 82 ＋３ 98.43 ４ 26

枚方くずは 56 59 ＋３ 99.40 ３ 17 大阪西南 113 112 －１ 100.00 ３ １

茨　　　　木 64 65 ＋１ 99.43 ３ 16 大阪船場 58 58 ０ 96.55 ５ 45

茨　水　豪 55 55 ０ 98.68 ４ 23 大阪心斎橋 79 79 ０ 99.64 ４ 13

池　　　　田 59 57 －2 89.74 ３ 72 大阪城北 53 56 十3 100.00 ３ １

池田くれは 52 51 －１ 89.63 ５ 73 大阪住之汪 49 51 十2 99.14 ５ 19

門　　　　真 31 32 ＋１ 94.22 ４ 61 大阪住吉 84 87 ＋3 94.99 ４ 57

交　　　　野 47 52 ＋５ 97.75 ４ 29 大阪天満橋 ｀105 106 ＋１ 96.55 ４ 45

箕　　　　面 63 60 －３ 97.71 ４ 30 大阪天王寺 49 50 ＋１ 97.00 ４ 38

箕面中央 56 59 ＋３ 97.35 ４ 32 大阪東南 60 63 ＋３ 100.00 ４ １

守　　　　目 85 87 ＋2 94.80 ３ 58 大阪鶴兄 47 48 ＋１ 92.70 ４ 68

寝　屋　川 61 61 ０ 93.27 ４ 65 大阪梅田 66 66 ０ 97.20 ４ 36

大　　　　阪 304 318 十14 87.79 ４ 74 大阪梅田東 59 61 ＋２ 96.72 ４ 43

大阪阿倍野 66 67 ＋１ 96.40 ３ 48 大阪うつぼ 75 77 ＋２ 98.08 ４ 28

大阪ちややまち 67 69 ＋２ 98.52 ５ 25 大阪淀川 83 87 ＋4 99.38 ４ 18

大阪中央 62 62 ０ 100.00 ４ １ 丁･　　　　里 78 79 ＋１ 94.56 ４ 60

大阪堂島 60 61 ＋１ 96.51 ５ 47 摂　　　　津 46 48 ＋2 93.75 ４ 63

大阪阪南 80 79 －１ 96.86 ４ 40 四　條　畷 25 25 ０ 75.00 ３ 76

大阪阪和 50 49 －１ 93.78 ４ 62 吹　　　　田 76 74 －2 99.66 ４ 12

大　阪　東 140 143 十3 97.15 ４ 37 吹田江坂 50 54 ＋4 100.00 ４ １

大阪東淀 72 73 ＋１ 97.50 ５ 31 吹　田　西 66 69 ＋3 100.00 ５ １

大阪平野 57 57 ０ 100.00 ４ １ 高　　　　槻 68 70 ＋２ 97.32 ３ 34

大阪本町 68 69 ＋１ 96.71 ４ 44 高　槻　東 58 59 ＋１ 99.58 ５ 14

大　阪　城 17 17 ０ 90.48 ３ 71 高　槻　西 39 41 十2 98.78 ４ 22

大阪城南 77 79 ＋2 99.68 ４ 11 豊　　　中 77 75 －２ 95.90 ４ 51

大阪城東 69 72 ＋3 98.53 ４ 24 豊　中　南 57 59 十2 98.96 ４ 21

大阪柏原 46 53 ＋７ 93.13 ４ 66
聾腿ll・ 一 人こ防£
rKI I原々fl巷 64 64 ０ 96.25 ４ 49

大　阪　北 187 190 ＋３ 91.83 ３ 70 豊中千里 42 42 ０ 96.80 ３ 42

大阪北梅田 74 74 ０ 96.16 ５ 50 八　　　　尾 79 82 十3 99.52 ３ 15

大阪北淀 56 56 ０ 96.99 ３ 39 ハ尾中央 50 50 ０ 95.50 ４ 53

大阪御堂筋 49 52 十3 94.71 ４ 59 ハ　尾　東 53 53 ０ 83.33 ４ 75

大　阪　南 184 185 ＋１ 93.45 ４ 64

大　阪　港 38 38 ０ 92.86 ４ 67

大阪中之島 51 49 －2 100.00 ４ １ クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪難波 89 86 －３ 97.35 ４ 32 76 5､353 5､444 ＋91 96.24％
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高　木

訃 　　報一

宏君(東大阪西RC)

平成５年11月12日逝去（享年66歳）

昭和２年３月６日生まれ

昭和60年９月30日入会

1992～’93年度　クラブ会長

米山功労者

マルチプル･ポール･ハリスフェロー

佐々木 弘君(豊中南RC)
　平成５年11月14日逝去(享年77歳)

　大正５年３月19日生まれ

　昭和62年３月26日入会

　米山ファンドフJIロー

　ポール･ハリスフェロー

四　宮　誠　祐君(大阪西RC)

　平成５年11月17日逝去(享年64歳)

　昭和４年11月16日生まれ

　昭和39年10月５日入会

　1990～'91年度　クラブ会長

　米山功労者

　ポール･ハリスフェロー

名　張　隆　政君(吹田RC)

　平成５年12月１日逝去(享年70歳)

　大正11年12月20日生まれ

　昭和38年２月７日入会

　1976～'77年度　クラブ会長

　昌仁塁年度　地区国際親初学金鎖長

　米山功労者

　ポづレ･ハリスフェロー､ベネファクター

　山　川　　　臓君(大阪住吉RC)

　平成５年12月２日逝去(享年61歳)

　昭和７年10月15日生まれ

　昭和52年８月26日入会

　ポール･ハリスフェロー

　米山功労者

　米　田　光　村君(大阪淀川RC)

　平成５年12月10日逝去(享年69歳)

　大正13年４月８日生まれ

　昭和46年４月２日入会

　1974～'75年度　クラブ幹事

　米山功労者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

ポール･ハリス･フエロー
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　　　阪Ｒ Ｃ　１０． ５

阪住吉Ｒ Ｃ　１０． ５
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大阪南西ＲＣ

大阪城北R CI

吹
吹
吹
販

　　田ＲＣ

　　田ＲＣ

　　田ＲＣ

大　阪ＲＣ

大阪城北ＲＣ
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摂　　　津ＲＣ

大阪難波ＲＣ

豊　　　中ＲＣ

豊　　　中ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

吹　　　田ＲＣ
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ぷ欠の方たちにポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

高
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故

※印＝マルチプル・ポールハリスフェロ

お　知　ら　せ
■訂正とお詫び

　下記事項につき誤りがありましたので、謹

んでお託びと訂正をさせて戴きます。

月信５号について

Ｐ．２　右側上から２行目　指途[=:》使途

P.12　米山ファンドフェロー

　　　　　　　　　　井上善雄[=:〉井上喜雄
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ガバナー月信

クラブ会長並に幹事殿

行動に信念を

信念は行動に

ＢＥＬＩＥＶＥ　ＩＮ ＩＶＨＡＴ

　　　　ＹＯＵ ＤＯ

　　　ＤＯ ＩＶＨＡＴ

　ＹＯＵ ＢＥＬＩＥＶＥ ＩＮ

　１９９３～９４年度RIのテーマ

〈1994年２月〉

ROTARY

INTERNATIONAL

DISTRICT 2660

TO:CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

微笑と握手は理解への万国共通の旅券である。

　　　　　　　　　　　　　　　＜｢平和への七つの道｣より＞

　クラブ会長、幹事さん。お元気ですか。お

正月気分も抜けたことです。さあ、しっかり

とロータリーに参加致しましよう。

　さて、２月23日はロータリーの創立記念日

です。ポール・ハリスが三名の友人と共にロ

ータリーを創立したのは1905年のことです

が、89年を経た今日、149力国と39の地域に、

26､484クラブ1､176､083名の会員を要する大

組織に発展しました。（友１月号）

　ロータリーでは、創立者の心を受け継ぐた

めに、1983年よりこの日を「世界理解と平和

の日」とし、２月を「世界理解月間」として、

全クラブと全ロータリアンが世界理解と親善

のための活動に強力に参加するように強調さ

れています。

＊世界社会奉仕プログラム

＊国際青少年交換プログラム

＊ロータリー友情交換

＊世界親睦活動

＊ロータリー財団の各プログラム

　（国際親善奨学金/研究グループ交換/大学教

　員のための補助金/同額補助金/保健･飢餓

　追放および人間性尊重補助金/ロータリー･

　ボランティア補助金/ポリオ・プラスなど）

＊他国の人々に希望をもたらす国際奉仕

　ロータリアンは、以［1のような国際奉仕活

動に積極的に参加し、国際理解と親善を一層

深めていかねばなりません。

　世界は一家。人類は兄弟姉妹です。一家の

中では、自分だけの幸せというものはありま

せん。おじいちゃんも、おばあちゃんも、お

父さん、お母さん、お姉ちゃん、お兄ちゃん、

そして弟や妹たち､みんなが幸せでなければ、

自分が本当に幸せであるとはいえないでしょ

う。「自分だけが良かったらいい。自分の国

だけが良かったらそれでいい」というような

時代は終わりました。すべての国が、すべて

の民族が幸せでなかったら、自分たちの幸せ

もないのです。

　節分が過ぎると暦の上では春。春は地区大

会です。大会実行委員会は大わらわで各種の

準備に取りかかっています。

　登録の受付も始まりました。クラブの会員

皆様はもちろん、ご家族の登録もよろしくお

願い致します。

　寒い日が続きます。ご自愛下さい。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax0726-24-2669
＜再生紙使用＞
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会長の

バスト

カ
バ

報
が

情
・

こついて

ウンセラ
ナー

　ボール・ハリスが３人の友人〔シルベスタ

ーシール（石炭商）ガスターバス・ローア（鉱

山技師）ハイラム・ショーレー（洋服商）〕

とシカゴのノース・ディアボン街のユニテイ

ビルで最初の会合を間いたのが1905年２月23

日であったので、ロータリーではこの日を創

立記念日としました。そして1983年よりこの

日を「世界理解と平和の日」に指定し、各ク

ラブはロータリーの国際理解と友情と平和へ

の献身を強調するように薦めております。

　世界平和に重要なことは、互いに理解を深

め友情を強めることであるということよりロ

ータリーでは、1958年より毎年３月20日を含

む週を「世界理解週間」として決定し、各ク

ラブに世界平和に重要な理解と好彦を強調す

るプログラムを提供するように要望しまし

た。この「世界理解週間」は、1969年より毎

年９月15日を含む週に変更になり、さらに

1979年からは２月23日を含む週に変わりまし

た。そして1984年からは、２月が『世界理解

月間』になりました。

　この月間中のクラブ例会では、世界平和の

ために大切な理解と善意を強調する特別活動

を行うようにし、また世界社会奉仕を中心と

したプログラムを計画するように要請されて

おります。そしてロータリーが世界の人々の

間の善意、平和および理解をずっと求め続け

ていく奉仕の道のプランを立ててそれを促進

して下さい。

　具体的には、いろいろなプログラムがあり

ます。即ち、

＊国際的な講演者を招請する。

種　田　憲　次

＊学校・大学から交換学生や国際的な学者を

　例会に招待する。

＊GSEのチーム・メンバーを特集するよう

　なプログラムを作る。

＊国際問題の討論を計画する。

＊国際的な文化芸術を主題にした催しものを

　提供する。

＊国際社会への奉仕活動を始める。

＊他の国のロータリークラブとの接触を行

　う。

＊ロータリー友情交換を行う。

＊ロータリー財団の各種プログラムの援助を

　奨励する。

＊現物拠出情報ネットワークを活用し、世界

　社会奉仕を行う。

＊ロータリー財団国際親善奨学生、米山奨学

　生、青少年交換学生などを例会に招待し体

　験談を語って貰う。

　まだまだ他にも色々多くのプログラムがあ

ると思います。それらの中から実行出米得る

ものを取りhげて、この月間中クラブは、世

界平和に不可欠なものとして理解と親善を特

に強調して下さい。
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青少年交換 派遣学生からの便り

地区青少年交換委員会派遣学生担当　中

　現在、長期（１年間）派遣学生は７名で、

最近の月例報告からその近況の･郎を紹介し

ます。

１．藤　原　あ　や(屯大阪中)

　　　　　３月～ニュージーランド山一9910)

　6学年介わせて500人という田舎の小さな

学校で、光生はとてもいい人ばかりで、親し

くなり、また、沢山の友達もできて、毎日楽

しい学校生活を送っています。 11月19日から

来年２月までは夏休みです。

　今は２蒸目のホストファミリー宅でお世話

になっています。ビーチハウスをもっておら

れるので､これからの夏がとても楽しみです。

気候が日本とは正反対で、こちらに未だ当初

はよく風邪をひいていたが、今は暖かくなっ

て元気一杯、ただ8 kqも太ってしまったのが

悩みの柿。

　はじめは、日の経つのがとても遅く、毎日

毎日、目本の友達や日本の事ばかりを考えて

いたが、いつの間にか７ヵ月が過ぎてしまい

　“あー、帰りたくない"と言う気持ちで一杯。

これから、残りの５ヵ月も飛ぶように過ぎて

しまうかと思うと残念で、１年は長いようで

短いものだと実感しています。

２．桂　川　直　子(端綱)

　　　　　　　　８月～U.S.A.(D-5950/5960)

　ミネソタのこの街はとても美しい所で、道

の両側-面にとうもろこし畑が広がってい

て、グりーンジヤイアントという、とうもろ

こし加工の大きな会社があり、ＲＣからも工

場を見学に行きました。当地のＲＣには例会

を含めて、月２～３回参加しています。

　学校で５日間、Home comingという行事

があり、服装が曜日毎に、グリーンデー、パ

ジヤマデー、クラッシュデー等と決められて

一
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( 枚 方 く ず 山

いて、例えばグリーンデーには縁の洋服を着

て行くのです。

　ウィークエンドには友達の家ヘビデオを兄

に行ったり、パーティ一に行ったりしてとて

も楽しんでいます。門限は夜の12時。また、

ＥＸし(English Second　Language)Dayに

は､ランチの時間を利用して名前を日本語(片

仮名)に書き替えるということをやったら、

大勢参加してくれてとても嬉しかったです。

　家庭ではお手伝いをするよう心がけていま

す。カレＴライスを作ったらとても好評でし

た。ファミリーはとても楽しい人たちで、ビ

ーチボーイズのコンサートに連れていっても

らったり､湖に魚釣りに行ったりしています。

３ヵ月経ちましたが、言葉の面でまだまだ不

自由で、時々あせってしまいます。

３．小　西　光　治(大阪住吉)

　　　　　　　８月～アルゼンチン巾-4810)

　お世話になっているロータリー関係の方々

は大変親切にして下さる。学校の友達も珍し

がって大事にしてくれる。ただ、学校は日本

のようにキチンとした授業ではない。言葉も

スペイン語で今までの生活のなかで全然馴染

みがなかったからコミュニケーションが難し

く、馴れるまで不安である。

　日常生活も日本の常識とはかなり違ってい

て、午後２時から４時迄昼寝の時間となり、

店も全部閉まってしまう。夜は大体10時頃寝

る。ところが、週末になると、ディスコで楽

しんだりして、寝るのは朝５時になったりす

る。ロータリーのミーティングが夜９時に始

まり12時頃終わったのには驚いた。食べ物が

肉と野菜と決まっているので、うどんやラー

メンが恋しい。
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４．蛯　原　弘　雅(大阪I徊)

　　　　　　　　　　８月～U.S.A.巾-62卸

　このクリスタルホールの町は自然がいっぱ

いの素晴らしい所で、ロータリー関係の方々

やファミリーに大変親切にしていただき、こ

こに留学出来たことを感謝しています。学校

では、授業は言葉の関係もあって結構難しい

が先生や友達の助けもあってなんとか頑張っ

ています。アメリカンフットボールのクラブ

に入部しました。練習はしんどいけれど、友

達も増え試合にも出してもらえた｡試合ではタ

ッチダウン(交換学生初のタッチダウンとのこ

とです)を二つも決めることができ､一挙にス

ターになってしまいました｡とても幸せです。

　11月からは、バスケットボールのシーズン

になるので、これにも挑戦したいと思ってい

ます。英語の方はかなり上達したように思い

ます。冬は大阪よりかなり寒いようなので心

配しています。

５．片　山　珠　季(枚方くず頌

　　　　　　　　　　８月～カナダ山一7040)

　こちらへ来るまではかなり不安だったが、

環境にも、周りの人たちにも恵まれて順調に

やっています｡自分にも自信がでてきました。

　学校では、先生も友人もいろいろ助けて下

さるので何とかやっています。この学校には

アジア系の留学生かいて英語のテンポが合う

ので話しやすく、併設のカレッジには数人の

日本人学生もいて、日本語がしゃべれたりし

ます。クラブ｀はバンド部で７時45分からの朝

練に励んでいます。

　学校から帰ってからは、夕食までずっと台

所にいて、食後もＴＶの部屋でお茶の時間を

持つので、家族とずっと一緒で、よくおしゃ

べりをしています。

ニちらの食事をしていると肥満が心配です。

６．村　上　正　晃(大阪うっぼ)

　　　　　　　　　　８月～U.S.AﾊﾟD-6050)

　週１回､お昼の時間に学校を抜け出してＲＣ

のミーティングに参加しています。　１度ミズ

ーリ州の交換学生の集まりに参加しました。

　学校生活は言葉の問題もあり、なかなか大

変だけれど、友達もだんだん増えてきて、パ

ーティーなどにも参加できるようになり、楽

しく過ごしています。さすがにアメリカだな

ぁと興味深く思うこともよくあります。

　ファミリーも可愛がって下さり､週末には、

いろんな所へ連れていってもらっています。

家族との会話は大いに英語の勉強になってい

ると思います。

７ 　矢　野　真　弓(吹出所)

　　　　　　　　８月～U.S.AﾊﾟD-5840)

週１[司、お昼の時間に学校を抜け出して

RCのミーティングに参加しています。他の

留学生20名ぽどとＲＣのキャンプにも参加し

ました。

　学校ではスペイン語Ｉ、英語Ⅲ、体育、美

術、アメリカ史、音楽を選択しています。美

術は前にやっていたので、成績はオール100

でした。先生はみんなと平等に扱ってくれる

のはいいのですが､宿題やテストが大変です。

友人は30人くらいできました。でも、みなす

ごい早口に聞ニえて聞き取るのが大変です。

　初めはずいぶん不安で、「うまくいかない

のでは……」と悩んだりしましたが､ファミリ

ーともすっかり馴れて、とてもうまく行くよ

うになり､教会に行ったり､結婚式に出たり、

週末にはショッピングセンターに連れていっ

てもらったりして毎日楽しく過ごしています。
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夏休みイタリアでHOME STAYをしてみませんか？

短期青少年交換学生募集

　'94年７月～８月の夏休みを中心に、イタ

リアとの短期青少年交換派遣学生を募集して

います。

　対象は、当地区内の高校生及び大学生で、

ロータリアンの子弟を中心に募集します。期

１

(
Ｎ
　
ｍ

４
　
ｒ
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　　　　　　地区青少年交換委員会

間は'94年７月～８月末、夏休みの自由にな

る期間に、前半イタリア青年を受け入れ後半

一緒に渡伊するという仕組みです。各人の希

望にできるだけ合わせたスケジュールを作ら

せていただきます。

交換相手国・地域：イタリア全土(イタリアのどの地区になるか当方よりの指定はできません)

期　　　　　　間:1994年７月～８月の間の一定期間

対　　　　　　象：大学生・高校生(D-2660地区内に限ります)

募　集　人　数：若千名

締　め　切　り:1994年２月末日

1994～'95年　長期派遣学生募集中

　尚、当委員会では現在'94年８月より約１年間の長期海外派遺留学生を募集しています。対象

は原則として、日本出発時に高校生であること。また、留学先はアメリカ、カナダ、ニュージー

ランド、フランス他です。

　留学生は１年間それぞれの国のロータリークラブの公私にわたる世話を受け、ホーム・ステイ

をしながら現地の高校に通学します。現地に於ける生活費、高校への就学費用は原則として、そ

れぞれのホスト・ロータリークラブが負担するという、世界で最も信頼ある留学制度との高い評

価を受けています。

　来年度よりは派遣人数枠を増大しました。興味のある若者の積極的な参加を期待します。詳縦

はﾄﾞ記迄。

　　　　　　　　　　　　青少年交換委員会委員長　ハ　木　頼　夫(大阪RC)�06-227-6838

　　　　　　　　　　　　　派遣担当副委員長　中　　　一　皓(枚方くずはRC)�0720-48-7676

一姉妹クラブ締結の申し込みｰ

　台湾の台北中興R.C.より、当地区の

R.C.と友好クラブ関係から始まり、姉妹

クラブ締結の申し込みがありました。関心ヽ

のあるクラブは、ガバナー事務所までご連

結下さい。

創　　立:1992年１月28日

会員数:43名

平均年齢:47才

例会日時：毎週水曜日正午

例会場：本市晶華大飯店(元ﾘｰｼﾞｪﾝﾄﾎﾃﾙ)

会　　長：洪　景杉(RTN PETER)

幹　　事：簡　新英(RTN MONEY)
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　ホスト：大阪平野ロータリークラプ

フォーラム委員長山　崎　啓　－

開　催　日:1993年11月27日出

場　　　所：ニューコクサイ（大阪商工会議

　　　　　　所６階）

参加クラブ：大阪阿倍野、大阪阪南、大阪阪

　　　　　　和、大阪城南、大阪住之江、大

　　　　　　阪住吉､大阪東南、大阪天王寺。

　　　　　　大阪平野

登録者数:400名

出席者数：310名（当日出席八尾中央R.C.）

　当日は大森ガバナー、種田、中西、武尾、

各パストガバナー、中野ガバナーノミニーの

ご来賓をはじめ、寺野地区大会プログラム委

員長、西村地区財団増進委員のご出席をいた

だき、大森ガバナーのご挨拶につづいて廣瀬

ゼネラルリーダーよりメインテーマ「ロータ

リーを楽しもう」について「1989ご90年度

R.I.会長テーマＥＮＪＯＹ ＲＯＴＡＲＹ．／を思い

出して、楽しく本音で語り合えるバスセッシ

ョンを心掛けていただきたい」旨、ご挨拶が

あり、地区報告では、地区財団奨学生川北健

雄君、米山奨学生高躍華君の奨学生としての

貴重な体験報告がなされた。

　本年度は、廣瀬ゼネラルリーダーの方針に

より基調講演がなく、その時間をホスト大阪

平野R.C.有志によるロールプレイ「楽しい例

便
Ｊ－

Ｉ
’

四

会入門編」が、演者と語りに分れて身振り手

振りよろしく熱演され、議場を和らいだ雰囲

気に包みながら本番のバスセッションに入っ

た。

　参加９クラブのロータリアンがそれぞれ30

テーブルに分れ、

　A.楽しい例会をするには

　B.出席を昂めるには

　C.ロータリーの広報について

　D.近隣クラブの交流は

　以ll四つのバス七ッションを巡り、各テー

ブルリーダーの司会進行により、熱心な意見

交換が行われた。続いて８テーブルリーダー

により意見発表があり、最後の点鐘まで、当

日出席の殆んどの会員が中途退席することな

く、又、終了後の懇親会においても、来賓各

位と参加クラブ有志多数の交流により、楽し

い懇親の輪が拡がり、I.G.F.の目的とする親

睦と交流が深まり、盛全裸に終了することが

できた。

　ご協力いただきました各位に厚く御礼中し

目ずます。

　　1993～'94年度

ローターアクト海外研修

｜

ローターアクト

代表橋　本　幸　治(側目kﾊ(ｺ

　恒例となっておりますロ一ターアクトの海

外研修が今年度は11月20日から23日の日程で

香港、マカオにて実施されました。香港、マ

カオ（第3450地区）ＲＡＣとの交流と今後の

ローターアクト活動に必要な国際感覚を養う

ために立案された今回の研修には、３泊４日

という短い研修期間も手伝ってＲＣ３名

RAC32名の多数のメンバーの参加がありま

した。

　20日早朝、大阪国際空港内会議室で行われ

た結団式の後、｛洛香港へ。予想したとおり



●

●

[ﾌﾟ]

香港啓徳空港は大混雑で、しかしその反面、

税関職員のマイペースぶりに「外国（大陸）

気質だなあ」と驚かされてしまいました。ホ

テルにチェックイン後、市内のレストランで

香港のＲＡＣと交歓会を行いました。特にこ

ちらの用意したレセプション「広東風ＲＡＣ

ソング」は好評で、和気あいあいの内に１日

目の夜は更けていきました。

　２日出よ社会奉仕活動として、現地RC主

催の環境保全を目的とした布裂買物袋の配布

に協力、そして香港市政祭に参加しました。

夕方からは前日の交歓会で知り合った現地

ＲＡＣの案内でな人街、テンプルストリート、

スターフェリーなど鰹通観光旅行では味わえ

ない生（なま）の香港を味わいました。

　訓目Iはマカオに行ったのですが、前日ま

でマカオグランプリがあった関係で、人出国

の混雑には全く閉口ものでした、が、昼食で

合流したマカオ大学RACのメンバーととも

に少ない時間でしたが楽しく交流を深めまし

し

　大変短い期間の研修で、あと何日かあれば

もっと深く香港を兄れたかも……。名残惜し

いままの帰国でしたが、参加メンバー全員今

回の研修で碍たものも多く、充実した４日間

だったと思います。

　最後になりましたが、今回の研修に際し、

大森ガバナー、同行いただいた山中パストガ

バナー姑め多くのロータリアン、そして第

3450地区のガバナー、ロータリアン、ロータ

ーアクターに深く感謝申しＬげます。

ロータリアンとローターアクター

　　とのジョイントパーティー

　　　　ローターアクト委員会

　　　　　委員長北　村　英　一涼田）

　昨年の12月12日（日）大阪西ＲＡＣのホストで

吹田市汪坂の「エスカミューズ」に於いて

ＲＣとRACとのジョイントパーティーが開催

されました。大森ガバナーのロータリアンヘ

の参加の呼びかけに応じて、ロータリーの参

加27クラブ68名、ローターアクト19クラブ

175名のかつてない盛大な会となりました。

特筆すべきはＲＡＣをまだ提唱していないク

ラブが14クラブも出席頂いた事と、又グラン

ド・シニア・サークル（GSC）から会長の

武尾P.G.始め沢山のメンバーが若者との交

流を楽しもうと参加して頂いた事でした。

　パーティーは二期会々員の妹尾さん（大阪

西RAC）のオペラやミュージカルのソプラ

ノ独唱やクリスマスをテーマにしたクイズ等

を楽しみながら、RCとＲＡＣが年齢の垣根を

飛び越えて、お互いに奉仕の友としての交流

がなされ、たいへん盛りＬりを見せてくれた

事は最hの喜びでした。当地区のローターア

クトの会員増強、クラブの拡大、活動の活性

化がこの交流によって、益々高められる事を

期待したいと存じます。
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バランスのとれたクラブ業績賞の

　　　　　　　　　申請をお忘れなく//
○すでに年度始めに示された四大奉仕部門のそれぞれのプログラムに対して、クラブ会員数

　の規模に応じて、受賞に必要な業績数は、すべての奉仕部門でそれぞれ

　　　　　1～50名のクラブは　　　　　２プログラム達成

　　　　　51～150名のクラブは　　　　　３プログラム達成

　　　　　151名以上のクラブは　　　　　４プログラム達成

　です。

○これは1994年４月１日までに達成されなければなりません。達成できたクラブは速かにガ

　バナーに申請して下さい。（最終期限は３月15日必着）

○ガバナーは、４月15日までに、クラブの会員数と、その活動をR.L会長に証明し、受賞資

　格のあるクラブにはR.I.会長の署名入りの賞状が贈られます。

Ｏ当地区の全クラブが応募されますよう宜しくお願いいたします。

■国際親善奨学金委員会故名張隆政委員長の

　後任と、大野真義・小野典郎両委員退会の

　為、ﾄﾞ記の方々にお願い致しました。

　　委員長　　大川進一郎(天　豪)

　　委　員　　桜井　良文(大　阪)

・ビジターフィー変更のお知らせ

　大阪ちややまちRC　4､300円に〉4､500円

希希〉希災害の急報〈●》希希

第9150地区（中央アフリカ）のガバナー、

ガイ・サエルス氏からの報告によります

と、ブルンデイにおいて民族間の暴力闘争

が発生し、何|一万人もの人々が隣国のルワ

ンダの難民キャンプヘ避難を求め殺到しま

した。ルワンダとザイールのロータリアン

たちは、ユニセフ（国連児童基金）お･よぴ

Medecins Sans Frontieres（国境なき医師

団）と協力して、避難民の救援に当ってい

ます。金銭的な寄付また、毛布、医薬品、

病院用および難民キャンプ用簡易ベッドの

寄付が必要とされています。詳細はガバ

ナー事務所へおたずねドさい。

新クラブ創立おめでとう／

　地区では77番目のロータリークラブが発足

いたしました。

クラブ名　茨木西ロータリークラブ

創立総会　12月８日(水)

認　証　日　12月21日

区域限界　茨木市

スポンサー　茨木ロータリークラブ

例会日時　毎週水曜日　18:30～19:30

例　会　場　いばらき京都ホテル

　　　　　　〒567茨木市中穂積トト10

　　　　　　TEL.0726-20-2121

事　務　局　〒567茨木市上中条1-9-20

　　　　　　茨木商工会議所内

　　　　　　TEL.0726-22-2255

　　　　　　FAX.0726-24-1105

会　　　長　佐藤　秀雄

幹　　　事　小路　三郎

お　知　ら　せ

■財団学友委員会委員の交代

　委員　野村　正勝う岸本卯一郎(箕面中央)
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訃 報
　　　地震災害・水害見舞の御礼

　　国際ロータリー第2510地区ガバナー富山　惟夫

　当地区内で起きましたこの度の北海道南西

陣地震災害に対する義援募金活動に早速ご協

力を賜り誠に有難うございます。心から御礼

申しllげます。日本全国のロータリアンから

お預かりいたしました義援金は以下の二つの

ルートを通じ被害地にお届けすることにいた

しました。

巾　日本赤ト字社北海道支部（支部長：伊葎

義郎元RI理事様）にお届けして一般募金とし

て活用（７月31日贈呈）。

（2）地震・津波・大火による被害という非常

事態の中、遺児となり人生における最大の試

練の岐路に立ち緊急の救いの手を求めている

数多くの青少年のために関係機関を通じ、皆

様からよせられました浄財を愛の手として差

しのべ支援することにいたしました。

　以上がとりあえずの経過報告でございます。

今後とも宜しくお願い申しIこげます。

　国際ロータリー第2730地区ガバナー三重野良輔

　此度の九州南部を襲った風水害の罹災に対

レ緊速皆様方の暖かい救援の義損金を恭うし、

厚く御礼を申し上げます。

　今般の災害は過去の歴史にも兄られない誠

に悲惨なものであり、而も規模も大きく且広

範囲に亘る被害でありました。

　昨日、公式訪問致しましたクラブでは、会

員企業の従業員が２名も濁流に流され、未だ

に行方を把えることができないという誠にお

気の毒な姿に接しました。

　拝受致しました義損金は或程度まとまり次

第、鹿児島県及び宮崎県の災害対策本部を通

じ被害者の救済に充てていただく所存であり

ます。

　先ずは取敢えず略儀乍御礼のご挨捗を申し

|こげます。

- － － ● －

文庫　通信(策76号)

　世界理解月間に因んで

ロータリー文庫

平　尾　　　力君(豊中RC)

　平成５年12月10日逝去(享年68歳)
　大正14年８月７目生まれ
　昭和49年９月13日入会

　1989～'90年度　クラブ幹事
　米山功労者
　ポづレ･ハリスフェロー

廣　渾　敏　夫君(大阪西RC)

　平成５年12月14目逝去(享年78歳)
　大正４年４月１日生まれ
　昭和43年５月27日入会

　1981～'82年度　クラブ会長
　米山功労者

　ポール･ハリスフェロー

　小　島　常　雄君(大阪北RC)

　平成５年12月16日逝去(享年72歳)
　大正10年３月６日生まれ
　昭和38年２月20日入会
　1988～'89年度　クラブ会長

　ポール･ハリスフェロー

　蛭　子　幸二郎君(大阪北RC)

　平成５年12月23日逝去(享年81歳)
　明治45年３月11日生まれ

　昭和31年10月10日入会

　駒　井　恒　雄君(大阪港RC)

　平成５年12月30日逝去(享年58歳)
　昭和10年８月４日生まれ
　昭和62年８月20日入会

　ポール･ハリスフェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

Ｏ「ウイーンでの研修会J　R.I.:1991・ 7 Jj. ロータリーの友:1993･11月　４頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先ロータリー文庫（コピー）〕

Ｏ「ボーダレス時代のロータり一」（D.2700地区大会特別講演）

　　　　　　　　　　　末永|肖:行　1993年　10頁　〔申込先ロータリー文庫（コピー）〕

Ｏ「ボーダーレス世界の国際交流を求めて」（D.2600　地区大会シンポジウム）

　　　水野存海・星昭一長倉孝・塚田和男　1993年　18頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先ロータリー文庫〔コピー〕］

ＯｒＲ（）ＴＡＲＹＰＥＡＣＥ ＰＲＯＧＲＡＭＳＪ　Ｒ．Ｉ．：１９９３･４／５月　〔４頁〕

　　　　　　　　　　各クラブ&!布済み　〔追加申込先日本支局TEL（03）3355-5391］

C》「世界奉仕は　有効の増進に　とくに役_立つ」　ジヤネット・ロング

　　　　　　ロータリーの友:1984･ 9 月　６頁　〔申込先ロータリー文庫（コピー）］

Ｏ「世界の飢餓を救う一人類最古の災いは克服ﾛT能です」　ホアキン・メヒア

　　　　　　ロータりーの友:1992･ 5 月　３頁　〔申込先ロータリー文庫（コピー）〕

Ｏ「世界社会奉仕要覧一行動への指針J　R.I.1993年　18頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先［］本支局TEL（03）3355-5391〕
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1993年12月度　出席報告

ク　ラ　ブ
期初の

会日数

12吋

釦数
増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ

期初の

額数

12月末

会員数
増減 出席率 例会 順位

大　　　　東 68 70 ＋２ 100.00 ４ １ 大阪なにわ 64 62 －2 96.77 ３ 43

東　大　阪 82 83 十１ 93.72 ４ 64 大阪南西 74 76 ＋2 97.67 ４ 35

東大阪東 68 69 ＋１ 96.67 ４ 44 大　阪　西 107 107 ０ 98.82 ４ 25

東大阪中 59 61 ＋２ 94.24 ４ 62 大阪大手前 64 64 ０ 96.09 ４ 53

東大阪西 58 57 －１ 99.11 ４ 20 大阪大淀 71 68 －3 95.58 ３ 56

枚　　　　方 59 59 ０ 96.82 ４ 42 大阪西北 79 82 ＋3 99.05 ４ 22

枚方くずは 56 58 ＋２ 98.91 ５ 23 大阪西南 113 111 ～2 100.00 ４ １

茨　　　　木 64 65 ＋１ 99.57 ４ 15 大阪船場 58 58 ０ 95.69 ４ 54

茨　木　東 55 55 ０ 90.70 ３ 70 大阪心斎橋 79 77 －2 98.57 ４ 26

池　　　　田 59 59 ０ 96.49 ４ 49 大阪城北 53 56 ＋3 100.00 ４ １

池田くれは 52 51 －１ 89.39 ４ 72 大阪住之江 49 51 ＋２ 97.96 ４ 30

門　　　　真 31 33 ＋2 96.15 ３ 52 大阪住吉 84 86 ＋２ 93.83 ４ 63

交　　　　野 47 50 ＋3 99.25 ４ 17 大阪天満橋 ｀105 105 ０ 97.64 ３ 36

箕　　　　面 63 61 －2 98.19 ４ 28 大阪天王寺 49 49 ０ 96.45 ４ 50

箕面中央 56 58 ＋２ 96.97 ４ 41 大阪東南 60 63 ＋３ 100.00 ３ １

守　　　　目 85 85 ０ 96.62 ４ 46 大阪鶴見 47 48 ＋１ 92.29 ３ 68

寝　屋　川 61 61 ０ 96.64 ４ 45 大阪梅田 66 66 ０ 98.83 ４ 24

大　　　　阪 304 317 十13 86.66 ４ 74 大阪梅田東 59 60 ＋１ 97.68 ５ 34

大阪阿倍野 66 62 －4 97.70 ４ 33 大阪うつぼ 75 77 ＋2 97.40 ４ 38

大阪ちややまち 67 69 ＋２ 98.00 ４ 29 大阪淀川 83 87 ＋4 99.10 ４ 21

大阪中央 62 62 ０ 100.00 ３ １ 千　　　　里 78 79 ＋１ 94.87 ３ 58

大阪堂島 60 61 ＋１ 95.40 ３ 57 摂　　　　津 46 46 ０ 97､73 ４ 32

大阪阪南 80 79 －１ 97.57 ４ 37 四　條　畷 25 26 ＋１ 67.00 ４ 76

大阪阪和 50 49 －１ 94.43 ３ 61 吹　　　　田 76 75 －１ 100.00 ３ １

大　阪　東 140 143 ＋3 97.35 ３ 39 吹田汪坂 50 54 ＋4 100.00 ３ １

大阪束淀 72 73 ＋１ 96.54 ３ 47 吹　田　西 66 69 ＋3 100.00 ４ １

大阪平野 57 58 ＋１ 100.00 ３ １ 高　　　槻 68 69 ＋１ 99.14 ４ 19

大阪本町 68 69 ＋１ 95.65 ３ 55 高　槻　東 58 58 ０ 100.00 ４ １

大　阪　城 １７ 17 ０ 85.72 ４ 75 高　槻　西 39 41 ＋2 100.00 ４ １

大阪城南 77 77 ０ 100.00 ４ １ 豊　　　　中 77 76 －１ 97.06 ３ 40

大阪城東 69 72 ＋3 98.53 ４ 27 豊　中　南 57 59 ＋２ 100.00 ３ １

大阪柏原 46 53 ＋7 90.15 ３ 71
婦襲ＩＤ一 火防え
｢lilβ祭乃fi巷 64 64 ０ 94.55 ４ 60

大　阪　北 187 189 ＋2 92.93 ４ 67 豊中千里 42 43 ＋１ 93.00 ４ 66

大阪北梅田 74 74 ０ 96.53 ４ 48 八　　　　尾 79 82 ＋3 97.85 ４ 31

大阪北淀 56 56 ０ 99.26 ５ 16 ハ尾中央 50 50 ０ 94.67 ３ 59

大阪御堂筋 49 53 ＋4 96.23 ３ 51 八　尾　東 53 53 ０ 88.73 ４ 73

大　阪　南 184 189 ＋５ 93.66 ４ 65 茨　木　西 - 29 ＋29 -

大　阪　港 38 38 ０ 91.43 ３ 69

大阪中之島 51 49 －２ 100.00 ３ １ クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪難波 89 85 －4 99.21 ３ 18 76 5,353 5､455 十102 96.27％
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　満開の桜の中でのお祭り地区大会。どうぞお揃いでお出まし下さい。

　〔大会第１日〕

○シンポジウム

テーマ「生涯学習の実状と将来」

ｏ部門別懇談会　　会長・幹事部門

ｏ夫人のつどい　裏千家家元　千

〇R.I.会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

コーディネーター

パネリスト

職業奉仕部門　　社会奉仕部門

国際奉仕部門　　拡大増強部門

　　登美子夫人をお迎えして

　　エンターテインメント　　「ＨＥＲＭＡＮＯＳ ＭＩＳＨＩＮＡ」（エルマノス　ミシナ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラテン冴楽のトリオ

〔大会第２日〕

○記念講演

　　テーマ「これからの日本経済」

　　講　師　慶応義塾大学教授　加　藤　　　寛

ｏお花見懇親会

　　“そめいよしの”や“しだれ桜”が花より団子”か。中部方面音楽隊（吹奏楽”

　　の演奏に始まり、緑と花の中で、大いに親睦・友情を深め、ロータリーの輪を大き

　　く広げてください。

クラブ奉仕活動

　　　作　　品

写真コンクール

募　集

◆来る４月８日・９日に開催される地区大会に於いて展示蜜査されます。

◆クラブのいろいろな奉仕活動の写真報告をしてドさい。

　ｏ社会奉仕ｏ国際奉仕ｏ職業奉仕の各状況ｏクラブの例会風景ｏ親睦会ｏ同好会ｏイ

　ンターアクトやローターアクトの活動等……。

◆作品は四つ切り（カラー・白黒何れも可）

◆作品提出（各クラブ２枚まで）は地区大会事務局へ

◆募集／切　３月末日必着

◆優秀作品には賞状と記念品が贈られます。
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クラブ会長並に幹事殿 TO:CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

　３月の声を聞きますと何もかも急に春らし

くなってきました。ガバナー事務所のそばの

山でウグイスが鳴いています｡寒かった日々、

もうあのような寒さは無いでしょう。心がう

きうきする春です。間もなく桜もほころび始

めるでしょう。

　春｡/　春は『地区大会』です。皆様のクラ

ブからは地区大会に何人参加なさいますか。

会員の皆様に地区大会のことをお話していた

だき、登録し、参加するように強くお勤めし

て頂いたでしょうか。

　地区大会は非常に特別な行事で、地区の最

も重要な会合です｡地区ガバナーだけでなく、

地区内のロータリアン全員にとっても、地区

大会はその年度のハイライトなのです。

　ロータリーの地区大会の目的は、ロータリ

ーのプログラムを通じて、クラブ、地区及び

国際ロータリーに関する問題を討議し合い、

感銘深い講演によってロータリー情報を深め

合うことです。

　また､ロータリアンたちが旧交を温めあい、

新しい友を求め、成功したプロジェクトを披

露したり、賞賛したり、あるいはクラブや地

区の優れた奉仕者を表彰する場所でもあるの

です。

　そしてさらに、最も大切なことは、地区大

会がロータリアンたちに、奉仕のための責務

用電池を充電する機会を与えることでしょ

う。そうです。地区大会は、将来プロジェク

トヘの種を蒔くための会合でもあるのです。

　そしてまた地区大会は、他のどのような会

合よりも楽しい会合であるはずなのです。そ

のために、地区大会では毎年いろいろな楽し

いプログラムが用意されます。

　今年は特に親睦を目的として「お花見懇親

会」という今までになかったプログラムが組

まれました。会場の周囲に咲き誇る桜の花の

中での楽しい語らいにぜひ参加していただき

たいものです。

　国際ロータリーから派遣される会長代理も

正式に決定されました｡今年度の会長代理は、

元RI会長のインドのラジェンドラK.サブー

氏です。遠路をはるばるとおいでになる会長

代理を地区挙げて歓迎致したいと思います。

よろしくお願い致します。

　さあ、いよいよ地区大会です。力を合わせ

て頑張った今年の締めくくりです。立派にや

りとげようではありませんか。　４月８日、９

日、茨木の会場で元気にお目にかかりましょ

う。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Te1 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669
＜再生紙使用＞
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し坦界平和は来るであろうか

バスト･ガバナー　坂　東

　ロータリーの奉仕の理想とは、「他人のこ

とを思いやり他人のために役立とうとするこ

と」であることは、ロータリアン必携にも、

公式名簿の終わりにも記載されているとおり

である。　しかし、これを何故理想というかに

ついて私は考えたことがある。世界の全ての

人々が、この奉仕の理想の気持ちになると世

界平和が米るであろうことは間違いないが、

それはあくまで理想であって現実はそううま

くゆかない。だからロータリー精神はそれに

一歩でも近づくために理想を高く掲げたもの

であると思う。この私の考えから言うと、世

界平和は理想であって現実には中々やって未

そうもないということになる。

　ベルリンの壁が崩壊し東西の対立が無くな

ったので世界平和に近づいたと思ったがそう

はうまくいかないのも現実である。あちこち

で民族紛争が起こり、ボスニアヘルツェゴビ

ナの紛争に国連の軍隊が出ていったが、これ

も米国が軍隊を引き揚げると国連の軍隊も引

き上げてしまった。 ＮＡＴＯがこの後に軍隊

を入れようとしている。

　男たちは民族のためならと武器を持って立

ち上がり、自己の領土を守ろうとする。その

気持ちは判らぬでもないが、そのために女、

子供の難民が出ることは児るに忍びない。そ

のために国連が立ち上がったのであろうが…
● ● ・

　いまの国連は弱い｡世界中が認めた国連は、

全て平等の立場から協議を行える代表を送

り、その者たちはロータリーの精神にのっと

りあくまでも公正な立場から協議をし、各国

は軍隊を持たず、国連のみが軍隊を保有する

こととし（核はそれまでに全面廃止してい

る）、国連の決議にしたがわない時のみ国連

の軍隊を出す。（各国が完全に軍隊を持たな

ければ決議を実行するための治安部隊で足る

かもしれない｡）

　こんな風にして世界平和に一歩でも近づく

宏

方法を考える必客がある。

　昨日（平成６年１月10日）のテレビで和歌

山県串本海岸の熱帯と温帯の交わる海中のえ

びの生態を学び、そこに相利共生している自

然を兄で、自然の摂理（見えない糸）の偉大

さを知るとともに私のいう見える糸（政治・

経済）に振り回されている私達は見えない糸

を良く見つめた上で人間はもっと賢くならな

ければならないと思った。足尾銅山公害事件

における田中民造はすでに明治時代において

野蛮な行為を野蛮な行為で対抗することは止

むを得ないが、文明による野蛮な行為は全く

許すことが出来ないとしている。

　私はガバナーであったとき、11月のロータ

リー財団月間に月信に『夢』と題して次の一

文を載せた。

西暦2005年は過ぎ、ポリオは全世界から追放

され、が｀ﾝも姿を消した。

今やロータリーは、2055年（創立150年）に

むかって、愛による世界平和に力を入れはし

めた。

そのために建設されたのがロータリー大学で

ある。

紺碧の空は　あくまで高く

キャンパスの芝生は　萌黄に輝く

そのＬに　白‘花撹乱と咲いた花

民族衣装をまとうロータリー大学生の諸君Z/

世界のすべての国から集まった外交官の卵、

彼らはここで５年間起居を共にし

お互いの国を理解し合う

そして又、

地球資源を如何に調和よく配分するかを学ぶ

それは。

　　　爰により始まり　愛により終わる

　　　勉学である

この夢に一歩でも近づこうと思う。
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　　　　　　　　　　　　　　1995～'96年度

　　　　　　　地区ガバナー・ノミニー候補の推薦

　地区ガバナー指名委員会規約に基づき、平成６年２月１日開催した指名委員会に

おいて慎重審議の結果、全員一致をもって、守ロロータリークラブ会員熊渾忠則君

を、1995～'96年度第2660地区ガバナー・ノミニー候補者として推薦することに決

定しました。

　ガバナー月信第２号(８月号)において、地区内クラブに対し、国際ロータリー

細則第12条第７節(○項及び当地区ガバナー指名委員会規約６により候補者の推薦を

お願いしましたが、そのお申し出がありませんでしたので、国際ロータリー細則第

12条第７節㈱項に基づき、本指名委員会により選出された同君を前記年度のガバナ

ー・ノミニーとして推薦致します。

　平成６年２月１日　　　　　　　　　　　　　　　　地区ガバナー指名委員会
一 一

　R.|｡第2660地区1995～'96年度ガバナー・ノミニーの宣言

　国際ロータリー細則第12条７節(e)項の規定に基づき、守ロロータリークラブ会員

熊渾忠則君を1995～'96年度第2660地区ガバナー・ノミニーとして宣言します。

　平成６年２月16日　　　　　　　　　　R.I.第2660地区ガバナー　大森　慈祥

　　......_....,x.1･1ヽ･　.･

,11四1･

1'

て

……

……=

:1

=,皿.　･.｣,，

1………:4

':に'4.j

生
現
最
職

熊潭忠躬君の略歴

年月

　住

終学

日

所

歴

歴

大正14年８月10日

枚方市楠葉美咲3-2-13

昭和25年３月　京都大学医学部医学科卒業

昭和26年10月　医師免許証(医籍登録第138860号)

昭和32年10月　京都大学医学博士(医第4018号)

昭和47年３月　関西医科大学耳鼻咽喉科教室教授

昭和60年１月　国際漆出性中耳炎シンポジウム会長

昭和61年４月　関西医科大学附属洛西ニュータウ

　　　　　　　ン病院長兼任

平成元年　　　第90回日本耳鼻咽喉科学会総会会長

平成２年４月　関西医科大学医師会長

平成３年５月　第5回渚出性中耳炎国際シンポジウ

　　　　　　　ムにでGuest of Honor"受賞

　　　　　　　平成４年11月　北京長城病院名誉教授

　　　　　　　平成５年３月　関西医科大学名誉教授

　　　　　　　平成５年４月　彦根中央病院名誉院長

ロータリー歴　昭和52年２月９日　守口ロータリークラブ入会

　　　　　　　昭和54～55年度　職業奉仕委員長(理事)

　　　　　　　昭和56～57年度　副会長(理事)

　　　　　　　昭和57～58年度　国際奉仕委員長(理事)

　　　　　　　昭和61～62年度　会　長

　　　　　　　米山功労者、ポール・ハリスフエロー

職業分類　シニア・アクチブ(単科大学)
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圈

寄付金納入明細書

1993年12月31ロ現在（単位：円）

クラブネ
｀11　　開

　一名当り

1993年７月～1993年1朗　期間人金分 過　去　累　計　分

沁通寄付金 特別寄付金 合　　計 普通寄付金 特別寄付金 合　　計

大阪難波 3､000 267､000 ０ 267,000 7､648,500 37､411､740 45､060､240

大阪なにわ 3､000 195､000 ０ 195､000 3､086,000 8､780､000 11,866,000

大阪南西 2､000 148､000 600,000 748,000 3,586,000 18､619､820 22,205,820

大　阪　西 2､500 280､000 1、690､000 1､970,000 8,576,600 25､088,840 33,665,440

大阪大手前 3､000 192,000 550､000 742､000 2,823､000 8､846,070 11､669､070

大阪大淀 2､500 177､500 2､610､000 2､787､500 4,505,000 17,850､404 22､355､404

大阪西北 2､500 197,500 1、040､000 1,237､500 4､938､750 21,054､620 25､993､370

大阪西南 2,500 282,500 2､145､000 2,427､500 6､623､800 40､324､430 46､948､230

大阪船場 3､000 174､000 730､000 904､000 1､473､000 5､869､000 7､342､000

大阪屯ヽ斎橋 2､500 197､500 980､000 1､177､500 4､731､500 16､035､500 20､767､000

大阪城北 3,000 165,000 300､000 465､000 3､361､000 9､678､292 13､039､292

大阪住之汪 2､500 122､500 510､000 632,500 4､494､500 14､283､930 18､778､430

大阪住吉 3､000 252､000 820,000 1､072､000 6､958､100 14､309､640 21､267,740

大阪天満橋 2､500 262､500 890,000 1、152､500 6､515,200 20､925､530 27､440､730

大阪天王寺 3,000 147､000 1,410､000 1、557､000 1、362､000 8､095､000 9､457､000

大阪東南 2,250 135,000 1､050､000 1､185､000 1,851､500 7,452,000 9､303､500

大阪鶴見 2,250 105,750 725､000 830､750 1､752､250 9､249､140 11､001､390

大阪梅田 2､500 165,000 159､000 324､000 4､574,500 13､361､441 17､935､941

大阪梅田東 2､000 118､000 1､240､000 1､358､000 1､426､500 4､540､000 5､966､500

大阪うつば 2､000 150､000 1,890,000 2､040,000 2､783､500 29､508､220 32､291，720

大阪淀川 2,000 178､000 561､000 739､000 6､409､200 15､598､676 22､007,876

千　　　甲． 2,000 156､000 1，170､000 1､326､000 4､169,000 17､458､290 21,627,290

摂　　　津 2､250 105､750 360､000 465､750 2､468,750 8,129､770 10,598､520

四　条　畷 2､000 50､000 ０ 50､000 1､136､750 5､143､500 6､280､250

吹　　　田 2､500 190､000 1、430､000 1､620､000 6､326､250 23,791、060 30､117､310

吹田汪坂 2,000 100､000 1、570､000 1､670､000 646､000 5､840､000 6､486､000

吹　田　西 2,000 132､000 580､000 712､000 2､619､000 15､276､080 17､895､080

高　　　槻 3,500 238､000 530､000 768､000 5､181､150 7､862､726 13､043､876

高　槻　束 2､500 145､000 ０ 145,000 3､353､000 10､401､070 13､754､070

高　槻　西 5､000 195､000 225,000 420､000 1､560､000 825､000 2､385,000

豊　　　中 2,750 211､750 570､000 781,750 6.923､600 14､281、342 21，204､942

豊　中　南 2､750 156､750 1、274､000 1,430､750 5,691､760 18､081、560 23､773､320

吟・1・一人ご↓奴

llil l原’ヤｄ咎 4､000 256､000 290､000 546,000 6,059,750 17,165､290 23､225,040

豊中Tぺlt 2､500 105,000 300､000 405､000 1､422､500 2､600､000 4､022､500

八　　　尾 2､500 197､500 2、205､000 2､402､500 6､670､200 22､881､080 29､551、280

ハ尾中央 2､500 125､000 1，440,000 1,565､000 2､420､000 13､754､640 16､174､640

ハ　尾　販 2､500 132､500 610､000 742､500 4､192､250 14､436､015 18､628､265

そ　の　他 ０ ０ ０ ０ ０ 1､122､163 1､122,163

地区合計 14､371,250 67､664､000 82､035,250 324､206,860 1,061,592､690 1､385,799,550
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ロータリー財団寄付額明細表
単位:S　　1993.12.31現在

クラブ｀名
狗.01
公員数

1993.7.1～1993.12.31 1993.8.31　現　在 1993.12.31

一一般寄付 １?,当り
で均幣

　　33

　　18

過去累計分 ポヽル･ハリス
　準フロ7－

ポー－ル･ハリス

　フ.r.r7－一

　マノレ升フリレ

ボーJレハリス･フエロー ベネファクター

大阪難波 90 2､990.00

1,300.00

136､511.34　　　　22 80 ８ １

大阪なにわ

大阪南西
-一一一大　阪　西

　70

　72

111

71､900.341　　　　1 50 ４ １

8､840.00

8､710.00

8.799.45

11､763.57

　1,800.90

122
　一一一一
　78

135

126､814.64 　1

20

91 ７ １

198､016.10

　86､247.50

95 ６ ０

大阪大手前

大阪大淀
　----－
大阪西北

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

　65

　71

　78

　一一一一
且8

　56

　85

43 24 ２ ０

　　　165

　　　23

一一

　　　18

　　　134

　　　　9

　　　71

　　　51

170.931.40

132､975.08

245､837.29

55 68 ２ ０

　63

120

59 ４ ０

2､230.00

7､540.00

　799.52

107 ７ ２

　55､639.61

　　　　一一一一117､219.25

　91､488.54

　　　　　一一-100､520.38

64 13 １ ０

74 65 ２ ０

大阪城北 61

48

4､340.27

2､480.00

10 41 ４ ０

大阪住之汪 59 49 ６ ０

大阪往古

大阪天満橋

大阪天王寺

　81

103

7､870.00

　135.00

97

　1

88
-一一
69

42

150､013.26
　　　　　－一一

166､023.57
-一一一一

　43､072.63

　60､341.01

　53,098.48
一一一一　　-一一

131､942.66

８ 69 ９

３

２

７ 86 １

50

65

51

4､400.00

4､496.00

2､170.00

45 17 ０ ０

大阪東南

大阪鶴見

22 51 11 ０

38 23 １ １

大阪梅田 70

63

76

3､540.00 50 　　　27
　　　-
　　　4
一　一
　　　71

37 １ １

大阪梅田東

大阪うつぼ

　1､862.72

14､420.00

　29

189

　59､963.52

152､743.65
　　　　　　一一一一

158,823.48

19 １ ０

62 10 ３

大阪淀川

千　　　肌

94

79

46
一一一一

25
-一一
77

49

3,288.00

5､650.00

3､470.00

　34

　71

　75

　40

127

　10

　51

４ 　61
-

　31

３ ０

105､604.58

　58,720.56
　　－　一一

　46､784.00
一一一一一一一一

149､534.85

65 ３ ０

摂　　　津

四　条　畷

吹　　　田

吹田汪坂

吹　田　西

18 26 １ ０

1､000.00

9､800.90

　510.00

3､400.00

　870.00

　580.00

17 14 ３ ０

59 61 ８ １

　24､005.08
　　　一一‥一一

106､174.06
　　　　　-一一

　85､323.68
　　　　一一

　80､602.04
　　　　　一一

　30､711.67
　　　　一一一一

130,592.42

49 ２ ０ ０

66

70

58

63 40 ２ ０

高　　　槻 　12

　10

116

33 36 １ １

高　槻　東 52 31 ３ ０

高　槻　西

豊　　　中

豊　中　南

38

77

59

4､440.00 53 ６ ０ ０

6､510.00

8､195.22

　84

138

　54

50 69 ７ ０

131､001.48

　　　　一一－
128､163.13
-‥　　　　-一一

　37､813.18

52 54 12 ０

昂1剛謔洽 63

42

79
　－

51

59

29

3､440.00

5､200.00

1､340.00

74 58 ９ ０

豊中千里 　　　123

　　　16

　　　104

　　　　8

　　　　0

一一-　－一一

　　　68

８ 13 ４ １

八　　　尾

ハ尾中央

ハ　尾　東

183､335.26 76 74 18 １

5､310.00

　530.00

　　0.00

67､175.38 47 24 ３ ０

113､881.13 57 47 ６ ０

茨　木　西 　　　　　0.00
　　　　　　-一一
　　58､109.06

8､839､644.28

０ ０ ０ ０

そ　の　他 ７ ６ ０ ０

合　　　計 5､520 377､946.91 3､261 3､713 381 43
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」

開

場

ホスト：大阪心斎橋ロータリークラプ

　フォーラム委員長成　田　　　奥

　催　日:1994年１月29日出

　　　所：福徳銀行本店８階(福徳ホール)

参加クラブ：大阪本町、大阪南、大阪難波。

　　　　　　大阪なにわ、大阪南西、大阪西

　　　　　　南、大阪船場、大阪うつぼ、大

　　　　　　阪御堂筋、大阪心斎橋

　　　　　　ハ尾中央、大阪（組外参加）

参加者数：４ １ ２名

出席者数：３ １ ２名

　当日は大森ガバナー、中西、廣瀬、世戸各

バスト･ガバナー、中野ガバナー・ノミニー

のご未賓をはじめ、中田地区財団増進委員、

清基地区米山奨学委員、王子地区大会委員、

小池IGF担当地区幹事のご出席をいただき、

大森ガバナーのご挨拶につづいて坂東ゼネラ

ルリーダーから本日のフォーラムが第１部と

第２部とに分かれて行なわれ、メインテーマ

は「クラブの活性化について考え｡る」で皆さ

んの積極的な意見をお願いしたいとご挨拶が

あり、地区報告では、ロータリー財団・米山

奨学会・地区大会について、それぞれ担当の

地区委員から説明があった。

:）　1993り994年度国際ﾛｰﾀﾘｰ鮒Ｅ印池汝1゛^ﾂﾞ雍｀
こざ2乞二色男ィゼネラルフォーラム

　フォーラム第１部では、成田委員長からテ

ーマについての解説につづいて「定年になっ

り 四

てから如何に生きるか｡/　職場にいる間から

生きがい作りの準備を考える」と題した

ＮＨＫビデオの放映を30分実施した。

　第２部では１．会員増強の為のアイデア、

２．クラブの親睦を深める為のアイデア、３．

出席率（例会及び諸行事への）向hの為のア

イデア。と各10組毎のグループでバズ七ッシ

ョンが行なわれた。そして各テーマから３名

づつテーブル代表として意見を発表した。坂

東ゼネラルリーダーの講評でも非常に高い評

価をいただき、大森ガバナーをはじめ各パス

トガバナーからもお褒めのお言葉をいただい

た。今回は途中退席者が殆んどなく、「手に

手つないで」は会場いっぱいの大きな輪にな

って第７組I.G.F.の最終の美を飾った。

　皆様のご協力を心から感謝し厚く御礼申し

ｈげます。

1993～'94年度のための地区協議会収支報告

　　ホスト・茨木ロータリークラプ

　　委員長：工　藤　義　雄

　　会計：山本善朗

　科　　　　目一一一一　‥‥‥一一
ひ　　録　　料

金　　　額 備　　　考

Y170､000×76RC

収

入

の

部

　12,920､000

　　　　別O､000

　　　　601.211
一一-

　　　　　8､909

　13,840,120

地区補肋費

米山記念奨学会より

銀　行　利　息

合　　　　　計

支

出

の

部

公　　場　　費 1，967､168
　 　 　 　 　 一

一 一 一

経食費並茶菓料

設　　営　　費

準備会議費

　　4､873,600

　　2,477,835

　　　201,467

一一
　　　680､558印刷関係費

記　　録　　費

記　　録　　誌
　　　　　　-一一バス交通費

郵　　送　　料
-一一雑　　　　　　貨

　　　　569､556

　　　　816､748

　　　　146､718

　　　　　60,923

　　　　　43､952
一一

　　2,001、595

　13,840,120

一則　　余　　貪

Ｉ合　　　　　　計

※剰余金は地区資金に組み入れました。
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ポール･ハリス･フエロー

次の方たちにポール･ハリス・フェロ一の

称号が贈られました。

※河　田　正　興　　淑

岸　　　武　吉

塚田雄一郎

ド地民男

栗　本　　　　－

　東　田　和

※細江

　柴　田　安

※西

　大

　吉

　山

※横

　岡

　田

　桟

※井

　豊

　檀

加
坂

※中

※岡

※-111-

　原

　喜

※西

　荒

※荒

※安

　山

　奥

　野

　小

　小

辻
喬
―
、

’
4
4
　
￥
s

占
小
高

※
　
　
※

※渡

　秋

※田

　中

田敦

林

村

分

田

島

中

原

関

田

藤
井
嶋

１
－

ｔ
川

多
川

巻

本

達

木

野

中

谷

谷

盾

清

義

義

経

四

厭

博

宣

μi

明

束

東
大
大
大

　　　　　　(1993)

大阪中R C　11.16

　大　阪R C　11.16

　大　阪R C　11.16

　　　阪R C　11.16

　　　阪R C　11.16

　　　阪R C　11.16

大阪栄:淀ＲＣ

池　　　田ＲＣ

大阪伺ﾐ之汪ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

八尾中火ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

夫　束　大　阪ＲＣ

一　大阪阪南ＲＣ

久 大

豊
豊
豊

之
和
三

嘉
正
宏

義
　
一

信
成

或
困

青
博
克

修
恭

直

析

善

高

澄

浩

郎

継
郎
之

己
身

士
実
祐

　.-

.一一j

彦

明

泰

信

郎
仁
正
司
之
詩

三
明
年
克
伸
清

　
本
本
浦
田
椋

石健太郎

辺喜男

田豊蔵

中　敬　一

迫　和　夫

阪　束ＲＣ

中　南ＲＣ

中　南ＲＣ

中　南ＲＣ

池田くれはＲＣ

箕面中央ＲＣ

大　　　束ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪平野ＲＣ

大阪平野ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

東大阪中ＲＣ

束
モ
千
千
千
千
茨
茨
茨
茨
茨
茨
茨
茨

大

大

大　阪ＲＣ

　　肌ＲＣ

　　肌ＲＣ

　　ＩｌｔＲ Ｃ

　　肌ＲＣ

　　甲．ＲＣ

本　東ＲＣ

木　東ＲＣ

木　東ＲＣ

木　東ＲＣ

本　東ＲＣ

木　東ＲＣ

木　東ＲＣ

木　東ＲＣ

阪東南ＲＣ

阪東南ＲＣ

１１．１７

１１．１７

１１．１７

１１．１７

１１．１７

１１．１７

１１．１８

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

ｎ

18

18

18

18

18

18

18

18

19

19

19

19

19

19

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

小

川

隅

西

部

岡

林

合

田

海

田

融

弘

栄

悦

恭

弘

毅

博

悦

清

一

一一

ベネファクター

　原井龍一郎

　黒川義春

　吉村源逸

　山　本　光　勇

　持　田　　　力

東大阪東ＲＣ

東大阪束ＲＣ

大阪天満橋RCで

大阪天満橋ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大
大

阪ＲＣ

阪ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

１１

１１

１１

ｎ

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

※Iﾐ|｣－マルチプル・ポールハリスフェロー

24

24

24

24

24

24

16

16

19

19

22

■訂正とお詫び

　ﾄﾞ記事項､につき誤りがありましたので、謹

んでお詫びと訂正をさせて戴きます。

　舌　゜､､－ル･ハ|ス　　ロー

P.12　西村啓三叉〉西村典三(東大阪中)

　　　　島岡　司マルチプル・ポールハリス

　　　　フェロー冷ベネファクター

米山功労者

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。

田
中
西
中
松

※脇

酒
高
丹
野
高
二
大
平
岡
本
中
西
水
表
岡
㈱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
※

中
島
村
村
永
田
井
橋
羽
綺
松
宮
ド
田
田
田
村
川
野
　
田
光
谷

治
哉
障

潤
信

富太郎

廣
　
真
健
弘
貞
秀
恵
晃
義
育
隆
常
昌
康

　早苗

生薬

　歓

慶
繁
宏
也
一
一
毅
彦
追
追
祥
昭
伸
一

幸
之
三
局
男

(3回副

　　　　(1993)

大阪西北ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪城北ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大　阪　西ＲＣ

大阪淀川ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

東　大　阪ＲＣ

東大阪東ＲＣ

東大阪中ＲＣ

東大阪中ＲＣ

枚　　　方ＲＣ
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田
庄
侃
亀
原
田
ハ
片
北

戸
西
吉
藤
三
冨
生
佐
篠
松
竹
村
中
飯

※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
※
※
※

原
司
島
井
　
中
尾
山
　
田
埜
田
田
浦
田
内
葎
塚
浦
田
野
村
田

一　繁

修三郎

一
彦
明
郎
之
彦

　
　
　
　
一

栄
龍
豊
恕
嘉
勝

政十郎

博
夫
男
達
温
一
男
昭
弘
男
道
昭
明
治

　
治
益
　
喜
和
良
元
陸
続
秀
壽
正
彦

※印＝２回目以11

聯汗LI

㈲回[い

枚方くずはＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪城南RCで

大阪城南ＲＣ

大阪城南RCI

大阪城南ＲＣ

大阪西北ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

千　　　唾１ＲＣ

千　　　肌ＲＣ

交　　　野ＲＣ

交　　　野ＲＣ

八　尾　束ＲＣ

大阪北淀ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪梅田束ＲＣ

大阪本町ＲＣ

米山フアンドフエロー

田
根
野

野
山
に

圓漢字

田
道
本
田
川
原
田
端
木
野
木
崎
古
井
林
橋
淵
野
　
村
西
渾
木
渾
戸
渾
島
山
本
村
田
坪
村
村
田
村
原
窓
田
野
川
原
井
川
山
川
辺
沢
田
　
田

舎
中
橋
三
中
藤
樋
川
橋
宮
ハ
川
佐
永
小
大
貝
鴻
萬
西
中
小
鈴
占
井
奥
中
中
橋
豆
福
大
河
武
藤
松
海
北
瀬
辻
西
藤
藤
前
氷
森
渡
兪
津
田
平

宏
燈
明
和
雄
美

　
達
博
正
　
弘

喜八郎

作
雄
彦
宏
目
．
治
治
良
壽
司
雄
夫
治
長
彦
満
雄
純
満
治
夫
雄
彦
彦
禎
郎
治
雄
男
．
．
五
勇
三
且
治
郎
介
グ
彦
郎
寿
命
興
秋
昭
治
重
、
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
之
　
　
　
二

箕
定
和
之
崇
昌
康
唯
　
忠
忠
則
寛
忠
梢
　
定
正
　
富
秀
幹
部
豊
服
逸
賢
俊
秀
省
健
　
栄
　
寛
精
昌
　
良
磯
久
　
実
哭
忠
憲
晴
良

大阪梅田淑ＲＣ

大　　　脚ＲＣ
だ，やぺ’1･ら　　ｰ｡

大阪御堂筋ＲＣ

大　　　束ＲＣ

大　　　束ＲＣ

大　　　束ＲＣ

大　　　束ＲＣ

大　　　束ＲＣ

枚方くずはＲＣ

枚方くずはＲＣ

茨　水　東RC?

箕　　　面ＲＣ

箕面中央ＲＣ

箕面中央ＲＣ

箕面中央ＲＣ

大阪中共ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪七ヽ斎橋ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

火
吹
吹
八
八
八

阪　西ＲＣ

　　田ＲＣ

　　田ＲＣ
。
巳
也
也

‘
４

‘
４

‘
’

束ＲＣ

束ＲＣ

東ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪本町ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

次の方たちにフアンドフエローの称呼が

贈られました。　　　　　　　　　（1993）

　山　路　弘　夫　　　大阪阿倍野ＲＣ

　大　森　富　夫　　　大　阪　東ＲＣ

　中　鴫　博　信　　　大　阪　東ＲＣ

　小　山　隆　三　　　大阪阪南ＲＣ

　田　中　恕･郎　　　大阪城南ＲＣ

　岩　綺　泰　－　　大阪柏原ＲＣ

　松　原　貞　一　　　大阪柏原ＲＣ

　山　本　光　勇　　　大阪柏原ＲＣ

　平　井　　　姦　　　大　阪　港ＲＣ

　津　乖　宏　通　　　大阪心斎橋ＲＣ

　中　村　勝　彦　　　大阪心斎橋ＲＣ

　宮　田　貴　代　　　大阪心斎橋ＲＣ

　宮　里　欣　也　　　大阪心斎橋ＲＣ

　村　田長兵衛　　　大阪心斎橋ＲＣ

　梶　山　　　高　　　吹　田　西ＲＣ

　宮　川　藤一一郎　　　吹　田　西ＲＣ

　熊　谷　常　一　　　豊　中　南ＲＣ

　植　松　鏑　吉　　　八　　　尾ＲＣ

　寺　坂　哲　之　　　ハ　　　尾ＲＣ

　中　西　啓　詞　　　ハ　　　尾ＲＣ

　中　谷　武　男　　　八　　　尾ＲＣ

　阪　目　　　毅　　　八尾中央ＲＣ

　山　倉　　　登　　　ハ尾中央ＲＣ

　小　林　雄　友　　大阪北淀ＲＣ

　木　村　良　一　　大阪東南ＲＣ

　菅　生　　　肇　　　大阪梅田淑ＲＣ
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1994年１月度　出席報告

ク　ラ　ブ
剛胆
帽膳

１引

剥隋
増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ

期初の

会員数

1月末

会員数
増減 出席率 例会 順位

大　　　　束 68 70 ＋2 100.00 ４ １ 大阪難波 89 86 －3 97.34 ４ 40

束　人　阪 82 83 ＋１ 93.45 ４ 67 大阪なにわ 64 63 －1 96.83 ４ 42

東大阪東 68 68 ０ 96.72 ４ 45 大阪南西 74 76 ＋2 99.34 ４ 16

東大阪中 59 59 ０ 99.16 ４ 20 大　阪　西 107 107 ０ 99.71 ４ 12

東大阪西 58 57 －1 99.11 ４ 22 大阪大手前 64 65 ＋１ 97.99 ４ 33

枚　　　　方 59 61 ＋2 99.39 ３ 15 大阪大淀 71 69 －2 97.78 ４ 35

枚方くずは 56 58 十2 95.06 ３ 59 大阪西北 79 81 ＋2 98.72 ３ 29

茨　　　　木 64 65 ＋１ 99.13 ４ 21 大阪西南 113 111 －2 100.00 ３ １

茨　木　収 55 54 －1 97.31 ４ 41 大阪船場 58 58 ０ 95.69 ４ 52

茨　木　西 ０ 29 ＋29 92.20 ４ 68 大阪心斎橋 79 78 －1 98.91 ４ 27

池　　　　田 59 58 －１ 96.01 ４ 50 大阪城北 53 55 ＋2 100.00 ４ １

池田くれは 52 53 ＋１ 91.90 ４ 71 大阪住之江 49 50 ＋1 98.96 ４ 25

門　　　　真 31 33 ＋2 95.33 ４ 55 大阪住吉 84 85 ＋1 93.88 ４ 65

交　　　　野 47 50 ＋3 96.15 ４ 49 大阪天満橋 105 104 －1 96.76 ４ 44

箕　　　　面 63 61 －2 99.10 ４ 23 大阪天王寺 49 49 ０ 88.78 ３ 75

箕面中央 56 58 ＋2 97.39 ４ 38 大阪東南 60 63 ＋3 100.00 ３ １

守　　　　目 85 84 －1 95.97 ４ 51 大阪鶴見 47 49 ＋2 95.14 ３ 58

寝　屋　川 61 58 －3 95.29 ４ 56 大阪梅田 66 65 －1 98.93 ３ 26

大　　　　阪 304 318 ＋14 87.34 ４ 76 大阪梅田東 59 60 ＋1 98.75 ４ 28

大阪阿倍野 66 63 －3 95.01 ４ 60 大阪うつぼ 75 76 ＋1 98.02 ４ 32

大阪ちややまち 67 69 ＋2 99.27 ４ 18 大阪淀川 83 88 ＋5 99.10 ４ 23

大阪中央 62 62 ０ 100.00 ４ １ 千　　　　唄 78 79 ＋1 94.53 ４ 63

大阪堂島 60 59 －１ 95.53 ４ 53 摂　　　津 46 49 ＋3 97.78 ４ 35

大阪阪南 80 78 －2 98.71 ３ 30 四　條　畷 25 26 ＋１ 79.40 ４ 77

大阪阪和 50 48 ～2 94.73 ４ 61 吹　　　　田 76 75 －1 100.00 ４ １

大　阪　束 140 144 ＋4 96.81 ４ 43 吹田江坂 50 53 ＋3 100.00 ３ １

大阪東淀 72 73 ＋１ 96.59 ４ 46 吹　田　西 66 68 ＋2 100.00 ４ １

大阪平野 57 55 －2 100.00 ４ １ 高　　　　槻 68 68 ０ 97.87 ４ 34

大阪本町 68 67 －1 96.46 ３ 47 高　槻　東 58 58 ０ 100.00 ４ １

大　阪　城 １７ １７ ０ 95.24 ３ 57 高　槻　西 39 38 －1 99.34 ４ 16

大阪城南 77 77 ０ 99.67 ４ 13 豊　　　　中 77 74 －3 97.50 ３ 37

大阪城東 69 73 ＋4 99.27 ４ 18 豊　中　南 57 59 ＋2 99.47 ４ 14

大阪柏原 46 53 ＋7 91.55 ４ 73 j朕ｑｌ一大防£
｢司1原7Mi巷

64 64 ０ 95.47 ４ 54

大　阪　北 187 191 ＋4 91.56 ３ 72 豊中千里 42 42 ０ 92.10 ３ 69

大阪北梅田 74 76 ＋2 96.28 ４ 48 八　　　　尾 79 82 ＋3 98.21 ４ 31

大阪北淀 56 57 ＋１ 97.35 ４ 39 ハ尾中央 50 50 ０ 94.67 ３ 62

大阪御堂筋 49 53 ＋4 93.87 ４ 66 八　尾　東 53 54 ＋1 89.72 ４ 74

大　阪　南 184 187 ＋3 94.09 ３ 64

大　阪　港 38 32 －6 91.94 ４ 70 クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪中之島 51 49 －2 100.00 ４ １ 77 5､353 5､437 ＋84 96.58％
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地区大会出席のRI会長代理決定／

　バースRI会長より、当地区大会にRI会長代理として1991～

'92年度RI会長ラジェンドラ・Ｋ・サブー氏を任命した旨の通

知がありました。

　サブー元RI会長は、1934年８月11日カルカッタに生まれ、

1961年にインドのチヤンディガーRCに入会、1970～'71年度に同RC会長を務められ

た。1976～'77年度に第3100地区ガバナー、以後RI理事、RI各種委員および委員長を

歴任。　　　　　　　　　　　　　　　(ロータリーの友平成３年７月号より抜粋)

訃　　報
　　　奪希希災害の急報希希希

◆　第4100地区（メキシコ）ガバナーから激

　しい暴風雨により大洪水が発生し、同地域

　の家屋、車両、及び家畜を押し流してしま

　い、5､000人以上の人々が影響を受け、か

　なりの人々が所有物の全てを失ったとの報

　告を受けました。救援資金、又、毛布、マ

　ットレス、台所用具、家具、材木、プラス

　ター・ボード、工具、及びその他の建材も

　必要とされています。

◆　第5260地区（米国カリフォルニア州）ガ

　バナーから、震度6.6の地震が同地域を強

　襲し、少なくとも40人が死亡、家崖や地殻

　構造に被害が及び、米貨で数十億ドルを上

　る損害が予測されています。寄付資金は、

　緊急の食糧、避難所、及びその他のニーズ

　の発生に備え適時使用されることになると

　の報告を受けました。

◆　第3820地区（フィリピン）ガバナーから、

　先月台風が続けて同地区を強襲し、続発し

　た洪水を伴う二つの壊滅的な台風により、

　420人の死亡者が出、米貨にして4､000万ド

　ルに及ぶ農作物と家屋の被害を受けたとの

　報告を受けました。

　上記救援活動のための詳細は、ガバナー事

務所へおたずね下さい。

　土　田　奈津雄君(豊中RC)

　平成６年１月２日逝去(享年59歳)

　昭和11年７月31日生まれ

　昭和61年４月１日入会

　奥　田　孝　作君(豊中一大阪国際空港RO

　平成６年１月14日逝去(享年83歳)

　明治43年６月18日生まれ

　昭和47年２月23日入会(ﾁﾔｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ)

　昌?二召年度　クうブ会長

　米山功労者

　ポール・ハリスフェロー

　溝　畑　隆　司君(箕面RC)

　平成６年１月22日逝去(享年64歳)

　昭和５年７月15日生まれ

　昭和59年９月13日入会

　米山ファンドフェロー

　ポづレ・ハリスフェロー

　長谷川　善　吾君(八尾RC)

　平成６年２月11日逝去(享年84歳)

　明治42年２月12日生まれ

　昭和37年５月入会

　1969～'70年度　クラブ会長

　米山ファンドフェロー

　ポール・ハリスフェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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クラブ会長並に幹事殿 TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

読書百遍　意自から通ず

　待ちに待った春がやって来ました。桜の花

が今年もきれいに咲いて、私たちを楽しませ

てくれました。

　春が来れば自然に花が咲く。確かにそうで

すが、私たちのお寺では、まだ曹も固い２月

の初め､桜の木の消毒をし、肥料を施します。

これを怠るとその年の花の咲き方が違います

し、虫が多くて樹も弱ります。

　寒中の身を切る寒さの中での消毒、施肥と

いう仕事は大変につらい作業です。でも春に

なって大勢の人達が｢やーきれい｣といってく

れるのを楽しみにこの仕事に精を出します。

　一生懸命に手入れをすると、草花や樹木は

花で応えてくれます。物言わぬ草木ですが、

私たちの努力をよく知っているようです。そ

ういえば、音楽を聴かせて野菜や果物を作る

と良いのができるという話を聞いたことがあ

ります。

　生命のあるのは、生きているのは、人間や

動物だけではないのです。植物はもちろん、

鉱物にさえも生命があるのです。

　生命が燃え出ずる春。生命の尊さを思い起

こしたいと思うのです。

　あまりにも人の生命を粗末にし、食物や日

用品を粗末にし過ぎていませんか。物にはす

＜魏書＞

べて生命が宿っているのだということをしっ

かりと認識したいものです。

　ところで４月には会長エレクト研修セミナ

ー（ＰＥＴＳ）委員長会議､地区協議会､クラブ協

議会などの会合が開催され､新年度の準備にと

りかかります｡それぞれの担当役員の方は欠席

しないように自分の日程を調整しましょう。

　４月は「ロータリー雑誌月間」です。 RI

の公式雑誌は世界で23ありますが、日本では

　「ロータリーの友」が公式雑誌です。

　読まないベストセラーなどと悪口を言われ

ますが、やはりロータリアンは読まねばなり

ません。読んでロータリーの知識を深め、新

しい情報を手に入れるべきです。

　　『読書百遍、意自から通ず』……しっかり

何回も読みましょう。読むべきです。

　最近の「ロータリーの友」の内容は多岐に

わたり、すばらしい記事がいっぱいです。例

会場でパラパラ、それで終わりということの

ないようにしたいものです。

　また、読んだ後どうするか。一般のロータ

リーを知らない人達に読んで頂くことも考え

ねばなりません。クラブでの対処をよろしく

お願い致します。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Te1 0726,23-2668 Fax 0726-24,2669
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直前ガバナ 山　中　文　和

　ポリオプラスの活動は、我々全世界のロー

タリアンの偉大な熱意と実践により、それが

　「起爆剤」となって大きな世論を巻き起こし、

今や国連や各国の保険機構、各国政府が力強

く活動を開始し、今や全世界で132カ国がポ

リオ「Ｏ」の国になったのは素晴らしい事で

あります。

　絶滅の日が来るまで何が何でもやろうと頑

張っておられるロータリアンも多くあり、こ

れはこれなりに素晴らしい事です。私も絶滅

を熱望している者の一人です。がしかし、地

区（国際ロータリー）としては、もうこの様

に立派に活動が定着すれば本来の役目を充分

に果たし得たのであり、次の社会的ニーズに

目を向けるべきでしょう。もしも絶滅を願う

あまりいつまでも深追いをしていれば、今や

深刻な問題であるエイズや環境破壊の問題に

は誰が取り組むのでしょうか。

　この意味でフィラデルフィア大会で「RI

のポリオ・プラスキャンペーンの終了宣言」

を出しだのはRIが正しい方向を示したと言

えるでありましょう。

　地区全体としてではなくて、今や世界の各

地では、このポリオ撲滅を各ロータリークラ

ブ単位で世界社会素仕の大きなプロジェクト

として取り入れ、活動中であるのは素晴らし

い事です。この意味でアジア地区ポリオプラ

ス・コーディネーターとして、となりの第

2640地区ＰＤＧ平岡正己先生が大変なご活躍

をされているのはご存知の通りです。

　この様に地区として団体でする大きな奉仕

活動は、奉仕の実践として大変良い効果を得

るのも事実であり、それに参加したロータリ

アンにとっても大きな感動を覚え、次ぎなる

個人としての奉仕への意欲を燃やすのも事実

ですので､これはニれで大変大事なのですが、

ロータリーの奉仕はあくまで個人の奉仕が基

本であります。

　近頃はともすれば地区全体でする団体での

大きく目立つ奉仕のみが、ロータリーの奉仕

と思う方々が多くなってきた事は、大変憂う

べき状態だと思っています。

　その上大変盛りだくさんな情報が流され、

複雑になり益々分かりにくくなってきていま

す。もうこれ以上盛りだくさんは堪忍してほ

しいと思う者の一人です。

　これ以上派手な目立った押せ押せムードで

する団体奉仕のみをやっていると、各々職業

を持ち、同業者団体や商工業団体で活躍して

いるロータリアンにとって、経済的にも時間

的にも持ちこたえられず、これから先150年

200年と永続きする事は大変難しくなるので

はないかと心配しています。

　ロータリーとはもっと身近な問題を考え実

践する場であり「自己の為に利益を得ようと

する欲望と、他人に奉仕しようとする義務感

の間に起こる自分の心の葛藤を如何に調和さ

せるか」と言う人生哲学の勉強の場であり、

又地区ロータリークラブ全員で行った団体奉

仕を通じて、如何に個人奉仕を実践するかの

勉強をする場なのです。

　日本のロータリーの始祖､米出梅吉翁は「ロ

ータリークラブは素晴らしい奉仕をするロー

タリアンを育てるところであって、奉仕クラ

ブではない」と言いきっています。

　今は亡きシャープの早川徳次社長が、この
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ロータリーの基本の心を「タバコの吸い殼の

話」としてよくお話されていました。

　　「プラットホームにたくさんの吸い殼が落

ちている。大変汚いがあなたはその吸い殼を

ひらえますか｡」－いやとても恥ずかしいて

拾えません「ところがものの５人も集まって

　（清掃）と言うタスキを掛けて掃除すると、

いとも簡単に掃除ができて、しかも少しも恥

ずかししくない。ましてやクラブ全員でやる

と楽しく掃除が出来るよ。しかも毎月一回な

り二回なり二､三年団体で掃除をしていると、

いつの間にかそれとなく一人でも吸い殼が拾

える様になる。そしてその様な輪が地域全体

に拡がったら素晴らしい事やろ｡」－ああそ

れは素晴らしいですね。

　　「いやしかしロータリーの奉仕の最終の目

的はそんな事ではないのや｡」－ええそれは

一体何だんねんーひとりでそれとなく吸い殼

を拾える様になった頃には、おそらく自分は

吸い殼をポイ捨てしないであろう。皆がポイ

捨てをしない様になったら、こんな素晴らし

い事はないのではないやろうか｡」

　との話を聞き私は驚きました。戦前戦中に

育った私は、奉仕と言うと勤労奉仕とか無料

奉仕としか思いつかず、必ず大きな金銭的犠

牲か、たくさんの時間と労力を犠牲にするも

のであり、ついには生命すら犠牲にするもの

と思っていましたので、ほとんど犠牲を伴わ

ないもっと素晴らしい、しかもほとんど目立

ちはしないが洗練された奉仕の方法がある事

を聞き、大きな驚きと感動を覚えたものでし

た。社会が要求している時には大きな団体奉

仕に参加する事も必要です、がそれに参加す

る時も、ロータリーの基本的な理念を忘れず

にガンバロウではありませんか。

文庫　通信(第78号)

　　　　　　　　　　広報・雑誌に関して

○「窓を開くロータリー」　前原勝樹　1985年　23頁

○「広　報」　津田　進　1988年　12頁

○「ロータリーの広報を考えるJ　D.268〔1990年〕20頁

○「広報・雑誌委員長研修会報告書J　D.277　1990年　45頁

○「広報マニュアルJ　D.255　1991年　24頁

○「見よ./語れ./報道の目」（地域に脈打った奉仕活動の実践録）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D.2600　1992年　19頁

○「地区広報活動事例集J　D.2550　1992年　89頁

○「『ロータリーの友』読者アンケートJ　D.267月信:1984 ・ 1 月　１頁

○「『ロータリーの友』に関する読者アンケート結果JD.253月信:1984 ・ 4 月　１頁

○「ロータリーの友アンケート集計J　D.252月信:1984 ・ 6 月　１頁

○「雑誌月間雑話」　入江直祐　ロータリーの友:1987 ・ 4 月　１頁

○「雑誌（ロータリーの友・ガバナー月信）に関するアンケート結果」

　竜ケ崎R.C.D.2820月信:1993 ・ 5 月　２頁　〔申込先ロータリー文庫（コピー）〕

○「THE ROTARIAN READER-A 75-Year AnthologyJ　R.I.1986年　339頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先R.I.〕

ロータリー文庫
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我が“白昼夢"『ロータリーの友』

地区広報･雑誌委員会

　　　　委員長　足達忠利(吹目|)

　ここはカリブ海に浮かぶ音楽とコーヒーの

島ジャマイカ｡一人の日本人ロータリアンが、

なんとも爽やかな貿易風にうたれながら、白

く美しい海岸でビーチチェアーに身を沈め、

ラム酒のオンザロックを飲み『ロータリーの

友』を読んでいます。

・今月号からの新企画

－ちょっと一服コーナー－

　　マリリン・モンローいわく｢男が支配し

　ている世界だろうと私はへっちやらよ。女

　でいられる限りね｣

　　スードカレンダー撮影の時、何も身につ

　けていなかったのですか？

　　　｢あーら、なにもつけてなかったなんて

　ウソよ。ラジオをつけていたわ｡/｣

－スポーツの話題－まずはゴルフから

　　アーノルド・パーマーは語っている。

　　　｢プレイに臨んで、いつもの自分より少

　しだけ気分を明るく持つように心掛けるこ

　と。ゴルフでは失敗は当り前。たとえミス

　してもクヨクヨせずに前進あるのみ。いか

　なる事態になろうとも今日の自分は絶対く

　さらないぞ｡/　気分をいくらかハイにして

　ゲームに臨む決意が肝心。上達の精神的秘

　訣ともいえるだろう｣

－がんばれ日本一

　　　｢日本的ボランティアの薦め｣

　　日本はボランティア後進国か？

　　欧米的なボランティアのやり方が常に普

　遍的であるという根拠は全くありません。

　現実には、日本が今や世界で最も新しい、

　いちばん役に々lつ生活のモデルを提供しつ

　つあるのですから、日本も又普遍的な存在

　なのです。環境問題への真剣な取り組みを

　見てもわかります。日本人は、古くから自

　然と人間の調和をはかってきました。いま

　や世界は、この良き伝統の復活を必要とし

　ています。日本人にとってやり易いボラン

　ティア活動を考えましよう。

－シネマ・サロンー

　　青少年奉仕委員長、社会奉仕委員長さん

　必見の映画。ケビン・コスナー主演「パー

　フェクト・ワールド」

　　みんなで観よう「極道の妻たち」「クリ

　フ・ハンガー」

－ユーモア・コーナー－

　・初婚と再婚の違いべ〉

　　　希望で胸がふくらんでいるのが初婚。

　　　脂肪で腹がふくらんでいるのが再婚。

　・栄転と左遷の違いに〉

　　　給料が上がるのが栄転。

　　　血圧が上がるのが左選

一中高年の回春－

　　もう俺はダメだとあきらめないこと。

　　あなたの“朝”元気ですか？

　ええ？！『ロータリーの友』もこんなこ

とまで書くようになったの.へ/./　進歩し

たなあ．

　ここで彼は、はたと夢からさめ、“残念な

がら”現実にもどったのであります。
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ツションに入りましたが、その直前に参加者

の堅さをほぐして活発な発言をしていただく

ため、首と肩の柔軟体操をし、全員で「手に

手つないで」を斉唱しました。テーマは「ロー

タリーの活性化」一本に絞り、参加者を８グ

ループにわけ、グループごとに配置されたリ

ーダーの司会進行により非常に活発、熱心な

１時間30分の意見交換を進め、その後、リー

ダーによる発表をもって終了いたしました。

　バズセッションの発言内容につきましては

後日の記録誌に掲載させていただきますが、

概略次のような事項が要点となりました．

　（a）会員の高齢化と年齢構成

　（b）会員増強と女性会員

　（c）出席率と形式的なメークアップ

　（d）活動の形式化、委員会の整理統合

　（e）鉄は熱いうちにたたけ（新人教育）

　なお、ゼネラルリーダー、ガバナーからは

　「年度ごとの活動に勇気ある刷新を./」「ク

ラブで、一人一人が熟考を.帽「地区行事の

簡素化、その代わりにクラブで./」「最終的

には個人の自覚.帽などのお言葉を講評とし

ていただきました．

　最後にご協力いただきました皆さまに、心

から厚くお礼申し上げます．

場　　　所：新阪急ホテル2F「紫の間」

参加クラブ：大阪ちややまち、大阪中央、大

　　　　　　阪堂島、大阪北、大阪北梅田。

　　　　　　大阪港、大阪西、大阪大淀、大

　　　　　　阪西北､大阪天満橋､大阪梅田。

　　　　　　大阪梅田東（計12クラブ）

登録者数：４ １０名

出席者数：３０２名（地区外１名）

　当日は大森ガバナー、伊瀬、松本、中西、

武尾、菅生、各バストガバナーのご来賓をは

じめ、地区幹事、地区財団増進委員、地区米

山奨学委員のご出席を頂き、古田ゼネラルリ

ーダーのご指導の下で開催されました。

　今回のフォーラムの全体テーマは「迫りく

る危機　知ろうエイズ　考えよう職場の対

応」ということで、現在感染していると推定

される１万人とも２万人ともいわれる人達

が、３年～５年後には一斉に発病し、さまざ

まな社会問題を投げかけるであろうといった

事態の予測に基づいて、この到来する現実に

対し、エイズに関して無知であることは最早

許されず、正しい知識の習得と確かな理解が

必要であるという観点にたってフォーラムが

行われました。

-

了s¶皿ﾚJマ

　先ず、大阪市立総合医療センター感染症セ

ンター部長　赤尾　満講師から専門の立場で

エイズという病気、感染経路、予防、及び大

阪府や市の現状等についてスライド映写を交

えてお話があり、続いてNHKソフトウエアー

制作のシュミレーションドラマのビデオで、

Prot.は或る商社を舞台に、外国勤務の社

員が帰国し、エイズ感染が判明、職場や家庭
日

｜

．

Ｇ

．

Ｆ

．

第 ５ 組 　 報 告 書 　 ｜

　 ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｉ

　ホスト：大阪梅田東ロータリークラブ

フォーラム副委員長大　野　忠　雄

　　　時:1994年３月５日出
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でパニックが起こる……といった過程を描い

たもので、これを見ることによってテーマに

対する関心を大きく惹起しました。

　次にそのビデオの監修を勤められた松山幸

弘講師から、職場のエイズ問題の法と経済の

側面についてに話があり、次に実際にリーバ

イ・ストラウス　ジャパン㈱で、職場のエイ

ズ研修を行っている堀江裕美講師から、自社

の対策の報告がありました。

　続いて、会場からの質問を基にして、前出

の３名の講師によるパネルディスカッション

が行われ、活発な質疑応答ののち無事終了致

しました。

　フォーラムを通じて会場の会員諸氏は熱心

に聞き入り、各々のエイズに対する思いを深

くされたのではないかと拝察されました。

　I.G.F.に参加を頂きましたロータリアン

の皆様には長時間にわたりご協力を賜りまし

て厚く感謝申し上げます。

－
1993～'94年度第2660地区
ローターアクト第２回献血

ホスト：大阪北ローターアクトクラブ

　　　　　会長市居　寛　子

－
－

　恒例のローターアクト献血が、２月20日(日)

ＪＲ大阪駅東口広場にて開催されました。天

候は曇りで少々肌寒い一日でしたが、日頃の

行いが良かったのでしょうか、降水確率70％

にもかかわらず傘を一度もさすことなく、献

血を実施することができました。

　献血受付数は全体で224名で、皆様のご協

力で目標の200名を突破することができまし

た。内訳は採血数が180名、不採血数が44名、

その内ロータリアンの方々は７名、ローター

アクトメンバーは64名でした。

　22クラブのＲＡＣメンバーに、１時間ずつ

献血や勧誘にご協力いただいて通行者に献血

を呼びかけ、できたてのパンフレットを採血

者に配布してＲＡＣのＰＲもしました。

　一般受付者の中には、毎回ご協力いただい

ている方も多く、特に「これから腎バンクの

登録に娘と一緒に行きます。死んだら灰にな

るだけですから、人様のお役に立てることで

したら喜んで｡」と話しておられた女性のこ

とばに、奉仕の精神の神髄を感じました。

　ご協力いただきました北村ローターアクト

委員長始めロータリアン、ＲＡＣメンバー、

また思いがけずご参加くださった

0.B.0.G.に厚く御礼申し上げます。

　血液が不足する２月と８月に行われるロー

ターアクト主催の献血が、皆様の深いご理解

とともに、今後とも益々盛んになりますよう

期待しております。

国際ロータリー第2660地区ＷＣＳ寄付賭呈式｜

　(WCS＃3821 The Rotary Soup Kitchen，
　　Food Bank and Training Center)

世界社会奉仕委員会

委員長藤　井　宏　－(大阪西北)

日　時:1994年２月21日鼎午前11時～

場　所：オ　セイリュウ

出席者：大森ガバナー､坂東パストガバナー、

　　　　中野ガバナーノミニー、橋本地区幹

　　　　事、藤井委員長、堀内・吉川・横山

　　　　　・坂本・一瀬各委員

　　　　Lorenzo “Lore”B. veneracion

次　第・開会挨拶　藤井委員長

　　　　・Lorenzo“Lore” B. veneracion氏

　　　　を紹介

　　　　・大森ガバナーより当地区ＷＣＳ基金
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尚一一クラブ便
1993～'94国際親善奨学生だより

ジュネーブ大学

　河　漫　尚　子(スポンせ一一茨木nc)

　こちらに未でもうすぐ３ヵ月が経とうとし

てます。ロータリーのおかげで日本で経験で

きなかったことを既にたくさん経験しました。

　私は大学のカウンセラーと相談して、日本

であまり深く勉強することのできなかった、

金融（財政管理分析、有価証券とポートフォ

リオ管理、通貨と金融市場分析、金融市場と

金融制度、国際経済）に重点を置いて勉強し

ています。

　日本での勉強と異なり、こちらでは週２時

間の講義の他に､隔週２時間のセミナーという

講義の質問や練習問題をする時間が設けられ

ています｡これが理解を深める役に立ちます。

　スイスはカントンによって全く雰囲気が異

なります。私はまだ４つしかジュネーブ以外

のカントンを知りませんが、別の国にいるよ

うでした。特にイタリア語圏のティチーノ州

ではイタリアにいるようでした。

　ジュネーブについて一番に感じることは、

国際都市であるということです。街でも学校

でもフランス語以外の言葉が飛び交い、スイ

スであることを忘れてしまいそうです。これ

は歴史的背景に負うところが多く、ジュネー

ブ州の紋章が宗教改革以前のこの町をよく表

しています。すなわち、神聖ローマ帝国の町

　（鷲の半身）であると同時に、司教の町（黄

金の鍵）であったジュネーブは、しばしば近

隣諸国に脅かされました。 14世紀、司教公に

よって与えられた極めて寛大な自由権が、こ

の都市の政治的、経済的発展に一時期を画し

ました。そしてジュネーブの独立と国際性は

カルヴァン（1509～1564）のもたらした宗数

的性格によって一層強固なものとなっていき

ました。

　今はクリスマス前で、皆の頭の中はグリス

り →

マスでいっぱいです。ヨーロッパではまさに

クリスマスが日本のお正月なのですね。

ｉ　第266o地区野球同好会　｜

　　大阪大手前RC野球同好会

　　　　　　総監督小　林　君　夫

　皆様のご協力により、野球同好会ガバナー

杯争奪戦も順調に進み、12月19日の試合をも

ってリーグ内順位が決定しました。

Ａリーグ Ｂ　リ　ー　グ

優勝 大,阪住吉RC 大阪大手前RC

２位 大阪平野RC 八　　　尾ＲＣ

３位 大阪御堂筋RC 箕　　　面RC

４位 大阪本町RC 大阪住之江RC

５位 ハ　尾　東RC 大阪中之島RC

　優勝戦と３位決定戦の日程は下記を予定し

ています。

４月３日（日）①大阪住吉RC対八　　　尾RC

　　　　　　②大阪平野RC対大阪大手前RC

4月10日（日）①３住決定戦（4/3の敗者）

　　　　　　②優勝決定戦（4/3の勝者）

４月17日（日）予備日

４月24日（日）PM5:00より表彰式及び慰労

　　　　　懇親会を兼ねた甲子園出場チーム

　　　　　の激励会

※RI第2660地区代表として、大阪本町・大

　阪御堂筋・大阪中之島各RCの３クラブが

　６月の甲子園球場で開催される全国RC野

　球大会への出場が決定しました。

　皆様の絶大なご声援・ご協力をお願い致し

ます。

　連絡先：マネージャー速水逸也

　　　　　㈱はや　TEL.0722-21-5200

　　　　　　　　　FAX.0722-21-5279
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ポール･ハリス･フエロー
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次の方たちにポール･ハリス・フエローの

称号が贈られました。　　　　（1993）
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米山功労者

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　　（1994）

　瀧　本　恵　造　　　東大阪中ＲＣ

　三　坂　時　雄　　　枚方くずはＲＣ

　河　野　芳　夫　　　寝　屋　川ＲＣ

　穎　川　勉　二　　　大　　　阪ＲＣ

※㈱アイ　ドマ　　　大阪大淀ＲＣ

　㈲クリエイトシミズ　　　大阪大手前ＲＣ

　井　上　義　信　　　吹　　　田ＲＣ

※木　田　正　六　　　吹　　　田ＲＣ

　成　尾　紹　雄　　　吹　　　田ＲＣ

※印－２回目以」こ

米山フアンドフエロー

訃　　報

原　田　義　夫君（交野RC）

　平成６年２月19日逝去（享年56歳）

　昭和12年５月23日生まれ

　平成５年７月６日入会

高　田　雅　収君吠東RC）

　平成６年３月４日逝去（享年55歳）

　昭和13年４月１日生まれ

　昭和55年12月16日入会

大　住　雪　雄君（守口RC）

　平成６年３月８日逝去（享年84歳）

　明治43年１月19日生まれ

　昭和48年６月13日入会

　ポづレ・ハリスフェロー

　米山功労者

鴻　池　藤　一君(大阪北RC)

　平成６年３月９日逝去(享年82歳)

　明治45年１月23日生まれ

　昭和27年12月16日入会

　1965～'66年クラブ会長

　マルチプル･ポづレ･ハリスフェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

奪〈奪〉奪災害の急報奪吻〉奪

◆　第5240地区（米国カリフォルニア州）が

　バナーから、去る１月17日の未明、大規模

　な地震が発生し同地区に多大な影響を与え

　甚大な被害を及ぼした報告を受けました。

　　フィルモア（Fillmore）と呼ばれる同地

　区の町では､全ロータリアンの家屋が損傷を

　受けました｡地震により55人の死者を出し、

　被害は、米貨にして300億ドルに上ると報

　じられています。救援活動のための寄付を

　希望されるクラブは、詳細をガバナー事務

　所へおたずね下さい。

次の方たちにファンドフェローの称号が

贈られました。　　　　　　　　　（1994）

　紅　露政　利　　寝屋　川ＲＣ

　喜　多　克　己　　　大阪平野ＲＣ

　中　嶋　英　貴　　　大阪鶴見ＲＣ

　日　向　　昭　　大阪梅田ＲＣ

　武　田　　　穣　　　大　阪　西ＲＣ

　三　村　昌　平　　　吹　田　西ＲＣ

お　知　ら　せ

■訂正とお詫び（月信８号に就いて）

　下記事項につき誤りがありましたので、謹

んでお託びと訂正をさせて戴きます。

P.10　米山ファンドフェロー

　　　　氷山　　章ぐ〉水山　　章

　　　　津田憲治・田　晴重・平田良三

　　　　大阪堂島RC⇒大阪本町RC

■事務局移転のお知らせ

　東大阪西RC事務局（４月２日より）

　住所　〒543大阪市天王寺区上本町7-3-7

　　　　　　　　ハーチィー上本町206号室

　　　TEL.06-775-5111　FAX.06-775-5112

1地区国際交流・平和委員会について

　委員長　野村浩司君、委員　松本一夫君は

大阪そねざきRCに再入会され、引続きクラ

ブから推薦を受けて、委員長並びに委員をお

願いする事になりました。
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クラブ会長並に幹事殿 TO: CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

　目に青葉　山ほととぎす　初鰹

　　　　　　　　　　　　　　　　＜素堂＞

　良い気候になりました。皆さんお変わりな

くお元気でお過ごしでしょうか。

　今年度の大仕事、地区大会を無事に終えぼ

っと一息ついたところです。次ページでその

報告をさせて頂きますが、本当にいろいろご

厄介をおかけしました。皆様のご理解と友情

に支えられ盛大に開催することができまし

た。ご協力に心からの感謝を捧げます。有り

難うございました。

　さて、５月には、まず、今年度の海のライ

ラが開催されます。 14才から30才までの若い

人の指導力養成プログラムです。　３日間のキ

ャンプで、セミナーでは専門知識開発や指導

力をテーマとして取り上げます（５月３日～

５口演輪海洋センターホスト:四条畷RC）

　合同地区委員長会議は、各委員会の新旧委

員長さんにお集まり願い、新年度の計画発表

と今年度の活動報告をして頂きます。（５月

７口辨天宗信者会館）

　ローターアクトの今年度年次大会が吹田市

で開催されます。ご参加をお願いします（５

月22日吹田市メイシアターホスト:吹田

ＲＡＣ）

　そして今年度の地区協議会です。地区内の

全クラブの次年度の会長、幹事及び４大部門

の委員長と、その他出席するように要請され

たクラブの役員がガバナーとガバナーノミニ

ーと共に集まる会合で、クラブの管理と活動

について協議し、それらに関する知識を得る

ための大変大事な会合で､次期のクラブの指導

者が学ぶ場として、またクラブと地区の計画

と目標とを共に検討し合う場として重要な意

味を持っています。

　次期会長さんは、会長エレクト研修セミナ

ーとこの地区協議会には必ず出席しなければ

ならないことになっていますので、すでに案

内書が届けられていることと思いますが、欠

席なさらないようにお伝え願います。（５月

28日都ホテル大阪）

　その他、11日は阿倍野RCの15周年、18日

は茨木西RCのチャーターナイト。 25日は大

阪南ＲＡＣの25周年、27日は大阪城南RCの25

周年、というようにおめでたい会合が続きま

す。みんなでお祝いいたしましょう。

　月日の経過は本当に早いもので、今年度の

地区協議会を開催したのは、ほんのいま先程

のことのように思いますのに、私たちの年度

も後わずか。次年度へとバトンタッチする準

備をしっかり整えましょう。お体に気をつけ

て元気に頑張ってください。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669
＜再生紙使用＞
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地区大会を終えて

　地区大会の会場と開催日程は、ガバナーノ

ミニーに就任して間もなく決定することが要

請されます。国際ロータリーに届出ると同時

に全国の地区に発表するためです。

　会場については、例年の会場であるフェス

ティバルホールを使わず、私たちのお寺の会

館を会場とすることにいたしました。例年と

少し違った大会にしてほしい。桜の咲く頃、

君のところで開催すれば……というパストガ

バナーの皆さんのおすすめもあって、設備や

交通の便などに不安はありましたが、その上

うに決定させて頂きました。

　日程を桜の開花時期に合わさねばなりませ

ん。それも満開でないと効果半減です。桜は

一日の雨でだめになってしまいます。ちょう

どいい日、これは大変に難しい。私は迷わず

４月８日～９日としたのです。

　全国33地区がそれぞれ地区大会を開催しま

すから、開催日が重なることが多いのです。

今年は６地区が重なることもありましたが、

私たちの地区大会は他のどの地区大会とも重

なっていませんでしたから、全国から大勢の

来賓をお迎えすることができたのです。

　私は何の気なしに８日と決めたのでしたが、

この日はお釈迦様の誕生日です｡そして､その

日、インドからＲＩ会長代理としてサブー氏

ご夫妻をお迎えすることになりました。お釈

迦様の誕生日にインドの人がやってくる。

　それにサブー氏はパンジャブ州チャンディ

ガー市の出身ですが、このパンジャブ地方は

私たちの印本尊大辨才天女尊信仰の発祥地な

のです。

　まったく不思議なご縁としか言い上うのな

いめぐり合わせでした。

　桜の満開の中で地区大会を開催したい。そ

して、お天気であってほしい。私は半年間、

このことばかりを祈っておりました。ちょう

ど桜が満開。そして、良い天気。まったくそ

のとおりになったのです。少々寒うございま

ｶﾞﾊﾞﾅｰ　大　森　慈　祥

したが……。

　皆様にご無理申しました登録も、予定どお

りの人数をいただくことができましたし、当

日もたくさんの方がお出でドさいました。嬉

しかったのは、その[こに、最後までほとんど

の人が退席せずに会場を埋めていて下さった

ことです。

　第１日目のシンポジュウムに続いての部門

別懇談会も、どなたも欠席なく、会場いっぱ

いの盛況ぶりで、会場を巡回された会長代理

のサブー氏も、皆さんの熱心さに感心され、

　｢さすがに世界で指折りの成果を上げている

地区だけのことはある。成果の卜がる理由が

良くわかった｣と言われていました。

　夫人の集いも盛況でしたし、会長代理歓迎

晩餐会にも、大勢が出席して下さり、大変な

盛会で、サブー氏は非常に喜ばれ、各テーブ

ルを残らず回ってみんなに挨拶されました。

　第２日目の本会議は勿論ですが、記念講演

の時も会場の後方までいっぱいでした。この

ことも実は心配の種でした。聴衆がうんと少

なくなったら講演者に大変失礼なことになる

でしょう。しかし、その心配は吸き飛んでし

まいました。

　お花見懇親会にもたくさんの方が参加して

下さいまして、にぎやかに盛り上げて下さい

ました。

　有り難うございました。皆様のご理解と友

情に心から感謝致します。

　大阪市内を離れての大会ですから、交通の

問題、会場の問題など、例年とはまた違った

準備をしなければなりませんでしたので、実

行委員会の皆さんはほんとに大変でした。懸

命に準備して下さったのですが、それでもど

うにもならない問題があって、ご出席の皆様

にご迷惑をおかけしたことと思います。幾重

にもおわび申しｈげます。

　ご出席頂いた皆様、ご協力頂いた方々に厚

く御礼申し上げます。有難うございました。
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　国際ロータリー第2660地区
1993～･94年度地区大会

　　　大会委員長坂　井　正　男（茨　木）

　本年度地区大会は、去る４月８日～９日の

２日間に亘り、茨木市にある辨天宗信者会館

において開催されました。

　ＲＩ会長代理には、インドのラジエンドラ

Ｋ-サブー元ＲＩ会長（1991～’92年度）が

お越し下さいました。来賓54名、そのご家族

45名、ＲＣ会員3､640名、ご家族50名、その

他国際親善奨学生、ロータリー財団学友生、

米山奨学生、青少年交換学生、ローターアク

ト、インターアクトを含めて49名、総数

3､838名を迎えて、極めて盛会裡に執り行わ

れました。天候にも恵まれて、各プログラム

共予想を超える成果を挙げることが出来まし

た。

１．大会コンセプト

　　「行動に信念を　信念は行動に」と云う

　本年度ＲＩテーマに則り、サブテーマとし

　て「花と緑の中で友情の輪をひろげよう」

　の大森ガバナーの方針に基づき、久しぶり

　の衛生都市での地区大会。満開の桜のもと

　で、楽しい親睦の和を拡げて頂くべく、例

　年にないお花見懇親会の時間を設けて、参

　加していただいた方々に喜こんで頂きまし

　た。

2.プログラム

　　ＲＩにより定められたプログラムを実施

　する傍ら、上記コンセプトに則り、次の事

　業を行いました。

　①　シンポジウムは「生涯学習の実状と将

　　来」をテーマに、エルダーホステルの活

　　動の発表と、高齢化社会における今後の

　　あり方について、パネルディスカッショ

　　ンにより討論されました。

②　部門別懇談会

　　今回は例年の会長・幹事／職業奉仕／

　社会奉仕／国際奉仕の各部門に加えて、

　拡大増強部門懇談会も聞かれました。各

　クラブより夫々出席して頂き、今年度の

　活動報告ならびに次年度への引き継ぎ等

　熱心に話し合われました。

　③夫人のつどいは「奉仕ということ」を

　テーマに、講師として茶道裏千家家元千

　宗室令夫人千登三子様より講演を頂きま

　した。

④　記念講演には、講師として慶席義塾大

　学名誉教授加藤寛先生をお迎えして「こ

　れからの日本経済」と題してのお話を戴

　き、会場は満席の聴講者で、多大の感銘

　を与え大成功だったと思います。

⑤　お花見懇親会

　　３月末から４月にかけて寒い日が続

　き、お花見懇親会を企画したものの、一

　向に聞かぬ桜を祈る思いで眺めていまし

　たが、大会当日は満開の桜の中での懇親

　会。大岩太鼓に、中部方面音楽隊の演奏

　で、今までにない親睦の会として楽しん

　で頂きました。

　幸いにも記念ゴルフ大会も好天気に恵ま

れ、予想以上に多勢のご参加を戴き喜んでお

ります。

　地区大会を開催するにあたって、大変お世

話になった各方面の方々に心から感謝中し上

げる次第であります。

Ｑ

Ｑ

　Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｑ
〈
Ｑ
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地区大食グラフ特集（2）

本会議開会

･り‥函.･･･.･:i.･･り1."゜－

　　中川知事

1995～'96年

熊潭ガバナーノミニー

R.|.会長代理ご挨拶

茨木市長

ロータリー財団特別

　　　功労賞

坂井大会委員長

ロータリー財団

　功労表彰状

２日目

大森ガバナー挨拶

R.|.会長代理へ

　　記念品贈呈
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最優秀賞

地区大食　写真コンクール　発良//

大阪船場RC

　地区内23RCより応募があり、地区大会会

場である辨天宗信者会館２階大屋根広場に展

示致しました。

　大会終了後、大森ガバナーはじめ、関係者

による蜜査の結果、最優秀賞１点、優秀賞２

点を選び表形状を贈りました。

優秀賞

優秀賞

大阪住吉RC

吹田西RC

一一一クラブ便り

救急車２台パキスタンヘ寄贈‾|

　　　　--=-=-=･････--･･････-･-･･･-･I･･･････････ ･|

八尾東R.C.

　w.c.s.委員長大　熊 賞

　ハ尾東R.C.（岡田卓三会長）では、パキ

スタン・カラチミッドタウンR.C.のジャラ

ル・アンサリ会長よりの救急医療器具援助の

要請を受け、今年度W.C.S.事業として救急

車２台を、カラチミッドタウンR.C.を通じ

てセント・ジョン救急施設に寄贈した。

　ロンドンに本拠をもつセント・ジョン救急

施設は、スイスの赤十字に次ぐ世界的な福祉

施設で､パキスタンではカラチに支部がある。

救急車出動回数は年間1､600回弱の多きを数

えるが、その保有する救急車はわずか３台し

かなく、救急患者の搬送に支障をきたしてい

るのが現状である。

⇒

　当クラブでは、数年前にも要請を受けて救

急車を１台寄贈したが、昨年冬カラチを訪問

した当クラブ会員の１人は、パキスタン国内

での救急医原の貧困さを視察しており、今回

カラチR.C.の要請もうけて救急車２台をク

ラブあげて援助することに決したものである。

　このことは、３月11日の読売新聞に掲載さ

れた。
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1993～'94年度国際ロータリー第2660地区現況報告

1994年２月作成

１．クラプ数（1994年２月末現在）

　77クラブ（大阪市内:42大阪市域外:35）

2.会員数（1994年２月末現在）

　5､449名（期首5､353名、純増96名）

3.拡　　大

　①　茨木西ロータリークラブ

　　　1993年12月８日創立　　会員数:29名

　　　スポンサー：茨木RC

　　　1993年12月21日認証

　　　例会日：水曜日　18 : 30～19 : 30

　　　例会場：いばらき京都ホテル

　②　大阪そねざき仮ロータリークラブ

　　　1994年３月２日創立予定

　　　スポンサー：大阪中央RC

4.国際奉仕

　出　ロータリー財団への寄付（1993年７月

　　～12月）　　　　　　　　　　　　　前年比

一

基

般　寄

計

付:354,446.91　129％

金:23,500.00

　:377,946.91　137％

ポールハリスフェロー　:3,713人

　　　　　　　　　　　　　　　337人増

マルチプル･ポールハリスフェロー:　　381人

　　　　　　　　　　　　　　　105人増

ベネファクター
●
・

43人

　35人増

（2）国際親善奨学生

　≪1993～’94年度留学生≫

　派遣:23名（派遣国：米国9名、ドイツ

　:6名、イギリス4名、フランス・オース

　トリア・タイ・トリニダット各1名）

　（過程別：大学院20名､大学２名、ジャー

　ナリズム１名）

　受入：３名（出身国：韓国）

　≪1994～’95年度≫

　派遣:20名（派遣国：米国8名、イギリ

　ス4名、フランス・カナダ・スペイン各2

　　　　ガバナー　大　森　慈　祥

　名、ドイツ・タイ各1名）

　　（過程別：大学院13名、大学7名）

（3）研究グループ交換（D-5650米国ネブ

　ラスカとアイオワ地区）

　　受入：５名　1993年10月１日～11月１日

　　派遣：５名　1994年３月13日～４月13日

（4）米山奨学会への寄付

(1993年７月～12月)

　普通寄付:14､371､250

　特別寄付:67､664､000

　　　　　計　　:82､035､250

　（5）米山奨学生

≪1993年度支給学生≫

前年比

102.7％

90.8％
-
92.7％

Ｙ　　　奨学生　38名

　(大学院博士過程22名、修士過程8名、

大学8名)

DisY－A奨学生　1名

　(専門学校)

DisY－B奨学生　14名

　(大学院博士過程10名、修士過程4名)

Ｃ　Ｙ奨学生　　5名

特別米山奨学生　2名

　　　　計　　　　60名

　(出身国：韓国28名､中国14名､台湾6名、

　マレーシア5名、タイ３名、香港・ミャ

　ンマー・ドイツ・アメリカ各1名)

㈲　青少年交換

　　長期派遣：８名

　　　(米国4名、カナダ・アルゼンチン・

　　ニュージーランド・ブラジル各1名)

　　短期派遣：５名(イタリー)

　　長期受入:10名

　　　(ブラジル4名、米国3名、ドイツ・フ

　　ランス・アルゼンチン各1名)

　　短期受入：６名(イタリー5名、ドイ

　　ツ1名)
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（7）世界社会奉仕（WCS）

　＜地区レベルのプロジェクト≫

①　バングラディシュ・ローンプロジェク

　ト（バングラディシュ）　　$30､000

　－3月に実施予定－

　　ウパジラのボグラ地区､シブカン､にか

　いて､洪水による被害が著しく､慢性的な

　貧困、飢餓状態が続いている。その地域

　の生活困窮者に、経済的な自立を援助す

　るための貸付けプロジェクト。

②　マナウス日伯学校建設（ブラジル）

　　$25､000 －3月に実施完了予定－

　　日本人アマゾン入植60周年記念にブラ

　ジル州政府の許可を得て、地元民のため

　に設立した日伯初等中等学校建設に対す

　る資金援助。

③　青少年職業訓練プログラム支援（フィ

　リピン）

　　$12､000 －実施完了－

　　貧困により社会参加の機会を奪われて

　いる青少年たちを支援する「フィリピン

　青少年職業訓練プログラム」への支援。

④　フィリピン・スープキッチン財団職業

　訓練学校（フィリピン）

　　$9､532.89－実施完了－

　　　「ロータリースープキッチン、フード

　バンク＆トレーニングセンター」

　　　（大都市で難民化した貧困にあえぐ人

　々にスープを給食、又、職業訓練を施し

　生計が立てられるよう指導するセンタ

　ー）への資余援助。

⑤　サンパウロ援協総合診療所・救急車購

　入資金援助（ブラジル）

　　$15､150～実施完了－

　　生死の境をさまよう患者の移送に活動

　する救急車が老朽化し、更新を必要とし

　ているため、救急車購入資金援助。

⑥　スポーツ衣料寄贈の件（ペルー・ガテ

　マラ）

　　￥900､000相当

　　一現在船積中で６月中完了－

⑦　胃カメラ寄贈の件（ブラジル）

　　　$10､500 －実施完了－

５．社会奉仕

　（1）ローターアクト

　　　クラブ数:22クラブ

　　　　（提唱RC　23クラブ）

　　≪海外研修≫研修先：香港・マカオ

　　　実施期間:1993年11月20日～23日

　　≪年次大会≫1994年５月22日予定

　（2）インターアクト

　　　クラブ戯：９クラブ

　　　　（提唱ＲＣ　９クラブ）

　　≪海外研修≫研修先：タイ国バンコク

　　　実施期間:1993年８月20日－24日

　　≪年次大会≫1993年11月14日

　（3）青少年指導者養成セミナー（RYLA）

　　①　山のライラ

　　　　実施日:1993年９月24日～26日

　　　　会　場：大阪府立総合青少年野外活

　　　　　　　　動センター

　　　　参加者:349名（青少年126名、ロー

　　　　　　　　タリアン223名）

　　　　ホスト：大阪住之江ロータリークラブ

　　②　海のライラ（予定）

　　　　実施日:1994年５月３日～５日

　　　　会　場：大阪府青少年海洋センター

　　　　ホスト：四条畷ロータリークラブ

　（4）少年少女ニコニコキヤンプ

　　　実施日:1993年８月６日～８日

　　　会　場：大阪府総合青少年野外活動セ

　　　　　　　ンター

　　　参加者：児童99名（少年30名､少一如9名）

　　　ホスト：大阪住吉ロータリークラブ

　（5）高齢者の海遊館招待の集い（第４回）

　　　実施日:1993年11月９日

　　　参加者:443名（高齢者一付添含む－

　　　　　　　307名、ロータリアン136名）

　（6）身障児等とロータリアンとの仲よし運

　　動会（第２回実施予定）

　　　実施日:1994年４月17日

　　　会　場：大阪市立中央体育館
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次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　　（1994）

　島　津　總　次　　　茨　　　木ＲＣ

　片　岡　洋　一　　　大阪南西ＲＣ

　村　中　義　治　　　大　阪　西ＲＣ

次の方たちにポール・ハリス・フエローの

4示号が贈?られました。　　　（1993～゛94）

福
拐
鈴
中
告
垂
佐
志
鈴
高
植
七
田
久
内
成
清
村
榛
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中
山
高
信
野
高
永
首
島
当
浜
佐
卜
梅
前
家
三
演
道
岩
宮
木
飯
中
藤
白
野
山
斎
長
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米山フアンドフエロー

照
勝
誠
孝 一 一

次
信
郎

司

龍太郎

奎　宇

　　　　(1994)

東　大　阪ＲＣ

枚方くずはＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪中之島ＲＣ

訃　　報

ロータリーレート

森　下　卓　也君(豊中南RC)

　平成６年３月29目逝去(騏年78歳)

　大正５年１月９口生まれ

　昭和49年７月４目入会

　1987～'88年クラブ会長

　米山功労者

　ポール･ハリスフェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

・ロータリー財団管理委員会より

　本年度は例年に比べ、比較的早く寄付が送

金されているため､これが遅延の原因となり、

財団寄付確認と照会の返答が遅れています。

　当事務局では管理費をできるだけ節減して

この遅延と取り組む経費のかからない方法を

試みておりますので、もうしばらくご辛抱願

います。

■第６回ロータリー日韓親善会議のご案内

　日時:1994年10月18日㈹～19日（水）

　場所：現代ホテル（韓国慶州市薪坪洞）

　以上の日程で標記会議が開催されます。こ

の会議を通じて両国間の親善と友情を深める

良い機会だと思います。ロータリアン並びに

御家族のご出席をお願い致します。

５月１日からロータリー為替レートが

１ドル＝105円に変更されています。

次の方たちにファンドフェローの称号が

贈られました。

中
田
田
本
橋
島

竹
磯
藤
盛
高
牛

新クラブ創立おめでとう／

　地区では78番目のロータリークラブが発足

いたしました。

名
会
日
界

ブ
総
正
眼

ラ
立
一
一
一
一
ロ
域

ク
創
認
区

ス
例
例

大阪そねざきロータリークラブ

３月２日(水)

３月16日

大阪北・大阪梅田・大阪梅田東

・大阪ちややまち各ＲＣと同一一

区域限界

大阪中央ロータリークラブ

毎週水曜日　12:30～13:30

大阪ヒルトンホテル

〒530大阪市北区梅田1-8-8

TEL.06-347-7111

事　務　局　同上　大阪ヒルトン1115号

　　　　　　　TEL.06-345-5067

　　　　　　　FAX.06-345-2518

会　　　長　松本　一夫

幹　　　事　岩本　洋子

庫
年

文
新

　通信(第79号)

度に向けて
○「ＳＡＡは蔭の人」　大津篤造　ロータリーの友:1970･ 4 月　４頁

○「クラブ例会司会について」　内田智康　1975年　６頁

○「出席率について　その１・その２」　藤井正憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリーの友:1980･ 7 ｡10月　２頁

○「ゆたかなクラブライフとは？」　ロータリーの友:1981･ 3 月　４頁

○「例会を　より楽し〈〈事例〉」　ロータリーの友:1990･ 8 月　２頁

○「楽しいクラブ運営〈事例〉」　ロータリーの友:1992･ 8 月　５頁

○「出席について」　空丿也丿諮一　D.2680　1993･ 5 月　２頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ｈ記申込先ロータリー文庫（コピー）］

○「新会員のオリエンテーションと人会式式の手引きJ　R.I.1993年　58頁

○「ロータリー・クラブの活動および運営に関する自己評価書式」

　　R.I.〔1993年〕８頁　　　　　　〔上記申込先日本支局TEL（03）3355-5391〕

ロータリー文庫
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クラブ会長並に幹事殿 ＴＯ：ＣＬＵＢ ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ ＡＮＤ ＳＥＣＲＥＴＡＲＹ

　いよいよ私たちの最終の月がやって来まし

た。会長さん。幹事さん。‥年間のご奉什ま

ことにご苫労さまでした。お互いにやっと役

目に慣れたと思ったころに終わりです。　しか

し、元気でダウンすることなく一年間を務め

終えたニとが何よりもうれしく思います。

　私が行き届かないために随分と皆様にご迷

惑をおかけいたしました。今、いろいろと反

省しているところです。

　ロータリーは特別の部門を除いて一年任期

が原則。一年で交代です。この制度をしっか

りと守ればクラブのために大いに役立つとさ

れています。同じ人が長年同じ役を務めると

いうことにはメリットもありましょうが､ボス

化することのデメリットも重視しなければと

いうことでしょう。

　私たちもいよいよ交代です。公式訪問の時

にもお願いしたことですが、次年度へのバト

ンタッチの準備ができましたでしょうか。次

にどのように引き継いでいくかをしっかりと

見定めねばなりません。

　まず今単一一年間を振り返ることから始めま

しょう。いろいろなことがありました。

　会長さま皆様と一堂に会したのはPETSの

時が初めてのことでした。幹事さんや四大部

門の委員長さん方を交えての会合は地区協議

会でした。公式訪問では会長さんと幹事さん

とごいっしょにいろいろなお話をいたしまし

た。例会では会長さんが大変緊張していられ

た様子がとてもおかしく懐かしく思い出され

ます。

　地区のいろいろな会合や行事、クラブの活

動、毎週の例会、会議、親睦会・・・そして

各組I.G.F.の開催、それから地区大会とそ

れぞれ懸命に参加し、取り組んでまいりまし

た。そして私たちはその中で、一生かかって

も得ることのできないような貴重な体験をい

たしました。たくさんの人達にも出会い、新

しい友人もできました。本当に有難いことだ

ったと思うのです。

　気付いたこともあります。こうあるべきで

は、このようにしなければならないのでは、

などということもあったのではありません

か。そんなことを次期の皆さんにお伝えする

ようにしたいものです。

　次年度への引き継ぎのための仕事はいろい

ろありますが、年次報告書の作成、クラブの

財産と記録の整理などはきっちりやっておき

ましょう。あと一か月、全力を尽くして思い

残すことのないように、そして次にバトンタ

ッチする、これが非常に大切なことであり、

ロータリーのすばらしい姿といえます。

　やりのこしたことがないか、もう一度振り

返ってみましょう。

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Te1 0726-23-2668 Fax 0726-24,2669 ＜再生紙使用＞
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ロータリアンたるの喜び

バスト･ガバナー　戸　田

　本年度も６月末をもって終結いたします。

大森ガバナーが慈愛の心をもって、この一年

間､当地区のRtn.の為に捧げられたことを皆様

と共に心から感謝いたしたく存じます。又清

野代表幹事をはじめ､ガバナーを支えられた茨

木RCの方々に対し心から御礼申し上げます。

（Ξ）名著ロータリーモザイクの中に「我々は常

　にロータリーの歴史の１ページを肺ってい

　るのです。　しかしロータリーの将来に何か

　待ち受けているか知るよしもありません。

　だが、我々は確信をもって前進できると信

　じることができます。　しかしそれには２つ

　の絶対要件、リーダーシップとチームワー

　クがあるということです。……中略……秀

　れた人材を貯える貯水池は常に溢れている

　のだから、ロータリーが天命に応えて前

　進を続けるに当って、リーダーシップとチ

　ームワークは期して待つべきでありましょ

　う」と､即ち､ガバナーのリーダーシップと各

　RCとの和を第一に､各RC会長の､リーダーシ

　ップと各会員とのチームワークを各年度に

　わたって構築することを重要視しなければ

　ならないでしょう。ここで忘れてはならな

　いのは「ロータリーの幾世代にわたる無形

　の財産とも言うべぎ寛容”という不滅の精

　神どl wi11”spirit of Cicagoグやろう”とい

　うシカゴ魂を承けついできたことです｡」

（i）皆さんZ/　RIの最も重要な基本方針をご

　存知ですか？…それは「１人１人のRtn.が

　ロータリー綱領を推進すること」なのであ

　ります。そしてロータリー綱領を読むにあ

　たり、前段と思われる箇所が実は本文であ

　り、そのあとの４項目は綱領を達成するた

　めの４つの方途（Avenu）なのであります。

　この綱領を読むときに気づくのは、“奉仕

　の理想”（l deal of Service）という言葉が

　３回でてきます。又ロータリーソングにも

孝

　よく出るのですが、説明しにくいという人

　が多いようです。その意味するところは、

　　“Thoughtfulness of and Helpfulness to

　orthers”「他への思いやりの心と助け合い

　の心」なのです。これは、キリストの山に

　の垂訓にある「汝、他人より与えられんと

　欲するすべてを他人に与えよ」という黄金

　律に通ずるものなのであります。

（1）あなたも私も、この世を変えようと思って

　ＲＣへ行ったのではありません。　多くの友

　達との交流を求めて入会したのです。ロー

　タリーの深い影響はゆっくりとやってきま

　した。普通の人であることからロータリ

　アンヘ変身が始まりました。以前の酔生無

　死の生涯から意義ある運動を援助する方法

　を見つけ出した人の生涯へと移っていった

　のです。超我の奉仕について学び、信じ、

　善意の行動が普段のものとなってきまし

　た。ロータリアンは生まれるものでなく、

　このようにしてつくられるものです。ロー

　タリアンに変身していくゆったりした過程

　そのものに大きな価値があるのです。

（Ξ）1969～’70年RI会長コンウエイ氏が来日し

　て岐阜で講演しました。その最後にオスカ

　ー・ハーマンスタイン氏の詩を朗読し、文

　中の“愛”を“ロータリー”に置きかえて

　読んでみようと呼びかけたのです。

ｏベルは君が鳴らすまではベルではない。

○歌は君がそれを唄うまでは歌ではない。

ｏ君の心の中にある愛は、そこにそのままお

　いておくために授けられたものでない。

ｏ愛は君がその凡てを捧げるまで愛ではない

　のだ。

・君の心の中にあるロータリーは、そこにそ

　のままおくために授けられたものでない。

・ロータリーは君がその凡てを捧げるまでロ

　一タリーでないのだ。
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パｚト･ガバナー世　戸　一　夫

　今年４月８～９目茨水櫛大京信者会館に於

て、前RI会長ラジェンドラ.K.サブー夫妾を

則会長代理として迎え、地区大会が盛大に

開催されました事は、当地区ロータリアンの

一員として誠にうれしく思います。

　特に印象深かった事は、第2660地区として

は始めて大阪市外の会場で大会が聞かれた事

と、RI会長代理が「全国各地のガバナー、

バストガバナー夫妻、来賓、当地区会員等多

数の方々のご出席を得て地区大会が開かれ、

桜花満開の好季節に招かれ、しかも大森ガバ

ナーご関係の高校が全国野球大会を優勝され

たと聞き、お慶びを申し上げます。私の名が

サブーで日本語ではサムイに似ており、そ

のためか少し寒いですが……」と巧みなジョ

ークを交えて美しいスピーチをされた事でし

た。私はそのあと、名刺を渡してご挨拶をし、

大阪難波RCが２度WCSの計画で印度へ井戸

掘りを行い、私も団長として青年ボランティ

アを連れて奉仕をする機会を与えられた事を

話しました｡ところが４月18日付の航空便で、

サブー氏より、心のこもったお手紙を頂き驚

き、感謝しました｡RIの会長をされた方とて、

全世界に数限りない親しい方々がおられ、超

多忙の方でしように、早速と私如き者に手紙

を頂いたのは、これも地区大会のご縁と申し

ますか、しみじみとロータリーの友情を実感

させられました。

　創始者ポール・ハリスは「ロータリーの歴

史は絶えず書き新しく書き変えて行かねばな

らない」と言われましたが、ロータリー運動

は「友愛」を原点として歴史の中で様々な困

難を克服して今日迄発展して参りました。

　当地区に於ても11年前に2660地区と2640地

区が分割されて以来、みんなが協力して拡大

増強につとめて来ました。その間、地区とし

ても次々と新しいプロジェクトを推進して参

りましたが、近年特に歴代ガバナーが努力し

て、重要なものは継続しつつ、整理すべきも

のは整理して来られました。例えば前年行わ

れた地区大会でのロータリー財団募金は今年

も行われ成果をあげられました。従来のガバ

ナー選出方法を、大阪RCの提案により、ク

ラブ会長経験者に限られていたのを、有能な

幹事経験者にも拡大する件を次の規定蜜議会

に提出する案も地区大会で可決されました。

又、永年の懸案であったガバナー事務所を固

定化する事も中野次期ガバナーより実施され

ることとなり、事務所変更による労力、経費

を節減出来るようになりました。又、既に成

果を挙げた地区プロジェクトを適切な時期に

全会員の賛同を得て終了したり、地区組織や

地区会計のより合理的運営の研究実施、又更

に、地区大会についても、他地区の実情を調

査して、より有効な運営が出来るよう研究す

ることになっています。

　大森ガバナーは、地区幹事、地区委員はじ

め会員の皆様方のご協力を得て、本年度の

RIテーマ「行動に信念を、信念は行動に」

を見事に実践され、輝かしい成果をあげて中

野次期ガバナーにバトンタッチされようとし

ています。中野次期ガバナーは「友達になろ

う」という新しいテーマに基づき更に新しい

前進をされることでしょう。皆様のご尽力を

期待します。
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アジア第１・３ソーン研修会報告

　　㎜■■･■■･･　　■　㎜㎜　　　　　　　　　　■■■■㎜

1994～'95年度ローターアクト代表

　　　　　佐　藤　晴　一吠阪東ｋ八〇

　日本各地区のローターアクターが、年に一

度集合して研修会を行う「アジア第１・３ゾ

ーン研修会」が、「国生みの地、友づ毎をこ

えて…、新たなる出発」をテーマに、本年度

は淡路島（RI－2680地区）にて、行われま

した。

　到着して、先ず行われた講演では、今井鎮

夫先生（RIローターアクト実行グループけ

ジア地域）メンバー・1980-1981年度RI

2680地区パストガバナー）より、草創期～現

在までのローターアクトについての歴史・ロ

ーターアクトプログラムが、社会奉仕部門に

属すようになった経緯・ローターアクトは

　　　･･････････

地　区

　　　　　　　．■■㎜●-㎜-･･-=--･･･=･=　　　　　|･-■････-･--･=

ＧＳＣの紹介が

　Ｒ

．|．ＮＥｗｓ

ＬＥＴＴＥＲに／］

　　　　㎜■㎜■■㎜㎜■■■■■■■　　　　　　　　　　　　　■㎜■■㎜㎜■㎜㎜

地区社会奉仕委員会

　　　委員長大　橋 融(大阪北淀)

　RI高齢者への心づかい実行委員（アジア

第１・第３ゾーン担当）渡返報一D-2560バ

ストガバナーより、昨年の８月、当地区に下

記のお手紙がまいりました。

　一高齢者問題は､今や地球規模の課題です。

ロータリーの傘ﾄﾞではなく、パートナーとし

て活動することを求められている・ローター

アクトは、若さ故の柔軟な頭脳および組織の

身軽さが最大の武器である等々、貴重な講演

をお聞かせ頃き、次年度以降のローターアク

ト活動に考えなければならない点を再認識さ

せられる内容でした。

　また分科会では、２日に分けて３回の10科

目にわたって、RA代表の地区内における懸

案事項に関するディスカッション・次年度代

表の業務に関する質疑応答および意見交換会

･定款の抜打テスト･寸劇の制作･ローターア

クトとプライベートの時間的兼ね合いに関す

るディスカッション等々、硬軟織り混ぜた充

実した内容が行われました。そして懇親会・

二次会では、他地区の方と打ち解けた雰囲気

で交流を深め、今後のローターアクト活動に

生きるネットワーク作りができたと思います。

　最後に、当地区からは、例年、地区役員ク

ラスの方のみの参加傾向になっていますが

　(本年度からOPEN参加)、参力口合の枠を拡

げることにより、元来の地区活動では知るこ

とができないローターアクト知識の収得・他

地区の良い活動を知る機会の増加・今後の活

動に生かすネットワーク作り等々、参加する

ことに多大なメリットを含んでる故、当地区

からの参加者を増やしたいと強く思う行事で

した。

便　り･････-・

ことに日本ではそれが極めて深刻です。14年

後の2007年、人口の20％が65歳以卜となり、

以後はその度合を増す世界一の超高齢国家に

なります。

　東京山の手RCほか20数クラブは、日本シ

ルバー・ボランティア（JSV一専門職業から

の引退者がその技術や経験を生かし、開発途

卜地域の発展へ役立てる奉仕活動）活動を提

唱、支援しています。

　英国、オーストリアなどを中心に、プロバ

ス・クラブ｀（Probus C一引退後、社会との繋
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がりを望む人達がＲＣの提唱で定期的に会合

し、講演を聞いたり兄学などをするクラブ）

が成功を収め、目本にもぼっぼつ同調してい

ます。これらはロータリー奉仕活動の嘔例で

すが、貴地区の活動を知らせて下さい。－

　以llのご質問に対して、地区社会奉仕委員

会高齢者机当の新津敬直（大阪西）委員が、

当地区のＧＳＣについて報告されましたとこ

ろ、ＲＯＴＡＲＹ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ．ＴＡＳＫ

ＦＯＫＣＥ ＣＯＮ（玉ＲＮ ＦＯＲ ＴＨＥ ＡＧＩＮＧの

ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＫＫに取りにげていただきま

した。以ドは記事の要約です。

　－2660地区には、90歳以llの７人を含み、

70歳以llのロータリアンが756人いるという

ニとです。彼らは幸せで、社会的な環境、名

誉、家族の中での認識の面においても恵まれ

ていると感ずる反面、アンケートでは孤独で

あると答えたロータリアンが少なからずおら

れる。

　従って、ＧＳＣはこの人々の“孤独の解消”

を目的として設立し、文化的・時事的情報の

摂取、観劇会、音楽鑑賞、旅行等の活動を行

います。-

　気楽に話し合い、より明るく友愛に富んだ

日々を送るための当地区ＧＲＡＮＤ ＳＥＮＩＯＲ

ＣＩＲＣＬＥが、他の膜範となれますよう、よ

り大きな輪を広げていただきたいと存じます。

¬　㎜■■■㎜㎜■■㎜㎜㎜■･ ･･■　　　　　　　　　　■　　　■■■･･

　第2660地区ＷＣＳ寄付贈呈式

一日伯初等中学校への援助－

㎜㎜■■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■■㎜■■■■㎜■■㎜■㎜■■㎜㎜■■■㎜■■■■㎜■㎜■■■■■　■　■

世界社会奉仕委員会

　　　委員長藤　井　宏　－(大阪l叫北)

　月間７月でご報告しました、ブラジル、マ

ナウスにある目泊初等中学校への援助金の最

終１万５ヤドルを、３月25口才、七イリュウ

において山中PG、地区委員会メンバー出席

のもと、現地に派遣されている日本からの宣

教師・中出智之氏に手渡しました。

　1994年３月現在53人（日系人35％、他はブ

ラジル人）で、目本の教育の優秀性が認識さ

れ、素晴らしい自然環境の中にあり、現在父

兄の要望で小学校体育館を建設中である。

　今後生徒数も増加する傾向にあり、やがて

は自主運営が可能であると言う時期にきてい

るが、当地区WCSからは、1991～'92年度

S6､000、1992～'93年度S7､000、1993～'94年

度はS25､000を贈り、Pilot programとして３

年で打ち切りとする。今後は各RCが個別に

協力するように要請するブラジルとの交流実

感を持つようにしたい。

　意義の重大さと､活動の喜をお伝えします。

ド
身障児等とロータリアンとの

　　　なかよし運動会

　　社会奉仕委員会

　　　　委員長大　橋　　　融（大阪北淀）

　昨年に引き続き「身障児等とロータリアン

とのなかよし運動会」が、去る４月17日犬阪

市立中央体育舘にて開催されました。

　参加人員は、身障児、健常児、ロータリア

ン、米山奨学生、ローターアクター、インタ

ーアクター、実施スタッフ総勢約750名とな

りました。

　ブログラムは、さくらんぼファミリーと

ぬいぐるみによるチルドレンパーティーで幕

を開け、親しみやすいお姉さんやぬいぐるみ

の登場に、子ども達の緊張もぼぐれたようで

す。

　そして選手宣誓を行い、華やかな３Ｂ体操

の演技を楽しんだ後、様々な趣向を凝らした

８種類の競技開始です。健常児による「キャ

タピラリレー」や４水棹をおみこしに見立て
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風船をリレーする競技では､応援する側も手に

汗握って歓声を挙げました｡。軽身障泥による

｢しっぽ取りゲーム｣では腰に紐をしっぽのよ

うにつけ､自分の紐を守りながら相手の紐を取

るゲームに､無邪気な笑顔で夢中になっている

様子が印象的でした｡また､身障児による｢竜宮

場へ行こう｣は､スピードを競うのではなく、設

定時間に最も近いチームカ胡券つゲームで“もっと

ゆっくり"“もっと速ぐという声が入り乱れて熱

戦となりました｡そして圧巻はやはり全員参加で

行われた｢夢のかけはし｣と｢むかでジャンケン｣

です｡子ども達､青年達､ロータリアン等が総勢

で､一生懸命風船を手の平で叩いてリレーした

り､仲良く打ち解けてジャンケンをする姿は、

心温まる楽しい雰囲気を醸し出していました。

　それに加えて、休憩時とフィナーレでの金

光ハ尾高校によるﾄﾞ刀ル演奏は、誠に美しく

壮大で非常に感動的でした。

　このようにして約４時間が過ぎ去り、興奮

と楽しさの余韻を残して熊渾次期ガバナー・

ノミニーによる閉会挨拶となり、無事終了の

運びとなりました。

　障害を持つ子ども達が、日頃あまり接する

機会のない人達と運動を通じて触れ合い、元

気な笑顔を見せてくれたことに感激を覚え、

思いやりに満ちた態度のロータリアンをはじ

めとする参加者の方々に、感謝の念を新たに

致しました。

　運動会実施の為ご協力いただきました2660

地区の全ロータリアンの皆様、計画に携わっ

ていただいた実行委員の皆様、並びに当日の

進行において濃やかな配慮で子ども達に接し

てくださった参加者の皆様方に、心より厚く

御礼申しＬげる次第です。

環境保全委員長見学会報告

地区環境保全委員会

　　　　委員長遠　藤 渉(大阪)

日　時　1994年４月21日(木)15:00～16:30

場　所　大阪市中浜下水処理場

出席者　大森ガバナー、廣瀬パストガバナー

　　　　(社会奉仕担当)、種田パストガバナ

　　　　ー、小池地区幹事、地区環境保全委

　　　　員(委員長以下６名)、クラブ環境保

　　　　全委員長63名

　　　　(欠席クラブ26クラブ)

見学会

　遠藤地区委員長の司会により定刻に開始、

まず、大森ガバナー、廣瀬パストガバナー、

種田パストガバナー、小池地区担当幹事を紹

介ののち、冒頭、大森ガバナー、廣瀬パスト

ガバナーから、環境問題の重要性と本日の見

学会の結果を各クラブヘ持ち帰り報告してぽ

しい旨の挨拶があった。

　続いて、本日の見学会のスケジュールは、

　巾説明聴取(30分)、(2穀雨鑑賞(30分)、(3)

中浜処理場の実地視察(30分)

の順で行い、流れ解散とする旨説明した。

①　説明聴取

　　大阪市下水道局東部管理事務所の設備課

　長中本敏夫氏から｢大阪の下水道の役割｣

　及び｢中浜下水処理場の概要｣について、

　配布資料に基づき説明を聴取した。

　　大阪市には､10ヵ所の下水処理場があり、

　１日に大阪城80杯分に相当する大量の汚水

　を処理している。

　　他都市より早く下水道に着手した結果、

　中規模の処理場で処理し、普及率は99.9％

　で大都市では全国一を誇っている。この結

　果、水洗便所の普及率も99､9％となってい

　る。等の説明があった。

(2)映画鑑賞

　　下水処理場のメカニズムについて、有名

　な落語家の桂文珍の分かりやすい名調子の

　解説がついている映画が上映され、下水道
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　についてより一層理解を深めることができ

　た。このことが(3)の現地視察のとき大変役

　立った。

(3)現地曳察

　　参加者は、２班に分かれ熱心に見学し、

　予定時間を20分以上もオーバーするほど

　で、無事見学会を終了した。

－　　　　　　　　----‥-1　1993～194年度『海のライラ』報告

四條畷ロータリークラブ

海のライラ実行委員長山　口　愛　彦

　淡輪のつつじが兄事に咲きはこり、自然環

境の磯の香りが一杯の府立青少年海洋センタ

ーで、今年も５月３日より２泊３日の海のラ

イラが開催されました。

　参加者は、青少年120名ロータリアン194名

の総数314名の多くにのぼり、幸い天候にも

恵まれ予定通りに進行でき、青少年の皆様に

は楽しい研修会であったと喜んでいただけま

した。

　今年も「自然の息吹育てよう我らの手で」

という昨年同様環境問題がテーマで、青少年

に現在の自然環境の維持が如何に大切である

かを意識し、保護と育成に努力していただく

事が目的でした。全体としては、共同生活を

通じ各グループの共同活動と、リーダーとし

ての役割りの重要性、連係コミュニケーショ

ンの必要性等を実地に学び､全日程が楽しいも

のであり、我々の目的が正しく青少年に伝わ

るよう努力を重ねました。

　開講式のあと､如在寺住職中川法政師の“若

者達の未来ばにての１時間半の講演を熱心

に聞いていただき、内容的にも最初から青少

年にインパクトを与えた様子でした。

　２日目は朝の集いの体操に始まり、全員が

最も楽しみとしていたカッター活動は、５隻

のカッターに120名が分乗し、日本晴の大阪

湾の沖あいに舟出し、帰路は約lkm程の競艇

ができたのも海洋センターでの研修会ならで

はの思いであった。午後は、各グループ10

班が５組に分かれてのディベートゲーム。与

えられたテーマを、定められた時間に如何に

チームの主張をまとめ発言できるかのゲーム

も仲々のものでした。

　その日の夕食は野外炊さんのバーベキュー

である。研修会毎年厄例の行事となったもの

の、炭に人をつけ野菜や肉を自分達で焼き食

べるのも、近頃の青少年にとっては必要な研

修会の項目の一つであると思われた。夜の部

は体育館で全員によるゲーム体操からチーム

主張によるパフォーマンス。朝のカッターの

疲れも忘れ、長時間にわたって熱心に発表し

てもらえたが、リーダーのまとめ方の良否に

よる格差の出るのも、又違った意味で考えさ

せられるものがあった。

　最終日は環境問題をテーマとして資源やゴ

ミの問題、国際色豊かに発表していただけた

のも印象的であった。

　全日程を皆元気で修了し、閉講武を迎えら

れ本当に良かったと思います。青少年の諸君

が帰路につく時、玄関で一人ひとりが笑顔で

ありがとうございました。お世話になりまし

たと出て行った姿がとても強く胸にうたれま

した。今年のライラも大成功裏に終始し得た
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のは、各クラブ並に地区委員、海洋センター

の職員の皆様の協力があったればこそと心か

ら感謝と御礼を申し□ずる次第です。

｢第５組｜.G.F.の剰余金を

　ＨＩＶと人権･情報センターに寄付｣

フォーラム副委員長

　　　　　　大　野　忠　雄(大阪晦目映)

　ガバナー月信４月号にて、第５組I.G.F.

テーマ“迫りくる危機、知ろうエイズ　考え

よう職場の対応”の報告をさせて戴きました

が、その後、決算の結果463､579円の剰余金

が出ましたので、ホストクラブ大阪梅田東ロ

ータリークラブより36､421円を追加拠出し介

計50万円にして、古田パストガバナーゼネラ

ルリーダー、高橋実行委員長等と相談、検討

の結果、HIVと人権、情報センターにこのお

金を全額寄付することに致しました｡これは。

さる93年12月10日に開催された。 I.G.F.第

５組の会長、幹事懇談会の席にて、剰余金が

あった場合「エイズ関連対策機関」に寄付す

る旨の事前のご了解に基づくもので、幾つか

の候補機関の中から標記先を選定し、実行さ

れたものです。そして、４月22日午後高橋実

文　庫　通

行委員長と私が同席のもと古田パストガバナ

ーゼネラルリーダーより「ＨＩＶと人権、情報

センター」代表　測舗恭一氏に目録と金50万

円がTF渡たされ、屋舗代表からは第５組宛に

感謝状が代表して古田ゼネラルり一ダーに贈

られました。HIVと人権、情報センターは、

1988年７Ⅲこ大阪で発足した民間のボランタ

リ一組織で、フランスの救護団体のエイドを

モデルにＬでHIV（AIDS）患者、感染者の日

常ケアー、カウンセリング、人権の擁護、感

染の予防と啓発を目的としています。89年東

京支部92年四国支部・九州支部、93年名古屋

支部が発足し、感染経路を問わず、患者、感

染者の救護に当っておられます。大阪で生れ

たこの様な組織と救護活動等は、熱心なボラ

ンティアの人々を中心として全国に広がり、

チヤリティーイベンﾄや海外との交流等へと

その活動の広がりもあ一Jで着実に成果を挙げ

ておられます。屋舗代表からは、深甚なる感

謝の言葉と共に、更なる今後の協力、支援の

要請がありました。尚、第５組参加12クラブ

の会長様宛には別途、お札状が送封されると

の事でありました。1.G.F.に参加されまし

たクラブのロータリアンの皆様には、これら

詳細は後日お手許に届きます報告書の中に記

載されて居りますのでご一読下さい。

信(第四)
　　　　　　　　　　規定審議会に関して

1989年シンガポール規定審議会

○「重要な規定審議会」　高島義顕／「規定審議会についてｊ　福嶋洋男／『代表議員

　の役害|』について」　本田荘稜／「反論に対するお答え」　高島義顕／「再び規定審議

　会について」　福嶋洋男／「代表議員の任務とは」　石川厳／「規定審議会クラブ代

　表議員」　森利男／ロータリーの友:］989･7－1990･5月　各１頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先ロータリー文庫（コピー.）］

○「84年の伝統を変える　規定審議会報告」　ウイルモンL.ホワイト

　　　　　　ロータリーの友:1989･5月　３頁　〔申込先ロータリー文庫（コピー）］

1992年アナハイム規定審議会

○「規定審議会について」　深川純一－　1）.268月信:1991･3月　７頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先口一タリー文庫（コピー）］

○「規定審議会と情報公開」　福嶋洋男　ロータリーの友:1992･4月　１頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込.先ロータリー文庫（:1ビー）］

○「民主主義を見事に実証　1992年規定審議会略報」　ウイルモンL.ホワイト

　　　　　　ロータりーの友:1992･6月　４頁　〔申込先ロータリー文庫（コピー）〕

Ｏ「国際ロータリー規定審議会要覧」　久金彰　1992年　38頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先ロータリー文庫（コピー）〕

ロータリー文庫
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ご協力ありがとうございました。
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次の方たちに米山功･が者の称53･が贈られ

ました。
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次の方たちにポール･ハリス・フェローの

称号が贈られました。
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1994年４月度　出席報告

ク　ラ　ブ
剛腿

劉隋

州布

引諸
増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ

M膳の

会t腫
州末
全能

増減 出席率 例会 順位

大　　　　束 68 67 －１ 100.00 ４ １ 大阪難波 89 86 －3 97.31 ４ 38

豪　大　阪 82 80 －2 94.56 ４ 58 大阪なにわ 64 62 －2 93.55 ４ 65

販大阪束 68 68 ０ 96.72 ４ 43 大阪南西 74 76 ＋2 95.67 ４ 51

東大阪中 59 59 ０ 94.49 ４ 59 大　阪　西 107 107 ０ 98.81 ４ 21

東大阪西 58 57 －1 92.41 ４ 70 大阪大手前 64 68 ＋4 96.90 ４ 41

枚　　　　方 59 60 十１ 98.68 ４ 24 大阪大淀 71 69 －2 95.63 ４ 52

枚方くずは 56 58 ＋2 96.43 ４ 45 大阪西北 79 84 ＋5 98.76 ４ 23

茨　　　　木 64 65 ＋１ 100.00 ４ １ 大阪西南 113 115 ＋2 100.00 ４ １

茨　水　束 55 55 ０ 98.60 ４ 25 大阪船場 58 57 －! 96.05 ４ 49

茨　本　西 ０ 33 十33 97.70 ４ 34 大阪心斎橋 79 77 －2 98.90 ４ 20

池　　　　田 59 57 －2 94.17 ４ 60 大阪城北 53 54 ＋1 100.00 ４ １

池田くれは 52 52 ０ 96.84 ４ 42 大阪住之汀 49 49 ０ 98.92 ４ 19

門　　　　真 31 32 ＋１ 95.00 ４ 53 大阪住吉 ’84 86 ＋2 93.37 ４ 67

交　　　　野 47 49 ＋2 94.78 ４ 55 大阪天満橋 105 107 ＋2 96.35 ４ 46

箕　　　　面 63 62 －１ 97.39 ４ 37 大阪天王寺 49 49 ０ 91.90 ４ 72

箕面中央 56 58 ＋2 97.40 ４ 36 大阪東南 60 63 ＋3 98.41 ４ 28

守　　　「1 85 86 ＋１ 99.39 ４ 17 大阪鶴見 47 47 ０ 91.05 ４ 74

寝　屋　川 61 56 －5 94.79 ４ 54 大阪梅田 66 64 －2 97.45 ４ 35

大　　　　阪 304 319 ＋15 89.13 ４ 77 大阪梅田束 59 61 ＋2 96.27 ４ 47

大阪阿倍野 66 63 －3 93.46 ４ 66 大阪うつぼ 75 77 ＋2 98.38 ４ 29

大阪ちややまち 67 67 ０ 99.62 ４ 16 大阪淀川 83 88 ＋5 98.81 ４ 21

大阪中央 62 62 ０ 100.00 ４ １ 千　　　　里 78 77 －１ 98.05 ４ 30

大阪堂島 60 59 －1 97.77 ４ 33 摂　　　津 46 51 ＋5 98.44 ４ 27

大阪阪南 80 76 －4 99.66 ４ 15 四　條　畷 25 26 十１ 80.76 ４ 78

大阪阪和 50 47 －3 90.45 ４ 75 吹　　　　田 76 74 －2 100.00 ４ １

人　阪　叫 140 147 ＋7 97.81 ４ 32 吹田汪坂 50 54 ＋4 100.00 ４ １

大阪束淀 72 71 －１ 94.58 ４ 57 吹　田　西 66 66 ０ 100.00 ４ １

大阪平野 57 56 －１ 100.00 ４ １ 高　　　　槻 68 72 ＋4 97.13 ４ 39

大阪本町 68 67 －１ 96.97 ４ 40 高　槻　束 58 55 －3 100.00 ４ １

大　阪　城 17 18 ＋１ 93.75 ４ 63 高　槻　西 39 38 勺 98.03 ４ 31

大阪城南 77 76 －１ 99.67 ４ 14 豊　　　　中 77 74 －3 96.49 ４ 44

大阪城東 69 71 ＋2 98.46 ４ 26 豊　中　南 57 55 －2 100.00 ４ １

大阪柏原 46 55 ＋9 89.58 ４ 76 S際ＩＤ一 大恥ど
［刄】F祭や1片 64 64 ０ 93.63 ４ 64

大　阪　北 187 191 ＋4 91.83 ４ 73 豊中千里 42 43 ＋１ 94.70 ４ 56

大阪北梅田 74 74 ０ 95.86 ４ 50 八　　　　尾 79 81 ＋2 99.28 ４ 18

大阪北淀 56 59 ＋３ 96.12 ４ 48 ハ尾中央 50 50 ０ 94.00 ４ 62

大阪御堂筋 49 56 ＋7 94.17 ４ 60 八　尾　東 53 54 ＋１ 92.16 ４ 71

大　阪　南 184 193 十9 92.98 ４ 68 大阪そねざき 52 ＋52 100.00 ４ １

大　阪　港 38 31 －7 92.50 ４ 69 クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪中之島 51 51 ０ 100.00 ４ １ 78 5､353 5､495 ＋142 96.39％
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地区大会帽]ロータリー財団寄付総額は

S22,113,33(45RC･313名)

　　　－

ご協力ありがとうございました。
|_･コ7
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希希希災害の息報希希希

◆　ペルーの第4450地区ガバナーから、去る

　1994年３月４目、リマック河が氾濫、洪水

　が発生し、カヤオ(Callao)市内の貧困街で

　15､000以llの家族が住居と家財道具を喪失

　しました。地元のロータリアンは、民間防

　衛団体(Civi1 Defense)と協力し、被災者

　たちにテント、食料、衣類、医薬品および

　その他の救援物資を提供することになった

　報告を受けました。

　　救援活動のための詳細は、ガバナー事務

　所へおたずね下さい。

６

ロータI， 一日韓親善会議 催のご

　ﾄﾞ記の日程で、ロータリ下日韓親善会議が

開催されます。両国間の親善と友情を深める

良い機会だと思いますので、皆様ご出席ドさ

い。

　　　　　　　　　　記

目　時:1994年10月18日(火)～19日(水)

場　所：現代ホテル(韓国慶州市薪坪洞)

事務局:�022-366-4141

鼎　　　秀　夫君(大阪住之汪ＲＯ

　平成６年４月４日逝去(享年68歳)

　昭和２年６月15日生まれ

　昭和50年８月25日入会

　1986～'87年度　クラブ会長

　米山功労者

　ポール･ハリス･フェロー

柱　本　圭　遊君（大阪北梅田RC）

　平成６年４月17日逝去（享年53歳）

　昭和15年４月23日生まれ

　平成４年１月20日入会

　ポづレ･ハリス･フェロー

白羽　弥右衛門君(大阪阿倍野RC)

　平成６年５月２日逝去(享年81歳)

　明治45年６月27日生まれ

　昭和54年５月９日入会

　1980～'81年度　クラブ会長

　1985～'88年度　地区国際親善奨学金委員長

　米山功労者

　ポール･ハリス･フェロー

浅　井　啓　三君(大阪大手前RC)

　平成６年５月４日逝去(享年83歳)

　明治43年１月１日生まれ

　昭和58年３月18日入会

　1983～'85年度　クラブ会長

　米山功労者

　ポづレ･ハリス･フェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　~~
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クラブ会長並に幹事殿

jフ

Ｉ
Ｘ

TO : CLUB PRESIDENT AND SECRETARY

ｉ

バースRI会長ご夫妻と・・・台北国際大会本会議場にて

暑中お見舞い申し上げます。　一大森慈祥一

　大変に暑い目が続いておりますが、みなさ

んお変わりございませんか。

　６月30日をもちましてガバナーの大任を終

え無事退任させて頂きました。行き届かない

ことばかりで、皆様にいろいろとご迷惑をお

かけ致しました。ガバナーというような大任

を全うできるような人物ではありませんの

に、皆様のご支援ご協力のおかげで何とか務

め終えることができたものと存じます。有り

難うございました。今後パストガバナーとし

て微力ではございますが地区の発展のために

努力いたす所存でございますので、何とぞ相

変わりませずよろしくお願いいたします。

＜2620地区中村ガバナー撮影＞

　いよいよ最後の月信をお届けすることにな

りました｡『月信第13号』をお届けいたします。

すでに新年度の中野ガバナーの月信がお手元

に届いていることでございますし、退任した

はずのガバナーからの月信はおかしいのでは

ないかと思われるかもしれませんが、当地区

のガバナー月信は13号まで発行されるのが恒

例となっておりますので、ご了承ください。

つまり月信13号は、その年度の地区の総報告

をするために発行されるわけです。

　私たちの年度の地区の状況をここにご報告

申し上げ、ガバナーとしての任務を終えさせ

て頂きます。

　有り難うございました。　　　　　　合掌

〒567茨木市西穂積町7-41辨天宗冥応寺内　Tel 0726-23-2668 Fax 0726-24-2669 ＜再生紙使用＞
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ベネファクター

優秀賞を受賞
台北において開催された国際ロータリー今年

度年次大会で当地区はベネフアクター優秀賞

(75目以上)を受賞しました。

バースRI会長からベネファクター優秀賞の表彰盾を受く。

○ド
度
に 参　加

国際研究会の副SAAを務めました・・・

　1993～94年度の国際ロータリー年次大会が

６月12日から14日まで台湾の台北で開催され

ましたが、それに先立ち今年度の国際研究会

が開催されました。

　台北の国際会議センターを会場として６月

10日、11日の２日間にわたって開催され、日

本の元RI理事である蔵並定男さんがリーダ

ー、パストガバナーの玉村文雄さんがＳＡＡ

で、私は他の幾名かのパストガバナー・ガバ

ナーと共に副ＳＡＡを務めました。

　このような大きな会合のＳＡＡはまったく

初めてのことですので、どうなることかと心

配でしたが、２日間一生懸命務めさせて頂き

ました。

し　て

ベネファクター優秀賞の表彰盾

　　　　　　　　　　(26.5cmx20.3cm)

ｶﾞﾊﾞﾅｰ　大森慈祥

　300名を越える参加者にパンフレットや会

議資料を手渡したり、同時通訳用のイヤホー

ンを配布したり、会場のあちこちからイヤホ

ーンがだめだからチェンジしてくれとか、パ

ンフレットがないとか、部屋の温度が低く過

ぎるから上げよとか、いろいろの注文があっ

てじっとしておれず、会場はさして広くはな

いのですが、あちこちと歩き回わって少々疲

れを覚えました。でもまた一つ勉強させて頂

けたと感謝しています。

｜

すばらしい研究会でした・・・

第一日（6月10日）｜

第１回本会議－9 :00～10:30－

モデレーター　蔵並定男

基調講演　　　バースRI会長
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＊会長を交えての質疑応答

＊パネル討論「アジアにおける実業界の国際

　　　　　　　化がロータリーにもたらす影

　　　　　　　響」

＊グループ討論「ロータリー会員増強の具体

　　　　　　　　　的な方法」

＊講演「ロータリーのビジョンがその使命」

　　次期管理委員　ジェームス・レーシー

第２回本会議－14:00～15:40－

　議長　ピーター・フォーレー

＊講演「RIの管理運営」

　　　　事務総長ハーバート・A.ピグマン

＊講演「実行グループの進展と効果」

　　　　財団管理委員

　　　　　　クリフォード・L.ダクターマン

第３回本会議－16:00～17:30－

　議長　菅野多利雄

＊講演　会長エレクト　ビル・ハントレー

＊パネル討論「試験的地区編成」

｢弗弓削旦肪琲｣

第４回本会議－9 :00~11:45-

　議長　ピーター・オファー

＊講演　会長ノミニー　ハーブ・ブラウン

＊パネル討論「エイズおよびその危機に対す

　　　　　　　るロータリーの対応」

＊グループ討論「病気の蔓延にロータリーは

　　　　　　　どのように対応するべきか」

＊講演「規定審議会での議題」

　　　　　　　ウイリアム・T.サージェント

第５回本会議－14:00～15:30－

　議長　リチャード・キング

＊講演「ポリオ撲滅擁護」

　　　　　財団管理委員長　ロイス・アビー

＊グループ討論「ポリオ・プラス第二段階の

　　　　　　　　意味するもの」

最終本会議－15:50～17:10－

　議長　蔵並定男

＊講演「ニースヘの招待」

　　ニース大会委員長　カルロ・ラビッツア

＊講演「1995年ニース研究会への招待」

　　　　　　　　　マルセリーノ・シヤベス

＊パネル討論「会長職の引き継ぎ：成功させ

　　　　　　　るためにチームを確立しよう」

　　国際研究会副委員長　Ｔ．Ｄ　グライリー

＊閉会の辞と謝辞

　　　　　　国際研究会委員長　蔵並　定男

以上が今年の国際研究会のプログラムの大要

です。

　それぞれ日本語、中国語、韓国語、英語に

同時通訳されましたので、私たちも何の支障

もなく日本語でその内容を聞くことができ、

難しい問題も容易に理解し得ることができて

大きな感銘を受けました。

　やはりこのような研究会などには万難を排

して出席すべきだと思うのです。大部分の会

員は研究会と聞いただけで拒否反応を起こし

ますが、ロータリーはこのような研究会でい

ろいろのことを教えてくれます。

　私がＳＡＡとして出席しなければなりませ

んので、最近入会したばかりの家内もいっし

ょにこの研究会の全日程に出席しましたが、

彼女もやはり大きな収穫を得たようです。

　このような会合の各スピーカーの熟練した

お話を聞くだけでも大きな感動が与えられま

す。今回は特にスピーカーのお話がすばらし

いもので、やはり研究会に出て良かったと思

いました。

大変な開会式でした。　・・・

　年次大会の開会式は、６月12日、林口体育

館で開催されました。　２万名ほどが入れるく

らいの大きな体育館ですが、３万名を越える

参加者ですから、開会式は参加者を半分ずつ

に分け、14時30分からと20時15分からとの２

回開催されました。

　台北市内から会場までは相当な距離があり

参加者は専用のバスで会場へ向かいましたが

その専用バスが何十台と列を作って高速道路
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を走る風景はまた見ものでした。交通渋滞が

心配されましたが、案外スムースに会場に着

くことができたようです。

　会場は大阪城ホールよりは少し大きいかナ

というぐらいの円形の大きな体育館で、正面

に舞台が設けられていますが、それが遠くて

挨拶されるバース会長の表情がよくわかりま

せん。でも、舞台正面の大きなテレビジョン

がそれを大きく映し出し会場の最後部でもハ

ッ･キリ見ることができたようでした。

　　　　　　開会式会場一林口体育館－

　音響もすばらしく、イヤホーンの同時通訳

もよく聞こえました。

　ご参考までに大会プログラムを簡単にご紹

介しておきます。

げ(猷袖弗ﾄﾞ)<大会第1日>

台北へようこそ

9 :00～19:00　登録、信任状の査証友愛の

　　　　　　　家での各種大会行事

8 :00～9 :00　大会SAAの打ち合わせ会議

9 :00～10:00　大会プログラム・リーダー

　　　　　　　の会合

11:00～14:00　ポール・ハリス・フェロー

　　　　　　　の会議と昼食会

14:30～16:30　第１回本会議及び開会式出

20:15～22:15　第１回本会議及び開会式(2)

15:15～14:30　前奏音楽と合唱(1)

20:00～20:15　前奏音楽と合唱(2)

＜開会式次第＞

開会宣言、黙祷、歓迎の辞

大会プログラムの採択

ロータリー国の国旗入場

国際ロータリー会長の紹介

歓迎の辞

ホスト国　中華民国の国歌演奏

会長出身国　スイス国歌演奏国際ロータリー

理事会の紹介

歓迎の辞

歓迎の言葉

中華民国　　李　登輝　総統閣下　祝辞

大会記念撮影

開会式余興番組

汗iij‾j‾j‾り‾面j‾］＜大会第２日＞

75年間のアジアにおける

ロータリー奉仕に表敬

9 :30～11:30　第２回本会議

開会宣言と黙祷

アナウンスメントと信任状委員会の中間報告

国際ロータリーの財務報告

ロータリーの年次報告

国際ロータリーの元会長の紹介

ロバート　R.バース会長の家族の紹介

会長の講演

75年間のアジアにおけるロータリーの奉仕

　元RI会長・ラジェンドラー　K.サブー

記念講演

　アジア開発銀行前総裁　垂水　公正

13:00～15:00　会長主催慰労昼食会

13:00～15:00　会長エレクト主催

　　　　　　　リーダーシップ昼食会

15

18

00～17

00～22

00

00

竜船レース

ホスト組織主催ホスピタリ

ティ行事

ﾜ‾ii‾j4‾j‾4百両）‾］＜大会第３日＞

ロータリーの国際性を祝賀

9:15～12:00　第３回本会議
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司会宣言と黙祷

アナウンスメントと信任状委員会報告

ロータリー財団管理委員の紹介

ロータリー財団報告

ベネファクターの表彰

国際理解賞受賞者の紹介と授与

　受賞者　アメリカ合衆国元大統領

　　　　　ジミー・カーター

記念講演　「人類の苦境を克服するには」

クラブオブローマ

　　事務総長　バートランド・シュナイダ

14:45～17:00　ロータリー研修会

＊次期クラブ会長

＊世界社会奉仕と財団補助金

＊インターアクト

＊ポリオ・プラス

14:45～17:00　ご婦人向けプログラム

19:00～22:00　国際親善晩餐会

|（６月15日輿し　＜大会第４日＞一最終日－

ロータリーのリーダーシップ

.9:00～12:00　第４回本会議

司会宣言と黙祷

アナウンスメント

記念講演

　欧州宇宙開発局　宇宙飛行士

　　　　　　　　　　　クロード・ニコラー

退任する理事会メンバーヘの感謝

国際ロータリー役員の選挙

1995～96年度国際ロータリー会長の選挙

1995～96年度会長ノミニーの挨拶

1995～96年度理事会メンバーの紹介

会長エレクトの家族の紹介

会長エレクトの講演

記念バナーの贈呈

1995年ニース大会促進番組

14:00～16:15　ロータリー・フォーラム

＊零細企業を開発して貧困問題の解消

＊環境生態の変化とアジアにおける挑戦

＊財団管理委員との対話

＊太平洋沿岸におけるロータリーの奉仕

第５回本会議

閉会式開会宣言と黙祷

大会委員会とホスト組織への感謝

閉会の辞

余興番組

はたるの光り合唱

閉　会

米山奨学生感謝の会

　６月13日の18:00からりージェントホテル

において、台湾から日本に留学し、米山奨学

金を受けて勉学し卒業して帰国した奨学生約

200人が「感謝の会」を開催。末永理事長、

各地区ガバナー、パストガバナー、ガバナー

ノミニー及び彼らの世話クラブのカウンセラ

ーだった日本のロータリアンとその家族が大

勢参加し大変な盛会でした。

　米山奨学生の卒業帰国者は、ほとんどが博

士号を取得しており、着席したテーブルのメ

ンバーがすべて○○博士といった具合で、何

かの学会に出席したみたいで、変な感じさえ

するほどでした。

　　　　　　　米山奨学生感謝の会

　中には国会議員もいて、みんなまだまだ若

いのですが、びっくりするような重要な地位

に就いていてそれぞれ立派に出世していま

す。「日本で勉強していた時、米山奨学金が

いただけてとても嬉しかった。おかげでお金

の心配することなく勉強できたのです。感謝
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しています」といった挨拶が相次いで、余り

大したこともしていない私でも「とてもいい

ことをした」という喜びを味わいました。

　当地区からは、廣瀬ＰＧ、中野GN、そし

て私と家内が参加致しました。

ホスト組織主催ホスピタリティ

　台北一円のロータリアンが台湾風に大会参

加者をもてなす会合です。

　あらかじめ申し込んでおかないと参加でき

ませんが、私は家内と共に茨木RCの姉妹ク

ラブである台北西北ＲＣのホスピタリティに

出席しました。茨木クラブの大会参加者の他

に、茅ケ崎、世田谷、川越の各姉妹クラブの

会員も参加し、そのほか、フランスやオース

トラリヤからの参加者も交えて、それはそれ

は大変に賑やかな大騒ぎの台湾スタイルの晩

餐会でした。

　よくもこればどの会合を開催することがで

きるナー、大会に参加してよかったと、みん

なみんな大喜びのすばらしい会合でした。

　私は過去３回、世界大会に参加しています

が、どの大会でも参加者のほとんどの方は開

会式に出席すると後はどこかへ消､えてしまわ

れます。

　今回もいつものとおりで、２日目の本会議

は2､000人ぐらいで、開会式のあの３万人は

どこへ行ったのかしらと思えるようなことで

した。

　開会式はもちろん大切な大会行事ですから

参加すべきですが、２日目からの本会議が本

当の大会ではないかと思います。

　私は大会の全日程に参加しましたが（９日

に到着）大会は開会式だけでなく、一日でも

いい、本会議に出るぺきだと、今回はつくづ

くそう思いました。

　２日目からは、プログラムをご覧になれば

おわかり頂けると思うのですが、すばらしい

プログラムで私たちを魅了してくれます。

　特に今回は、私たちの地区大会に会長代理

として出席して下さったサブーさんが、ずば

｜

らしい話術でとても感動的なプログラムをこ

なされましした。私は思わず涙をこぼしそう

になったほど感激しました。

　そのほか、バース会長の講演、ハントレー

会長エレクト、各RI役員の皆さんのお話、

それに宇宙飛行士や世界の有名人の講演など

開会式セレモニーでは聞くことのできない貴

重なお話を聞くことができます。

　また、友愛の広場では（今回の友愛の広場

はとてつもなく大きな建物に設けられた）い

ろいろな楽しい催しが毎日のようにあって世

界中の人達との交流やショッピングを楽しむ

ことができました。

　少し暑さを感じましたが、設備やプログラ

ムはとてもすばらしく、大成功の世界大会で

あったと思います。

　ホストの台湾ロータリアンの皆さんに深く

感謝致します。有り難うございました。

一 一 一 一

1994～95年度の次年度国際大会は

フランスのニースで開催されます。

１９９５年６月１１日～１４日
ｉ

ｌ
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◆規定情報委員会

　　　　委員長　土　井　正　裕(大阪北)

　前年度(1992～93年度)の終わりに、ロータ

リー情報提供者のテキストである『システム

・マニュアル』の改訂を行いご好評を頂きま

したが､続いて本年度(1993～94年度)早々に、

一般会員の方々にお読み頂く手軽なマニュア

ルとして、“ロータリー情報・基本編『ご存

じですか』"を作成し、ご希望の方々に頒布

させて頂きました。

　また、クラブ規定情報委員長の方々のご要

望に応え、各クラブのロータリー情報活動に

ついて実態調査を行い、調査結果をクラブ委

員長の方々に配布説明しました。本資料は、

弁天町のガバナー事務所に備置していますの

でご利用下さい。

　大森ガバナー、山中クラブ奉仕担当パスト

ガバナーのご指導と地区委員各位のご協力の

お陰をもちまして、この１年を終えさせて頂

きました。心から感謝しています。

◆職業奉仕委員会

　　　　委員長　浅　沼　清太郎（大　阪）

　RI会長、大森ガバナー、松本パストガバ

ナーのご指導の下、各クラブの委員長と一体

となって、職業奉仕理念、職業倫理という根

源的な問題についてその徹底について研讃

し、また、具体的な実践活動として、違法駐

車、ゴミ問題に取り組んできた。昨年７月ま

た本年２月と３月の計３回に互りアンケート

調査を行ったが、ほぼ100％の回答を頂き、

またその内容から、各委員長白身の職業奉仕

活動に取り組む積極的かつ真摯な姿勢が窺わ

れ、大いに意を強くした次第である。いま、

社会の各方面で、激動というか、大きな地殻

変動が起こっているように思われるが、この

時､20世紀初頭の混乱と利益追求一点ばりの、

いわば弱肉強食の時代にかかげられたロータ

リーの理想に立ち返り、『ロータリーの目的

は、有益な企業の基礎として奉仕の理想を鼓

吹育成するにある』という原点に思いを致す

ことが必要かと思われます。次期も引き続き

地区委員長を仰せ付かりました。皆様のご協

力をよろしくお願い致します。

◆ボランティア委員会

　　　　委員長　杉　本　久仁一(八尾中央)

　ロータリー・ボランティア委員会は、職業

奉仕部門に所属が変わってからは、ロータリ

アン・配偶者・家族・ローターアクトの方々

の職業・技術・趣味と、それを必要としてい

る世間の要望を結び付けてボランティアを実

践していただく為に、まずロータリアンの登

録から始めましたが、当年度は120名以上の

登録をして頂きました。特に３名の方には、

国際ボランティアの登録をしていただいてお

ります。

　今後は、クラブにお送りしております登録

者名簿を参考に、ロータリアン一人ひとりの

方にボランティアの対象プロジェクトを見つ

けていただき、各クラブのボランティア担当

者に両者のジョイントをお願いしたい。そし

て、ボランティアがロータリーの奉仕のひと

つだ、という考えを、ロータリアンと世間に

認識していただくようになれば、ロータリー

クラブの活性化と理解にも役立つのではない

か、と考えております。

◆社会奉仕委員会

　　　　委員長　大　橋　　　融（大阪北淀）

　社会奉仕は「ロータリーの心臓の鼓動」と

言われますが､公共の為に奉仕するにおいて、

今年１年間は、高齢者と地域に対する奉仕活

動という２つの方針を軸として活動しまし

た。高齢者社会が進む昨今、高齢者への奉仕

は今後いっそう重要性をもつと思われます。

自分達もいずれ年老いて、誰かのお世話にな

るかもしれないことを考えると、できる時に

時間をさいて奉仕を実行することは意義深く

感じられます。また地域に対しては、各クラ

ブでそのニーズに即した素晴らしい人的奉仕

活動を実施していただき､感謝にたえません。

　次に協同奉仕としては、海遊館のつどいと

仲良し運動会を実施致しました。委員長を務
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め老人や子どもと接し、彼らが喜びの笑顔を

みせてくれた時は､大きな感動を覚えました。

　１年をふり返り、各ロータリーの皆様方の

御理解、御尽力に感謝の念を新たにするとと

もに、今後も心と身体を使う暖かき奉仕が必

要であると感じている次第です。

◆環境保全委員会

　　　　委員長　遠　藤　　　　渉(大　　阪)

　本年度初めて地区委員長に就任、一抹の不

安もありましたが、大森ガバナー、廣瀬パス

トガバナーをはじめ、皆様の絶大なるご支援

ご協力によりまして無事任務を終えることが

出来ました。ここに厚く御礼申し上げます。

　中でも、ガバナー事務所の皆様に行き届い

たご協力を賜り本当に有り難うございました。

　本年度のテーマは、廃棄物の一部門であり

ます下水道問題を採り上げました。

　昨年７月の委員長会議では、下水道に関す

る講演をお聴きいただきました。

　本年４月には、大阪市立中浜下水処理場の

実地見学会を開催いたしました。幸い好天に

恵まれ、大森ガバナー、種田・廣瀬両パスト

ガバナーも親しくご臨席賜り、盛会裡に終わ

ることができました。これらを通じて下水道

に関するご理解を深めていただけたのではな

いかと存じます。感謝再拝。

◆青少年活動委員会

　　　委員長　西 正　中(大阪城北)

　これまで通り｢少年少女ニコニコキヤンプ｣

('93年８月)、｢山のライラ｣('93年９月)。

｢海のライラ｣('94年５月)の３つのプログ

ラムを実施しました。成功裡に終えることが

できましたのは、それぞれホストをしていた

だきました大阪住吉、大阪住之江、四條畷の

各ロータリークラブのご努力のお陰です。心

から感謝申し上げます。

　委員会の運営につきましては、プログラム

の準備と報告に追われて、委員会内で十分に

議論ができなかったことを反省しておりま

す。また、委員長の怠慢のせいで、計画をし

ていました青少年奉仕活動の情報センターと

ライラマニュアルの改訂版の作成ができなか

ったことが心残りです。

◆ローターアクト委員会

　　　　委員長　北　村　英　－(吹　田)

　初めて委員長となった一昨年はとまどう事

ばかりでしたが、今年は二年目、色々言われ

るRACのあり方についての批判をふまえて

少しでも変革の時代に応じた新しい道を模索

したいと考えて来ました。この二年間の経験

を通して得た事は、ロータリーが経済的な援

助や会員の紹介等の厚い疵護をどんなに与え

てみても、彼等白身が本当のやる気を出し、

アクトとしての自覚を持ち、自分達で作り上

げて行こうとする自主性や責任感を持ってく

れなくては、その発展はあり得ないという至

極当然の結論に落ちつきました。青年らしい

高い理想を抱いて情熱を傾け、努力を積み重

ね、その中から本当に生きる事の感動を覚え

る経験をしてほしいと何度も機会ある毎に訴

えて来ました。本年度の地区大会のフィナー

レで地区代表も実行委員長も演壇の上で感動

のあまり感涙で言葉につまる状景を見て、私

も若い人達と共に過ごし得た喜びで胸がつま

る思いでした。

◆インターアクト委員会

　　　　委員長　中　島　孝　夫(八　尾)

　インターアクトの年次大会は大阪阿倍野

RCのご努力で大谷中高校にて開催、めがね

集めは1､994個目標で5､000個を超えた。全ク

ラブの協力の結果であって、ロータリークラ

ブの底力を発揮できたとおもう。同じく大阪

阿倍野RC、大谷中高校で新入生歓迎会が行

われた。中田武仁氏による講演が光った。生

徒たちにもインターアクトの目ざすものが理

解できたようであった。海外研修はバンコク

に出かけたが、同国の歓迎振りとタイの高校

生の明るく、前向きな行動と目の光りに60名

の参加生徒は感激し、この感動は彼らの生涯

に深い影響を与えるものと確信した。
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　平生の活動では公立高にインターアクト活

動継続が困難であるとの顧問よりの連絡があ

り、地区挙げて活動継続のため共同戦線を張

る必要が生じた。一方RC設立25周年を迎え

たところにインターアクト設立の動きがあ

り、全力投球で設立に向け、６名の地区委員

会全員が協力体制を引き目下支援中である。

◆世界社会奉仕委員会

　　　　委員長　藤　井　宏　－(大阪西北)

　地区WCS委員会活動は地区と合同でのプ

ロジェクトに参加の各クラブ会員の皆様、そ

して各クラブ単独で実施したクラブの会員の

皆様のご協力のもと、無事に実施できました

こと厚くお礼申し上げます。

　WCS活動実施の為はるばるブラジルを始

め、フィリピン等出かけて戴き有り難うござ

いました。

　又、今年度は地区プロジェクトの相手国ブ

ラジル、フィリピンから最高責任者の訪日も

あり、色々と実情をお聞きし、我々の援助が

相手国の方々にどれ程感謝されているかを知

り大変感動しました。又同時により一層の援

助をすべきだと痛切に感じました。我々は他

国から見ると如何に恵まれた国、物あふれる

国に住んでいる喜びに感謝すると共に、その

喜びを地球上困っている人々に少しでもわか

つ事が、我々ロータリアンの一つの務めでは

ないかと思う次第です。今後益々のご協力を

お願い致します。

◆青少年交換委員会

　　　　委員長　八　木　頼　夫(大　阪)

　６月末日をもって何とか大過なく三年間の

委員長の任期を終わることが出来ました。こ

れも一重に歴代ガバナー、担当バストガバナ

ーの御指導と委員各位の絶大なるご協力の賜

物と深く感謝致しております。

　唯一の心残りは委員長就任に当たって菅生

ガバナー、土井代表幹事の御理解と御協力に

より、青少年交換ファンドの分担金を増額願

い、交換学生数の増加を目論んだにも拘わら

ず、結果的には横ばい状況を脱することが出

来なかったことでしょうか。折からの世界同

時不況や米国での学生事故の続発等も影響し

たのかも知れませんが、今後の委員会の一層

の努力と併せてガバナー、バストガバナー各

位の御協力をもお願い致したく存じます。

　他方、永年の懸案であった帰国学生のＯＢ

／ＯＧ会“ＲＯＴＥＸ”を峯村真理初代会長達

の熱意と努力で発足することが出来ました

し、交換相手国もフランス、オーストリー、

ブラジル、アルゼンチンヘと拡げることが出

来たことは誠に喜ばしい限りです。

　今後のこの素晴らしいプログラムの一層の

発展を祈念しております。

◆国際交流・平和委員会

　　委員長　野　村　浩　司（大阪そねざき）

　1993～94年度RIテーマ『行動に信念を信

念は行動に』ロバート・Ｒ・バース会長のも

とスタートをしました。大変うまく日本語に

訳されていると思います。さてこのテーマ通

り日々生活及びロータリー活動を行って参り

ましたが、中々思うように和する事が出来ず

唯反省の毎日でありました。

　しかし一つ大変すばらしいお手伝いが出来

ました。世界親睦ヨット同好会であります。

創立にあたり近隣地区との考えの異もありま

したが、テーマのごとく行動を取りました事

で当地区内で日本の窓口としてジャパンブリ

ッヂは１月に大阪湾フリートはカナダから国

際ブリッヂ代表のジャックカイザーご夫妻が

来阪され、６月９日にチャーターを催され、

100名以上のロータリアンのヨット同好会の

会員が大阪湾に集い、海・船を愛する会員と

家族で楽しく過ごさせていただきました。す

ばらしい会員の皆様方で大切に育てていただ

きたいと祈念致しております。

◆国際親善奨学金委員会

　　　　委員長　大　川　進一郎(大　東)

　この１年程、激変の年はなかった。年度初

め塩川委員長が病気でリタイヤ、名張前委員
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長が復帰された。ところが12月１日に名張委

員長が急逝、しかも出題専門委員の大野・小

野両先生が上期末で退会されるという僅か半

年で三重苦を体験した。 12月11日付をもって

委員長を拝命したが、長となると職務内容が

全然ちがう。引き継ぎ一切なしのまま６月の

’95～96年度財団奨学生の選考試験に臨む事

になった。大森ガバナーを初め、ＰＧ、ノミ

ニー各２名のご臨席のもと、無事21名の候補

者を選ぶ事ができた。次年度は担当ＰＧも山

中さんに代わり新任委員５名を加え、全てが

新体制になるので、更に改善し、今回のサミ

ットで村山首相の事を「食当たり」でなく『職

当たり』だと批判されない為にも、将来の日

本を背負って立つ立派な青年達に国際感覚を

身につけてもらいたい理念のもと、意義ある

委員会に参画できる喜びを今実感している。

◆研究グループ交換委員会

　　　　委員長　細　江　　　重(大阪東淀)

　研究グループ交換のプログラムは、そもそ

も地区を挙げての行事でありまして、全員の

ロータリアンのみならず､研修、見学、体験、

教養、宿泊等につきましては御家族の方々ま

でにもご迷惑ご協力を頂かなければ成り立ち

ません。当年度は久し振りの単年度内の派遣

と受け入れという実に忙しくまた緻密な計画

と調整が必要な一年でございました。大森ガ

バナー以下名実共に一人ひとりの献身的なご

奉仕の賜物で無事実施することが出来まし

た。

　派遣受け入れ両チームの団員諸君は予想以

上の感激と感謝を味わい、両国の直接の関係

者は本当に心温まるご教導を頂きまして、初

期の目的を大きく上回る成果を得ることが出

来ました。担当者として心から御礼を申し上

げますとしか言いようがないのであります

が、洵に有り難く重ねて重ねて深謝申し上げ

まして、意を尽くしませんが紙上をかりまし

て微意をお汲み取り頂きたく存じます。

◆財団増進委員会

　　　　委員長　田　中　譲　二（大阪西南）

　本年度も各クラブのロータリー財団委員長

をはじめロータリアンの皆様のご支援により

まして、財団一般寄付一人当たり目標130ド

ルを突破し、ベネファクターも目標75名を上

回る成果をあげることが出来感謝に耐えませ

ん。当地区は伝統的に毎年高い財団寄付成績

をおさめておりますが、本年度も日本で第２

位、世界第３位（４月現在）という上位を占

めることが出来ました。

　各クラブの一人当たりの寄付額は、300ド

ルを超えるクラブもあれば50ドルに達しない

クラブも少数ながらありましたので、今後全

クラブが目標達成の出来る方策を考える必要

があります。また、ベネファクターもこれで

終了した訳ではありませんので、財団基金確

立のため継続的な努力が期待されます。本年

度終了に当たりまして、皆様からいただきま

したご協力・ご支援に心より御礼申し上げま

す次第です。

◆財団学友委員会

　　　　委員長　大　井　勝　利(東大阪西)

　古田パストガバナーより財団学友PSCの

活性化の指示を受け２年目に入り、大森ガバ

ナーの強いバックアップによりPSC定時例

会も形が整い、ほぼ全員のメンバーが2660地

区のPSC定時例会が行われているという事

を知るようになってまいりました。 ＰＳＣ例

会通知を260名程のメンバーに対して現PSC

役員よりメンバーヘの通知状を送る事は、皆

職を持っている関係上中々出来ない為、私共

より毎回発送し出欠の確認をしております。

次年度よりは、これらの点について今少し話

し合いをしなくてはならないと思います。国

際親善奨学生のスポンサークラブより年間２

万円をＰＳＣの活動資金としてご協力を頂き、

有意義に使われています。当地区のロータリ

アンの皆様及び大森ガバナー、古田バストガ

バナー初め財団委員会の皆様の暖かいご支援

を頂き無事１年間を終わりました事について
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御礼中し上げます。

◆米山奨学委員会

　　　　委員長　増　本 猛(茨木東)

　昨年度は当地区でSY-J特別米山奨学金制

度（日本研究上級研究員奨学金）が試行され

ました。この具体化に当たってば、受入諸準

備、お互いの大学の合意の確認、又、奨学金

についての国税局の見解、文部省の認可、米

山事務局の受入体制等多くの問題を投げかけ

ました。　しかしながら基本的には現行

SY-OB制度奨学生対象を米山OB以外にも広

げようとするものです。現在４万４千人余り

の私費留学生が来日しています。（留学生総

数：５万２千人余り…1993年５月１日現在）

　今世界では、留学生が一部の選ばれた人達

であった時代は去り、大量の留学生が世界中

をかけめぐって、時には留学先で就職､結婚、

定住するという多用化の時代を迎えていま

す。昨年１年間を振り返ってみるとき、これ

に対応出来ていないという感が深いのであり

ます。

◆拡大委員会

　　　　委員長　杉　本　一　三(八　尾)

　本年度は、大森ガバナー、関係クラブの大

変な熱意とご努力で、当地区としましては画

期的な２クラブが創立されたと思っておりま

す。先ず12月８日創立総会を行いました茨木

西ロータリークラブは、チャーターメンバー

に数名の女性が入会されたクラブです。鰐洲

・中田会員のご努力は大変なものでした。又

３月２日に創立総会を行いました大阪そねざ

きロータリークラブは、スポンサークラブと

松本初代会長の大変な熱意で、西日本で初め

てという女性会員の多いクラブが創立された

事は意義深いものがあると思います。両クラ

ブ共第一例会、チャーターナイトの司会を女

性メンバーが立派におやりになった事は感銘

の深いものでした。藤井特別代表、藤田特別

代表の御指導のもと極めて順調に成長されて

いる事は当地区と致しまして大変喜ばしい事

でありますと共に、今後益々の発展を願うも

のであります。

◆２年間を振り返って

　　　代表幹事　清　野　耕　作(茨　利

　クラブ幹事に引続き、地区幹事の委嘱を受

けたのが1992年２月。 1993～94年度は代表幹

事である。クラブが一体となって大森ノミニ

ーを推して戴いたうれしさの中で幹事に就任

して終ったのである。

　手続要覧、地区組織第五項に示された事が

ほとんど理解出来ていない自分であることが

判った。

　再三に亘って、山中P.G.、土＃Ｐ．Ｄ．Ｓ．

情報委員長のご指導を頂いた。しかし、すぺ

ての事柄を理解することが出来なかった。各

委員会担当の地区幹事からも同じ様に何をす

れば良いのかの質問が続いた。

　ノミニー事務所のスタートとともに事務局

員に広瀬智子氏を迎え、２年間に亘る月別行

事推進予定表を作成した。

　苦労したのは拡大と地区大会であった。

　大森ガバナーもずい分ご心労いただいたと

思うが、委員会の編成について寝れない日が

幾日も続いた。

　皆様の協力を得て無事終えることが出来た

が、特筆して置きたいことは、事務局に広瀬

百科辞典のあった事である。

　ご協力有り難うございました。

退任なさる地区委員の皆様に

感謝状が贈られます・・・

今年度をもって退任され後進に道を譲

られる地区各委員会の委員長と委員の

皆様にガバナーから感謝状が贈られま

す。問もなく所属のクラブにお送りい

たしますのでお受け取りください。

●

●
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バランスの取れたクラブ業績に対する

　　　1993～'94年度会長賞

　今年度地区大会に於いて、バランスのとれ

たクラブ業績に対する標記会長賞に申請のあ

った25RCに対し地区ガバナーより感謝状を

贈らせていただきましたが、この度ロバート

R.バース国際ロータリー会長より受賞資格

が認められた旨の書簡が、賞状と共に送られ

て参りました。次年度地区大会で賞状が授与

される予定です。

　　大　　　東RC　　　大阪大手前RC

　　枚　　　方RC　　　大阪城北RC

　　枚方くずはRC　　　大阪住吉RC

　　茨　　　本RC　　　大阪天満橋RC

　　茨　木　東RC　　　大阪東南RC

　　池田くれはRC　　　大阪梅田RC

　　箕　　　面RC　　　大阪うつぼRC

　　大阪堂島RC　　　摂　　　津RC

　　大阪本町RC　　　高　　　槻RC

　　大阪城東RC　　　高　槻　東RC

　　大阪柏原RC　　　高　槻　西RC

　　大　阪　南RC　　　八尾中央RC

　　大阪南西RC

●　！

･････-･地　区

1994学年度　米山奨学生
　オリエンテーション

　　米山奨学委員会

　　　　委員長増　本　　　猛(茨木束)

　五月晴れの新緑爽やかな５月18日(水)13:30

から1994学年度の新規米山奨学生27名を迎え

て、オリエンテーションが薬業年金会館にて

実施されました。

　出席者は武尾地区米山奨学部門担当ＰＧ、

贈米山記念奨学金常務理事の種田ＰＧ、永野

アドバイザー、他に地区米山奨学委員会の方

々等13名と世話クラブのカウンセラー等36名

の皆さん方でした。

　まず武尾担当ＰＧの『開会のことば』の後、

　　　　　一一一一一一一意義ある業績賞　報告

意義ある業績賞委員会

　套前1雪i　山　中　文　和（大阪南）

　月信２号に掲載致しました『意義ある業績

賞』申請につき、平成６年２月１日に委員会

を開催、審査を行った結果、全員一致で大阪

なにわRCを受賞候補として選び、地区ガバ

ナーに報告致しました。

　これを受けて地区ガバナーは、３月１日に

国際ロータリーに推薦プロジェクトを報告さ

れましたが、この度、ロバート　R.バース

会長より1993～’94年度意義ある業績賞が授

与された通知と共に表彰状が送られて参りま

したので報告致します。尚、次年度地区大会

に於いてあらたぬて表彰される予定です。

　また委員会は、『準意義ある業績賞』とし

て茨木RCを推薦致しました。同じく次年度

地区大会に於いて、地区ガバナーより表彰さ

れる予定です。

　プロジェクトの内容につきましては、過日

お送り（各クラブ５冊）致しました地区活動

報告書をご参照下さい。

便　り･････････・

奨学生とカウンセラーの皆さんに自己紹介を

して頂き、これからお互いにスムーズに交流が

出来ますように話し合いを深めてもらいました。

　続いて武尾ＰＧより米山奨学会の歴史につ

いて詳しくお話しがあり、改めて米山奨学会

に対する認識を一同深めて頂いたことと思い

ます。
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　次に常務理事の種田ＰＧより約50分に亙り

オリエンテーションが行われ、奨学生から提

出した確約書の重要さやその内容について改

めてお話しを頂きました。

　又、クラブ・カウンセラーの各位に対して

も、特に各自クラブの会員全員に奨学生を十

分紹介して交流を深めて頂き、米山月間等の

行事には奨学生本人に卓話の機会を与えて、

米山奨学会に対する認識を新たにしてもら

い、寄付金へのご理解を更に深めて頂くよう

要請されました。

　続いて年間行事予定の説明があり、米山奨

学生学友会（関西）の総会及び新入生歓迎の

行事や秋のレクリエーション、米山月間での

奨学生の卓話に積極的に参加されるよう要請

がありました｡次に質疑応答の時間が特たれ、

主にカウンセラーの方々より活発なご質問が

あり、米山奨学制度に対して一層の相互理解

を深めることが出来ました。

　最後に武尾担当ＰＧの『閉会のことば』を

頂いて終了しました。

　一旦小休憩の後、会場を移して懇親会に移

り緊張感から解放されて、懇親の実をあげて

閉会致しました。

･==･･㎜-㎜j･･ ･･･j･■㎜㎜㎜■■■㎜　　　■■-･･･㎜||.■■■■･■■jj..I-･-㎜-

j　ローターアクト年次大会

　　ローターアクト委員会

　　　　委員長北　村　英　－(吹　田)

　　『出会い・ふれ愛・助け合い』を大会テー

マに、５月22日間吹田市文化会館メイシアタ

ーに於いて、当地区ＲＡＣ年次大会が開催さ

れました。岸田恒夫吹田市長をお迎えして、

RCとＲＡＣ合計約440名の参加を得て、中ホー

ル満席の盛大な大会となりました。

　視覚障害者のガイドヘルパー講習会をメイ

ンプログラムとして、先ず大阪府福祉部の高

橋恒夫氏からハンドブック、ふれ愛バッヂの

趣旨説明、次いで府教育センターの養護教育

室の永易邦雄氏から、目の不自由な方をいか

に安全に誘導するか実際に手をとって見本を

示して頂いた後、参加者全員の実習に移り、

アイマスクをかけた者とガイドヘルパー役の

２人が手を組み合って、館内外で実際に誘導

しあう体験実習を行いました。特に街頭に出

た場合の騒音や障害物の多さによる恐怖心を

身をもって貴重な体験をした後、大阪府立盲

学校の城戸勝康氏の障害者としての実際の体

験談は一肩身につまされる思いと共に、健常

者としての日頃の認識不足を反省させられる

ものでした。

　その後は、一転して楽しいミュージック・

フェスティバルとして各クラブ夫々個性ある

演出の小劇を競いあいました。

　大会最後を飾る記念パーティーはミニライ

ブのリズムに乗って大変盛り上がりをみせ、

地区代表・大会実行委員長共に感激の余り涙

にむせぶ場面から胴ｈげと、2660地区RAC

のかつてない一体感を示してくれたのは大変

印象的であり、又これからの奉仕活動に期待

を抱かせてくれる大会でありました。

ロータリー財団国際親善奨学金

　　選考試験報告

　　国際親善奨学金委員会

　　　　委員長大　川　進一郎（大　東）

第一次選考（語学試験）

　日時:1994年６月11日（上）

　場所：大阪ＹＭＣＡ

第二次選考（面接）

　日時:1994年６月25日出

　場所：大阪ＹＭＣＡ

　ガバナー初め選考委員の慎重な判定会議の

結果、応募者61名より21名選考。
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1995～1996年度ロータリー財団国際親善奨学生候補者―覧表

氏　　　名 性別 推薦クラブ 留学国 過程 出身・在学校 顧問ロータリアン

河　井　敦　美 Ｆ 大　阪　南 アメリ力 院 早稲田大学 信　垣　　　昭

道　中　博　司 Ｍ 東　大　阪 アメリカ 院 大阪外国語大学 森　本　　　一

菊　川　稚　子 Ｆ 大阪大淀 アメリ力 院 同志社大学大学院 富　永　正　蔵

船　越　美　穂 Ｆ 吹田江坂 イギリス 院 大阪外国語大学 矢　野　義　幸

豊　田　幸　子 Ｆ 豊中千里 アメリ力 院 大阪大学 横　山　昌　弘

森　尾　博　昭 Ｍ 豊中千里 アメリ力 院 大阪大学大学院 横　山　昌　弘

玉　井　貴　子 Ｆ 摂　　　津 アメリ力 院 大阪外国語大学 岩　城　邦　廣

和　田　昌　哉 Ｍ 東大阪西 アメリ力 学部 大阪外国語大学 岩　崎　旭　人

長　井　克　己 Ｍ 大阪北淀 イギリス 院 大阪大学大学院 元　木　英　輔

寺　田　景　子 Ｆ 大阪北淀 アメリカ 院 大阪大学 辻　　　信　次

小　坂　満　賀 Ｆ 吹　田　西 イタリア 院 相愛大学 石　崎　克　弘

森　本　優　子 Ｆ 箕面中央 アメリ力 院 大阪大学 国　司　精　一

清原佐知子 Ｆ 東　大　阪 ドイツ 院 大阪大学大学院 森　本　　　一

松村麻里子 Ｆ 大　阪　北 ブラジル 院 聖心女子大学 本　田　陽　一

茅　島　玲　子 Ｆ 高　槻　西 アメリカ 院 国際基督戦大学 菊　地　祐　生

末　永　浩　章 Ｍ 高　　　槻 アメリカ 院 龍谷大学 梶　田　政　直

片　山　優　陽 Ｍ 大阪ちややまち ロ　シ　ア 院 モスクワ国立音楽院 鷲　塚　昭　夫

大　野　陽　子 Ｆ 大阪阿倍野 イタリア 院 大阪外国語大学 三　木　　　茂

鈴　木　在　乃 Ｆ 高　槻　東 アメリカ 院 京都大学 松　浦　寛　法

加　藤　摩　起 Ｆ 大阪天王寺 アメリ力 院 神戸大学 真　鍋　昌　知

恩　田　光　子 Ｆ 高　槻　西 アメリ力 院 大阪薬科大学 菊　地　祐　生
Ｍ：男性 Ｆ：女性 院：大学院過程　　学部：大学過程

一回－クラブ便り

ﾚ坤畔i(iilii年幽一一)

大阪阪南ロータリークラブ

　　　　　　　会長松本 恵

　６月８日、大阪阪南ＲＣでは、創立25周年

を迎え、天王寺都ホテル新館にて午後４時よ

り記念式典、午後５時より記念祝賀パーティ

ーが開催された。当日には、来賓として大森

ガバナーを始め歴代パストガバナー、及びス

ポンサークラブである住吉ＲＣ、又近隣クラ

ブからは住之江、阿倍野、阪和、及びアディ

ショナルクラブとして平野、天王寺ＲＣの各

クラブ会長、幹事のご臨席があり、更には東

住吉区長、東住吉ボランティアビューロー代

表者、四天王寺インターアクトクラブ生徒等

多数のゲストの出席を得た。特に姉妹クラブ

⇒

であるニュージーランドのニューリーンＲＣ

からは、この日の為、元会長ご夫妻を初め６

組のメンバーご夫妻が駆けつけて下さり、終

始なごやかな雰囲気の中にクラブメンバー家

族共々親しい交流を得ることができたのは印

象的であった。その節ニューリーンＲＣは３

年後同クラブ創立40周年を迎えるので是非大

阪阪南ＲＣメンバーの出席を求められた。猶

記念事業としては、東住吉ボランティアビュ

ーロー、四天王寺インターアクトクラブ、国

際ボランティア中田厚仁基金へ夫々金一封が

贈呈された。祝賀パーティーの会場では、軽

快なバンド演奏によりニューリーンＲＣメン

バー、バストガバナーの方々によりダンスも

始まり、終始和やかな雰囲気のうちに幕が閉

じられた。
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1993･4.'94年度国際ロータリー第2660地区現況

ｶﾞﾊﾞﾅｰ　大　森　慈　祥

(1994年６月作成)

　クラブ数（1994年６月末現在）

78クラブ（大阪市内:43大阪市域外:35）

　会員数（1994年度６月末現在）

5､442名（期首5､353名、純増89名）

　拡　　大

①茨木西ロータリークラブ

　1993年12月８日創立　会員数:29名

　スポンサー：茨木RC

　1993年12月21日認証

　例会日：水曜日　18 : 30～19 : 30

　例会場：いばらき京都ホテル

②大阪そねざきロータリークラブ

　1994年３月２日創立　会員数:43名

　スポンサー：大阪中央RC

　1994年３月16日認証

　例会日：水曜日　12 : 30～13 : 30

　例会場：大阪ヒルトンホテル

　国際奉仕

①ロータリー財団への寄付

　　（1993年７月～1994年５月）

　一般寄付:793､692.61ドル

　指定寄付:　5､500.00ドル

　基　金:62､500.00ドル

　　計　:861,692.61ドル

　ポールハリスフェロー:656名

　　　　　　　　　　　　(マルチを含む)

　ベネファクター　　　:　62名

②国際親善奨学生

　1993～'94/1994～'95年度は

　　　　　　　　　　　　　月信11号参照

　1995～'96年度候補者選出　21名

③研究グループ交換

　D-5650　米国ネブラスカと

　　　　　　　　　　　　　アイオワ地区

　受入:1993年10月１日～11月１日

④米山奨学会への寄付

　(1993年７月～1994年６月)

　普通寄付:　28､492､000円

　特別寄付:101､793､113円

　　　計　:130､285j13円

⑧米山奨学生

　1993学年度は月信11号参照

　≪1994学年度支給学生≫

　Ｙ　　奨学生　35名

　　(大学院博士過程24名、修士過程８名、

　大学３名)

　ＤｉｓＹ-Ａ奨学生１名

　ＤｉｓＹ-Ｂ奨学生11名

　　(大学院博士過程６名、修士過程５名)

　Ｃ　　Ｙ奨学生　４名

　　　　計　　　　51名

　　（出身国：韓国26名、中国13名、

　　台湾６名、香港２名、米国・ネパール

　　・マレーシア・タイ各１名）

⑥青少年交換　月信11号参照

　派遣：長期－８名／短期－５名

　受入：長期－10名／短期－６名

⑦世界社会奉仕（ＷＣＳ）

　≪地区レペルのプロジェクト≫

・バングラディシュ・ローンプロジェクト

　S30､000　実施完了

・マナウス日伯学校建設（ブラジル）

　S25､000　実施完了

・青少年職業訓練プログラム支援（フィリ

　ピン）

　$12､000　実施完了

・フィリピン・スープキッチン財団職業訓

　練学校

　$9､532.89　実施完了
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　・升ンパウロ援協総合診療所・救急車購入

　　資金援助（ブラジル）

　・スポーツ衣料寄贈（ペルー・ガテマラ）

　　￥900､000相当実施完了

　・胃カメラ寄贈（ブラジル）

　　$10､500　実施完了

　プロジェクト内容は月信11号参照

5.社会奉仕

　①ローターアクト

　　クラブ数:22クラブ（提唱RC23クラブ）

　　≪海外研修≫研修先：香港・マカオ

　　実施期間:1993年１月20日～23日

　　≪年次大会≫会場：吹田市文化会館

　　開催日:1994年５月22日

　②インターアクト

　　クラブ数９クラブ（提唱ＲＣ９クラブ）

　　≪海外研修≫研修先：タイ国バンコク

　　実施期間:1993年８月20日～24日

　　≪年次大会≫会場：大谷中・高等学校

　　開催日:1993年11月14日

　③青少年指導者養成セミナー（ＲＹＬＡ）

　　≪山のライラ≫

　　実施日:1993年９月24日～26日

　　会　場：大阪府立総合青少年野外活動

　　　　　　センター

　　参加者:349名（青少年126名、ロータリ

　　　　　　　　　　アン223名）

　　ホスト：大阪住之江ロータリークラブ

　　＜海のライラ≫

　　実施日:1994年５月３日～５日

　　会　場：大阪府立青少年海洋センター

　　参加者:314名（青少年120名、ロータリ

　　　　　　　　　　アン194名）

　　ホスト：四条畷ロータリークラブ

　④少年少女ニコニコキヤンプ

　　実施日:1993年８月６日～８日

　　会　場：大阪府総合青少年野外活動

　　　　　　センター

　　参加者：児童99名（少年30名、少女69名）

　　ホスト：大阪住吉ロータリークラブ

　⑧高齢者の海遊館招待の集い（第４回）

　　実施日:1993年11月９日

　参加者:443名（高齢者一付添含む-307名、

　　　　　ロータリアン136名）

⑥身障児等とロータリアンとの仲良し運動

　会（第２回）

　実施日:1994年４月17日

　会　場：大阪市立中央体育館

訃　　報

田　村　節　三君（大阪北RC）

　平成６年６月１日逝去（享年83歳）

　肺合43年11月３日生まれ

　昭和55年５月14日入会

松　本　政　雄君(大阪天満橋RC)

　平成６年６月５日逝去(享年78歳)

　大正４年12月17日生まれ

　昭和43年３月１日入会

　1982～'83年度　クラブ副会長

　米山功労者

　ポール・ハリスフェロー

藤　原　稔　恭君(箕面RC)

　平成６年６月13日逝去(享年70歳)

　大正12年９月27日生まれ

　昭和44年10月16日入会

　1988～'89年度　クラブ会長

　ポづレ・ハリスフェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

１月信６月号12頁「訃報」のお知らせの

　浅井　啓三様（大阪大手前RC）は

　　　　　　　　　　　　　名誉会員です。



｜

順

●

●

国際親善奨学生･青少年交換･米山奨学生派遣及び受入れ状況

平成４年６月末日現在

クラブ名
国際親善
奨　学　生

青　少　年　交　換

米　　　山
奨　学　生 クラブ名

国際親善

奨　学　生

　　０

青　少　年　交　換

米　　　山
奨　学　生

長　　期 短　　期 長　　期 短　　期

受入 派遣 受入 派遣 受入

　０

　２

派遣 受入 派遣

大　　　東 ２ ４ ４ ０ ０ ５ 大阪中之島 ０

２

０

２

０ ０

東　大　阪 ４ １ １ ０ ０ ６ 大阪難波 ０ ２ ４

東大阪東 ０ １ １ ０ ０ ３ 大阪なにわ ０ ２

１

２ ０ ０ ２

東大阪中 １ １ １ ０ ０ ８ 大阪南西 ０ ０ ０ １ ５

東大阪西 ２ ０ ０ ０ ０ ２ 大　阪　西 ４ 　０
一一
　０

０ ０
０

　 一 一

０

６

枚　　　方 ５ １ ０ ０ ０ １ 大阪大手前 ０ ０ ０ 　　　５

-一一一一

　　　４枚方くずは ２ ４ ５ ４ ４ ２ 大阪大淀 ４ ０

０

２

０ ０ ０

茨　　　木 ６ １ ０ ０ １ ６ 大阪西北 １ ０ ０ ０ 11

茨　木　東 ２ ０ ０ ０ ０ ５ 大阪西南 ４ ３ １ ０ ５

茨　木　西 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 大阪船場 ０ ０ ０ １ ３ ２

池　　　田 ４ ０ ０ １ １ ８ 大阪心斎橋 ２ ０ ０ ０ ０ ４

池田くれは ０ ０ ０ ０ ０ ２ 大阪城北 ２

５

５

１ １ ０ ０ ３

門　　　真 ２ ０ ０ ０ ０ ０ 大阪住之江 　０

　２
－

　０

０ ０ ０ ４

交　　　野 ０ １ １ ０ ０ １ 大阪住吉 ３

０

０

０

０
一一
〇

11

箕　　　面 22 ０ ０ １ １ ９ 大阪天満橋

大阪天王寺

３ ７

箕面中央 ６ ０ ０ ２ ２ ５ ３ ０

８

０

７

０ ０ １

守　　　口 ８ １ １ １ １ ２ 大阪東南 ０ ２ ２
一一
１

０

３

寝　屋　川 ３ ０ ０ ０ ０ ３ 大阪鶴見 Ｊ

　　　　－

０

２ ３ １ ３

大　　　阪 14 ４ ３ ０ ０ 14 大阪梅田 ０ ０ ０ ５

大阪阿倍野 13 １ １ １ １ ６ 大阪梅田東 ０ ０ ０ ０ ０ ２

大　　　阪
ちややまち

１ ０ ０ ０ ０ １ 大阪うつぼ ３ ３ ３ ０ ０ ５

大阪中央 ０ ０ ０ ０ ‘０ ３ 大阪淀川 １

　　　　一一

７

１ １ ０ ０ ７

大阪堂島 ０ １ １ ０ １ ２ 千　　　里 ０
　０

　　一一

　２

一一

　２

０ ０ ９

大阪阪南 ０ ２ １ ０ ０ ５ 摂　　津 ３ ２ ０ ０ ５

大阪阪和 ０ ０ ０ ０ ０ ２ 四　条　畷 0

13

２ ０ ０ ０

大　阪　東 ７ ２ １ １ １ ７ 吹　　　田 ０ ０
　　－

０

０ ０ ７

大阪東淀 ４ １ １ ０ ０ ４ 吹田江坂 ２ １ ０ ０ ２

大阪平野 ５ ０ ０ １ １ ４ 吹　田　西 ７ ３ ３ ２ ２ ４

大阪本町 ０ １ ０ ０ ０ １ 高　　　槻 16 １ ０

０

０ ０ ３

大　阪　城 ０ ０ ０ １ １ １ 高　槻　東 ８ ０ ０ ０ ４

１大阪城南 ４ １ １ ０ ０ ６ 高　槻　西 ２ ４ ４ ０ ０

大阪城東 １ ０ ０ ０ ０ ３ 豊　　　中 10 ０ ０ ０ １ ９

大阪柏原 ２ １ ０ ０ ０ ５ 豊　中　南 ９
０

　一一

１

０ ０ ０ ５

大　阪　北 ４ ２ ２ ０ ０ 10 豊中一大阪
国際空i巷

６ １ ０ ０ ６

大阪北梅田 ０ ０ ０ ０ ０ １ 豊中千里 ３ ０ ０ ０ ０ ３

大阪北淀 ２ ２ ２ ２ ２ ２ 八　　　尾 ５ ０ ０ ０

２

０ ５

大阪御堂筋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ハ尾中央 ０ ３ ２ ３ ０

大　阪　南 ９ １ １ １ １ ７ 八　尾　東 １

０

１ １ ０ ４ ２

大　阪　港 １ ２ １ ０ ０ ２ 大　　　阪
そねざき

０ ０ ０ ０ ０

※調査資恥F 国際麺棒儒学生：学友名簿及び月信
寿少年交換:1986年度以後の活動報告書
米山奨学生：学友名簿及び健学生名簿
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本会計
＜収入の部＞

国際ロータリー第2660地区(1993～'94)

　　地区資金収支決算書

白　平成５年７月１日

至　平成６年６月30日

ガ　バ　ナ　ー

地区財務委員長

地　区　会　計

祥
次
一

慈
憲
栄

森
村
洲

火
中
鰐

(単位：円)

科　　　　　　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額 摘　　　　要

前　　　　期　　　　繰　　　　越　　　　金 19,000,000 24､406，891

7.500×10,738人/5,000円×127人

地区協議会・地区大会剰余金他

Ｒ　　　　　Ｉ　　　　交　　　　付　　　　金 800，000 2，290，608

ま也　　区　　資　　金　　15,000円×5,600人 84，000,000 81、170,000

雑　　　　　　　　　　収　　　　　　　　　　人 700、000 ５,３１０，１４０

合　　　　　　　　　　　　計 104，500,000 １１３，１７７，６３９

＜収入の部＞

科　　　　　　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額 摘　　　　要

委　　　員　　　会　　　活　　　動　　　費 28,040,000 ２３,４６８､４１１

ガバナー事務所賃貸敷金(弁天町分)

収入増加の範囲内での支出科目の

相互流用の承認を得ている。

地区ガバナー指名委員会

意義ある業績委員会
200､000

　50､000
122，778

　　　　　0

クラブ奉仕部門

会　員　増　強　委　員　会

広　報　雑誌　委　員　会

規定　情　報　委　員　会

200,000

900,000

600,000

　　　672
286、176

429，825

職業奉仕部門
職業奉仕委員会

ボランティア委員会
400,000

150,000

227,484

150､000

社会奉仕部門
社会奉仕委員会

環境保全委員会

1，300,000

　　250,000

696，481

257、133

青少年奉仕部門

青少年活動委員会

インターアクト委員会

ローターアクト委員会

2、600,000

3，200､000

5，700,000

・２，１９７，１０９

　　３．２５６，３３４

　　５，１４１，８０２

国際奉仕部門

世界社会奉仕委員会

青少年交換委員会
国際交流・平和委員会

200,000
500,000

250,000

232,098
553，391

199，920

ロータリー財団部門

ロータリー財団委員会
国際親善奨学金委員会

研究グループ交換委員会

財団増進委員会
財団学友委員会

　　100､000

1，750,000

7､000,000

　　240､000

　　750､000

　　113，222
1，791，784

5,959,417

　　182，077
　　755,947

米山奨学部門 米山奨学委員会 700､000 738，070

拡　　大　　部　　門 拡　大　　委　　員　　会 200,000 176、691

委員会活動予備費 800､000 ０

会　　　　　　　　　議　　　　　　　　　費 9，220､000 8,319､066

地　区　大　会　補　助

地　区協　議会補助

地　　区　委　　員　　会

ガバナー打合せ会議費

Ｒ．Ｉ．会長記念品代

同　　Ｅ　歓　迎　会

直前ガバナー記念品代

Ｇ．Ｎ．国際会議参加補助

‾f　　　　備　　　　　費

　　300､000

　　300,000

4,000,000

2，500,000

　　160,000

　　370,000

　　260,000

　　830､000

　　500､000

　　300，000

　　300、618

3，544，811

2，553，019

　　160，000

　　370，000

　　260､000

　　830，618

　　　　　　　0

日本国内地区ガバナー会　　200円×5,600人 １、１２０､０００ 1，075,036

ロータリー文庫協力費　　300円×5,600人 1、680，000 1，611，936

地区大会分担金3,000円×5.600人 16､800,000 16，189，000

ガ　バ　ナ　ー　月　信　印　届り　費 10､000､000 8,552､492

製版･印刷･送料･ホルダー
予　　　　偉　　　　費

9、500,000

　　500,000

8､552､492

　　　　　　0
ガ　バ　ナ　ー　事　務　所　経　費 26、140､000 32､892，000

借室料　・　光熱　費

賃　　　金　　給　　料
ガバナー交通会合費

印　　　　刷　　　　費
交　　通　通　信　　費

文　　　　献　　　　費
事務用消耗品費

什　　器　備　　品　　費
雑　　　　　　　　　　費

差　　入　　敷　　金
予　　　　備　　　　　費

　3，250,000

13，200,000

　1，300,000

　1、800,000

　2,400,000

　　160,000

　1、100､000

　　600,000

　1、800､000

　　530,000

　3，150，000

13、547，300

　1、190，000

　1、638，967

　2､871，031

　　　76，808

　　819，490

　1、284，956

　1.536、748

　6，776，700

　　　　　　　0

合　　　　　　　　　　　　計 93,000,000 92，107､941

差　引　収　支　差　額 11，500,000 21，069､698

　私は、国際ロータリー第2660地区の1993～1994年度の収支決算書に表示されている、本会計及び特別会計につ
いて監査した結果、正確、適正であることを証明致します。

　　　　　　平成６年７月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税理士　　高　本　康　之　　⑩
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晏附葵旱￥駆黎詐刃恥099Z憲111（9）

9ZドZII‘OI拝　　晋9zrzII‘OI摺　　号

０専聊剱而￥9ZCI霧時男咀

9ZEIＹ剱等級蔀財091‘III‘OI
晏　附　馨

091‘III‘OI晏　附　肪０
晏阿蘇而肺

圓　晏目　　琲採　専目　　胆

剪　○　田　ぶ剪　Ｏ　Ｙ　蔀

晏附肪輦車（９）

卯8‘99Z‘S摺　　磨9p8‘9Sg‘S扨　　号

凭CZII晏聊爾圈￥

OSO‘I脇　　　沸劈9霧防毒斑
S98‘00Z

聶　晋　琴
00Z‘9gZ‘9

専副良き燧

H9‘9S6‘t甚　維　豺０
晏阿蘇面部

圓　晏目　　恵圓　専目　　廷r

庫　（z9　印　羊庫　Ｑ　Ｙ　独

『号屡恥１影りﾝ』琴ｕ馨石療琴討け）

tZI‘109‘91拝　　娶tZI‘109‘91
摺　　琴

916‘SZ6‘t奪聊靭ほ￥Mg‘81冒同等咀

t8Z‘II
甚　　　瀦yOZ‘I竹‘II苓　　　脊

tZ6‘S99‘II晏　研　篆9pS‘IH‘S晏宵斟㈲卸

鼎　専目　　琲鼎　専目　　恵

慨（jぺFに岑鼎　Ｑ　Ｙ　冲

晏糞琴皆蓉石療琴豺話:爵（Ｓ）

10C00Z
摺　　号

10g‘00Z
隷　　号

IZZ‘669専宵靭圈￥998‘I箪同等咀

OSO‘I甚　　　瀦9竹‘869晏賢僻而肺

鼎　専目　　琲鼎　専目　　琲

剪　Ｑ　印　￥慨　Ｏ　Ｙ　抑

拝紺齢紺谷バふ（Ｚ）

8St‘6tO‘屁摺　　娶89‘6tO‘屁摺　　晋

認S‘ZgZ‘IZ専篇幇ぼ￥

09Z‘6H甚　　　営

860‘zog‘I脇　魅　乖p90‘gg箪随苓賑

SIZ‘90‘I脇　乖　趾009‘Zgl‘91
苓副紅い溥

009‘t6Z‘6
等　昨　尉

t06‘198‘91
苓阿蘇圈肺

鼎　苓目　　琲鼎　苓目　　Mｴ

剪　（いい?「慨　（∠）　Ｙ　詐

随　　翁

ｊ･で.‘l乙爾ぶ;歯φ某（Ｉ）

顛
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国際ロータリー第2660地区　地区大会収支計算書
(1993～1994年度)

◇本会計　収入の部

員
族
会
家

料
料
金
金
人

録
録
担
助

登
登
分
補
収

会
会
会
会

大
大
大
大
雑

　晩餐会の余剰金

　ゴルフの余剰金

合　　　　　計

本会計

-

支出の部

　
通
　
録
念

印
交
会
登
記

務
　
信
　
大
晶

　
刷
通
合
拡

記録・記念誌

　
　
　
　
　
付

件
務
彰
受
室

　
　
　
　
　
録

人
事
表
登
借
雑

58

16

１

76

費
費
費
費
代
代
費
費
費
費
料
費

－－－…………………
プログラム

　記念講演費

　夫人のつどい費

　シンポジューム

　部門別懇談会費

　舞台進行費

　お花見懇親会費

　写真コンクール

場
　
場
場
　
　
‐
‐
‐
‐
待
般
賓
事

　
公
会
会
救
保
一
　
一
米
食
一

会
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
接
　
　
　
　
　
‐
‐

費
　
営
備

　
場
設
整
護
険

交通一輪

費
接
接
弁
送

費
費
費
費
料
　
待
待
当

剰余金（地区資金に繰入）

合　　　　　計

23

　4

　　　　　　　地区大会会計

　　　　　　　会計監査

◇RI会長代理歓迎晩餐会

中

中

田

村

耕

憲

平

次

016,000

540,000

189,000

300,000

039,492

　25,315

　26,184

　-･--‥………

135,991

2 5 7

､

2 9 6

㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ㎜

0 9 5

､

1 1 0

4 5 8

､

9 8 5

2 7 6

､

0 6 2

　　479

,

800

　5

,

059

,

772

　5

,

724

,

136

　4

,

353

,

047

　　536

,

097

　　371

,

895

　　938

,

243

　　400

,

618

　　563

,

531

34

,

316

,

596

　1
,

042
,

038

　　270
,

600

　1
.

318
,

888

　　438
,

873

28
,
316

,
842

　2
,

784
,

846

　　144
,

509

　4
,

974
,

573

　　-一一･一一･-･-一一一一･

　1

，

500

,

000

　3

,

292

,

808

　　　36

,

565

　　　15

,

000

　　130

,

200

　8

,

775

,

311

　　　‥‥‥一一一一

　　　455

,

820

　3

,

405

,

773

　4

,

913

,

718

　2

,

092

,

264

　2

,

719

,

951

76

,

135

,

991

収　人　の　部

　登　　録　　料　　　　　　　　3､820､000

　地区補助金　　　　　　790,000

　雑　　収　　入　　　　　　　　　830,000

合　　　　計　　　　　　　　　5,440､000

支　出　の　部

　登録受付費　　　　　　　227,810

　印　　刷　　費　　　　　　　　　169,950

　余　　興　　費　　　　　　　　　400､000

　宴　　会　　費　　　　　　　　4､616､925

　　　　計　　　　　　　　　　　5,414,685
　　　　　　　　-一一一一一一‥余剰金（地区大会へ）　　　　　　　　　25,315

合　　　。計　　　　　　　　　5,440､000

◇記念ゴルフ大会

収　人　の　部

　登　　録　　料　　　　　　　　2､040,000

合　　　　計　　　　　　　　　2､040､000

茨木カントリーＣ支払　　　　　　　　　　198､653

茨木カントリー飲食代　　　　　　　　　　794､590

記録・写真撮影　　　　　　　　　118,553

ボール等の購入費　　　　　　　　　370,800

賞　　品　　代　　　　　　　　　　472,080

コンピュータ人力代　　　　　　　　　　39､140

謝　　　　　　礼　　　　　　　　　　20､000

　　　　　　　　　　　　　　　-　　　計　　　　　　　　　　　2､013,816

余剰金（地区大会へ）　　　　　　　　　26,184

合　　　　計　　　　　　　　　2､040､000

地区大会登録人員　会員　　　　　　3,626名

地区大会登録人員　夫人　　　　　　　　54名

来　　　　　　賓　　　　　　　　　　50名

招　　待　　者　　　　　　　　　　53名

計　　　　　　　　　　　　3,783名

ＲＩ会長代理晩餐会　会員　　　　　　　166名

ＲＩ会長代理晩餐会　夫人　　　　　　　　25名

ＲＩ会長代理晩餐会　来賓　　　　　　　　56名

　　　　計　　　　　　　　　　　　　　247名

記念ゴルフ会参加者　　　　　　　　　204名
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ポール･ハリス･フエロー

村

路

友

和

－一一

一尤

夫

郎

夫

茨

茨
大
守
高

　　　　(1994)

真ＲＣ　４．

木　西ＲＣ　４

木　西ＲＣ　４

　　阪ＲＣ　４

　　□ＲＣ　４

　　槻ＲＣ　４

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

大阪御堂筋ＲＣ

大阪御堂筋ＲＣ

昂‰－よ屠ＲＣ

昂‰－よ隋ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

東大阪西ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

箕面中央ＲＣ

大阪東南ＲＣ

大阪城南ＲＣ

　大阪城南ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

東大阪西ＲＣ

茨　木　東ＲＣ

茨　木　東ＲＣ

茨　木　東ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

１
　
５
　
７
　
７
　
７
　
ｚ
　
Ｚ

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

11

19

19

19

19

19

19

27

28

28

9

9

9

13

13

17

17

19

19

20

26

26

26

27

27

27

27

27

31

31

31

31

31

31

１
　
１

３
　
３

５
　
５

鈴木忠夫

田辺嘉之

柳原賢治

村田敏秋

勝　田　和　行

福　田　幸　－

西村一夫

※三木　　優

　小西宏幸

※飯島　　宏

※上田修碩

　佐々水定彦

ベネファクター

　大川進一郎

　細谷光彦

　高室光博

　執行経世

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

大阪北梅田ＲＣ

門　　　真ＲＣ

門　　　真ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

池　　　田ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

大阪南西ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大阪南西ＲＣ

大　　　東ＲＣ

高　　　槻ＲＣ

大阪淀川ＲＣ

枚　　　方ＲＣ

１
　
１

３
　
３

５
　
５

3
1
　
３

　
Ｉ
　
・

５
　
６

６

６

６

６

６

６

６

６

３

３

３

３

１３

１３

１３

１５

2
6
３

　
Ｉ
　
Ｉ

５
　
６

６

６

※印＝マルチプル・ポールハリスフェロー

米山功労者

８

１３

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　　（1994）

　松　木　　　康　　　枚　　　方ＲＣ

　小野山　　　攻　　　守　　　□ＲＣ

　双葉電気通信㈱　　　守　　　□ＲＣ

　井　上　　武　　大阪束淀ＲＣ

　城　村　幸　治　　　大阪東淀ＲＣ

　中　田　ハ　朗　　大阪東淀ＲＣ

※大　山　昭　大　　　大阪城南ＲＣ

　山　本　光　男　　　大阪柏原ＲＣ

　山　田　誠　一　　大阪難波ＲＣ

　小　田　稚　義　　　大阪難波ＲＣ

　川　村　泰　雄　　大阪住吉ＲＣ

※原　田　　　肇（3回目）摂　　　津ＲＣ

※印＝２回目以上

米山ファンドフェロー

次の方たちにポール･ハリス・フエローの

称号が贈られました。

　今村洋二　門

奥野茂壽　大阪住吉ＲＣ　４

樹下　　稔　茨　木　西ＲＣ　４

野

小

住

　橋本泰明

　山　口　　　誠

　今津玲子

　角野今日子

　桂　　晴子

　中野ゆき子

　田中加子

　岡本和子

※古田敬三

　川瀬徳之

　宮川武男

　川上富清

　近藤貞彦

　山下治源

※羽渕一司

　高本邦昭

　若山　繁

　成田哲男

　岡本長寿

　野崎弘毅

　佐藤良和

　河村孝正

　上野山昌秀

　高岡政一

　中　島　　　馨

　山口誠二

※岡本健治

　中本和洋

　新垣善男

　柴田弘一

※島田直弥

※土方正英

　若林三雄

※高石健太郎

　大内昭男

　長田仲一郎

　西川忠良

次の方たちにファンドフェローの称号が

贈られました。　　　　　　　　　（1994）

　北　村　正　汎　　　大　　　東ＲＣ

　服　部　勇　治　　　大阪南西ＲＣ

　中　　　佻　一　　大阪東淀ＲＣ
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1994年５月度　出席報告

ク　ラ　ブ
期初の

会賤
州末
会賭

増減 出席率 例会 順位 ク　ラ　ブ
期初の

会賭

5月末

会員数
増減 出席率 例会 順位

大　　　　東 68 69 ＋１ 100.00 ４ １ 大阪難波 89 86 －３ 97.59 ３ 38

束　大　阪 82 81 －１ 98.33 ３ 27 大阪なにわ 64 62 －２ 93.55 ３ 66

東大阪東 68 69 ＋１ 96.72 ３ 44 大阪南西 74 76 ＋２ 95.94 ４ 51

東大阪中 59 60 ＋１ 97.09 ４ 42 大　阪　西 107 107 ０ 99.39 ４ 14

東大阪西 58 58 ０ 94.77 ５ 58 大阪大手前 64 67 ＋3 96.91 ４ 43

枚　　　　方 59 60 ＋１ 98.68 ４ 22 大阪大淀 71 68 －3 96.46 ３ 47

枚方くずは 56 58 十2 95.18 ３ 57 大阪西北 79 84 ＋５ 98.44 ４ 25

茨　　　　木 64 65 ＋１ 100.00 ３ １ 大阪西南 n3 115 ＋２ 100.00 ３ １

茨　木　東 55 53 －２ 98.29 ３ 29 大阪船場 58 57 －１ 96.49 ４ 46

茨　木　西 ０ 34 十34 99.10 ３ 17 大阪心斎橋 79 77 －2 100.00 ４ １

池　　　　田 59 57 －２ 93.94 ３ 63 大阪城北 53 52 －1 100.00 ３ １

池田くれは 52 52 ０ 92.04 ４ 72 大阪そねざき 53 十53 99.37 ３ 15

門　　　　真 31 32 ＋１ 98.67 ３ 23 大阪住之江 49 49 ０ 98.83 ４ 19

交　　　　野 47 49 ＋２ 94.20 ４ 62 大阪住吉 84 86 ＋2 93.23 ４ 69

箕　　　　面 63 62 －１ 97.62 ３ 37 大阪天満橋 105 107 十2 95.94 ３ 51

箕面中央 56 58 ＋2 97.40 ４ 39 大阪天王寺 49 49 ０ 93.37 ４ 68

守　　　　口 85 85 ０ 95.47 ３ 55 大阪東南 60 61 十１ 98.77 ４ 21

寝　屋　川 61 56 －５ 93.75 ３ 64 大阪鶴見 47 47 ０ 95.74 ４ 54

大　　　　阪 304 320 ＋16 85.32 ４ 77 大阪梅田 66 67 ＋1 97.96 ４ 32

大阪阿倍野 66 62 －4 93.45 ３ 67 大阪梅田東 59 61 ＋2 98.36 ３ 26

大阪ちややまち 67 67 ０ 97.67 ４ 36 大阪うつぼ 75 77 ＋2 99.01 ４ 18

大阪中央 62 62 ０ 100.00 ３ １ 大阪淀川 83 87 ＋4 98.82 ４ 20

大阪堂島 60 59 －１ 96.43 ５ 48 千　　　　里 78 76 －2 96.05 ４ 49

大阪阪南 80 76 －4 98.31 ･4 28 摂　　　津 46 51 十5 97.92 ４ 33

大阪阪和 50 47 －3 91.47 ３ 74 四　條　畷 25 26 十１ 83.33 ３ 78

大　阪　束 140 148 十8 97.89 ３ 35 吹　　　　田 76 74 －2 100.00 ３ １

大阪束淀 72 71 －１ 95.23 ５ 56 吹田江坂 50 54 ＋4 100.00 ４ １

大阪平野 57 56 －１ 100.00 ３ １ 吹　田　西 66 66 ０ 100.00 ４ １

大阪本町 68 67 －１ 98.11 ４ 31 高　　　槻 68 71 ＋3 96.72 ３ 44

大　阪　城 17 18 ＋１ 88.89 ３ 75 高　槻　東 58 55 －3 99.50 ４ 13

大阪城南 77 76 －１ 99.34 ４ 16 高　槻　西 39 37 －2 98.20 ３ 30

大阪城東 69 71 ＋2 100.00 ４ １ 豊　　　中 77 73 －4 96.04 ４ 50

大阪柏原 46 55 ＋9 92.58 ４ 70 豊　中　南 57 56 －１ 98.55 ３ 24

大　阪　北 187 189 十2 91.67 ３ 73
豊ｑｊ一火防え
｢司F？察i巷 64 64 ０ 94.31 ４ 61

大阪北梅田 74 74 ０ 97.91 ４ 34 豊中千里 42 43 ＋１ 92.20 ３ 71

大阪北淀 56 59 ＋3 97.10 ３ 41 八　　　　尾 79 81 ＋２ 97.14 ３ 40

大阪御堂筋 49 56 ＋７ 95.83 ３ 53 ハ尾中央 50 50 ０ 94.50 ４ 59

大　阪　南 184 193 十9 93.72 ４ 65 ハ　尾　東 53 54 十１ 87.26 ４ 76

大　阪　港 38 32 －6 94.41 ３ 60 クラブ数 期初会員 月末会員 増　減 平均出席率

大阪中之島 51 51 ０ 100.00 ４ １ 78 5､353 5､493 ＋140 96.44％
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